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全国消防救助シンポジウム開催経過

区分 開催日 場所 テーマ

第１回
（H10年度）

H10.10.26（月）
東京都千代田区
「科学技術館」

世界に鳴り響く日本の救助技術

第2回
（H11年度）

H11.10.29（金）
東京都港区

「ニッショーホール」
救助技術に対する新たな科学技術の導入

第3回
（H12年度）

H13.2.23（金） 〃 災害現場における救助と医療の連携

第4回
（H13年度）

H13.11.27（火） 〃 化学災害等への取り組みについて

第5回
（H14年度）

H14.11.26（火）
東京都千代田区
「よみうりホール」

急流河川事故等に関する救助方法について

第6回
（H15年度）

H15.12.3（水） 〃 要救助者の状態に適した救助活動のあり方について

第7回
（H16年度）

H16.12.1（水）
東京都新宿区

「日本青年会館」
救助活動における新たな救助技術等の導入について

第8回
（H17年度）

H17.12.13（火）
東京都港区

「メルパルクホール」
新たな交通事象に適応した救助のあり方について

第9回
（H18年度）

H18.12.13（水） 〃 ヘリコプターを活用した救助活動について

第10回
（H19年度）

H19.12.18（火）
東京都千代田区
「日比谷公会堂」

救助の安全管理について～知識・技術の伝承～

第11回
（H20年度）

H20.12.10（水） 〃 救助隊の災害活動能力向上を目指した訓練のあり方について

第12回
（H21年度）

H21.12.18（金） 〃
大規模災害に対する活動能力の向上を目指して
～日本における都市型捜索救助（US&R）活動～

第13回
（H22年度）

H22.12.17（金） 〃
我が国が誇る救助技術
～救助隊員の育成と救助隊のレベルアップ～

第14回
（H23年度）

H23.12.16（金） 〃
未曽有の大地震
～東日本大震災の教訓を活かした今後の救助活動～

第15回
（H24年度）

H24.12.14（金） 〃
次なる大規模災害に立ち向かうために
～これまでの災害から学び、発展した我が国ｎ救助活動～

第16回
（H25年度）

H25.12.13（金） 〃 複雑・多様化する救助事案への対応能力の向上を目指して

第17回
（H26年度）

H26.12.19（金） 〃 頻発する気象災害への対応能力の向上を目指して

第18回
（H27年度）

H27.12.18（金） 〃 御嶽山噴火災害を踏まえた山岳救助活動について

第19回
（H28年度）

H28.12.5（月）
東京都文京区

「響きの森文京公会堂」
（シビックホール）

消防機関におけるNBC災害対応能力向上を目指して

第20回
（H29年度）

H29.12.12（火） 〃 関係機関との連携強化がもたらす救助活動の効率化

第21回
（H30年度）

H30.11.26（月） 〃 救助活動事例の教訓を踏まえ検証した効果的な救助手法

第22回
（R1年度）

R1.11.29（金） 〃 救助活動能力の向上にむけた効率的かつ効果的な教育訓練

第23回
（R2年度）

R2.12.3（木） 〃 救助活動中における予期せぬヒヤリハット・危険事故事案について

第24回
（R3年度）

R3.12.13（月）
東京都中央区
「銀座ブロッサム

中央会館」
要救助者と救助者の安全を守る火災時の救助活動
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第 24 回 全国消防救助シンポジウム概要 

１ 目的 

本シンポジウムは、全国の消防救助隊員、消防学校関係者、都道府県消防防

災関係者等を対象とし、救助技術の研究開発及び消防活動事例の発表や意見

交換を行うことにより、救助技術の向上及び救助隊員相互の交流と親睦を深

め、我が国における救助体制の一層の充実を図ることを目的とする。 

 

２ 日時 

令和３年 12月 13日（月）10時 30分から 17時 00分まで 

 

３ 会場 

銀座ブロッサム中央会館 東京都中央区銀座２丁目 15番６号 

 

４ テーマ 

「要救助者と救助者の安全を守る火災時の救助活動」 

 

５ 参加対象者 

消防救助隊員、消防学校関係者、都道府県消防防災関係者等 

 

６ 主催 

総務省消防庁 

 

７ 開催方式 

  ハイブリッド開催（会場及びオンラインの同時開催） 

 近年、火災の件数は減少傾向にあるものの、活動中の隊員の殉職事故や負傷事故

は続いている。消防職員は要救助者の命を救うことが最大の責務であるが、同時に

救助者として仲間と自らの命を守ることもその任務を遂行する上で重要な要素であ

る。万が一危機的な状況に陥った際、危険を正確に認識し、危機を回避する能力を

身に付けることは、要救助者の確実な救出にもつながる。 

本救助シンポジウムでは、日本の実情に合わせた要救助者及び救助者の安全を守

る救助方法について、「実災害からの教訓」や「効果的な教育訓練」、そして「最

新の知見を踏まえた情報」を全国の消防職員と共有することにより、今後起こりう

る火災事案での受傷者の減少に寄与することを目標とする。 
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第 24 回全国消防救助シンポジウム プログラム 

 

 

  消防庁長官 内藤 尚志 

 

  全国消防長会 会長 清水 洋文 様 

 

｢消防隊員のための救助隊（RIT/RIC）と現場でのサバイバル技術｣ 

在日米海軍統合消防局佐世保署 Crew Chief 草場 秀幸 氏 

  

 

－－－－－－－－－－ 昼休憩 （12:25～13:05） －－－－－－－－－－ 

 

                           

 

－－－－－－－－－－休憩 （13：50～14：00） －－－－－－－－－－ 

消防本部名 氏 名 演 題 

大津市消防局 南 尊之 かぎ付きはしごを活用した火災救助事例 

赤磐市消防本部 武智 誠治 実災害から学ぶ安全と迅速の両立について 

神戸市消防局 結城 康之 
火災現場で殉職者をなくすために（兵庫県下

の取り組み） 

消防本部名 氏 名 演 題 

青森地域広域 

事務組合消防本部 
山上 真一 

ウェアラブルカメラで撮影した映像を教材と

した火災教育訓練とその効果について 

鳥取県西部広域行政

管理組合消防局 
隠岐 拓真 殉職者ゼロを目指して 

名古屋市消防局 
長井 信二郎

長谷川 有喜 

火災現場における緊急事態の未然防止と即応

体制の強化 

Ⅰ 開会あいさつ （10:30～10:35） 

 

Ⅱ 祝辞 （10:35～10:40） 

 

Ⅲ 基調講演 （10:40～11:40） 

 

Ⅳ 事例研究発表 （11:40～12:25） 

 

Ⅴ 事例研究発表 （13:05～13:50） 
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－－－－－－－－－－休憩 （14：30～14：40） －－－－－－－－－－ 

 

 

｢PPE の安全な取扱いとリスク管理について｣ 

一般社団法人 日本防災教育訓練センター 代表理事 サニー カミヤ 氏 

 

－－－－－－－－－－休憩 （15：40～15：55） －－－－－－－－－－ 

 

 

討論テーマ：「要救助者及び救助者の安全を守るための火災救助とは」 

司会：消防庁国民保護・防災部 参事官補佐 田中 亮三 

 

最新の救助トピックス、あいさつ 

消防庁国民保護・防災部 参事官 村川 奏支 

 

 

 

 

 

 

 

 

消防本部名 氏 名 演 題 

札幌市消防局 外崎 祐至  
水力換気を応用した換気・火勢抑制システム

について 

岡山市消防局 戸田 雄太  
消防ヘリコプターを活用した死角ゼロの火災

現場へ 

Ⅵ 事例研究発表 （14:00～14:30） 

 

Ⅶ 教育講演 （14:40～15:40） 

 

Ⅷ 総合討論 （15:55～16:45） 

 

Ⅸ 閉会 （１6：45～17：00） 
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開会あいさつ 

 

消防庁長官 内藤 尚志 

 

第 24回全国消防救助シンポジウムの開催にあたり、

一言ご挨拶申し上げます。 

まずは、全国から多くの消防関係機関の皆様をお迎

えして、このシンポジウムを開催できることを、主催者

を代表しまして、深く感謝申し上げます。 

また、本日は、全国消防長会の清水会長にご臨席いた

だいておりますとともに、在日米海軍統合消防局佐世

保署の草場様、一般社団法人日本防災教育訓練センタ

ーのサニーカミヤ様にも講師としてご参加いただき、

御礼申し上げます。 

救助隊員の皆様には、平素から昼夜を分かたず身を

挺して懸命な救助活動を実施していただいていること

に改めて敬意を表しますとともに、心から感謝申し上げます。 

近年、全国各地で豪雨による災害が毎年のように発生しています。本年も７月に静

岡県熱海市において大規模な土石流災害が発生し、また８月には九州北部地方を中心

に広範な浸水等が発生し、甚大な被害をもたらすなど、自然災害による被害は後を絶

ちません。 

このような災害に対して、皆様には、地元消防本部はもとより、県内応援隊や緊急

消防援助隊として出動していただき、多くの方々を救助していただきました。この場

を借りて改めて厚く御礼申し上げます。 

さて、本日のシンポジウムは「要救助者と救助者の安全を守る火災時の救助活動」

をテーマとしています。近年、火災の件数は減少傾向にあるものの、活動中の事故は

続いており、東京都八王子市での住宅火災や静岡県吉田町での倉庫火災において、活

動に従事した消防職員が殉職する非常に痛ましい事故も発生しています。シンポジウ

ムでは、講師のお二人から救助にあたる消防職員の安全を守る取組をご紹介いただく

とともに、事例研究発表を通じて、それぞれの消防本部における取り組みや教訓を共

有していただきます。効果的な救助手法を学ぶとともに、救助者である消防職員にと

って、より安全な救助技術の向上につながることを強く期待しております。 

消防庁におきましては、本シンポジウムのように現場活動に資する情報の共有・発

信に努めるとともに、引き続き、緊急消防援助隊や常備消防力の強化、消防団を中核

とした地域防災力の向上など、消防防災体制の充実強化に取り組んで参ります。皆様

におかれましても、一層の救助体制の充実強化に努めていただきますようお願い申し

上げます。 

 結びに、全国の消防関係機関のますますのご発展と、皆様のご健勝とご活躍を心よ

り祈念いたしまして、私の挨拶といたします。 
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祝辞 

全国消防長会会長 清水 洋文 

 

全国消防長会会長の清水でございます。

長引く新型コロナウイルス感染症への対応により、消

防行政にも様々な影響が出ている中、住民の負託に応え

るべく日頃から災害現場等で活動にあたっている皆様

に対しまして、改めて敬意を表しますとともに感謝を申

し上げます。 

また、本日ここに、全国各地の消防関係者が一堂に会

し、全国消防救助シンポジウムが開催されますことを心

からお祝い申し上げます。

さて、火災統計によりますと、火災件数や火災による死者は減少傾向にあるものの、65歳

以上の高齢者の死者が依然として高い水準にあり、今後も高齢化と都市構造の複雑多様化が

進み、火災時における人命危険の増大や消防隊員の活動の困難化が懸念されております。

今回のシンポジウムのテーマは「要救助者と救助者の安全を守る火災時の救助活動」です

が、我々の活動現場は、常に危険と裏腹です。そうしたリスクを許容可能なものにコントロ

ールしながら安全を確保し、迅速な救助活動につなげていくことが望ましい形であると思い

ます。

本日参加される皆様方には、本シンポジウムにおいて様々な情報共有を図るとともに、相

互の交流を深められ、地域の安全・安心に引き続きご尽力をいただきますようお願い申し上

げます。

結びに、本シンポジウムが実り多きものとなりますことを心から祈念申し上げ、祝辞とい

たします。
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基調講演 

 

 

 

 

 

 
 



10



11

講師紹介 
１ 演題 

｢消防隊員のための救助隊（RIT/RIC）と現場での 

サバイバル技術｣ 

 

２ 講師 

在日米海軍統合消防局佐世保署 

Crew Chief 草場 秀幸 氏 

 

３ 経歴 

昭和 63年４月  在日米海軍佐世保基地消防隊 入隊 

平成 18年度   米国国防総省年間最優秀消防士賞受賞 

平成 21年度   米国海軍省年間最優秀消防教官賞受賞 

平成 20年度   第 11回全国消防救助シンポジウム パネラー 

平成 21年度～  JDR救助技術アドバイザー４ 

 

４ 出身地 

  長崎県 

 

在日米海軍佐世保基地消防隊に入隊し 33年間勤務。平成 21年度から国際緊急

援助隊救助チームの技術アドバイザーに任命されており、IEC受検(平成 22年)及

び IER 受検(平成 27 年)の際には専属アドバイザーとして活躍した。また、平成

20年度から平成 23年度、平成 26年度の救助技術の高度化等検討会の検討委員に

も選定され、消防庁救助技術の向上に大きく貢献いただいている。 

消防大学校の救助科や警防科、高度救助・特別高度救助コース等でも講師をつ

とめている。 
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消防隊員のための救助隊（RIT/RIC）と現場でのサバイバル技術 

 

在日米海軍統合消防局佐世保署 

Crew Chief 草場 秀幸 

 

おはようございます。Webで参加して

いる方もおはようございます。今日は消

防隊員のための救助隊 (RIC/RIT)と現場

でのサバイバル技術についてお話をして

いきたいと思います。 

１時間ではありますが、少しでも皆さ

んに良いことを伝えていきたいと思いま

すのでよろしくお願いします。 

自己紹介からまいります。在日米海軍

統合消防局佐世保消防署の草場といいま

す。2006年に米国国防総省の年間最優秀

消防士賞をいただきました。2009年に米

国海軍の年間最優秀消防教官賞というも

のもいただきました。日本の IRTや JDR

に絡むようになったのが平成 20年度ぐ

らいからです。ここでは救助技術の高度化等検討会で平成 20年から 23年まで

災害救助技術、震災救助技術に関して消防 IRTを中心に訓練と検討会に参加

し、平成 26年には伊豆大島で起こった土砂災害をうけて検討会に参加しまし

た。実は救助シンポジウムに参加したのはこれが初めてではなく、第 11回に

パネラーとして参加させていただいております。また平成 21年度から JDRの

救助技術アドバイザーとして IEC受験・IER受験に関わり、来年度には IER受

験が決定しています。今後も救助技術アドバイザーとして皆さんと関わりがあ

りますので、よろしくお願いします。 

今日はスライドに入れていませんが、平成 19年度に長崎県子育て大賞をい

ただいています。この賞は子どもが５人以上いる家庭に送られる賞であり、明

るく楽しく無計画な家族生活を送っている家庭への賞です。家庭は働く原動力

となりますので、こういった賞をいただいたことを私自身は大事にしていま

す。自己紹介はこれで終わりますが、皆さん是非リラックスして聞いてくださ

い。 
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最近よく聞く RITという言葉ですが、

Rapid Intervention Teamの略で、直訳

すると即時介入隊という、消防士を救助

するためだけのチームという意味になり

ます。ここから先、この講演の中で RIT

や RIC、またファイヤーファイター・サ

バイバルなど、聞き慣れないカタカナが

多く入ってきますが、柔軟に聞いていただければと思います。 

同意語として RICがありますが、これ

は RITと全く同じ意味です。Rapid 

Intervention Crewの略で、Crewは先ほ

どの Teamと同意語です。隊員数です

が、RITに関しては最低２名、可能であ

れば４名で編成していくチームです。 

まず RITについてですが、私が知って

いる限りでは横浜市消防局と福岡市消防

局で運用されています。私の所属の場合

は、米国の法に沿って RITを導入してい

ます。 

米国では OSHAと言う米国労働衛生安

全局の規定によって RITの運用が決めら

れています。他にも、民間企業の NFPA(米国防火協会)が出しているガイドライ

ンに沿って運用しています。 

RITの目的は、緊急現場で活動する消

防隊員に対し、有事の際に迅速に救助活

動を提供することです。現場はそもそも

危険なところで活動しているので、何が

起こるか分からない。鍛えていてもスー

パーマンではないので、必ず何か起こり

ます。何も起こらなければいいですが、

何かあるかもしれないと想定した上で、もしも何かあった場合には先に仲間を

助けに行くという目的で RITを編成しています。米国には、現場指揮者は全て

の現場で RITを配備しなければならないという規定があります。現場指揮者に

関して、米国では ICSというシステムがあります。Incident Command 

System(インシデントコマンドシステム)に則って指揮命令系統が確立されてい

ますが、ICと言われる Incident Commander(インシデントコマンダー)が現場
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いる限りでは横浜市消防局と福岡市消防

局で運用されています。私の所属の場合

は、米国の法に沿って RITを導入してい

ます。 

米国では OSHAと言う米国労働衛生安

全局の規定によって RITの運用が決めら

れています。他にも、民間企業の NFPA(米国防火協会)が出しているガイドライ

ンに沿って運用しています。 

RITの目的は、緊急現場で活動する消

防隊員に対し、有事の際に迅速に救助活

動を提供することです。現場はそもそも

危険なところで活動しているので、何が

起こるか分からない。鍛えていてもスー

パーマンではないので、必ず何か起こり

ます。何も起こらなければいいですが、

何かあるかもしれないと想定した上で、もしも何かあった場合には先に仲間を

助けに行くという目的で RITを編成しています。米国には、現場指揮者は全て

の現場で RITを配備しなければならないという規定があります。現場指揮者に

関して、米国では ICSというシステムがあります。Incident Command 

System(インシデントコマンドシステム)に則って指揮命令系統が確立されてい

ますが、ICと言われる Incident Commander(インシデントコマンダー)が現場

の最高責任者となり、RITは ICの直下に置いて有事の際は現場指揮者の命令を

受けて活動します。RITはこの現場指揮者が任務を解除するまで構成を維持し

なければならず、現場指揮者がこの現場に RITが必要ないと判断するまで構成

が維持されます。私の所属における RITの運用は専任性ではありません。現場

で指名された隊が RITとして待機するため、現着の順位等に沿って変わりま

す。そのため、すべての隊が RITとしての機能を持っています。 

次になぜ RITが必要になったのか、背景をお話します。 

RITの歴史ですが、1915年３月８日、

ニューヨーク市消防局にて現場で閉じ込

められた消防士を救出する手段として運

用を開始しました。この時はまだ RITと

いう言葉ではありません。活動現場で隊

員がケガや崩落によって閉じ込められる

ということが起きていたので、専用の資

機材を持って救助に行ける体制をとって

いました。これが 1915年３月８日のこ

とです。1980年に米国労働安全衛生局

（OSHA）は 29CFR 1910を制定し、IDLH

環境下での「バディシステム」を規定し

ました。RITをやっていく上で、IDLHと

いう言葉は非常に多く出てきます。IDLH

とは Immediately Dangerous to Life or Health、生命又は健康に対する差し

迫った危険という意味です。そういう環境下に入るときには必ずバディシステ

ムをとり、２名で行くように規定されたのが 1980年です。その後、

29CFR1910.134.G.4が２イン/２アウトルールとして知られるようになりまし

た。２イン/２アウトとは、米国の火災戦術のメインとなる屋内進入の方法

で、隊長と隊員２名が屋内に入っていくときに必ず２名が待機しておこうとい

うものです。何のためかというと、２名入ったら２名は外に待機して、何かあ

った場合はすぐに助けに行きます。IDLH環境下というのは火災だけではありま

せん。危険な環境というのは、例えば、マンホールの酸欠事案なども該当しま

す。危険な現場に入り要救助者を救助するというのはもちろん大切な任務です

が、救助に行った救助隊員に何かが起こったり何かに巻き込まれたりすると誰

が救助に行くのか、こういう場合に備えて準備をします。そのため、火災に限

定していない IDLHという言い方をしています。危険な現場に隊員が入ってい

く環境では必ず RITを最低２名待機させています。 
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 1986年、米国防火協会（NFPA）は、

出動に関する基準 1500、消防署の労働安

全衛生プログラムに関する基準を発表

し、2001年には NFPA1710の出動に関す

る基準に RITを配備しましょうという内

容を入れました。歴史的に徐々に浸透し

ていき、ここで RITという言葉が規定さ

れましたが、その間にも色々な悲劇が起

こっていました。 

たくさん事案はあると思いますが、代

表的なものを紹介します。1987年７月

25日、オハイオ州コロンバスでの火災で

活動中の消防士が床の崩壊で地下室に閉

じ込められました。救助活動が行われま

したが、殉職事案となってしまいました。 

こちらは有名な事案です。1992年９月

28日、デンバーの消防士が、商業ビルの

火災で２階の小部屋に閉じ込められ脱出

することができませんでした。１時間以

上の救助活動を試みましたが、救助する

ことができず殉職事案となったというこ

とでした。具体的なサイズは忘れてしま

いましたが、フル装備の隊員が入るには大変狭い２階の小窓のところに隊員が

倒れていました。仲間が助けに行きましたが、２階の小窓からではその隊員を

出すことができませんでした。結果、１時間以上かかっても救出することがで

きず殉職事案になってしまいました。この事案から、後に小窓から入って救助

するデンバー・ドリルという救助方法が生まれました。 

最後は 2001 年３月 14 日、アリゾナ州

フェニックス・スーパーマーケット火災

です。消火活動中の消防士が呼吸器の残

圧が無くなってパニックになり、一酸化

炭素中毒と火傷により死亡、殉職事案と

なりました。その他、消火・捜索救助活

動にあたった消防士４名も負傷、１名は

重傷であったということです。このよう

な事案を機に、フェニックスの消防で
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です。消火活動中の消防士が呼吸器の残

圧が無くなってパニックになり、一酸化

炭素中毒と火傷により死亡、殉職事案と

なりました。その他、消火・捜索救助活

動にあたった消防士４名も負傷、１名は

重傷であったということです。このよう

な事案を機に、フェニックスの消防で

RITが研究・検証され、RITの運用が開始されました。当時、私たちの所属でも

RIT 等のような概念は全くありませんでした。2004 年頃に当時米国から赴任し

てきた訓練課長、皆さんで言う警防課長ですけれども、フランク・モントンと

いう方がいまして、彼が所属に RIT を取り入れたことで、そこから運用が始ま

りました。最初に研修をした訳ではありません。こういう概念があるから現場

でこうやりなさいと言われて RIT を始めました。運用の開始は、基本屋内攻撃

がメインですのでホース展開をします。ホースは、メイン・バックアップ・

RIT という３本の線で展開していきます。メインラインは攻撃に行き、バック

アップラインは何かあったときや援護注水をする、最後の RIT ラインはとにか

く外で待機しておき、中で何かあった場合にホースを持って中に入っていくと

いう運用です。まずは救助資機材、例えばスケッドストレッチャーやハリガン

ツールなどを持って待機する。時間経過により、熱画像カメラなども持って待

機するといったように、徐々に作り上げてこられました。ただ、最初は私の所

属でもアレルギー反応のようなところがあり、すぐには受け入れられませんで

した。RIT が必要か不要かではなく、人数が少ないところでどうやって運用す

るのかというのが理由でした。 

RIT の適用について、まず１小隊のみ

の場合は２イン/２アウトルールが使わ

れます。１小隊で活動するときは隊長と

隊員の２名で中に入っていき、外にいる

隊員ともう１人は機関員になります。機

関員が水を出し終わり、水利を確保した

時に呼吸器を装着し、ポンプ側と外で待

機しておきます。そして、中で有事の際に RIT として中に入れるように準備し

ておきます。RIT は隊員数が多くないと出来ないイメージがあるかと思います。

例えば、活動しているときに RIT 隊専用にしないと活動が滞るのではないか、

などと思われるかもしれませんが、少人数でもなんとかして運用しないといけ

ません。どこに危険あるか分からないので備えておきましょう、ということで

２イン/２アウト、２名が中に入っているなら２名は外で待機しておくという

概念です。次に、２小隊以上で活動できる場合は、専門の RIT を配備します。

基本的には１小隊４名で組んでいるの

で、４名で活動しているときにはもう１

小隊は RIT としてスタンバイしようとい

うことです。これが４名であれ２名であ

れ現場の状況で変わってくると思います

ので、現場の状況で RIT の構成を変えて
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いくと良いかと思います。構成自体は柔軟にやっています。最近、私がよくし

ているのですが、船舶なども非常に恐いので船舶隊用の訓練を米軍用の船でや

っています。米軍の船員にもダメージコントロールという消防士がいますが、

彼らには RIT という概念がありません。そこで消防が RIT という形で対応する

訳ですが、その時でも必ず RIT は４人で構成されます。船は活動人数が必要に

なりますので、その中で４人の RIT を構成して、また RIT の RIT で４人という

ように、大きくなった場合にはRITが２隊いる場合もあります。つまり、RITが

１隊発動した時にもう１隊がすぐ RIT に入れるように、といった形で RIT を組

むこともあります。隊員が IDLH 環境に進入する前には、速やかに他の隊員２

名を RIT として配置する、といった場合もあります。代わりの RIT が配備され

ないかぎり他の活動はできず必ず待機する、他の隊が来た時に RIT を交代して

今まで待機していた RIT が現場に入るということもできます。交代後は現場指

揮者の直下につきます。 

RIT チームは、次に示す必要最低限の機材を装備した上で現場指揮者の監督

下に入ります。機材は、防火衣や無線機、ライトです。こちらは私の防火衣で

すが、ちょっと違う装備が付いているの

で紹介したいと思います。これはサバイ

バルや RIT 対応の防火衣で、DRD という

ものです。Drag Rescue Device と言っ

て、背中側の首のところにふたが付いて

おり、そのふたを開けるとストラップが

出てきます。そのストラップが肩のとこ

ろでたすき掛けになっていて、これを引っ張ってもらうことで救出されるとい

うものです。これは非常に簡単で良い装備だと思います。日本でもこの装備を

見て防火衣更新の時に付けたという話を聞いたことがあります。ただ、これを

訓練で使うと設定が大変なので、非常に迷惑になります。そのため、訓練では

別のやり方をして、ここ一番の時に使うようにしています。他に、RIT バッグ

を紹介します。初めて見る方もいると思いますが、僕らは必ず車両に１セット

積んでいます。内容物は予備のボンベ、レギュレーター、面体が入っています。

色々なタイプがありますが、私の隊が持っているものは裏面がプラスチックに

なっており、スケッドストレッチャーと

同じような素材でできているため、現場

までズルズルと引っ張っていくことが出

来ます。あとは面体が一番弱いので、潰

れないように固いやつが付いていて面体

を守っています。他にも色々な工夫をし
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見て防火衣更新の時に付けたという話を聞いたことがあります。ただ、これを

訓練で使うと設定が大変なので、非常に迷惑になります。そのため、訓練では

別のやり方をして、ここ一番の時に使うようにしています。他に、RIT バッグ

を紹介します。初めて見る方もいると思いますが、僕らは必ず車両に１セット

積んでいます。内容物は予備のボンベ、レギュレーター、面体が入っています。

色々なタイプがありますが、私の隊が持っているものは裏面がプラスチックに

なっており、スケッドストレッチャーと

同じような素材でできているため、現場

までズルズルと引っ張っていくことが出

来ます。あとは面体が一番弱いので、潰

れないように固いやつが付いていて面体

を守っています。他にも色々な工夫をし

ていて、ポケットのところに細いケブラーロープを付けたり、私の隊ではドラ

ッグ用のウェビングテープを入れています。このような形で準備をしておくと

いうことです。これは、RIT の時にも活用できますが、要救助者にも使うこと

が出来ます。例えば、酸欠事案が発生した時にはバッグを持っていくと非常に

使い勝手が良いです。 

 RIT の手順について、建物外での活動

はまず現場の評価として 360°確認しま

す。ほぼ不可能な場所が多いですが、

360°回れない場所でも確認することが

大切です。現着したばかりの時も行いま

すが、RITでも常に現場を360°確認しま

す。これは、隊員の活動内容や外から見

て中を想像するという意味で非常に重要なことです。外から見ていれば中から

の無線の報告などでどのような造りなのかを予測をすることが出来ます。防火

衣はもちろん、救助資機材や RIT バッグ、搬送用の資機材を用意して待機しま

す。待機ですが、１人は進入準備、いつでも進入できる準備をしておくという

こと、もう１人は現場の評価と観察、これを確実に行ってください。これは２

人の場合ですが、常に評価観察を継続して行うことも重要です。避難経路の確

保等で障害物などを除去したり、梯子をどこに設定すればいいか、などという

ことも考えます。例えば、今２階に隊員が上がっているなら、こっちが脱出経

路になる可能性があると考えて、予め中の隊員と無線でここに梯子を立てると

いったやりとりをしておき、梯子の設定やドアの解錠をしておく。RIT はこの

ような活動を外で行いながら待機しておきます。 

 緊急事態の報告には、メーデーコール

というものがあります。ホースをたどっ

たり、サーチ・ラインを持ち進入すると

いうことです。私の所属では違うやり方

をしており、サーチ・ラインを身体縛着

して入りません。所属で検証したとこ

ろ、曲がり角２、３か所通ったら進めな

くなってしまいました。倒れた場合どうするのか、といった場合に引っ張った

のですが、なかなか表から入口に出てきません。そのため、こういったやり方

は所属でも米国全体でも行っていません。ロープは必要であれば道標ロープと

して入口に掛けてパタパタと落としていき、帰りはそのロープに沿って戻ると

いうやり方を行っています。たまに RIT の検索方法で親が１人いて、サーチ・

ロープを繋いでおいて迷子にならないように持って検索させるというやり方や、
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フロッグジャンプという壁際に沿っていきながら半円形にロープを持って検索

するやり方もあります。基本的にロープは使用しません。必要であれば、道標

的にサーチ・ラインを持って進入します。機材としては、レスキューツールや

熱画像カメラ、RITバッグなどをメーデーコールの際には持って入ります。 

 サ ー チ の 基 本 で す が 、 Stop ＆ 

Listen、止まって聞くということを必ず

やります。僕も色々な所に研修に行って

いますが、皆さんが持っている目・耳・

鼻・口の五感はどんな資機材よりも優れ

ています。そのため、耳で聞くというこ

とも必要ですが、止まって聞く時に皆さ

んの一番の障害になるのがしころだと思います。しころも熱を避けるので大事

なものですが、サーチの時はしころをめくってください。しころをめくるだけ

でどちらから聞こえてくるのかというのが変わってきます。しっかり止まって

聞くことが大事です。また、残されている器具・機材を探すことも必要です。

これは私たちが習ってきたことですが、倒れる時などに分かりやすいところに

機材を放り投げろと言われます。そして機材を残しておきます。もし動けない

だけなら機材などで音を出して、ここにいるということをアピールすることが

できます。あとは光を探すということも大切です。これは今初任科でも教えて

いますが、倒れる時は何とか頑張って仰向けで倒れてくれと伝えています。仰

向けで倒れればヘッドライトが煙の中だと光が立って天井を照らし、上を向い

たときにここに光があると分かります。そのため、倒れる時にかなり頑張らな

いといけませんが、懐中電灯も立てておくということです。そうすればライト

が闇の中に立つのでそこを目指して探しに行くことが出来ます。もうひとつ大

事なことは、壁側に倒れるということです。見えないところは、RIT は壁伝い

に入ってくるので、壁際に倒れていれば発見が早くなるということです。そう

いうポイントを初任科で教えています。 
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 次に、発見と報告です。発見して報告

しなければいけませんが、被災した消防

士が１名とは限りません。状況や、歩行

可能かということを報告していきます。

隊員の報告・発見後は隊員の初期評価と

して RIT の ABC というものがあります。

RITの ABCとは、Aは Airです。これは面

体内の空気交換があるかということで

す。シューシュー音がするか、息をして

いるか、面体がちゃんと機能しているか

を確認します。B は Bypass、面体からの

空気の漏れがあるか、バイパスバルブを

開いているかというところを確認しま

す。C は Cylinder です。日本ではボンベ

と呼んでいると思いますが、ボンベ内の空気残量を確認します。これを RIT の

ABC という形で行っています。これらを評価したうえで、空気を提供するかを

判断します。RIT バッグを持って行っているので、その時に面体を交換するの

か、レギュレーターだけ交換するのか、さらに残圧がない場合、これは日本の

法律では出来ないと思いますが、私たちが治外法権でできるのがクイックフィ

ルの使用です。この機材は、ボンベ同士を繋いで自分のボンベと相手のボンベ

を同期させて空気をあげることが出来ます。これは日本の法律の関係で出来ま

せんが、米国の装備ではそういったものがあります。 

 あとは、隊員の全身観察です。PPE の

破損や障害物、パッケージングです。そ

して、搬送でサーチ・ラインです。ロー

プを持ってきているならロープ、ホース

があるならホースをたどって外に出てい

きます。 
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 次に、メーデーコールです。メーデー

コールは国際救難信号ですが、メーデー

と言えば全世界で通じる言葉です。生命

の危機が切迫している非常に危険なとき

はメーデーコールを発信します。危険な

状態を直ちに伝えることで、生存率を上

げることができます。消防隊員が危険な

状態になった場合、直ちにメーデーをかけることで、要救助者に着手していな

い限り、ここに一点集中するようになっています。そのため、メーデーメーデ

ーメーデーと通信が入ったら今危険なことが起こっていると認識でき、無線は

救助が完了するまでメーデーコールの一点集中となります。 

 メーデーのプロトコルですが、まずは

メーデーの信号を発信するということで

す。メーデーメーデーメーデーと発信

し、どういうことが起こったかを伝えま

す。そこで即座に指揮者に報告しなけれ

ばいけない内容に L.U.N.A.R というもの

があります。詳細は後ほど説明します。

この時に大事なのは個人携帯警報機です。皆さん付けているところも多いと思

いますが、モーションセンサーが付いていて、動きが止まると 30秒でピピっと

音が鳴るものがあります。それには、自動で鳴りだすものと自分達で起動させ

るものの２種類があります。モーションディテクトと言いますが、それを鳴動

させていきます。そして、指揮者とコミュニケーションを絶やさないようにし

ます。ここで重要なのは、無線交信する時、例えば倒れた人を発見した時に警

報機が鳴っている可能性がありますが、鳴っていた場合はまず１回止めましょ

う。というのも、警報機が鳴っていると無線が聞こえなくなってしまいます。

必ず警報機を止めるプロセスを踏んでください。絶対に止めてから状況を報告

し、その後また鳴動させるようにしてください。あと一つ、法律の関係だと思

いますが、米国の呼吸器は必ずオートで起動します。空気ボンベを開けた瞬間

空気の流れでスイッチが入ります。そして空気が通っているときはずっとスイ

ッチが入っています。ですので、30 秒動かないとピピっと音が鳴ります。これ

に慣れてしまうと鳴らしたままにしてしまうので、必ず止めるようにするか、

少し体を動かして音を止めています。しかし、これは危険な時に鳴らすものな

ので、音に慣れてはいけません。携帯警報機は必ず止めて、鳴っているときは

危ないということを意識づけてほしいです。 
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少し体を動かして音を止めています。しかし、これは危険な時に鳴らすものな

ので、音に慣れてはいけません。携帯警報機は必ず止めて、鳴っているときは

危ないということを意識づけてほしいです。 

 メーデーが発せられた後は他の無線交

信を止め、直ちにメーデーに関する交信

のみに限定するという行動をとりましょ

う。また、重要でない活動は止め、 メ

ーデーを発した消防士のサーチに隊をあ

てがいましょう。RIT を倒れた消防士に

向かわせましょう。疲労で動けなくなっ

た、迷い込んだ、ボンベの空気が無くな

った、バディが倒れた時などに自分の状

態、またはバディの状態を報告する際に

使われるのが L.U.N.A.R という報告のフ

ォーマットがあります。Lは Location(場

所)、Uは Unit(ユニット)所属している隊

の名前です。そして名前でもいいです

が、私たちは万が一、無線が盗聴されて

いたら困るので Accountability number

という ID番号で誰なのか特定できないよ

うにしています。Aは Assignment(アサイ

ンメント)、一部の資料では Air（エア

ー）と書いているのもありますが、僕は

任務の方がいいかと思います。どのよう

な任務をしていたかを報告します。そし

て Resources neededで救出に対してどの

ような資機材が必要なのかというのを L.U.N.A.R というフォーマットで伝えま

す。例えばここでいうと、銀座ブロッサム中央会館ホールにて第１小隊、ID 番

号は３桁の番号で私は 073 です。アサインメントタスクは検索活動中に崩落に

よって挟み込みがあったとします。そして Resources needed、必要資機材は何

かといったときに、例えばバール、搬送資機材のスケッドを持ってきてほしい

というような報告をします。こちらは英語なので日本語だとイメージしづらい

かもしれません。どなたかが分りやすい日本語に直していただければと思いま

す。私たちが活動する上では L.U.N.A.R となっていますが、日本で運用する場

合は、場所、ユニット、名前などの頭文字をとって分かりやすく実施してくだ

さい。報告をするときは現場を絶対に離れてはいけません。報告した後はずっ

と現場にいましょう。さらに、例えば検索中に床が抜け落ちてしまったという

ような時があると思います。私たちは、検索中はロープでお互いを繋ぎません。

足首を持って検索します。お互いをロープでつなぐと、はぐれることはなくな
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ると思いますが、床の崩落などがあった場合にもれなく２名とも落ちてしまい

ます。そのような場合は、１名落としておいてください。１名は上で待機して、

助けるために頑張ってください。そして報告して、その場を絶対離れずに落ち

た隊員とコミュニケーションを取りながら待機してください。 

 ここまで簡単に RIT について説明しましたが、もうひとつ大切なのがファイ

ヤーファイター・サバイバルです。究極

どうやって帰ってくるか、どうやってピ

ンチをしのぐかというサバイバル技術で

す。 

 まず、消火活動は常にリスクの予測を

必要とします。現場は刻一刻と状況が変

わってくので、必ず観察して予測しなけ

ればなりません。 

自分と仲間の生存を確保しなければなら

ない、これは当然のことです。そして潜

在的な危険を認知し、回避するテクニッ

クも必要です。 

避けられない危険から脱出するテクニッ

クも必要です。そして、行方不明または

閉じ込められた消防士を救助するという

のがサバイバルの定義であり、非常に重

要です。 

緊急事態に陥る原因となる状況の一つ

に呼吸の緊急事態というのがあります。 

２つ目に、迷う・方向感覚を失うとあり

ますが、実際に起こるととても怖いで

す。 

温度に関する緊急事態というのもありま

す。そして倒壊・閉じ込めですが倒壊がいつ起こるか分かりません。このよう

に、緊急事態に陥る原因がいくつかあります。 
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閉じ込められた消防士を救助するという

のがサバイバルの定義であり、非常に重

要です。 

緊急事態に陥る原因となる状況の一つ

に呼吸の緊急事態というのがあります。 

２つ目に、迷う・方向感覚を失うとあり

ますが、実際に起こるととても怖いで

す。 

温度に関する緊急事態というのもありま

す。そして倒壊・閉じ込めですが倒壊がいつ起こるか分かりません。このよう

に、緊急事態に陥る原因がいくつかあります。 

呼吸の緊急事態ですが、こちらは結構身近なものかと思います。呼吸器を使っ

て活動し、残圧を確認しながら行いますが、必ず意識しておかなければいけな

いことがあります。私たちはポイントオブノーリターンと呼んでいますが、こ

こまでの活動で帰り分の残圧を残しておこうという意味です。今は残圧が３分

の１で警報が鳴りますが、必ずポイントオブノーリターンを意識して活動して

います。それは訓練の中でしか得ることが出来ないので、しっかりと訓練をし

たうえで、残圧の感覚を掴むことを大

事にしています。実際、2001 年米

国・フェニックスの事案では残圧があ

りませんでした。こういったことが教

訓となり、ポイントオブノーリターン

が出てきたのかと思います。 

 ここからは脱出・救出技術について

お話しますが、たくさんあるので、代

表的なものをご紹介します。 

まずこちらは、呼吸器のストラップを

使用した引きずり、SCBA Strap DRAG と

いいますが、呼吸器を引く場合に呼吸器

がずれないように、効率よく引っぱれる

ものです。写真では分かりにくいかもし

れませんが、肩ベルトの部分を引いてい

ます。写真は私の所属の隊員です。私た

ちの隊では、RIT で使いやすい呼吸器を

使用しています。１人が倒れており、も

う１人が腰バンドを一度外します。腰バ

ンドを外して反対側から回します。写真

ではバンドの右側を外して足の後ろから

回しています。左側を写真のように取り

付けます。そして遊びがないようにベル

トを締めます。胸バンドを着けている場

合は外します。理由は、胸バンドをした

まま運ぶと、少しでもずれると面体が外

れてしまう可能性があるからです。まと

めると腰バンドを外して、足の後ろから

回して取り付けて少し締めます。そして

胸バンドを外して引っ張っていきます。

脱出・救出技術
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これを行うだけで多少ずれが無くなって

いきます。先ほど紹介した DRD、Drag 

Rescue Device がない場合はこのような

引き方をした方が効率よく引く事がで

き、ずれが防げて面体も取れません。 

 次は階段の搬送(１人法)です。私はよ

く消防学校でフル装備の隊員を１人で上げてみてと言いますが、なかなか上げ

られないです。地下室火災や、床が抜けて地下室に落ちた人と上がってこなけ

ればいけないといった状況を想定しているのですが、降りるときは意外と簡単

でも、上げるのはとても大変です。やり方としては、先ほどと同じように腰バ

ンドを股間に通すポジションを作ります。そして、救助者の腰ベルトを肩ベル

トのところに通します。そして一度しゃがんで、腰ベルトを調整して持ち上げ

ます。そうすると要救助者のお尻が浮くので、そのまま階段を上っていくこと

ができます。この方法は普通に上るより楽です。というのも、足の筋肉は強い

ので、足と足の間に入れると非常に強いです。その状態で引いていくことで強

い力で上っていけるので効率的です。 

 こちらはワイヤートラップです。これは危険なものです。例えば天井などが

崩落してきたときに配線なども落ちてくることがあります。その中を逃げてこ

なければいけないという状況でやりがちなのは、四つん這いで行ってしまうこ

とです。四つん這いになってしまうと皆さんの頭上がすべて死角になってしま

います。死角になっているところには危

険なものが多いです。ですので、そのま

ま進むと途中で呼吸器とヘルメットの間

に配線が入ります。また、動けないと思

って後ろに下がってしまうとそく止弁に

配線が入っていってしまいそこから動け

なくなってしまいます。そして、結局、

中に取り残されるといった状況になる可

能性があります。それを防止するため

に、もし建物の角があれば角に呼吸器の

ボンベをはめ込むようにします。あとは

背泳ぎのように配線を避けながら背中で

進んでいきます。そうすると、危険な部

分が見えているのでクリアしやすくなり

ます。 
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ま進むと途中で呼吸器とヘルメットの間

に配線が入ります。また、動けないと思

って後ろに下がってしまうとそく止弁に

配線が入っていってしまいそこから動け

なくなってしまいます。そして、結局、

中に取り残されるといった状況になる可

能性があります。それを防止するため

に、もし建物の角があれば角に呼吸器の

ボンベをはめ込むようにします。あとは

背泳ぎのように配線を避けながら背中で

進んでいきます。そうすると、危険な部

分が見えているのでクリアしやすくなり

ます。 

 あとはパス・ドリルです。こちらは目

隠しをして視界ゼロの状態にして音が響

く場所を使って、皆さんの個人携帯警報

機を鳴らします。そして、バディとはぐ

れないように、音の鳴る方を目指すとい

うものです。しころをまくり上げて、音

を聞いて進んでいきます。実際にやった

人に聞くと必ず言うのが、しころを上げた時と下ろした時で音の聞こえ方が違

うということです。そのため、しころも火炎から身を守る重要な装備ですが、

万能ではなく皆さんの聴力を削ぐものにもなっているので、検索に入ったとき

は少し上げるといったように、ちょっとした工夫で活動がしやすくなります。 

 こちらがオブスタクル・コースです。オブスタクル・コースというのは、目

隠しをしながらホースを伝って脱出する

というものです。この時に基本となるの

が、金具を握らせてどちらが先端でどち

らがポンプかを手先の感覚でつかんで脱

出することです。そして、写真のような

テーブルや椅子や梯子を使って狭所を通

っていくやり方です。呼吸器をつけて通

れないところは外して通るといったようなやり方で脱出します。 

 次にウインドウ・ドリルというところに入っていきます。窓からどうやって

人を脱出させるかというものですが、これも皆さん結構苦労します。２人で出

してみて、１人で出してみて、と課題に挙げますが、結構苦労します。写真だ

と暗くて分かりづらいですが、こちらが

フリップ・オーバーというやり方です。

まず頭を窓のところに持って行って、で

んぐり返しをして出します。動きが派手

に見えますが、意外に簡単に早く出す事

ができます。さほど力を使いません。先

ほど、足の筋肉は強いので利用しようと

話しましたが、こちらはどういうことかというと、人間は頭が重いので、頭を

起点に足だけ動かして外から引っ張ってもらおうということです。頭を起点に

回せば、重い部分はほとんど動いていないので出しやすいです。これがフリッ

プ・オーバーというやり方です。 
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 次にバックボードを使用したやり方で

す。ロープを外からもらって、バックボ

ードの穴を通して脇の下に入れます。そ

れを外から引っ張ってもらって無理やり

立たせ、手を出します。このやり方なら

ある程度の狭所でも出せますし、救助者

が１人の場合でも出来ます。外では３、

４人が待機して、引っ張り出します。こちらは結構、理にかなったやり方かと

思います。 

 こちらがデンバー・ドリルです。写真では分かりづらいですが、窓から第一

救助者が入っていき、倒れた隊員を乗り

越えていきます。そして、もう１人救助

者が窓から入っていきます。窓から入っ

てきたら、乗り越えた隊員が倒れている

人を引き起こしていきます。引き起こし

ているうちに２人目の隊員が中に入って

いきます。これを何度か繰り返すうちに

２人目の隊員が倒れている人の下に入る事ができます。下に入った隊員が足の

力で倒れている人を持ち上げ、外の隊員に渡す事ができるというやり方です。

実は、先程の階段を上げるやり方やウインドウ・ドリル系などは色んな事案に

基づいて行っています。特にデンバー・ドリルという名前が付いているほど、

デンバーでの事案は衝撃的で失敗をした事案でした。それを検証・研究して編

み出したのがデンバー・ドリルです。米国は過去の事案を教訓にしたものが結

構多いです。冒頭でもお話しました ICS、Incident Command Systemもそうです。

ICS も 1970 年代初頭に起こった米国の森林火災での失敗を元に作られました。

緊援隊システムもありましたが、誰が上位か分からず、指令の流れがよく分か

らないということで、ICS で指令の一元性や管理統制範囲などを作り、米国は

失敗したことを研究して行っています。また、殉職事案が多くなってきたので、

情報を収集してこのような形でやっていきましょう、と隊の構成を作ったのが

RITで、個人の技術を行ってきたのがサバイバルになります。 
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RITで、個人の技術を行ってきたのがサバイバルになります。 

 米海軍佐世保基地での教育・初任教育でも、現役の隊員が来て指導しながら

搬送法やウインドウ・ドリル系を行っています。 

 

こちらは先ほどとは違うウインドウ・ドリルのやり方で、こちらは逆に足を

窓に出してつま先を引っ張って後ろから上げるやり方です。これも意外と簡単

です。ただ、座高が高い人はドアノブなどに当たってしまう恐れがあるので不

向きかと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

オブスタクル・コースは階段も使って行っています。ワイヤートラップは写

真のようなコースを作って行っています。  
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デンバー・ドリルは初任科で実施してもぐだぐだになってしまいますが、こ

のような状況もあると意識してもらうために体験的に行っています。 

 

初任教育は４時間の座学と８時間の実技で行っています。 

 各消防本部の取り組みについてです

が、私がネットで探して面白いなと思っ

たものを紹介します。こちらはオブスタ

クル・コースですが、公園の遊具を使っ

ています。こういうのも訓練の道具にな

るのだと思いました。 

 

 

本部単位ではこちらのように研修をし

ています。 

 

 

 

 

 

 

  

学校単位ではこういった形で救助科や

初級幹部科などで RIT の研修を行ってい

ます。機会があれば研修の場で皆さんと

お会いできればと思います。ただ、今

回、私はスペシャリストという目線では

講演を行っておりません。 
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学校単位ではこういった形で救助科や

初級幹部科などで RIT の研修を行ってい

ます。機会があれば研修の場で皆さんと

お会いできればと思います。ただ、今

回、私はスペシャリストという目線では

講演を行っておりません。 

 

 最後にメッセージとなりますが、心・

技・体・知は鍛えることは可能です。皆

さん極限まで鍛えていると思います。し

かし、人間には必ず限界があります。ス

ーパーマンは誰一人おりません。己の限

界、仲間の限界、チームの限界を常に認

識しておきましょう。これは必ず認識し

ておいてください。己のために、仲間の

ために、チームのために、です。何かあ

ってはいけませんが、あるものと想定し

て行っていきましょう。そして、これが

私が考える最大の任務だと思っているの

ですが、非番日は笑顔でお家へ帰りまし

ょう。これが皆さんの最大の任務です。 

 短い時間でしたが、ご清聴ありがとう

ございました。 
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かぎ付きはしごを活用した火災救助事例 

 

 大津市消防局    

 消防士長 南 尊之 

 

１ はじめに 

  当該事案はＲＣ造５階建て階段室型共同住宅（延べ面積 1,096.52㎡、17 世帯 39名居

住）の 201号室から出火し、出火室（約 52 ㎡）が全焼した建物火災である。居住者自ら

が室内に助燃材（灯油）を撒き放火し、避難する際に玄関扉のドアストッパーが開放状

態で固定されたことにより、共用階段へ火炎と黒煙が噴出し、上階の住民が避難できず、

複数の要救助者が発生した。 

  現場は、はしご車が直近部署できず、共用階段が使用できなかったため上階への進入

は三連はしご及びかぎ付きはしごを活用するものであったが、要救助者のロープ確保は

実施したものの、進入隊員のロープ確保は実施しなかった。また、要救助者の救出活動

中（はしご降てい中）に他の消防隊が出火室へ放水したため、大量の煙が発生し視界不

良となった。 

 当該事案を教訓に検討したかぎ付きはしごの進入要領や要救助者への援護注水要領を

活動状況と共に記載する。 

２ 事故概要 

⑴  覚知日時 

    平成 28年１月９日（土）午前０時 24分 

⑵  発生状況 

       出火室の居住者 54 歳男性が同居の妻と口論になり、リビングに灯油約 20ℓを撒き

ライターで放火。慌てた妻は玄関から避難、直後に男性も玄関から避難したが、避難

時に玄関扉に設置されていたドアストッパーが開放状態で固定されたため、玄関か

ら火炎が噴出、共用階段に黒煙が立ち上がった。 

⑶  出動隊及び出動人員 

第一出動：指揮１隊、救助１隊、タンク２隊、ポンプ２隊、はしご１隊、救急１隊 

    増強出動：指揮１隊、救急１隊  （出動人員計 29名） 

３ 活動状況 

⑴  指揮隊長が火点一巡すると 501 号室北側バルコニーに手振りの要救助者１名（男

性）を発見、建物北角に設置されている避難はしご（角部屋のみ利用可能）にて避難

するように指示。男性は避難はしごにて地上まで自力で避難し、救急搬送された。 

⑵  救助隊が建物南側を確認すると 502 号室バルコニーに手振りの要救助者１名（男

性）を発見、南側バルコニーは中央部分に柱があり東西に行き来できない構造に見え

た（実際は、上部が収納棚、下部が仕切り板）。三連はしご及びかぎ付きはしごを活

用し 502号室バルコニーに進入、502号室の男性と接触。ロープ確保しながら男性を

かぎ付きはしごで救出中に出火室上階を警戒中の消防隊が出火室へ放水したため、

視界不良となった。男性を 302号室バルコニーに誘導した後、西側へ移動できること
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を確認、下部の仕切り板を蹴破り、303号室のバルコニーから室内へ進入し西側階段

から地上へ救出した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶  救助隊はその後、地上の消防隊から 401 号室内にハンドライトの光が確認できる

との情報を得たため 401号室南側バルコニーに進入。室内に３名（男性１名、女性２

名）の要救助者を発見した。４階のバルコニー仕切り板を蹴破り 403号に進入し、西

側階段から 401 号室の３名を地上に救出。救急隊が 401号室の３名を救急搬送した。 

⑷  消防隊は玄関側を攻撃側、バルコニー側を警戒側とし活動したが、助燃材の影響も

あり、屋内進入し消火するのが困難な状況。進入隊員をローテーションしながら消火

活動し覚知から約３時間後に火災は鎮火した。 

 

 

 

  

放水により大量の煙が発生 
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４ 活動後の検討

⑴  かぎ付きはしごの進入要領について 

ア 簡単明瞭な設定に加え、迅速性、安全性を追求し検討した。 

     使用資機材・・・三連はしご、かぎ付きはしご、小綱、火災救助セット（ロープ、

カラビナ、安全帯） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建物平面図 

４号室 １号室 ３号室 ２号室 

○火

 １、２番員で三連はしご架てい後、１番員は

火災救助セットを、３番員ははしご上部固定

用小綱を持って３階へ進入。 

１番員は３階進入後、確保ロープの端末を地上

に投下。３番員は３階進入後、３連はしごの上

部固定を実施する。 

①  ②  
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２番員はかぎ付きはしご横さん２段目下部

の裏側から確保ロープを通し、引き上げのた

め最下段の横さんにカラビナで結合する。  
１番員は確保ロープでかぎ付きはしごを引き上

げ、２番員はかぎ付きはしごを保持しながら登て

いする。 

 
１、３番員は協力し、かぎ付きはしごを上階へ架

てい。２番員は三連はしご上でかぎ付きはしご

最下段に取り付けたカラビナを自己安全帯に付

け替え、下部確保により上階へ進入する。 
 

続いて１番員が上部確保により上階へ進入。

その後、下部確保でさらに上階へ進入する。 

要救助者を確保しながら介添えにより地

上へ救出する。 

④  ③  

⑤  

⑥  

⑦  
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④  ③  

⑤  

⑥  

⑦  

 

   イ 検討結果 

     確保ロープは火災救助用（事前に結索済）ロープを流用しているため新たに結

索する必要がない。また、かぎ付きはしごは確保ロープで引き上げるため３連は

しごの登ていを比較的スムーズに行えた。さらに確保ロープがループで無く２系

統になっていないことで、確保員が確保ロープを迷うことなく階層の移動がスム

ーズに行えた。 

⑵  要救助者への援護注水要領について 

ア 有効な援護注水となり得る地上からの放水距離について検討。放水は地上からの

距離があるため要救助者がいる天井に向けストレートで間接放水とし４階～６階

で実施。50ｍｍホース１本でクアドラノズル（0.7ＭＰa）、デュアルマチックノズル

(0.7ＭＰa)、ヴァリアブルノズル（0.5ＭＰa）をそれぞれ比較した。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地上から４階（約 13.5ｍ）の天井に放水。各

ノズルともに有効注水となり得たが、放水位

置が建物から近いと間接放水が狙い難く、要

救助者に直接放水する危険性が高くなる。 

 

写真上からヴァリアブルノズル、デュアル

マチックノズル、クアドラノズル。 

 

地上から６階（約 19ｍ）の天井に放水。クアドラノ

ズル流量 470ｍｌが最も有効注水となり、次いでク

アドラノズル流量 360ｍｌが有効。他は距離が届か

ず有効注水となり得なかった。 

 

放水隊員からの視界 
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イ 検討結果 

     各ノズル共に無風状態なら５階（高さ約 16ｍ）天井までの放水は有効注水とな

った。６階（高さ約 19ｍ）ではクアドラノズルのみ有効。ただし、今回設定した圧

以上であれば、他のノズルも有効。また、放水位置は放水個所の地上高と同程度建

物から離れると、間接放水を狙い易い。放水時、放水隊員は要救助者位置が確認し

難くなるため、頭を動かし確認することに加え、隊長は放水個所を指示することが

必要。 

⑶  排煙活動を伴う援護注水について 

ア 出火階から上階のバルコニーに要救助者がいると仮定し、クアドラノズルでス

プレー注水し有効排煙となるか検討した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

救出状況（排煙前） 

救出状況（排煙後） 
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救出状況（排煙前） 

救出状況（排煙後） 

 

 

イ 検討結果 

     出火室への放水による酸素供給に注意が必要であるが、スプレー注水により排

煙効果が得られた。また、要救助者は排煙により視界が確保できるだけではなく、

熱気や息苦しさが大幅に軽減される。 

５ おわりに 

  当該火災事案を経験するにあたり、救助隊員はかぎ付はしご操法（消防救助操法の基

準）を習得していたものの、切迫した現場状況にそれを選択することができなかった。 

また、消防隊も不用意な放水により要救助者を危険にさらすこととなった。 

  これらのことで、普段から災害現場をイメージして訓練しているつもりが、何処に危

険要因があり、何が活動障害になるのかを共通認識として捉えていなかったことを痛感

した。 

訓練で災害現場と同じ環境を作り出すことは困難であるが、よりリアルな現場環境を

イメージするという個人の意識と組織風土を根付かせることが救助者と要救助者を守る

ことに繋がると信じ、今後も様々な訓練に取り組み災害現場に挑んでいきたい。 

 

現職 

大津市消防局 北消防署消防第二課消防係 主任 

 

職歴 

 平成 21年４月 大津市消防局採用 

 平成 26年４月 南消防署特別救助隊 

 平成 29年４月 中消防署高度救助隊（国際消防救助隊員登録） 

 令和 ３年４月 現職 
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実災害から学ぶ安全と迅速の両立について 

 

赤磐市消防本部 

  消防司令補 武智 誠治 

   

１ はじめに 

岡山県赤磐市消防本部は、１署、２出張所で構成され職員数は 80 名です。当消防本部

のような小規模な消防本部では、要救助者が発生している火災現場であっても、ポンプ

隊員の人員確保のため救助工作車は出動していないのが現状です。よってポンプ隊が消

火活動と並行して要救助者の救出にあたる活動を求められます。規模を同じくとし同様

の体制をとっている消防本部も少なくないと思います。この体制のなかで、当消防本部

は過去に火災最盛期の木造家屋の建物火災に出動し、逃げ遅れた要救助者を建物２階の

窓から救出した事案を経験しております。木造家屋の建物火災は、現着時、既に屋内進

入不可能な最盛期以上の状態に達している事が多いなか、この事案は要救助者を無事に

救助できたことは幸いでした。しかし、その活動は日ごろ訓練しているものとはかけ離

れた内容でした。この経験から多くの教訓を得た我々は同様の事案発生に備え、火災救

助事案の中でも延焼速度の速い木造家屋での活動に焦点を絞り、迅速性を追求するなか、

安全をどこまで許容できるか、救助工作車なしで、どのような救助活動ができるかを題

材に検討しましたので報告します。 

２ 火災救助事案の活動内容 

（１）火災概要 

    平成 26年６月、赤磐市内において、平成 20年建築の木造モルタル２階建て瓦葺

住宅の２階に位置する寝室を火元とした建物火災が発生、延 137㎡が全焼したもの

です。 

（２）要救助者情報 

同住宅は家族５人が暮らしており、出火当時在宅していたのは２名で、１名は火

災に気づいて脱出したものの、２階にいた当時 53 歳女性（所有者の妻）は煙にま

かれ逃げ遅れとなりました。この女性は数年前より持病を患っており、普段は家事

等をこなしていますが体調が悪い時は歩くことができません。当日は朝から調子が

悪く２階の寝室で寝ていました。火災に気づき煙から逃れようと２階の物置に避難

しますがそこから動けずにいました。 

（３）出動時の状況 

   通報内容から出動時点で得られていた情報は、「木造２階建ての建物が炎上中で、

逃げ遅れがいる可能性がある。」との内容でした。 

出動車両は、指揮車１台、タンク車１台、ポンプ車１台です。通常であれば、指

揮車は火災現場全体を見通せる場所に、タンク車は火災建物直近に、ポンプ車は水

利に部署してタンク車に中継する隊形をとる事が当消防本部が初動でとる基本的

な戦術です。 

出動隊は現場付近の道路が狭隘であることを把握していましたが、ポンプ車２台
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ではなく敢えてタンク車で出動したのは、後の救助活動を有利に運ぶため出来るだ

け近くに部署し迅速な放水体系をとろうという考えでした。しかし、狭隘な道路の

通過に予想以上に時間を要し最先着した指揮車より大きく到着が遅れ、救助活動も

後手に回りました。 

（４）現場到着時の状況 

    道が狭隘であることと水利の都合で、消防車両は当該火災建物から約 100ｍ離れ

て部署しました。最先着した指揮車に搭乗していた小隊長、小隊長付の２名は先行

して火災現場へ向かいます。 

現場に到着すると火災は最盛期に達し、既に建物南側の瓦が崩落、建物北側へ向

かって延焼中でした。そこで現場にいた近隣住民から、まだ炎が来ていない北側２

階の部屋に女性１名の逃げ遅れがいるとの確定情報を得ます。この人物は、火災初

期に要救助者の声を聞いており、救助するために声がした部屋の腰高窓に向けて自

前の剪定梯子をかけて内部を覗き、要救助者の存在を確認していました。 

【現場再現写真】 

 

※近隣住民が救助を試みるために架梯した剪定用の梯子。窓枠まで届いておらず強

度も低い。また、実際にはもっと低い位置に軒が存在した。 

（５）指揮者の判断と行動 

人命救助を最優先とし早急に人員を集めるよう無線で伝えるも、車両の部署位置

は相当に距離があり、路地に隠れてまだ見える範囲にもいません。隊員集結まで時

間を要すことは明白です。しかし、延焼速度を考えると今のタイミングを逃しては

屋内進入が不可能になると判断した指揮者は、この梯子を上り建物２階の腰高窓か

ら内部を確認しました。もう１名は終始梯子の確保に務めます。 

（６）屋内進入時の状況 

内部の状況は、四畳半程度の物置で煙は充満しているが視界は確保でき、素面で

も呼吸可能な状態、部屋の中央付近には意識なく横たわっている要救助者が見えま

す。そして、奥に見える廊下には炎が迫っていました。指揮者は室内へ屋内進入し

延焼を遅らせるために、物置と廊下を隔てる扉を閉め、要救助者を抱えて、進入し

てきた窓まで移動しました。窓から外を見ると状況確認に来たタンク隊の分隊長の

みが到着しています。救助できる体制は整っていないが、物置内に炎が迫っており、

一刻の猶予もありませんでした。 
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間を要すことは明白です。しかし、延焼速度を考えると今のタイミングを逃しては

屋内進入が不可能になると判断した指揮者は、この梯子を上り建物２階の腰高窓か

ら内部を確認しました。もう１名は終始梯子の確保に務めます。 

（６）屋内進入時の状況 

内部の状況は、四畳半程度の物置で煙は充満しているが視界は確保でき、素面で

も呼吸可能な状態、部屋の中央付近には意識なく横たわっている要救助者が見えま

す。そして、奥に見える廊下には炎が迫っていました。指揮者は室内へ屋内進入し

延焼を遅らせるために、物置と廊下を隔てる扉を閉め、要救助者を抱えて、進入し

てきた窓まで移動しました。窓から外を見ると状況確認に来たタンク隊の分隊長の

みが到着しています。救助できる体制は整っていないが、物置内に炎が迫っており、
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【火災建物２階平面図、屋内進入時の状況】 

 

・・・延焼範囲    ・・・要救助者   ・・・進入口 

（７）救出方法 

炎は廊下まで迫っており、階段で一階へ降りる事はできず、救出経路は進入して

きた腰高窓しか残されていません。本来であれば、この状況で要救助者の救出は、

隊員の集結を待ち、放水体系が整ったうえで、応急梯子等による救助活動を行う事

ですが、普段訓練している環境とは違い、この腰高窓は幅 90ｃｍと小さく上部に軒

も出ていました。この後すぐに人員資機材が届いたとしても救出に時間がかかるか

もしれない。しかし火の手は迫っています。指揮者は要救助者を強引にこの窓から

押し出し、唯一到着したタンク車分隊長を梯子に上らせ、抱え救出のような形で救

出しました。救出完了後、指揮者も脱出、その直後に要救助者が居た物置も延焼し

脱出に使った腰高窓から火炎が噴出していました。もし、躊躇していたら要救助者

救出は間に合わなかったと考えます。 

（８）要救助者の容態 

救出された要救助者は後着した救急隊に引き継がれ３次病院へ搬送されました。

その後、収容先の病院で一酸化炭素中毒、重症と診断されますが、後に社会復帰す

るまで回復したのです。 

３ 危険要素と対策 

炎上する建物から要救助者を救出したのですから、素晴らしい働きを見せたと言えま

す。しかし内容を見ると、日頃しているような訓練が全く活かせなかった事は残念です。

また多くの危険を冒しています。実災害とはそれだけ過酷なものであり、訓練どおりに

はいかないものなのでしょう。とはいえ、同様の事案が発生した場合、同じ方法で救助

しても良いという事にはなりません。訓練なら絶対やらない危険な屋内進入と救助方法

をしているからです。 

（１）この活動の危険な行為 

（ア）適切な進入要領ではない 



46

指揮者のため呼吸器等の装備がなく、援護注水なしの単独で屋内進入したこと。 

（イ）危険な救出方法 

強度が担保されていない梯子で救助者と要救助者２名の加重をかけたうえ、強

引で危険な救出方法を行ったこと。 

（ウ）状況に流されている 

     上記（ア）（イ）の行動は、咄嗟の判断から行動しており迫りくる危険を回避す 

る術がない。ただし、その行動がなければ救出できなかった現実もある。 

（２）時間をかけない方が安全という考え方 

今回、前述のような危険な救助活動となった原因は、消防車が部署に時間を要し

たためですが、仮に早急に放水体系が整い、然るべき隊員が迅速に救助活動を始め

たとしても、今回のような狭隘な開口部からの救助には時間を要したはずです。 

木造家屋の火災救助では時間がかかる程に延焼が進むので安全のために時間をか

ければ、より危険な活動となると解釈できます。救助現場において、安全と迅速の

両立は難しく、双方のバランスをとる事で救助活動は行われます。しかし、炎上中

の建物内から要救助者を救助する場合、迅速を重視した活動を行う方が結果的に安

全となりうるといえるのです。そのような危険な場所には最初から入らないという

考え方のほうが正しいかもしれません。しかし、手を伸ばせば届きそうな場所に要

救助者がいて、今なら助けられると直感したとき、皆さんならどうしますか？永遠

のテーマといえるかもしれませんが、今のままでは要救助者を延いては隊員の命も

守れません。今回の事案を活かすためにも、当消防本部の消防力に見合った具体的

な方策を準備しておくべきと考えました。 

（３）この事案における最適な救助方法は 

当消防本部の現在の体制では、初動で救助活動に従事できるのは、先着消防隊の

５名の内、機関員を除いた４名です。さらに 1 名は援護注水する筒先員となります

ので、実質３名での救助活動になると予想されます。抱え救出は要救助者が小柄で

軽くなければ受け渡す際に不安定で転落させてしまう可能性があり、どうしても室

内側に２名必要です。実際、指揮者も要救助者を強引に引きずり出したのであって、

抱え上げる事はできておらず、結果かなり危険な体制で要救助者を降ろしています。

今回、要救助者が転落しなかったのは、運が良かったと考えた方が良く、次も良い

結果になるとは言えません。よって３名で実施可能な応急梯子こそが、最も確実と

いう結論に至りました。ところがこの応急梯子、今回のように腰高窓のような狭隘

な開口部から救出しようとすると、梯子の架梯に苦慮することは誰しも想像がつく

と思います。これを解消するために様々な応用方法が考案されていますが、それら

は開口部と梯子に距離ができたり、梯子が狭い開口部をさらに狭めたりと、防火衣

と呼吸器を装備した隊員が進入するには危険で時間もかかります。また、高い位置

に支点を必要とするこの応急梯子は開口部上部付近に軒や庇があれば接触してしま

い必要な高さを合わせるための修正に再伸梯や基底部移動で時間を費やしてしまい

がちです。よって我々は、上部に軒がある狭小開口部から防火衣と呼吸器を装備し

ていても、少ない人数で圧倒的に速く、安全で確実な応急梯子の実現を目指します。 
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４ 狭小開口部向け応急梯子の紹介 

（１）目的 

建物２階の狭小かつ上部に軒がある開口部から少人数での要救助者救出方法につ

いて紹介します。この方法は、三連梯子を用いて、防火衣、呼吸器を装着した３名

の隊員が、三連梯子で危険なく屋内進入し、狭小の開口部から上部にある軒の影響

をうけず迅速に応急梯子を行うことで、要救助者の救出と隊員の脱出が早急に実現

して結果的に安全な活動となる事を目的としています。 

（２）概要 

まず、最初の架梯は開口部下部に設定し隊員２名が進入します。後に応急梯子が 

やりやすい高さに再設定して応急梯子を実施します。本来なら梯子確保者が引き綱

で再伸梯して高さを出しますが、それでは、時間も人員も必要になりますので、我々

は梯子逆伸梯のように進入隊員自身が梯子の最上段を引き上げて必要な高さに設

定する方法を選択しました。また、救助ロープにはロープ整理の必要がないザイル

を 15ｍで専用に準備します。要救助者の縛着には、これまで要救助者用ハーネス（ピ

タゴール）を使っていましたが、これは装着に時間がかかるため、小綱を使って３

重もやいと同じ様な形にして縛着します。 

 （３）詳細 

当消防本部の訓練塔の一部を今回出動した火災現場に見立てて訓練を実施しまし

た。写真の  の部分を開口部とします。この開口部は一般的な住宅にある腰高窓

をイメージしており、床から窓下部の高さ約 90ｃｍ、窓枠は縦横約 90ｃｍの正方形

です。軒の位置は一般住宅より低いので、難易度は高い想定になります。この環境

で迅速な応急梯子を実現できれば、今回の様な火災救助に最適であり応用も利きま

す。以下、訓練風景写真と併せて説明します。 

【訓練場所】 

  

必要人員は３名で、操法と同じく２名が屋内進入し 1名が梯子と救助ロープの確保を行

います。また、要救助者は 50 ㎏のダミーを使用します。 

便宜上、最初に進入する隊員を 1番員、２番目に進入する隊員を３番員、梯子及び救助

ロープの確保を２番員と呼称します。 

【使用資機材】 

三連梯子、小綱５ｍ（要救助者縛着）、カラビナ、ザイル 15ｍ 
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【梯子架梯】 

まず、安全かつ迅速に屋内進入することを重視し

て、梯子最上段を窓枠下部に設定します。（訓練塔の

ため手摺になっているが想定上は壁）この架梯は概

ねで良く、慎重に伸梯する必要はない。梯子が架梯

したら操法同様に 1番員は進入開始。 

   ・・・梯子最上段の位置 

 

 

【救助ロープ搬送】 

救助ロープを持って３番員が進入します。ザイル

を使用するのでロープ整理の必要がなく、資機材

バックにいれたままで伸ばせます。上部支点のロー

プ通しは不安定な梯上ではなく進入後に行います。 

 

 

 

【要救助者縛着】 

要救助者の縛着は小綱を輪状にして写真のように通す。慣れれば 10秒程度でできます。 

カラビナに取り付ける際に捻りを加えるとフューラーなしでも位置が安定します。 

  

                  

 

 

 

 

 

 

※検証【捻り有無の比較】 

捻りあり(左）なし(右）捻りを加えなければ重い頭部側が下がって不安定となります。       
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要救助者の縛着は小綱を輪状にして写真のように通す。慣れれば 10秒程度でできます。 

カラビナに取り付ける際に捻りを加えるとフューラーなしでも位置が安定します。 

  

                  

 

 

 

 

 

 

※検証【捻り有無の比較】 

捻りあり(左）なし(右）捻りを加えなければ重い頭部側が下がって不安定となります。       

 

【梯子延長】 

 進入した３番員は、応急梯子の支点確保のた

め梯子を延長します。梯子逆伸梯のように上方

に引き上げれば、三連目が伸びますので、ほし

い高さに設定可能です。従来なら梯子確保者が

引き綱を操作しますが、このやり方のほうが確

実で迅速に狙った位置に再架梯できます。二連

目と三連目が連動して動く三連梯子でも実施可

能ですが一度に２段伸梯するため 60ｃｍ延長

となり、軒に対しての微調整は基底部移動が必

要です。  ・・・梯子最上段の位置 

 

【最上段を支点にする】 

今回の様に軒が低い位置にあり最上段横さん

を支点とする場合は、横さんとロープを抱くよ

うにカラビナをかけることで、救助ロープの脱

落を防ぎます。 

 

 

 

 

【引綱の処理】 

三連目を引き延ばしたために出来た引き綱の

余剰分を再結着します。後ほど、この余剰分を

解けば、再伸梯時と同様に２階の進入隊員だけ

で梯子を最初に架梯した高さまで戻せるので緊

急脱出も可能となります。※再伸梯は３段以上

伸ばすことで結索可能な余剰引き綱を確保でき

ます。 

 

※検証【引き綱結着時の掛け金外れの状況】 

引き綱を強固に結着しても掛け金を外すと梯

子の自重で横さんの位置は  まで下がります。

同時に掛け金位置も下がっているので、この位

置から数ｃｍ引き上げることで掛け金が掛かり、

最初に架梯した高さに戻せます。麻ロープとク

レモナロープを検証したところ結果は同じでし

た。写真は裏引き梯子（二連目と三連目が連動

する三連梯子）で検証したもの。 
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【救出開始】 

 支点が限界まで高いので、開口部からの搬出も容易

です。開口部横の狭さは足側から出す程度の工夫で充

分対処可能です。２番員は要救助者が地上に到着した

ら、すぐに余剰分で結着した引き綱のみを解いた後、

地上で警戒している筒先員と協力して要救助者を安全

な位置へ移動します。 

 

 

 

 

 

【脱出まで迅速に】 

進入している 1番員と３番員は同じ手順で三連目を

引き上げて掛け金を外し最初に架梯した高さまで梯子

を下げて脱出経路を確保、２番員が梯子確保に戻り次

第脱出します。 

 

 

（４）まとめ 

この方法は一般的な応用方法を主体に梯子を２段階に架梯するので一見、時間が

掛かりそうですが、梯子の伸ばし方を工夫することで、狭隘な開口部からでも隊員

脱出まで遅くても３分以内で実施可能です。また迅速性を求めた結果、隊員の動作

が分担され個々の活動がシンプルとなり、初めての場所でも失敗せず、隊員に急げ

と命じずとも速いので、焦ることなく実施でき、ヒューマンエラーの予防も期待で

きます。この方法は、敢えて応急梯子という誰でも知っている方法を用いることで

隊員も受け入れやすく現有資器材で運用可能であることが最大のメリットです。 

５ 今後の建物火災で負傷しないために 

私はこれまで、逃げ遅れのある建物火災への出動は何度か経験しました。しかし、そ

のほとんどが、既に自力で脱出できているか、屋内進入不可能な延焼状況で鎮火後に遺

体を発見するに至る事案ばかりでした。その中で、今回の火災出動で救助に成功したの

は、この建物が築６年の比較的新しい建物であったために防炎性能が高く、救出時間が

稼げていた可能性があります。今後、新しく建築された準耐火構造の一般住宅で火災が

発生すれば、これまでより延焼速度が緩やかで高齢者や障害のある方の逃げ遅れを救助

できる可能性が高まります。一方で気密性の高い住宅は消防隊の屋内進入によって空気

の流入を作り爆発的燃焼を発生する恐れも高まると言われており、更なる警戒が必要で

す。そのような気密性の高い建物への出動経験の少ない当消防本部は、今回の様な迅速

性が物をいう炎上火災での救助活動と、空気の流入が少なく延焼が室内で留まっている

中での救助活動とを明確に区別しておかなければ、不用意なドア開放で要救助者も隊員
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発生すれば、これまでより延焼速度が緩やかで高齢者や障害のある方の逃げ遅れを救助
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【熱画像カメラ】 

コントロールボックス内の 1 室を燃焼させ、熱画

像カメラで確認したところ、外壁には影響がなくと

も、この１室のみが内部で燃焼していることがわか

ります。今後の屋内進入時に有効に使われる事を期

待します。 

 

 

 

 

６ おわりに 

今回、実事案を参考に活動を追求した結果、火災救助で隊員や要救助者を負傷させな

いためには迅速性も必要という考えに至りました。これまで、安全は厳重なバックアッ

プ体制を構築することで得られると考えていましたが、この考えでは安全と迅速を両立

することは難しいでしょう。しかし、今回、迅速を追求したことで、やり直すことの無

いよう確実な操作も同時に求められ、失敗しないシンプルな活動方針となり、結果的に

ヒューマンエラーのない安全な活動に繋げられると確信しました。 

救助活動には、当然最低限のバックアップは必要です。しかし、厳重なバックアップ

が時に活動を複雑にし、危険な活動となることもあり得ます。我々のような小規模な消

防本部はいつもマンパワーが不足していて、何をするにも少人数での実施を求められま

す。活動は無駄のない急所をつく戦法でなくてはなりません。高度な救助技術や高価な

資器材は魅力的ですが、地域の特性と消防力に見合った無駄のない活動を心がけていな

ければ、かえってヒューマンエラーを生み要救助者や隊員を負傷させることになり兼ね

ないのです。 

 

現職 

 赤磐市消防本部 赤磐市消防署救助隊 隊長 

 

職歴 

 平成 15年 ４月 赤磐消防組合消防本部 採用 

 平成 18年 11月 赤磐市消防署救助隊  隊員 

 平成 28年 ４月 赤磐市消防署救助隊  副隊長 

 平成 31年 ４月 現職 
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火災現場で殉職者をなくすために（兵庫県下の取り組み） 

 

神戸市消防局 

 消防司令 結城 康之 

 

１ はじめに 

  平成以降、兵庫県下において火災現場での消防職員の殉職事案は４件発生し、７名の

尊い命を失いました。また、全国的にみても殉職事案、受傷事案はなくなっていません。 

  今回は「要救助者と救助者の安全を守る火災時の救助活動」というテーマに照らし、

兵庫県が平成 24 年度から現在に至るまで行なってきた、火災現場において「命を守る」

という取り組みを紹介させていただきます。 

 

２ 経緯 

  前述のとおり、兵庫県下では火災現場において過去４件の殉職事案が発生しています。

平成 15 年神戸市、平成 15 年西宮市、平成 21 年神戸市、平成 24 年姫路市で発生し、そ

れらは一般民家火災、倉庫火災、物販店火災、工場火災によるものでした。 

  「火災現場では危険はつきもの」ということは、消防職員が誰でも認識していること

でしょう。しかし、現実には殉職事案は発生しており、殉職事案に至らないまでも消防

職員が受傷する事案は後を絶ちません。 

  災害現場における二次災害を防止するために、各消防本部において安全管理に関する

対策は施されていますが、火災現場の予期せぬ状況の変化、近年の建物構造の大型化・

複雑化により、火災への対応が難しくなっており、二次災害を完全にゼロにすることは

困難であると言えます。国民を災害から守ることが私たち消防職員の責務であるが、現

場活動する消防職員自身の身を守ることができなければ、その責務を果たすことができ

ません。 

  兵庫県下では兵庫県下消防長会の主導により、この課題に取り組むことになりました。 

 

３ 兵庫県下消防長会救助技術研究会について 

  平成 21 年度より兵庫県下消防長会は下部組織として救助技術研究会を立ち上げまし

た。兵庫県下の救助隊員の知識・技術の向上及び救助活動時の統一事項の徹底を図り、

一人でも多くの命を救助することを目的とし、毎年救助に関するテーマに沿って研究さ

れています。兵庫県下の 24 消防本部から 10～15 名の救助隊員が月に１回程度招集され

作業を進め、研究テーマに基づく結果を資料としてまとめ各消防本部へ報告、年度末に

は年１回開催される救助隊員向け研修会でも成果を発表しています。 

  平成 24年度・25年度には、火災現場における消防隊員の命を守ることをテーマに「火

災対応救助」と題し、火災対応救助作業部会（以下、「作業部会」と称す）を発足し調査・

研究・検証が行われました。 
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４ 作業部会における取り組み 

  平成 24 年度当時、日本の消防の中であまり取り上げられていなかった、「火災現場で

重大な事故が発生、もしくは発生の危険がある場合の対応」について取り組みが始まり

ました。これまでの安全管理対策は、事故に遭わない、事故を発生させないための体制

作りや教育に重きを置かれていました。しかし、どのような万全の対策を講じていても、

火災現場では二次災害は起こり得るという認識を持ち、二次災害が起こる要因を探り、

万が一危機的状況が発生した場合の命を守る行動とは何かという課題の抽出からスター

トしました。命を守るための行動を①隊員自らの対応手段（セルフサバイバル）、②負傷

した隊員が発生した際に活動を共にする隊員が講じるべき救助手段（チームサバイバル）、

③他の小隊が講じる対応救助活動（チームレスキュー）の３部門に分類し、セルフサバ

イバル及びチームサバイバルについて検証しました。 

  ２年目となる平成 25年度は、未着手であった③他の小隊が講じる対応救助活動（チー

ムレスキュー）の研究と 2か年分の内容の整理・精査を行いました。 

 

（１）作業部会における研究・検証内容  

① セルフサバイバル 

    火災現場で屋内進入中の隊員に緊急退避が必要になった場合の対処方法。一時退避、 

屋外退避、はしご・庇等への避難が考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【三連梯子への乗り移り】 

【ディフェンシブポジション】 

室内が火炎に煽られる、高温状態になった場

合、窓枠から体幹部分をできるだけ屋外へ出す

ことで受傷箇所を最小限にします。 

窓枠に片方の手足を絡め屋外に身を乗り出

し姿勢をとります。 

予期せぬ火勢の拡大等により瞬時に脱出す

る方法。庇への避難も同様の手法。 

頭を下にした状態で梯子を掴み、反転しなが

ら横さんに着地します。 

《ポイント》 

訓練においてはどのくらいの時間耐えうる

のか、窓枠の形状による違いを把握しておく

必要がある。 

《ポイント》 

三連はしごの架梯方法により乗り移り方は異

なる。 

※訓練では確保ロープが必須。 
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４ 作業部会における取り組み 

  平成 24 年度当時、日本の消防の中であまり取り上げられていなかった、「火災現場で

重大な事故が発生、もしくは発生の危険がある場合の対応」について取り組みが始まり

ました。これまでの安全管理対策は、事故に遭わない、事故を発生させないための体制

作りや教育に重きを置かれていました。しかし、どのような万全の対策を講じていても、

火災現場では二次災害は起こり得るという認識を持ち、二次災害が起こる要因を探り、

万が一危機的状況が発生した場合の命を守る行動とは何かという課題の抽出からスター

トしました。命を守るための行動を①隊員自らの対応手段（セルフサバイバル）、②負傷

した隊員が発生した際に活動を共にする隊員が講じるべき救助手段（チームサバイバル）、

③他の小隊が講じる対応救助活動（チームレスキュー）の３部門に分類し、セルフサバ

イバル及びチームサバイバルについて検証しました。 

  ２年目となる平成 25年度は、未着手であった③他の小隊が講じる対応救助活動（チー

ムレスキュー）の研究と 2か年分の内容の整理・精査を行いました。 

 

（１）作業部会における研究・検証内容  

① セルフサバイバル 

    火災現場で屋内進入中の隊員に緊急退避が必要になった場合の対処方法。一時退避、 

屋外退避、はしご・庇等への避難が考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【三連梯子への乗り移り】 

【ディフェンシブポジション】 

室内が火炎に煽られる、高温状態になった場

合、窓枠から体幹部分をできるだけ屋外へ出す

ことで受傷箇所を最小限にします。 

窓枠に片方の手足を絡め屋外に身を乗り出

し姿勢をとります。 

予期せぬ火勢の拡大等により瞬時に脱出す

る方法。庇への避難も同様の手法。 

頭を下にした状態で梯子を掴み、反転しなが

ら横さんに着地します。 

《ポイント》 

訓練においてはどのくらいの時間耐えうる

のか、窓枠の形状による違いを把握しておく

必要がある。 

《ポイント》 

三連はしごの架梯方法により乗り移り方は異

なる。 

※訓練では確保ロープが必須。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

【狭隘・閉所空間通過】 

【充水されたホースによる降下脱出】 

【パニックコントロール】 

片方の足を充水されたホースに巻き付け、抵抗を

増やし降下。 

65㎜ホースでは巻き付けが困難となります。 

天井が崩落し脱出口が狭隘または壁を破壊して開

口部を作りだして脱出することを想定。 

空気呼吸器の離脱し抱えながら、前方に置きなが

ら通過する場合もあります。 

危機的状況に陥りパニックに陥ると思考力低下、

心拍数の上昇により不安全な行動をとってしまう。

パニックへの対応策として、「止まって考える」（STOP

ルール）により状況把握、冷静さを保つことができま

す。 

《ポイント》 

ホース、手袋が濡れた状態だと抵抗が変わり滑り

やすくなることを把握しておく必要。 

《ポイント》 

防火着装で通過できる高さ・幅を把握。 

空気呼吸器を離脱する場合は危険度・不安感が増

幅する可能性もある。 

 

《ポイント》 

現場経験が豊富な隊員であってもパニックに陥

る可能性があること、一旦パニックに陥るとどの

ような行動をとってしまうかを理解しておくこ

とが大切。 
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② チームサバイバル 

火災現場活動中、活動を共にする隊員（チーム）が自力での退避が困難となった場 

合、速やかに安全な場所へ救出する必要があります。 

負傷隊員の搬送方法、低所（屋外）への吊り下ろし、高所への引き上げが想定されま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内情（ないじょう）を伝える至急報 

 な ： 名前、所属部隊名 

 い ： 位置 

 じ ： 状況（周囲、隊員自身） 

 よう： 要求（救助の要否、資器材等） 

【至急報（メーデーコール）】 

【搬送方法】 

緊急事態を伝えるために、無線にて

「至急×２ メーデー×３」と呼称

し、必要事項（右記内容）を明瞭簡潔

に外部に伝えます。 

隊員一人で搬送もしくは複数名での搬送が想定されます。 

徒手、自己確保ロープ使用、テープスリングを使用した搬送方法があります。 

空気呼吸器を装着している隊員であるため、仰臥位での搬送は困難。 

 

 

《ポイント》 

至急報の受信側も無線統制、救出へ

の体制変更など習熟が必要。 

 

《ポイント》 

引きずりで搬送する場合、防火衣・ズボンの袖口・裾口をつかむと手袋をしてい

ても滑りにくい。 

 救出隊員一人の場合は壁などを利用すれば容易に担ぎ上げ搬送できる。 
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合、速やかに安全な場所へ救出する必要があります。 

負傷隊員の搬送方法、低所（屋外）への吊り下ろし、高所への引き上げが想定されま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内情（ないじょう）を伝える至急報 

 な ： 名前、所属部隊名 

 い ： 位置 

 じ ： 状況（周囲、隊員自身） 

 よう： 要求（救助の要否、資器材等） 

【至急報（メーデーコール）】 

【搬送方法】 

緊急事態を伝えるために、無線にて

「至急×２ メーデー×３」と呼称

し、必要事項（右記内容）を明瞭簡潔

に外部に伝えます。 

隊員一人で搬送もしくは複数名での搬送が想定されます。 

徒手、自己確保ロープ使用、テープスリングを使用した搬送方法があります。 

空気呼吸器を装着している隊員であるため、仰臥位での搬送は困難。 

 

 

《ポイント》 

至急報の受信側も無線統制、救出へ

の体制変更など習熟が必要。 

 

《ポイント》 

引きずりで搬送する場合、防火衣・ズボンの袖口・裾口をつかむと手袋をしてい

ても滑りにくい。 

 救出隊員一人の場合は壁などを利用すれば容易に担ぎ上げ搬送できる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ チームレスキュー 

活動中の隊員や小隊からメーデーコールが発信された場合に、他の隊によって実施 

される救助活動であり、救出の対象が隊員であることを考慮した知識と技術が必要と

なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【低所からの救出】 

【低所への吊り下ろし救出】 

負傷隊員を退避姿勢（窓枠に上半身を持たれ

かけた状態）に移行しロープを設定、救出隊員

の安全帯 D環に「のの字」作成し吊り下ろし。     

ホースを使用しての吊り下ろし方法も検討

されました。 

床の崩壊により下階へ転落した場合、負傷隊員に意

識がなければ空気呼吸器の肩バンドにロープを通しつ

るべ式で上階へ引き上げる方法。 

ホースによる方法もあるが、充水されているホース

と隊員を引き上げるにはかなりの負荷になります。 

【状況評価、判断（サイズアップ）】 

危機的状況に陥った隊員の救助を目的に活動するため、実態を短時間で評価し判断、

活動方針を決定。 

外部評価―建物構造、危険物、火災状況等 

内部評価―開口部から確認できる内部状況、崩落危険、進入の可否 

《ポイント》 

評価した内容はすべての隊員が共有、認識して活動に移ること。火災の状況は刻

一刻と変化するため、継続的な評価が不可欠。 

《ポイント》 

一方の隊員がロープを保持し、もう一方の隊員

が体を外に出す。 

《ポイント》 

降下進入隊員と引き上げる隊員との意思疎通が重

要。進入隊員の二次災害に注意を払いながら活動を

進めること。 
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（２）留意事項 

作業部会に火災対応救助の手技・手法は「命を守る」ことを大前提と、そのために 

できることは何かを模索してきました。通常の消防活動は、「安全・確実・迅速」を原

則として行われています。しかし、危機的状況に陥った場合の緊急避難的な行動の要素

の強い火災対応救助は、「迅速≧安全・確実」を優先する意識が強いことから、双方を

区別しておく必要があります。現場経験の浅い隊員は混同してしまうことが予想され

るため、研修・訓練前には十分に説明し理解してもらう必要があります。また、火災対

応救助では資機材を正規とは違う方法で使用することもあり、資機材の破損、事故防止

にも留意しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【梯子を使用した救出（緊急かかえ救出）】 

アメリカ RIT の梯子を使った救出方法を参

考に、三連梯子の特性に応じたかかえ救出を

考案しました。 

応急はしごとの比較検証も実施。 

【検索活動（サーチング）】 

集められた隊員は、メーデーコール、サイズ

アップの情報から役割・資機材の決定、最短ル

ートの選定し速やかな活動が求められます。 

《ポイント》 

危険な場所での活動であることを念頭に入

れておく。内部の温度上昇・崩落危険に注意

が必要。 

《ポイント》 

梯子の架梯について、脱出・救出に備えた

架梯方法を選択しておく。 
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（２）留意事項 

作業部会に火災対応救助の手技・手法は「命を守る」ことを大前提と、そのために 

できることは何かを模索してきました。通常の消防活動は、「安全・確実・迅速」を原

則として行われています。しかし、危機的状況に陥った場合の緊急避難的な行動の要素

の強い火災対応救助は、「迅速≧安全・確実」を優先する意識が強いことから、双方を

区別しておく必要があります。現場経験の浅い隊員は混同してしまうことが予想され

るため、研修・訓練前には十分に説明し理解してもらう必要があります。また、火災対

応救助では資機材を正規とは違う方法で使用することもあり、資機材の破損、事故防止

にも留意しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【梯子を使用した救出（緊急かかえ救出）】 

アメリカ RIT の梯子を使った救出方法を参

考に、三連梯子の特性に応じたかかえ救出を

考案しました。 

応急はしごとの比較検証も実施。 

【検索活動（サーチング）】 

集められた隊員は、メーデーコール、サイズ

アップの情報から役割・資機材の決定、最短ル

ートの選定し速やかな活動が求められます。 

《ポイント》 

危険な場所での活動であることを念頭に入

れておく。内部の温度上昇・崩落危険に注意

が必要。 

《ポイント》 

梯子の架梯について、脱出・救出に備えた

架梯方法を選択しておく。 

５ 火災対応救助普及に向けて 

（１）研修会の開催 

   作業部会の研究・検証成果を披露・普及する初めての場として、兵庫県広域防災セ

ンター（兵庫県三木市）で平成 24年度・25年度の３月期に研修会を開催しました。兵

庫県下の救助隊員（特に作業部会員に選出されなかった消防本部から）を集め、座学

及び実技講習を行いました。 

 

  平成 24年度研修会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  平成 25年度研修会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）各消防本部の取り組み、内容紹介 

① 明石市消防本部 

作業部会終了後は救助隊員に対して火災対応救助訓練を実施。令和元年からは消防 

隊員、救助隊員を対象にセルフサバイバルの訓練を取り入れています。また、「火災 
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現場における緊急信号の送信について」の通知により全職員にメーデーコールの活用

と統一を図っています。 

② 川西市消防本部 

救助隊員の年間訓練計画に火災対応救助を導入。平成 28 年度からは想定訓練も加

え、 

助けが必要な隊員救出訓練を実施。一般住宅火災、物販店火災などを想定し、制限時  

間を設ける訓練も実施しました。 

③ 小野市消防本部：火災対応救助操法 

１年に１・２回程度、若手職員中心に訓練を実施。 

火災対応救助の実施要領を救助操法的にまとめました。パニックコントロール・メ 

ーデーコール実施要領、サイズアップ実施要領、負傷隊員発見後の観察、搬送要領を

作成しました。 

 

 

 

 

 

区分 指揮本部 隊員 備考 

１ 『危機的状況発生』 〈パニックコントロール実施〉 

動きを止めて低い姿勢を取る。 

 

２  「残圧確認、残圧〇Mpa」 

呼吸器の残圧を確認するとともに、呼吸を整

え、心を落ち着かせる 

 

３  「周囲の状況確認」 

動かずに周囲を見渡し、助かるための手がかり

（開口部からの明かり等）を探す。 

 

４  

 

「こちら指揮本部、○○（隊員名）どうぞ。」 

〈メーデーコール発信〉 

「至急，至急、メーデーメーデーメーデー、〇

〇（隊員名）から指揮本部。」 

・メーデーコールは以

下の 4 点を簡潔明瞭に

伝える。 

① 名前 

② 位置 

③ 状況（周囲、自身） 

④ 要請（救助、必要

資機材） 

５ 「了解、至急救助に向かわせる。」 〈メーデーコール内容送信〉 

例：「現在建物 2 階東側の部屋で、煙に巻かれ

一人取り残された。残圧は〇Mpa、挟まれ・負傷

等無し。救助求む。」 

 

６ 〈無線統制〉 

「全体へ連絡する。メーデーコールを受信し

たため、これより無線統制をする。チームレ

スキュー隊は至急○○（場所）へ集結せよ。」 

「携帯警報器作動」 

 

呼吸抑制し、救助を待つ。 

※助かるための手がかり（開口部からの明かり

が確認できる等）があるならばその旨無線連絡

し、適宜行動する。 

・メーデーコール受信

後、指揮本部は現場に

おける可能な限りの消

防力を隊員救出にあて

る。 

７ （チームレスキュー隊集結） 

 

（チームレスキューを実施） 

  

 

 

 

 

【小野市パニックコントロール・メーデーコール実施要領】 
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現場における緊急信号の送信について」の通知により全職員にメーデーコールの活用
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等無し。救助求む。」 

 

６ 〈無線統制〉 

「全体へ連絡する。メーデーコールを受信し

たため、これより無線統制をする。チームレ

スキュー隊は至急○○（場所）へ集結せよ。」 

「携帯警報器作動」 

 

呼吸抑制し、救助を待つ。 

※助かるための手がかり（開口部からの明かり

が確認できる等）があるならばその旨無線連絡

し、適宜行動する。 

・メーデーコール受信

後、指揮本部は現場に

おける可能な限りの消

防力を隊員救出にあて

る。 

７ （チームレスキュー隊集結） 

 

（チームレスキューを実施） 

  

 

 

 

 

【小野市パニックコントロール・メーデーコール実施要領】 

（３）全国へ向けての発信 

① 全国消防救助技術大会 

平成 27年第 44回全国消防救助技術大会（開催地神戸市）の技術訓練において、西 

宮市消防局が主体となり、作業部会員が招集され訓練を披露しました。 

  通常の火災消防活動→隊員１名が負傷、行方不明→救出隊員が現場指揮所に集めら

れ救出に向かうという一連の流れを実施。メーデーコール、狭隘路通過・搬送、緊急

かかえ救出、緊急脱出という内容を盛り込みました。訓練実施後、多くの反響を得る

ことができ全国への発信のきっかけになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 消防大学校 

平成 24年度・25年度に作業部会に携わった兵庫県下の救助隊員が消防大学校救助 

課に入校した際、学生企画訓練において火災対応救助の想定訓練を実施しました。

事前に班員に火災対応救助の知識・手技を座学研修した後、他の学生に披露しまし

た。    

全国から集まった救助隊員の反応はよく、全国への普及の手ごたえを感じたと語

っています。 

 

６ おわりに 

  国民の生命、財産を災害から守るという消防本来の目的ですが、私たち消防職員の命

も守れなければ本来の目的を達成することはできません。火災対応救助は危機的状況が

発生した場合の対応策としての手技・手法だけではなく、消防活動の根底にある「安全」

を強く意識するためのものでもあります。安全に裏付けられた活動を遵守してもなお打

開できない状況に陥った時にのみ活用する手段でなくてはなりません。安全に対する概

念と、安全に対する手段こそが火災対応救助です。 

平成 25年度の作業部会終了時から研究・検証した内容を全国へ発信することを模索し

てきました。作業部会員が兵庫県下各消防本部へ持ち帰り徐々に広がりをみせてきまし

た。兵庫県下での取り組みが全国へと波及し、それぞれの消防本部、それぞれの隊に応じ

た火災対応救助を確立していくことを願い、今後起こりうる火災事案での死傷者をなく

すことを切に望みます。 
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現職 

神戸市消防局中央消防署栄町出張所 

 

職歴 

平成 ９年 神戸市消防局採用 

平成 15年 中央消防署 特別救助隊 

平成 19年 垂水消防署 特別救助隊 

平成 24年 警防課特別高度救助隊 

平成 29年 長田消防署特別救助隊 

令和 ２年 現職 
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現職 

神戸市消防局中央消防署栄町出張所 

 

職歴 

平成 ９年 神戸市消防局採用 

平成 15年 中央消防署 特別救助隊 

平成 19年 垂水消防署 特別救助隊 

平成 24年 警防課特別高度救助隊 

平成 29年 長田消防署特別救助隊 

令和 ２年 現職 

ウェアラブルカメラで撮影した映像を教材とした 

火災教育訓練とその効果について 

 

青森東消防署 横内分署 

消防司令補 山上 真一 

 

１ はじめに 

近年、消防装備は ISO 基準をベースとした防火衣等の個人装備、ノズル及び人工的に

換気をコントロールできる機材並びに間接消火を屋外から行うことができる放水器具等、

従来から進化した装備が日本各地で導入され、当消防本部においても同様に導入が進み、

ハード面は時代と共に変化している。 

また、平成 11 年３月 18 日付で消防審議会より発出された「消防力の基準に関する答

申」内では、全国各地で大火が頻発していた時代の市街地から姿が相当に変化している

ことにより、出火建物を包囲する戦術から「炎上建物への内部進入も含み、燃焼実体に直

接注水する積極的な戦術」へ移行していると消火活動の変化について記載がされている。 

私は、この炎上建物へ内部進入して行う消火活動、現在導入されているノズルの有効

活用方法、そのノズルに合わせたポンプ運用、炎上建物内部に急激な環境変化を起こし

てしまう放水への注意喚起及び急激な内部環境変化に巻き込まれた際の対応方法といっ

たソフト面について、変化した市街地に対応し、変化したハード面を追走して行おうと

2014 年から教育訓練を行っているが、教育訓練を受ける職員に対して効果的に伝えるこ

とを目的として、2017 年から 2020 年までの４年間、所属長の許可を得て、救助隊員等の

ヘルメットにウェアラブルカメラを取り付け、火災現場を撮影して、その映像を教材と

した教育訓練を行ってきた。それを行うに至った経緯や教育訓練内容と効果、今後の課

題等について紹介する。 

 



64

２ 経緯 

(1) 初期の教育訓練（2014 年から 2016年まで） 

私が消火活動について学び始めたのは 2013 年で、火災現場において、様々な事象

を経験し、勤続年数が増えることに伴い、「なぜ水をかけても、なかなか収まらない火

災があるのだろう」「なぜ放水したのに火煙が噴出したのだろう」と多くの疑問を持っ

たことがきっかけであった。 

消防教科書や購入できる様々な消火活動に関する冊子を読み漁り、これまでの数少

ない経験と照らし合わせ、疑問に思うところは先輩方に質問をすることを繰り返しな

がら学ぶことに併せて、防火衣性能やガンタイプノズル等の資機材は製作メーカー、

販売メーカーへ直接連絡して性能や使い方を教えていただいたり、消防技術安全所よ

り公表されている所報を読んだりと当時考えられた色々な角度から消火活動について

学んだ。学んだことを集約した資料をパワーポイントで作成し、同僚に伝えることを

2014年頃から始めた。 

資料は、学んでいた内容の言葉を羅列、数少ない経験値をベースとして、消火活動

について説明を記載している他者の知識を活用させていただいた資料であり、ソーシ

ャルネットワークサービスの動画を利用するなど伝わりやすいように工夫していたつ

もりであったが、「伝わっていない人が多い気がする」という違和感があった。 

(2) 問題と課題 

私は、消火活動のみならず、若い職員の経験不足を補うために「教養訓練→実動訓練」

という手順で訓練を行い、知識技術の理由を伝えることで円滑な現場活動へと繋げてき

たが、消火活動だけは上手く伝わった感触が得られないまま、ある日発生した一般住宅

火災に対応することとなった。その火災活動は救助小隊として、お世辞にも円滑な活動

だとは言えず、共に活動していた救助隊員達は私の指示に対応しようと精一杯活動して

いたが、私の意図する活動と差異が生じることが多く、救助小隊としての明確な方向性

が無いような活動となってしまった。 

状況評価、ホース延長、屋内進入フォーメーション、放水技術、排煙技術等について

指導してきたつもりであったが、「つもり」程度にしか伝えられていないという結果で

あった。 

「なぜ伝えられないのか」物凄く悩み、考えたが答えが見つからず、指導をしていた

同僚に、これまでの教育訓練の感想を尋ねたところ「経験話や理論、方法を言葉や文字

だけで伝えられても、いつ、どんな場面で、どう活用すればいいのかイメージができな

い。」という感想であった。 

指導する者は、これまで自分が経験してきた現場活動を頭の中にイメージして指導

するが、指導を受ける者がイメージできないという大きな問題点に気付けないまま、私

は、自分中心の指導をしていた。 

また、イメージの差異は職員の年代が離れる程、大きくなる傾向にあることも他職員

からの回答で知ることができたことから、イメージの差異を埋めることを課題と捉え、

課題を改善するための手段として、「自分達の対応した火災現場を撮影」、「その映像を

教育訓練の教材とする」計画を立て、当時の上司の協力及び所属長の許可を得て、実施

することとした。 
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２ 経緯 

(1) 初期の教育訓練（2014 年から 2016年まで） 

私が消火活動について学び始めたのは 2013 年で、火災現場において、様々な事象

を経験し、勤続年数が増えることに伴い、「なぜ水をかけても、なかなか収まらない火

災があるのだろう」「なぜ放水したのに火煙が噴出したのだろう」と多くの疑問を持っ

たことがきっかけであった。 

消防教科書や購入できる様々な消火活動に関する冊子を読み漁り、これまでの数少

ない経験と照らし合わせ、疑問に思うところは先輩方に質問をすることを繰り返しな

がら学ぶことに併せて、防火衣性能やガンタイプノズル等の資機材は製作メーカー、

販売メーカーへ直接連絡して性能や使い方を教えていただいたり、消防技術安全所よ

り公表されている所報を読んだりと当時考えられた色々な角度から消火活動について

学んだ。学んだことを集約した資料をパワーポイントで作成し、同僚に伝えることを

2014年頃から始めた。 

資料は、学んでいた内容の言葉を羅列、数少ない経験値をベースとして、消火活動

について説明を記載している他者の知識を活用させていただいた資料であり、ソーシ

ャルネットワークサービスの動画を利用するなど伝わりやすいように工夫していたつ

もりであったが、「伝わっていない人が多い気がする」という違和感があった。 

(2) 問題と課題 

私は、消火活動のみならず、若い職員の経験不足を補うために「教養訓練→実動訓練」

という手順で訓練を行い、知識技術の理由を伝えることで円滑な現場活動へと繋げてき

たが、消火活動だけは上手く伝わった感触が得られないまま、ある日発生した一般住宅

火災に対応することとなった。その火災活動は救助小隊として、お世辞にも円滑な活動

だとは言えず、共に活動していた救助隊員達は私の指示に対応しようと精一杯活動して

いたが、私の意図する活動と差異が生じることが多く、救助小隊としての明確な方向性

が無いような活動となってしまった。 

状況評価、ホース延長、屋内進入フォーメーション、放水技術、排煙技術等について

指導してきたつもりであったが、「つもり」程度にしか伝えられていないという結果で

あった。 

「なぜ伝えられないのか」物凄く悩み、考えたが答えが見つからず、指導をしていた

同僚に、これまでの教育訓練の感想を尋ねたところ「経験話や理論、方法を言葉や文字

だけで伝えられても、いつ、どんな場面で、どう活用すればいいのかイメージができな

い。」という感想であった。 

指導する者は、これまで自分が経験してきた現場活動を頭の中にイメージして指導

するが、指導を受ける者がイメージできないという大きな問題点に気付けないまま、私

は、自分中心の指導をしていた。 

また、イメージの差異は職員の年代が離れる程、大きくなる傾向にあることも他職員

からの回答で知ることができたことから、イメージの差異を埋めることを課題と捉え、

課題を改善するための手段として、「自分達の対応した火災現場を撮影」、「その映像を

教育訓練の教材とする」計画を立て、当時の上司の協力及び所属長の許可を得て、実施

することとした。 

なお、火災現場の前線にいる救助隊の目線と指揮隊長の俯瞰的な目線を撮影するこ

とを目的として、救助隊４名と指揮隊長がヘルメットにカメラを取り付けて撮影するこ

とにした。 

 

 

３ 教育訓練の内容 

(1) 目標の設定 
出動中の車内及び現場へ到着してからの短い準備指示のみで、指示に対して的確に

動けることを目的に、「現場到着後５分間オートマチックに動くことができる救助隊員

の育成」を目標に設定した。理由として、現場到着後５分間は現場にいる全ての消防

職員が被害を最小限に抑えるために、それぞれの役割を的確に達成することに集中し

ており、他隊員への細かい指示が難しい状況も考えられることから、そのような状況

においても、隊員個々が適切に消火活動を行えるように教育することによって消火活

動はもちろんのこと、自分の身を守る安全管理もできる隊員を育成可能と考えた。 
(2) 教育訓練内容 

まず、ウェアラブルカメラで撮影した火災現場の映像を現場到着時から火勢が落ち

着くまでの期間、全てのカメラアングルで見てもらう。救助隊員４名が、４つのカメ

ラで撮影することから、同じ現場を４回見ることになる。その際、指導者は映像を見

ながら何か言葉を発することは控え、訓練参加者に集中して現場を見てもらい、多く

のことを個々に感じ、考えてもらう。 
「自分達の活動映像を、同じ空間で、静かに見る」 
初めの教育訓練は、これだけ。たったそれだけで、まだ火災を経験したことの無い

職員が、視聴１回目は実際の火災の雰囲気を感じ、繰り返し見ているうちに「ホース

延長というのは、こういう環境でやるのか。」、「どうして、こっちにホース延長してい

るのだろう」というイメージや疑問を持てるようになり、現場活動を行っていた職員

は「この火災を、より効果的に消火する放水は、こうやったらどうだろう」という意

見を持つ職員が現れる。 
同僚が活動している様子を見ることは効果の高い疑似体験となり、その消火活動を

行った同僚も、そうではない同僚もイメージ共有することが可能である。イメージ共

有ができ、疑問を持ってくれた職員、意見を持ってくれた職員に、そのタイミングで
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教育するほど効果的なことはない。 
次に、個々が感じた疑問や意見に関して映像を見ながら指導及び意見交換を行う。 
主な指導項目は、 
「火災性状」・「状況評価」・「火災攻撃」・「火災防御」・「ポンプ運用」 
の５つの項目で、その中で最も多くの時間を費やしている項目が「状況評価」であ

る。「状況評価」は、指揮隊長等が出火建物を一巡するようなイメージがあるが、私が

指導している「状況評価」は、隊員個々が自分の活動動線の先にある出火建物を見て

多くのことを感じる「状況評価」である。自分の活動する先にある環境を見て、様々

な危険を少しでも判断できるようになり、火災現場での受傷事故を防ぐ効果が期待で

きるからである。また、火災現場で発生する事象は、消防教科書に記載されているよ

うに物理や科学の法則に従い発生している事象であることから、消防理化学をベース

とした「状況評価」ができることで、経験不足を補う一助となることも期待しており、

火災現場で起きている事象を理解してもらうため、映像を何度も見てもらっている。 
状況評価の次に、「火災攻撃」及び「火災防御」の指導を行うこととしており、「火

災攻撃」については、炎上建物内部への進入により火災攻撃する場合に、「全て「はい」

と言えなければ炎上建物には入らないチェック項目」や建物内での放水方法を、「火災

防御」については、火災防御の放水方法等、どの段階になると建物の倒壊危険が大き

くなるのか、どちらも映像に合わせて説明することが可能である。 
単に、仲間達の火災現場映像を見るだけなので、教育訓練の内容というほどのこと

では無いように感じられるかもしれないが、指導者と指導を受ける者が、同僚が活動

する映像を、同じ時間に、同じ場所で何度も見てイメージを共有し教育訓練を繰り返

すことは、これを実施する以前の消火活動教育訓練の比にならないほど、指導内容が

伝わっていると実感ができ、当初の課題の改善が図られたと感じている。 

  
 

４ 教育訓練の効果 
(1) 活動隊員の効果 

この教育訓練を行ってから、私自身が自中隊の活動を見て強く感じたことは、出動
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教育するほど効果的なことはない。 
次に、個々が感じた疑問や意見に関して映像を見ながら指導及び意見交換を行う。 
主な指導項目は、 
「火災性状」・「状況評価」・「火災攻撃」・「火災防御」・「ポンプ運用」 
の５つの項目で、その中で最も多くの時間を費やしている項目が「状況評価」であ

る。「状況評価」は、指揮隊長等が出火建物を一巡するようなイメージがあるが、私が

指導している「状況評価」は、隊員個々が自分の活動動線の先にある出火建物を見て

多くのことを感じる「状況評価」である。自分の活動する先にある環境を見て、様々

な危険を少しでも判断できるようになり、火災現場での受傷事故を防ぐ効果が期待で

きるからである。また、火災現場で発生する事象は、消防教科書に記載されているよ

うに物理や科学の法則に従い発生している事象であることから、消防理化学をベース

とした「状況評価」ができることで、経験不足を補う一助となることも期待しており、
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伝わっていると実感ができ、当初の課題の改善が図られたと感じている。 

  
 

４ 教育訓練の効果 
(1) 活動隊員の効果 

この教育訓練を行ってから、私自身が自中隊の活動を見て強く感じたことは、出動

途上の無線を聞き、自小隊が火災攻撃を行うのか、火災防御を行うのかをイメージし、

現場到着後は個々が状況評価をして的確な場所へノズルを配置したり、折れ曲がりの

無いホースラインを作成したりと、細かな指示が無くても自小隊そして他小隊の活動

を予測、理解して活動できる隊員が年齢、階級問わず増えたことである。 

その効果も撮影した映像を見ると一目瞭然で、無線等で指示が出ると同時に対応で

きるように隊員個々が状況評価し、指示をいくつか予測して準備している様子や火災

拡大危険が大きい場所への的確なノズル配置やホース延長、炎上建物内への進入準備

の様子を確認することができたことから、「現場到着後５分間オートマチックに動くこ

とができる救助隊員の育成」の目標に確実に近づいている。 

また、火災現場における殉職事故防止の教育訓練についても、隊員目線の映像で見

て、チェック項目を確認できているかを確認して、火災現場の都度指導できるように

なってからは、とても理解度が高まり、隊員全員がチェック項目を確認し、それを共

有するようにまでなっていた。 
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(2) 指揮隊の効果 

指揮隊にも効果が現れた。共に現場映像を見ながら意見交換を行ってくれた指揮隊

長は各職員の意見や考え方を聞くことによって現場での活動を、より理解してもらえ

るようになった。救助隊が出動途上や現場到着後に炎上建物内へ内部進入することを

進言すると、その活動が安全かつ円滑に行えるような指揮統制を短く的確な言葉で他

隊へ指示し、内部進入した救助隊には外観異常情報等を的確なタイミングで連絡が届

く体制となったことで、内部進入する際は指揮隊によって活動が統制される安心感、

外観に異常が現れた際には即座に退避命令が届く安心感を持って活動することができ

た。また、出動途上での無線送信事項も現場到着までに火災の進行を遅らせるための

指示、事前の中継体制指示等を必要最小限に送信することに止め、通信指令課からの

現場情報送信を優先するように変化した。 
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(3) 火災建物への効果 

活動隊員及び指揮隊に効果が表れたことにより、火災建物への効果も確認できた。

出火建物の焼損を、現場到着時１棟であれば１棟、１階層であれば１階層、１室であ

れば１室というように、最小限の被害で抑える消火活動を達成できるようになったと

感じている。 

映像再生が繰り返されると、意見交換の内容が、「もしも」という内容に変化して

いく。「もしも、違う開口部から火煙が噴出していたら」、「もしも、部署位置が離れて

いたら」など意見交換に参加する職員が様々な「もしも」を意見するようになり、映

像を見ながら「もしも」を意見交換することは、その空間にいる職員のイメージが合

致するため、とても建設的な意見交換となる。現場活動の映像を見ながら、今までの

何倍も火災現場に対する事後意見交換の時間ができたことは、最小限の被害で抑える

消火活動を達成できるようになった大きな理由だと感じており、救助隊と共に指揮隊

長自らが学んでくれたことで、理解と信頼を得られ、それを現場で実施することを繰

り返すことによって更に円滑な活動となり屋内延焼阻止の効果を上げることができた。 

５ 効果を継続させるための課題について 

(1) 職員の心の教育と職場の雰囲気づくり 

「失敗が映っていたら困る」そんな意見もあるかもしれない。私の当時の職場でも、

映像を見る職員はごく少数であった。しかし、当時の上司が映像を見た後、自分のミ

スを自ら言い出し、次どうしたらより良い活動を行えるか意見交換する空気を作って

くれたおかげで、映像を一緒に見てくれる職員が増えた。その結果、同僚達の多くは、

これまで以上に消火活動に関する訓練をするようになり、消火理論や指揮方法を学び、

考え、意見交換するなど積極的に取り組み、次の現場を見据えて話し合いをするよう

になったことで、現場での指揮命令も円滑となった。 

人間はミスをする生き物であり、ミスをすることが悪いことでは無く、そのミスを

次につなげるという職員の心の教育と職場の雰囲気づくり、同じ教育訓練を一緒に行

うことによる連携力向上の重要性を指導することが必要だと感じている。 

(2) 指導者のアップデート 

これまで紹介した教育訓練を効果的に継続するためには、指導者自身の知識技術の

アップデートも必要だと感じている。例えば、青森市は寒冷地であるため、以前から

二重サッシ等で熱を逃さない工夫はされていたが、今では外壁や室内の断熱方法も多

様な方法が導入され、より気密性を高く、熱を逃さない、各部屋も冷暖房の効率を良

くするため、従来のような区画は少なく、石膏ボードと断熱材で覆われた区画が多く

なっている。それに伴って火災も一般住宅でありながら耐火造のような火災性状に変

化し、延焼経路も従来の木造住宅とは変化している。退職された先輩が、「今の火災は

変わった。これまでの経験と合わないことが起きる。」と感じていた。変化に対応する

ためには、指導者が火災科学、資機材、装備性能、建物構造による延焼経路等の様々

なことをアップデートし、今、そして今後の火災に合わせた指導が重要だと感じてい

る。 
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(3) イメージの継続 

教育訓練を繰り返していると現場活動が円滑に行われることが増えるため、素晴ら

しいことではあるが、人間は油断してしまう生き物でもある。そのため、 

「次は失敗してしまうかもしれない。」 

ということは常に同僚達に伝えていた。どのような消防活動でも油断したところに落

とし穴が潜んでいるのは明らかで、火災が発生しない期間が長くなる時も油断が発生

すると考えたためである。それらの対策にも現場映像を活用し、継続して火災現場を

イメージしてもらうことで、油断を軽減させる効果が確認できている。 

 

６ おわりに 

今、消防職員は消火活動に関して経験不足が当たり前になっているのかもしれない。

家、家庭用調理器具、法律が変わり、様々なことが市民の方々を火災から遠避ける素晴

らしい環境になっている中、偶発的に起こる変化した火災に対する経験値の少ない消防

職員への指導方法、消火活動、緊急事態への対応等の教育訓練方法は、今後のためにも、

これからの指導者達が積極的に構築していく必要があると考える。その教育を効果的に

行う方法の１つとして「ウェアラブルカメラを活用した教育訓練」を紹介した。職場の

同僚と同じ動画を見て意見交換をする時間を作ることは、小隊及び中隊の消火活動の知

識技術、連携を向上させる効果、そして火災現場における個々の安全管理能力向上効果

を実感していることから、その圧倒的な効果を体験していただきたい。 

 

現職 

 青森地域広域事務組合 東消防署 横内分署 隊長 

 

職歴 

 平成 ８年４月 青森地域広域消防事務組合採用 

 平成 26年４月 浪岡消防署救助係長 

 平成 29年４月 東消防署救助係長 

 令和 ３年４月 現職 
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殉職者ゼロを目指して 

 

鳥取県西部広域行政管理組合消防局 

消防士長 隠岐 拓真 

 

１ はじめに 

  鳥取県西部広域行政管理組合消防局（以下、当局と

いう。）は中海・大山周辺地域である鳥取県西部地区に

位置し、米子市・境港市の都市部と西伯郡・日野郡の

山間部からなる２市２郡（９市町村）で構成されてお

り、管轄面積は 1,208.40 ㎢を有し、人口は約 23 万人

です。職員数 300名、１局４署６出張所で高度救助隊、

水難救助隊、特殊災害隊それぞれ１隊を備え、各種災

害に対応しています。（図１） 

近年、全国的に消防隊員の殉職事故や負傷事故が増

加傾向にある中、当局では広域発足以来 45年の間、殉

職事故は発生していません。今後も『殉職者ゼロ』を継

続するための取り組みについて報告します。 

 

２ 教育体制 

 当局では「警防・救助技術の統一」を図るため、平成 24 年に「警防技術指導者」に 

よる教育体制制度を定めました。「警防技術指導者」とは警防・救助技術に関する検証・ 

指導などを行う隊員で、主に消防大学校救助科又は警防科を修了した者や高度救助隊員 

及び国際消防救助隊員など、警防・救助に関する技術・知識に長けた経験豊富な隊員を 

指定しています。指定者 10 名を各所属に配置することで、当局の指導・研修訓練内容 

が統一でき、新たな技術を取り入れた際にも早期かつ正確に各所属に伝達することがで 

きる体制となっています。警防技術指導者の主な任務は以下の通りになります。 

（１）警防・救助隊員の研修及び訓練指導に関すること 

（２）新たな警防・救助技術の検証に関すること 

 

３ 研修についての取り組み 

  当局ではこれまで、主に火災現場の画像や映像を活用した研修を行っていました。し 

かし、画像や映像だけでは限界があり、火災性状及びバックドラフトやフラッシュオー

バーの発生原理などについて理解を深めることが困難でした。そこで、木材などの可燃

物を実際に燃焼させ、火や煙の動きを目で見ることで火災性状への理解を深めることが

できる「ファイヤーコントロールボックス」を活用した研修に取り組むこととしました。 

（１）単体型ファイヤーコントロールボックス 

火災性状・現象を確認することに重点を置いたもので、平成 30 年に導入しました。 

【図１】 
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内部に４つの区画された空間があり、内部を燃焼させることで火と煙の特性を学ぶこ 

とができ、吸気排気（煙の動き）についても具体的に検証することができます。また、 

各所属に配備した「熱画像直視装置」を活用することで、火災初期から最盛期、バッ 

クドラフトやフラッシュオーバー発生時などの温度を観察し、温度変化に対する火災 

の進展度合いへの理解に繋がりました。（写真１、２） 

  

（２）街区型ファイヤーコントロールボックス 

「単体型ファイヤーコントロールボックス」を活用した研修に取り組んでいるなか、 

火災性状への理解を深めることについては非常に有効ではあるが、隣棟建物への延焼 

経路の把握や延焼危険に対する有効な筒先配備、放水活動などを身に付けることが困 

難であるという課題が生まれました。その対策として令和元年に住宅密集地を再現し 

た「街区型ファイヤーコントロールボックス」を導入しました。 

住宅密集地を再現してファイヤーコントロールボックス４棟を設定します。出火階 

の異なる火災を同時に発生させたり、庇の有無や建物同士の距離、開口部の位置と大 

きさを変えることで、条件によって異なる延焼経路などの比較が可能となりました。 

また、屋内に放水を実施した際の隣棟への火や煙の動きを確認し、延焼経路や延焼危 

険を把握することで、有効な筒先配備や放水活動に繋がりました。 

（写真３、４、５、６） 

【外観】           【出火階の違いによる比較】 

  
 

 

 

【写真１】 【写真２】 

【写真３】 【写真４】 

１階火点 ２階火点 
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【写真１】 【写真２】 

【写真３】 【写真４】 

１階火点 ２階火点 

【隣棟距離の違いによる比較】        【天井裏への延焼経路】   

  

（３）差し込み式ファイヤーコントロールボックス 

前述３（１）（２）の研修に取り組んでいるなか、作成において毎回、切断したコン 

  クリートパネル（以下、コンパネ）をビスで固定し、燃焼後は分別して廃棄している 
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作成要領は金属製のＬ字アングルを溶接して型枠を作成し、型枠にコンパネを差し 

  込み、さらにボックス内の気密を高めるためにコンパネの隙間にアルミテープを張り 

付けて完成です。Ｌ字アングルで作成した型枠を使用することで、ビスで固定する必 

要がなく、コンパネを差し込むだけなので、短時間での作成が可能となります。コン 

パネの交換は必要ですが型枠は繰り返しの燃焼研修が可能であり、廃棄する際にビス 

とコンパネを分別する必要がなくなり、「作成する労力及び費用」の改善に繋がりまし 

た。（写真７、８、９） 

   

 

４ 訓練についての取り組み 

  近年、当局職員は団塊の世代交代を終え、現場経験の少ない若手職員が増加しており、 

火や煙が発生していない訓練棟を活用した火災対応訓練を行っても、実火災での活動を 

イメージすることが出来ない隊員が見受けられました。そこで、鳥取県消防学校の施設 

を使用し、実火災に即した火災対応訓練に取り組むこととしました。 

 

 

【写真５】 

【写真７】 【写真８】 【写真９】 

【写真６】 
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（１）実火災体験型訓練 

「実火災体験型訓練施設」を使用し、施設内部で木材パレットを燃焼させ、濃煙と 

熱気の体験及び消火訓練を行っています。フラッシュオーバーに至る経緯及び兆候現 

象を目で見て確認するとともに、放水が及ぼす熱環境下の変化を体感し、また「熱画 

像直視装置」で確認することで危険な放水の防止に繋がりました。全職員の８割がこ 

の訓練を終えています。（写真１０、１１） 

  

（２）部隊想定訓練 

前述の研修及び実火災体験型訓練によって得た知識・技術・体験を活かし、最終的 

  に部隊訓練を行います。「実火訓練施設」を使用し、火や煙を発生させ実火災を再現し 

  た中で、個人の技術及び部隊の連携強化を目的として一連の研修・訓練の総仕上げを 

  行っています。（写真１２、１３、１４）（図２） 

 

    

 

【写真１４】 

【写真１０】 【写真１１】 

【写真１２】 【写真１３】 

訓練イメージ図 

【図２】 
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（１）実火災体験型訓練 
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【写真１４】 

【写真１０】 【写真１１】 

【写真１２】 【写真１３】 

訓練イメージ図 

【図２】 

５ 危機的状況下での対処技術 

 当局では全国の殉職事例を踏まえ、隊員が危機的な状況に陥った場合の対処技術を確 

立すべく、外部機関開催の講習会を受講し、更に検討を重ね平成 31 年に「火災対応セ 

ルフレスキュー実施要領」を策定し、訓練に取り組むこととしました。火災現場活動時 

の危機的状況下での対処技術訓練について紹介します。 

１ パニックコントロール

窮地に陥ったときにパニックをおこさず、自らの行動を的確にコントロールする訓練

です。防火衣及び空気呼吸器を着装し、布で目隠しするなど負荷を与えて訓練を行うこ

とにより、想定外の事態が発生した場合でも必要最小限の空気消費量で冷静に対応でき

る能力を身に付けます。 

２ 無線運用 

現場活動緊急時の無線運用訓練です。危機的な状況に陥

った隊員が自らの状況を全隊に明確に伝えるため、至急報

などを用いた無線運用技術を身に付けます。 

（写真 15） 

 

 

３ ホースの確認 

フラッシュオーバーなどの爆燃現象や建物の崩落などに

より、建物内で自分の場所が分からなくなった場合、延長

したホースを活用して安全に退避する訓練です。 

（写真 16） 

 

 

４ 狭所空間の通り抜けと脱出 

建物内から退避する過程で、倒壊物や収容物などにより退避進路が塞がっている場面

での通り抜け及び脱出を想定した訓練です。狭所空間を想定した大きさの異なる複数の

開口部を木材で作成し、隊員が判断して空気呼吸器を離脱するなど、開口部の大きさに

あった脱出方法を選定することで、効率よく反復訓練が行えます。また、隊員の空気ボ

ンベの残圧を記録することで、個人の空気消費量を明確にし、現場活動時間の目安とな

ります。（写真 17、18） 

    

【写真１５】 

【写真１６】 

【写真１７】 【写真１８】 
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５ 配線脱出 

天井の崩落などにより、隊員が配線等に引っかかり身動

きがとれなくなった場合、冷静に対処して脱出する訓練で

す。ロープを配線に見立てて訓練を行います。 

（写真 19） 

 

 

６ エアアウト時の対応 

空気呼吸器の残圧が無くなってしまった場合、緊急的に

空気を確保する訓練です。面体の吸気管を空気呼吸器から

離脱し、防火衣内に入れて空気を緊急的に確保します。 

（写真 20） 

 

 

７ サバイバルポジション 

退避中の隊員が開口部まで到着したが、エアアウトや爆

燃現象などにより２階以上で自ら脱出することが不可能に

なった場合、建物内で待機せずに窓から身を乗り出して新

鮮な空気を吸いながら待機する訓練です。この待機姿勢を

「サバイバルポジション」といいます。（写真 21） 
 

８ 緊急抱え救出 

各部隊が連携し、サバイバルポジションで待機している

隊員を早期に救出する訓練です。（写真 22） 

 

 

 

 

 

６ まとめ 

  「ファイヤーコントロールボックス」や「実火災体験型訓練」などの研修訓練により、

火災性状や熱環境下での活動要領について隊員個人の理解を深め、「部隊想定訓練」で部

隊活動の連携強化に繋げる。そして、危機的状況下での対処技術である「火災対応セル

フレスキュー」と、段階的な研修訓練を行うことで、総合的な教育が一貫して実施でき

ていると考えます。 

今後、建物構造の変化や新たな資機材の開発などにより、火災現場活動に必要な戦術・ 

技術は常に変化していくと考えられます。その状況下で、時代の変化に対応できる火災 

対応能力を身に付けるために、外部研修訓練の参加や他本部との情報共有など、常に新 

たな技術を取り入れられる体制を強化する必要があると考えます。 

【写真１９】 

【写真２０】 

【写真２１】 

【写真２２】 
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５ 配線脱出 
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きがとれなくなった場合、冷静に対処して脱出する訓練で

す。ロープを配線に見立てて訓練を行います。 

（写真 19） 
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空気を確保する訓練です。面体の吸気管を空気呼吸器から
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（写真 20） 
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燃現象などにより２階以上で自ら脱出することが不可能に
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鮮な空気を吸いながら待機する訓練です。この待機姿勢を
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８ 緊急抱え救出 

各部隊が連携し、サバイバルポジションで待機している

隊員を早期に救出する訓練です。（写真 22） 
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隊活動の連携強化に繋げる。そして、危機的状況下での対処技術である「火災対応セル

フレスキュー」と、段階的な研修訓練を行うことで、総合的な教育が一貫して実施でき

ていると考えます。 

今後、建物構造の変化や新たな資機材の開発などにより、火災現場活動に必要な戦術・ 

技術は常に変化していくと考えられます。その状況下で、時代の変化に対応できる火災 

対応能力を身に付けるために、外部研修訓練の参加や他本部との情報共有など、常に新 
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【写真１９】 

【写真２０】 

【写真２１】 

【写真２２】 

最後に、大切なのは「隊員が危機的な状況に陥らない」ということです。隊員が自ら

考え判断し、危機的な状況を未然に防ぐことが受傷事故及び殉職事故防止に繋がると考

えます。今後も『殉職者ゼロ』を目指し、更なる火災対応能力向上に努めていきたいと

思います。 

 

現職 

 鳥取県西部広域行政管理組合消防局 米子消防署 兼任救助隊 

 

職歴 

 平成 23年 ４月 鳥取県西部広域行政管理組合消防局採用 

 平成 23年 10月 米子消防署 

 平成 25年 ４月 米子消防署 南部出張所 

 平成 26年 ４月 江府消防署 

 平成 29年 10月 米子消防署 皆生出張所 高度救助隊 

 令和 元年 10月 現職 
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火災現場における緊急事態の未然防止と即応体制の強化 

 

名古屋市消防局      

消防司令補 長井 信二郎 

消防士長  長谷川 有喜 

 

１ はじめに 

火災現場の活動は、危険な状態を前提とした中で要救助者の救出活動、火災鎮圧活動

を行う。そのような状況である以上、当然そこで活動する消防隊員等にリスクがあり、

全国で火災現場の殉職事故や負傷事故が近年多数発生している。 

当局においても、平成 30年度は、およそ４か月という短期間に隊員が一時不明、高所

からの転落及び熱気により火傷を負う等、負傷する事故が相次いで発生し、複数名もの

隊員が救急車で病院搬送される過去に例のない非常事態となった。 

特に平成 30 年 10 月の２階建民家の火災においては、３名の消防隊員が煙にまかれ退

路を見失い、建物に取り残され、特別高度救助隊（当局における名称は特別消防隊とい

う。以下「特別消防隊」という。）に救出される事態（以下「笠寺事案」という。）が発

生した。 

このような状況に鑑み、当局では災害現場において不測の事態が発生し、活動隊員が

脱出不能になる等により、生命及び身体に危険が及び、又は及ぼうとしており当該隊員

の救出が必要となる場合（以下「緊急事態」という。）を未然に防ぐために活動における

基本事項の徹底、教養訓練の実施及び出動体制の見直しを図っている。 

また、万が一緊急事態が発生した場合の組織的な消防部隊の運用方法、増強体制を定

めた。以降、事例とともに紹介する。 

  

２ 災害事例（笠寺事案） 

指令日時 平成 30 年 10 月 24 日（水）15時 03分 

延焼阻止 17時 56分 鎮火 19時 56分 

指令場所 南区笠寺町地内 

気象状況 
天候：晴れ  気温：23.0度  湿度：36.0％ 

風向風速：西北西 6.1ｍ/S 

火元建物 間口 5.4ｍ奥行 7.2ｍ木造瓦葺 2階建専用住宅【全焼】 

類焼建物 

⑴ 鉄骨造瓦棒葺 2階建専用住宅（南側隣接）【半焼】 

※屋根及び外壁はガルバリウム鋼板 

⑵ 木造瓦葺平屋建専用住宅（西側隣接）【ぼや】 

⑶ 木造瓦葺 2階建専用住宅（南西側隣接）【ぼや】 



80

本事案は、救出活動の際に混乱をきたし、一つ間違えれば最悪の事態になり得た現場

であった。活動面の基本事項が疎かにされていたこと及び緊急事態が発生した後の体制

について十分ではなかったことが浮き彫りとなった。 

 

３ 緊急事態を未然に防ぐ 

緊急事態発生時の対策を考える前に、そもそも緊急事態の発生自体を未然に防ぐこと

が極めて重要である。笠寺事案以後、現場活動における安全対策が順次図られた。 

 ⑴ 活動における基本事項の徹底 

屋内進入時は、有効な視界が確保できる場合であっても、不測の事態に備え退避ル

ートを常に確保することを徹底した。また空気呼吸器の面体装着が必要な屋内進入時

の活動については、必ず検索ロープを装着することを徹底した。 

 ⑵ 濃煙熱気実火災訓練施設の設置 

濃煙熱気の体験及び火災の性状を把握できるようにするため、濃煙熱気実火災訓練

施設を名古屋市消防学校に設置し、火災現場における経験値の減少を補うために、訓

練を実施している。 

 ⑶ 危機回避（セルフ、チーム）訓練の実施 

火災現場活動における危機回避能力の向上を図り、危機的状況に陥った場合の対応

要領について教養し、隊員の命をセルフ、チームで守れるように訓練を実施している。 

 ⑷ 出動体制の見直し 

   災害現場の指揮体制及び安全管理体制の強化のために出動体制を見直した。 

  ア 指揮隊の 2隊出動 

指揮隊を 1隊出動から 2隊出動に増隊し、「部隊運用」と「指揮支援」の任務を付

与した。 

「部隊運用」とは、指揮下の消防部隊の担当局面及び任務を調整指示し、その効

果的な展開を図るものである。 

「指揮支援」とは、指揮官の直属のスタッフであり、その任務は各種情報の分析

負傷者 

⑴ 一般市民  32 歳女性 気分不良、腹部の張り 【軽症】 

⑵ 救助隊員 55 歳男性  一酸化炭素中毒疑い 【中等症】  

⑶ 救助隊員 27 歳男性 一酸化炭素中毒疑い 【中等症】 

⑷ 指揮隊員 26 歳男性 一酸化炭素中毒疑い 【中等症】 

火災概要 

木造瓦葺 2階建専用住宅から出火し、当該建物を全焼。 

火元建物の南側隣接建物（鉄骨造瓦棒葺２階建専用住宅）の小屋裏に

延焼。 

救助隊及び指揮隊が、南側隣接建物２階で火元検索中（延焼状況の確

認中）、２階居室の天井を破壊したところ、急激な濃煙熱気の発生によ

り、２階屋内活動中の全隊員が緊急退避を試みたが、救助隊員２名及

び指揮隊員１名が退路を見失い建物内に取り残された。ボンベ残圧が

なくなり、２階洗面室で留まっていたところを特別消防隊により発見

救出され、救急車で病院搬送された。 
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本事案は、救出活動の際に混乱をきたし、一つ間違えれば最悪の事態になり得た現場

であった。活動面の基本事項が疎かにされていたこと及び緊急事態が発生した後の体制

について十分ではなかったことが浮き彫りとなった。 
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の活動については、必ず検索ロープを装着することを徹底した。 

 ⑵ 濃煙熱気実火災訓練施設の設置 

濃煙熱気の体験及び火災の性状を把握できるようにするため、濃煙熱気実火災訓練

施設を名古屋市消防学校に設置し、火災現場における経験値の減少を補うために、訓

練を実施している。 

 ⑶ 危機回避（セルフ、チーム）訓練の実施 

火災現場活動における危機回避能力の向上を図り、危機的状況に陥った場合の対応

要領について教養し、隊員の命をセルフ、チームで守れるように訓練を実施している。 

 ⑷ 出動体制の見直し 

   災害現場の指揮体制及び安全管理体制の強化のために出動体制を見直した。 

  ア 指揮隊の 2隊出動 

指揮隊を 1隊出動から 2隊出動に増隊し、「部隊運用」と「指揮支援」の任務を付

与した。 

「部隊運用」とは、指揮下の消防部隊の担当局面及び任務を調整指示し、その効

果的な展開を図るものである。 

「指揮支援」とは、指揮官の直属のスタッフであり、その任務は各種情報の分析

負傷者 

⑴ 一般市民  32 歳女性 気分不良、腹部の張り 【軽症】 

⑵ 救助隊員 55 歳男性  一酸化炭素中毒疑い 【中等症】  

⑶ 救助隊員 27 歳男性 一酸化炭素中毒疑い 【中等症】 

⑷ 指揮隊員 26 歳男性 一酸化炭素中毒疑い 【中等症】 

火災概要 

木造瓦葺 2階建専用住宅から出火し、当該建物を全焼。 

火元建物の南側隣接建物（鉄骨造瓦棒葺２階建専用住宅）の小屋裏に

延焼。 

救助隊及び指揮隊が、南側隣接建物２階で火元検索中（延焼状況の確

認中）、２階居室の天井を破壊したところ、急激な濃煙熱気の発生によ

り、２階屋内活動中の全隊員が緊急退避を試みたが、救助隊員２名及

び指揮隊員１名が退路を見失い建物内に取り残された。ボンベ残圧が

なくなり、２階洗面室で留まっていたところを特別消防隊により発見

救出され、救急車で病院搬送された。 

統合、現場活動方針決定の支援、指揮官を補佐することを目的としたものである（図

1参照）。 

イ 本部即応支援隊への改編 

局直轄部隊である本部指揮隊を本部即応支援隊へ改編し、緊急事態発生時の措置、

その他安全管理に係る活動支援ができるようになった。従来の現場活動のチェック

や今後の課題の抽出目的とは違い、現場へ介入する要素を強くしたものである（図

１参照）。 

ウ 特別消防隊の２隊出動 

局直轄部隊である特別消防隊を１隊出動から２隊出動に増隊し、固有の任務「特

定活動」と「活動統制」を付与した。 

「特定活動」とは、「消火、人命救助その他の災害防御活動」を主に行い、状況に

応じて最適な活動を判断し、他小隊と連携した災害防御活動を展開し災害現場の前

線で、要となる活動を率先して行うものである。 

「活動統制」とは、「消防部隊活動の統制」を主に行い、通常は災害の前線に入り

込まず、出動消防部隊の活動状況を俯瞰的、広角的な視点で分析し、指揮官、各担

当官（以下「指揮官等」という。）への進言等により、現場活動の適正化を図るもの

である（図 1 参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 緊急事態発生時の対応 

災害現場において万が一緊急事態が発生した場合の対策として、組織的な消防部隊の

運用及び緊急の増強出動を行い、当該隊員の救出活動と並行して災害防御活動を迅速に

行うことができる仕組みを導入した。 

⑴  組織的な消防部隊の運用 

緊急事態が発生し活動隊員の救出活動が必要となる場合は、指揮官等が局本部に急

図１ 火災の出動消防部隊 
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報（以下「救難報」という。）を無線送信するとともに、出動消防部隊を緊急事態対応

の部隊（以下「緊急即応部隊」という。）と火災防御活動等を継続する火災対応部隊に

振り分ける。これは、軍事部隊の「緊急即応部隊」を参考にした部隊編成の概念であ

る。 

また救難報を受信した局本部は、緊急的に部隊の増強（以下「緊急増強出動」とい

う。）を行い、災害現場で不足する消防部隊を補完する（図 2 参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 緊急事態における部隊編成イメージ（火災をモデルとしたもの） 
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図２ 緊急事態における部隊編成イメージ（火災をモデルとしたもの） 

なお、救難報は、緊急事態が発生し活動隊員の救出活動が必要となる場合に、「メ

ーデー」を２回冠して無線を送信する急報であり、その目的は、緊急増強出動のきっ

かけであるとともに、出動消防部隊及び局本部に緊急事態が発生していることを周知

させることである（図 3参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ 活動隊員の救出に中心的な役割を担う消防部隊 

緊急即応部隊の中心的役割となるのは、本部即応支援隊及び特別消防隊である。緊

急事態発生直後、本部即応支援隊及び特別消防隊は、緊急即応部隊の編成及び活動に

必要な助言及び進言を行い、指揮官等及び各小隊と連携し活動を行う。緊急即応部隊

としての活動開始後は、特別消防隊が救出活動の主となる。また本部即応支援隊は、

災害全体の状況を把握し、局本部との連絡等を行うとともに、指揮官等の支援を行う。 

 

５ 緊急即応部隊運用の流れ 

緊急事態が発生し活動隊員を迅速に救出するために「緊急即応部隊運用フロー」（図

４参照）を活用し組織的に救出活動を順次実施する。 

 ⑴ 危機的状況の実態把握 

 人的被害の確認のため、全隊員の点呼を実施する。 

⑵  救難報（メーデーコール） 

 無線送信と併せて、エアーホーンを使用して周知する。 

⑶ 緊急即応部隊編成 

  災害状況に応じて指揮官等が実施する。 

⑷ 無線統制 

  無線の輻輳回避のため、部隊ごとに無線の CHを変更する。 

⑸ 救出方法の決定 

 音を頼りに、検索活動を実施（以下「アラームサーチ」という。）する。 

図３ 救難報の無線交信例 
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⑹ 緊急増強出動部隊の割り振り 

  災害状況に応じて指揮官等が実施する。 

⑺ その他調整事項 

 その他、必要に応じて実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 緊急即応部隊運用フロー 

用語解説 

不明 FO：緊急事態に陥った活動隊員 

災害対応部隊：火災モデルでは、火災対応部隊 
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⑹ 緊急増強出動部隊の割り振り 

  災害状況に応じて指揮官等が実施する。 

⑺ その他調整事項 

 その他、必要に応じて実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 緊急即応部隊運用フロー 

用語解説 

不明 FO：緊急事態に陥った活動隊員 

災害対応部隊：火災モデルでは、火災対応部隊 

 

６ 緊急即応部隊の資機材 

   緊急事態が発生し活動隊員の救出活動にあたる際に、活用する緊急即応用資機材に

ついて一部を抜粋して紹介する。 

⑴  フレッドライト 

２色（赤及び白色）の LEDライトを点灯及び点滅させることができ、暗所及び濃

煙内において高い視認性がある。そのため、火災現場での濃煙内において退出路の

明示や、危険箇所への注意喚起に有効である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ パワーカッター 

ガソリンエンジン式のカッターと比べ、非常に軽量で駆動方式はバッテリーを用

いているため、排気ガスが発生しない。また、従来のカッターでは、使用が困難で

あった閉鎖空間や煙に汚染された室内でも使用が可能である。 

しかし、従来のカッターと比べ小型のため、切断に時間を要することがある。ま

た、軽量なため切断時、切断部材に強く押し当てすぎるとブレードの回転が停止す

ることもある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 災害救助用レスキューチェーン 

切断刃全面が超硬チップ加工されたチェーンで、従来のチェーンソーに設定する

ことで、木材だけでなく軽量コンクリートや釘が打たれた角材等の切断が可能であ

る。 
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⑷ パージレスクマスク・バディホース 

従来のレスクマスクにパージ機能が追加されたもので、パージボタンを押すと、

強制的に空気が出るため、楽に呼吸ができ、万一マスクと顔の間に隙間が生じた場

合も外気が侵入しにくく安全性が向上した。 

また、パージレスクマスクを外し、レスクマスク用接続ホースにバディホースを

接続することで、ボンベの残圧が少なくなった隊員とボンベの空気を共有すること

ができる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑸ スイベルプーリー 

緊急はしご救助を実施するために 

導入された資機材で、小型・軽量の 

滑車に、ねじれを解消するスイベル 

が付属されている。 

緊急はしご救助とは、応急はしご 

救助を応用した当局独自の救出方法 

である。窓枠等で救助を求める隊員 

を救出する際に、スイベルプーリー 

を使用した二分の一システムで持ち 

上げ梯上にいる隊員をバックアップ 

することができ、迅速な救助が実施できるものである。 
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⑹ エアーホーン 

ガスボンベを使用しラッパ 

の音を大音量で発生させる。 

災害現場で、緊急事態発生 

時に救難報が送信された場合 

等、各隊に緊急事態が発生し 

たことを周知し、活動変更の 

スイッチとなるきっかけを作 

るために使用する。 

 

７ 課題 

⑴ 緊急事態を未然に防ぐための教養訓練の課題 

緊急事態を未然に防ぐための取り組みの結果、各指揮官の安全管理意識は向上し、

具体的な危険要因の早期把握と排除のための部隊運用が実践されるようになってき

た。しかし、隊員個々レベルまで安全意識を維持向上するためには、教養訓練を反復

継続して実施できる仕組み作りが課題である。 

⑵ 緊急即応部隊を運用するための事前準備における課題 

緊急事態が発生したときの仕組みが適切に機能するかどうかは、緊急事態が発生し

た時に初めて効果が確認できるものであり、現時点では判断ができない。これらの仕

組みがより適切に機能するためには、特定の小隊や隊員のみではなく、現場活動組織

に属する全ての隊員が、この仕組みを十分に理解した上で運用されなければならない。

そのためには事前準備として、特別消防隊内の実践的訓練の継続はもちろん、指揮官

を中心とした部隊指揮訓練の充実や緊急事態における部隊運用及び救出活動につい

て、現手法の共有及び更なる活動能力の向上が必要である。 

 

８ おわりに 

消防活動を行う上で我々の最大の任務は、その災害の要救助者の「人命救助」であり、

「人命救助」を行う隊員が救出される緊急事態を発生させないことが重要である。その

ために当局では、名古屋消防命三訓「己の命を守り、仲間の命を守りてこそ、人の命を

救えるなり」をスローガンとして定め、自己防衛と組織による防衛ができる体制を整え、   

「市民の命が守れる」消防活動を日々目指している。 

当局にも過去痛ましい殉職事故の歴史がある。過去の事例を風化させることなく重要

な教訓として語り継ぐとともに、これから先同じ歴史を繰り返さないようにしなければ

ならない。今回緊急事態発生時の体制等について説明したが、今後「メーデー」のコー

ルを聞くことなく、定めた体制が運用されないことを切に願う。 
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消防司令補 長井 信二郎 

現職 

 名古屋市消防局 特別消防隊第三方面隊 

職歴 

 平成 16年 ４月 名古屋市消防局入局 

 平成 16年 ４月 天白消防署 

平成 23 年 ４月 昭和消防署 

 平成 25年 ４月 緑消防署 

 令和 ２年 ４月 現職 

 

 

消防士長 長谷川 有喜 

現職 

名古屋市消防局 特別消防隊第三方面隊 

職歴 

平成 25 年 ４月 名古屋市消防局入局 

平成 26 年 ４月 中村消防署 

平成 29 年 ４月 東消防署 

 令和 ２年 ４月 現職 
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消防士長 長谷川 有喜 

現職 

名古屋市消防局 特別消防隊第三方面隊 

職歴 

平成 25 年 ４月 名古屋市消防局入局 

平成 26 年 ４月 中村消防署 

平成 29 年 ４月 東消防署 

 令和 ２年 ４月 現職 

 

水力換気を応用した換気・火勢抑制システムについて 

 

札幌市消防局 

消防士長 外崎 祐至 

 

１ はじめに 

  全国における住宅火災件数（放火を除く）は 10 年前と比較して 4,720件減少していま

す。（下図参照）令和２年中の建物火災件数は 19,314件で、このうち約 54％は住宅火災

が占めており、この傾向は 10 年前とさほど変わっていません。 

しかし、過去 10年において住宅火災による死者数は全体的に減少しているものの、住

宅火災における死者数の割合は 10 年前と比較して２パーセント上昇しており、少しずつ

増加している状況となっています。 

  

                                       

また、住宅火災件数は減少していますが、昨今、建物の建築性能や防火性能が向上し、

建物構造が高気密・高断熱、複雑多様化していることで、建物自体の熱や煙が抜けにく

く火災化した際の室内環境が従前より過酷なものとなることが想定されます。住宅火災

における死者数の割合が増加している要因は様々考えられますが、こうした背景もその

一つと言えるのではないでしょうか。 

  また、そのような環境は消防隊員にとっても危険な状況であり、屋内進入からの人命

救助、内部への放水活動を迅速に行うことは容易ではなく、フラッシュオーバー等によ

る急激な火勢の拡大に巻き込まれ、受傷や殉職するケースも近年相次いでいます。そう

した要因により、屋内進入からの積極的な消火活動を展開できない状況も多く、火災の

制圧に時間を要することがあり、人命救助や消火活動における一つの懸念事項となって

います。 

  当局では、これまでもブロアーによるＰＰＶ（ＰＰＳ）戦術を取り入れ、換気による

※ 令和２年版 消防白書概要から抜粋 



90

室内環境の改善を図ってきましたが、一般住宅においては建物構造や気密性などから効

果が得られない場面も多くありました。 

一方、海外での消防活動の中には水流を利用して屋外からの換気が可能な資器材が使

用されている例もあり、今回、その安全性と有効性に着目し、製作メーカーと新たな資

器材を共同開発したので、ご紹介させていただきます。 

 

２ 水力換気を応用した資器材の開発 

 ⑴ 水力換気と資器材紹介について  

水力換気（水流ベンチレーション）とは、換気方法の一つであり、室内から屋外へ

放水することにより、室内の空気を放水による水流で巻き込むことで強制的に排出し、

他の開口部から外気を吸気するものです。従来の水力換気は、室内から屋外への放水

を必要とすることから、内部進入が前提となっており、火点室が高温で内部進入でき

ない場面では実施することが困難でした。 

そこで、製作メーカーと共同開発したのが「札消式水力換気ノズル ＣＯＢＲＡ」

（以下、ＣＯＢＲＡという）【写真１】です。 

 

この資器材は水力換気を応用したもので、火災室内に進入せずに屋外からの設定で

内部の排煙・排熱を行い、室内環境を改善することで、これまでよりも安全性を向上

させた状況下で、早期の人命救助・消火活動を図ることができ、当局では、ＣＯＢＲ

Ａを使用した排煙・排熱活動を「水力換気システム」と呼んでいます。 

   まず、その仕組みですが【写真２】のように燃焼建物の排気側となる窓などの開口

部に屋外からＣＯＢＲＡの先端を差込み、屋外方向に向かって主ノズルから噴霧放水

を行い、その放水により発生する気流で火災室内に有効な換気の流れを作り出します。 

【写真１】 
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   また、ＣＯＢＲＡには主ノズルからの噴霧放水と同時に反対側から火災室内の天井

へ向けて噴霧放水を行える抑制ノズルという機能も付いており、吸熱効果を狙った粒

子の細かい放水で室内を冷却することが可能です。 

   なお、海外製品との違いは噴霧角度を調整できる点と抑制ノズルの放水切り替えが

可能な点です。ＣＯＢＲＡは手元に主ノズルの噴霧角度調整ダイヤルが付いており、

直接放水状況を確認しながら角度を調整できるため窓の大きさに応じた対応が可能で

す。  

さらに、抑制ノズルは全閉、第一段階（40ℓ/分）、第二段階（80ℓ/分）の三段切り

替えができる上、360 度回転が可能なためどんな設定状況からでも天井へ向けて放水

ができます。【写真３】この抑制ノズルからの噴霧放水については、主ノズルからの噴

霧放水と相殺して換気効果に影響が出ないよう、何度も調整を行いました。      

    

【写真２】 

【写真３】 
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 ⑵ 資器材検証について 

   今回、資器材の共同開発にあたり当局では、各種検証を実施しましたが、室内温度

変化等に関する検証を当局の研究施設である消防科学研究所が保有する「燃焼実験ユ

ニット」【写真４】で行っていますので、その内容の一部をご紹介させていただきます。 

  ア 実験方法 

    実験は、表１に示す放水条件でＣＯＢＲＡによる放水を行い、室内吸気側高所(H

＝2.00m)の温度変化について各 1分間の計測を実施しました。なお、実験室(D5.3m

×W3.4m×H2.8m)は排気口(W0.9ｍ×H0.9ｍ)及び吸気口(W0.9m×H1.8m)を各１箇所、

対面上に設定しています。 

  【表 1 実験条件】 

    

 

 

 

  

 

 

 

 

 イ 実験結果 

  ＣＯＢＲＡによる、実験室内の温度変化グラフは【図】に、各計測温度は【表２】

となります。主ノズルを単独で使用した場合は緩やかに室内の温度が低下し、１分

間の計測で 95℃の温度低下が認められました。主ノズルと抑制ノズルを併用して使

用した場合では、放水開始から 20 秒間で約 100℃温度低下し、１分間の計測で 184℃

の温度低下が認められました。 

 

 

【表２ 計測温度】       【図 室内温度変化グラフ(H=2.00m)】        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実験 No. 放水流量 

実験１ 主ノズル単独(340ℓ/分) 

実験２ 
主ノズル(340ℓ/分) 

抑制ノズル(80ℓ/分) 

実験 No. 
放水開始 

温度(Ａ) 

放水停止

温度(Ｂ) 

温度差 

（Ａ-Ｂ） 

実験 1 405℃ 310℃ 95℃ 

実験 2 401℃ 217℃ 184℃ 

【写真４】 
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【写真４】 

ウ 考察

主ノズル単独での室内温度変化(実験 1)については、屋外方向への放水により、

水と気体(空気及び可燃性ガス)の間で粘性抵抗（気体や液体に働く摩擦）が生じ、

放水が室内の気体を巻き込むことによって強制的に排気され、排気された分の空気

(外気)を吸気口から取り込むことにより換気が成立し、徐々に温度が低下したもの

と考えられます。 

主ノズルと抑制ノズルを併用した場合での室内温度変化(実験２)については、主

ノズルの換気効果に加えて、抑制ノズルによる室内への放水により、天井付近の高

温気体や天井及び壁が冷却され、主ノズル単独(実験１)と比較し、大きく温度が低

下したものと考えられます。【写真５】 

 

３ 水力換気システムの実用性について 

⑴  現場使用事例 

  各種検証結果を踏まえ有効性が高いと判断したことから、本市消防隊の中核を担う

特別消防隊による現場での試行運用を令和２年 12月から１隊、令和３年７月から２隊

を加えて、計３隊により実施しており、以下の事例を含む 10件の火災現場（令和３年

８月現在）で水力換気システムを使用しております。 

   

ア 事例１：令和２年１月４日 木造２階建て共同住宅火災  

２階１室から出火し、現着時には出火 

室全ての窓から火炎が噴出している状況 

でした。三連はしごを架梯後、最も火勢 

の強い窓にＣＯＢＲＡを設定し、放水を 

開始したところ、出火室の開口部は全て 

開放状態で換気条件としては悪い状況で 

ありながらも排煙・排熱効果が認められ 

熱気により玄関から進入できずにいた隊 

員も進入可能となりました。 

目視でもＣＯＢＲＡを設定した窓から室内の煙が屋外へ排出されている状況と

【写真５】 
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なり、他の窓からは屋外へ排出される煙が減少し、内部へ煙が引き込まれていく様

子を確認することができました。また、当日は、マイナス５度を下回る真冬日であ

り凍結による影響が懸念されましたが、機器の操作に問題はありませんでした。 

                                       

  イ 事例２：令和３年２月２日 ２階建て長屋住宅火災 

    １階から出火し、火炎が噴出している１階西側窓から隣接住宅へ延焼危険が大き

い状況でしたが、隣接建物との距離や全体の状況から南側の窓へＣＯＢＲＡを設定

し、放水したことで排煙・排熱効果により火炎の噴出が収まり、煙が南側の窓へ引っ

張られ、西側への延焼阻止を図ることができました。 

 

ウ 事例３：令和３年４月２日 ２階建て一般住宅火災 

１階から出火し、火炎が噴出している１階窓にＣＯＢＲＡを設定し、放水を開始

したところ、濃煙と熱気により屋内進入不能であった状況が、排煙・排熱効果によ

り室内の環境が改善されました。その後、進入した隊員は目視で燃焼箇所を確認し

ながら広範囲で炎上していた１階内部を１線のみの筒先により数分で制圧するこ

とができました。 

また、活動した隊員によると進入時に後方を確認すると煙がなく、若干の涼しい

風を感じており、退出経路において常に視界が開けていることに大きな安心感を持

つことができたとのことでした。 

 

エ 事例４：令和３年５月 21 日 ２階建て一般住宅火災  

    １階から出火し、現着時には２階から黒煙が噴出している状況で、２階東面窓を

吸気とし、２階南面ベランダ窓にＣＯＢＲＡを設定し、放水を開始したところ、排

煙・排熱効果により２階内部の室内環境が改善され内部進入可能となったことで、

早期に火災を制圧することができました。 
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 ⑵ 水力換気システムの効果について 

   水力換気システムは、検証結果にもあるとおり主ノズルと抑制ノズルを併用するこ

とで、室内温度を大きく低下させることができるためフラッシュオーバーの抑制効果

が期待できます。 

加えて、現場での使用事例にあるように屋外から内部の排煙・排熱を行うことで、

隊員の安全性を向上させながら、室内環境を改善し、吸気側から熱と煙が低減された

室内で効率的に活動することができ、早期の人命救助・消火活動が可能となっていま

す。 

また、ブロアーを使用したＰＰＶ戦術においては換気流路の設定などを建物全体で

考える必要がありましたが、水力換気システムでは区画（部屋）ごとに換気が可能で、

かつ、比較的容易に開口部へ設定できることも、これまでの換気戦術との違いです。 

 

⑵  水力換気システムによる活動モデル 

   水力換気システムを使用した活動はとてもシンプルかつ効率的です。燃焼建物の排

気となっている窓にＣＯＢＲＡを設定し、手元のダイヤルで噴霧角度を調整しながら

放水を開始します。【写真６】それと同時に他の隊が吸気側のドア等から進入し、熱と

煙が低減した室内から要救助者の救出及び消火活動を実施します。【写真７】 

   また、使用時の注意点としては他隊が内部進入中にＣＯＢＲＡの放水を途中で止め

てしまうと、空気の流れが変わり吹き返しに繋がる可能性があるため、指揮隊等によ

る全体の統制が必須となります。 

        
【写真６】 
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４ 終わりに 

   装備品や資器材が進化していく一方で、火災時における消防職員の受傷や殉職は後を

絶ちません。同じ現場は一つとしてなく、急激に変化する火勢の状況を予測し、対処す

ることは非常に困難であると共に、昨今、気密性が高く複雑多様化している建物構造に

対応していくことは容易ではありません。そうした要因から建物内への積極的な消火活

動に至らず、結果的に路上からの放水をせざるを得なく、火災の制圧までに時間を要す

ることは少なくありません。 

今回、ご紹介した水力換気システムの大きな利点は安全性の向上です。火点室内の濃

煙や熱気といった危険因子を屋外から排除することで、内部進入隊員の受傷リスクを減

らすことができる新たな消火戦術といえます。 

当局の検証事例からも、濃煙熱気の環境下での火災現場においては、活動環境の改善

が図られており現場指揮者からも安全管理の有効性について評価を得ているところです。 

【写真７】 
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ることは少なくありません。 

今回、ご紹介した水力換気システムの大きな利点は安全性の向上です。火点室内の濃

煙や熱気といった危険因子を屋外から排除することで、内部進入隊員の受傷リスクを減

らすことができる新たな消火戦術といえます。 

当局の検証事例からも、濃煙熱気の環境下での火災現場においては、活動環境の改善

が図られており現場指揮者からも安全管理の有効性について評価を得ているところです。 

【写真７】 

排煙・排熱効果は危険性の低減のみならず、視認性の向上による要救助者の早期発見、

燃焼箇所の特定による早期消火、活動時間の短縮、被害の軽減など多くの効果が期待で

きます。 

水力換気システムの導入は、従来よりも困難性が高まっている火災実態に対応するた

めの一助となると共に、多くの利点が見込めるうえ、複雑な活動統制を要しないことか

ら、今後、組織規模、地域の実情や建物構造に関わらず各消防本部においても十分に効

果を発揮できるものと考えます。 

そして、危機的な状況を未然に防ぎ、安全性を向上しながら火災現場活動の効率化を

図ることで、「要救助者と救助者の安全を守る」先進的な活動モデルになると確信して

います。 

 

現職 

札幌市消防局警防部消防救助課消防係 

 

職歴 

平成 24 年 ４月 札幌市消防局採用 

平成 24 年 10 月 中央消防署 水槽隊 

平成 27 年 ４月 北消防署 新琴似機動水槽隊 

平成 31 年 ４月 現職 
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消防ヘリコプターを活用した死角ゼロの火災現場へ 

 

岡山市消防局 

消防士長 戸田 雄太 

 

１ はじめに 

近年、急激な火災状況の変化による消防職員の殉職、負傷事故が後を絶たない。昨年

７月には静岡県吉田町、レック株式会社第２工場の火災により、消防職員３名、警察官

１名の仲間の命が失われ、近隣住民が負傷するという重大な事故が発生した。幸いなこ

とに、これまで当局では大規模倉庫火災における殉職、負傷事故は発生していないが、

吉田町の火災事故の調査報告書を拝見する中で、これまで当局が取り組んできた消防ヘ

リコプターの活用方法が、同様の事故を防ぐ対策の一助になると思い、今回の応募に至っ

た。当該シンポジウムのテーマである「要救助者と救助者の安全を守る火災時の救助活

動」を踏まえると、消防ヘリコプターの救助活動は、屋上に逃げ遅れた要救助者をホイ

スト装置で降下し救助するイメージを持たれるかもしれない。しかしながら、先の工場

火災のように消防力を凌駕する規模の火災となると、上空偵察が事故防止対策の一つの

カギになると考えている。 

 

２ 当局の消防ヘリコプター 

当局は、消防ヘリコプター「ももたろう」（以下「ヘリ」と称す。）１機を保有してお

り、平成９年、当局航空隊の発隊、それに伴うヘリの運行開始以降、様々な状況下での

現場活動に従事してきた。 

基地は、岡山市内南部の岡南飛行場内に位置しており、離陸から岡山市中心部到着ま

で約３分、管轄区域の最も遠い地域でも離陸から到着まで約 13 分でカバーしている。指

令場所によっては、最先着がヘリという事案も多くある。 

ヘリの火災出動として、通常の一般建物火災で第二出動するほか、中高層建物火災で

は第一出動し、上空からの情報収集活動と救助活動を実施している。 

その上空偵察で必ず活用するのが、ヘリに装備しているヘリコプターテレビ電送シス

テム（以下「ヘリテレ」と称す。）である。機体に装備したＦＬＩＲシステムス社製の赤

外線カメラにより、災害状況に応じて通常の可視モードと赤外線モードを切り替えなが

ら撮影し、フルＨＤ画質の現場映像を電送することができる。当局では、ヘリからの電

送映像を指令センターで受信するだけではなく、各署所の指令モニターにも中継するこ

とが可能であり、さらに地上隊が設置した簡易受信機でも映像確認できる装備体制を確

立し、活動方針決定の一助としている。 
また、当局では、ＣＳＲ（ＩＲＴ関連）、ＮＢＣ（検知・除染）、潜水救助、流水救助

等の各災害分野に特化した救助隊及び加圧排煙戦術（以下「ＰＰＶ」と称す。）を専門と

する特別消火隊を配置している。各署で異なる活動特性により、上空から見るべきポイ

ントも異なってくるが、当局では、特別高度救助隊又は特別救助隊において現場経験を

重ねた職員が、航空救助隊員として配置されるため、各署の活動を熟知しており、上空
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からであっても消防隊の活動上の危険箇所等を正確に判断することが可能となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 当局の消防ヘリコプターの活用事例 

(1) 俯瞰的視点を活用した事例 

 中高層建物火災 

マンション火災において、高層階のベランダで倒れている要救助者をヘリの偵察に

より発見した。地上からでは視認できない位置であったため、要救助者の早期救出に

繋がった奏功事例である。 

また、ＰＰＶ実施時、排気側の警戒筒先配備は必須であるが、活動開始前にヘリか

ら配備状況を確認したところ、未配備の状況であったため、その旨をヘリから地上隊

へ伝達し不完全なＰＰＶを防止できた事例もある。 

(2) ヘリテレの赤外線モードを活用した事例 

ア 中高層建物火災  

煙の噴出が少なく、出火部屋の確定に地上活動隊が時間を要していた。上空にお

いてもヘリテレの可視モードでは、煙の確認ができなかったものの、赤外線モード

により出火部屋の早期確定をすることができ、延焼拡大の防止に成功した。 

イ 木造建物火災  

炎上火災。火元建物風下側にホースラインが入っていないことを赤外線モードで

確認。延焼危険面への警戒筒先の迅速な配備に繋がり、延焼阻止に成功した。 

燃焼状況、延焼方向の予測及び飛び火の有無を判断するだけでなく、刻一刻と変

化する火災性状に対し、現状の消防戦術が有効であるかどうかについて、空と地上

の双方から判断している。 

ウ 木造建物火災 

 救助隊による屋内進入準備中との無線内容をヘリ側が傍受。救助隊の検索範囲を

ヘリテレで確認したところ、赤外線モードで屋根の一部に高温熱源と若干の穴あき

を確認。地上活動隊へ進入待機の旨を一報したところ、当該箇所が崩落、巻き込ま

れた隊員もおらず、二次災害発生を事前に防止した。 

ヘリからの俯瞰的視点及び赤外線モードの併用により、火元建物の周囲全面の状

当局のヘリテレ電送のイメージ ヘリテレ電送中のヘリ「ももたろう」 

カメラ 

（ジンバル） 
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カメラ 

（ジンバル） 

 

況をごく短時間で把握できるため、当局では活動初期の進入可能位置の選定にも活

用している。救助隊の進入時の危険性を考慮する上でかかせないツールとなってい

る。 

エ 木造建物火災 

住宅密集地での炎上火災。排煙活動のため、消防隊からヘリに上空からの状況監

視を依頼。当初、火煙等が出ておらず、地上消防隊は安全側と判断し活動していた

火元建物北西角付近で熱源が認められたため、ヘリから消防隊へ喚起した。 

排煙活動開始と同時に、消防隊が活動していた北西角から大量の黒煙が噴出した

ものの、消防隊はヘリの喚起により退避しており、二次災害の発生を防止すること

ができた。また、結果的に出火点（北西角）を把握できたため、火災の早期鎮圧す

ることができた事案となった。 

 

４ 火災における危険事象及び前兆 

レック株式会社第２工場火災の事故調査報告書においては、なんらかの原因により防

火シャッターが開放されたことによる気相爆発があったと記載されているが、ここでは

同じく火災消防活動時の大きな障害となり、救助者だけでなく要救助者の命をより危険

にさらすことになり得る下記(1)(2)の危険事象とその前兆について記載する。 

(1) フラッシュオーバー及びバックドラフト 

これらが火災特有の危険事象であることは、周知の事実であるが、全国消防協会発

行の消防教科書にも記載されている各前兆を列記する。 

ア フラッシュオーバー 

・室内温度 500℃以上、ひざまずきたくなるような熱気 

・室内の炎の先端が、天井の高さに達するのが継続的に見られる。 

・煙の中に炎が見え、煙が床上１ｍくらいまで急降下している（ロールオーバー

現象）。 

・ロールオーバーの煙が窓の隙間から、屋外に渦巻くように吹き出している。 

・室内の上層で散発的に小さい閃光（フラッシュ）が認められるとき。 

イ バックドラフト 

・窓やドアの隙間から濃い煙が勢いよく噴き出している。 

・火災室の小さな開口部から断続的に炎の先端が見られる。 

・シャッターやドアノブが触れられないほど熱くなっている。 

・呼吸するように窓やドアがガタガタ音をたてている。 

・火災室の中で青い炎が認められた煙が渦を巻いている場合や口笛のような音が

発生している。 

(2) 建物の倒壊、屋根部分の落下、床等の燃え抜け等 

特に木造建物火災の場合、延焼又は輻射熱によって柱、梁等が焼け細ることにより

建物の壁体等の倒壊危険が発生する。また、消防隊の注水が小屋裏及び天井裏に注水

が届きにくいことから、屋根裏等に延焼拡大し、最終的に屋根が落下又は床が燃え抜

けてしまう。これらの前兆の確認要領については、火災防ぎょの原則として、以前か

ら、素手での熱感確認や赤外線温度計を使用した温度確認が行われているように、温
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度確認が一つの有効な対応策となっている。 

 

５ ヘリの行う対応策（安全管理） 

前述の危険事象と前兆に対し、当局の対応策を考察する。 

(1) 濃煙噴出状況と色味の変化の把握 

フラッシュオーバー及びバックドラフトの危険に対し、ヘリの俯瞰的な視点を生か

して、濃煙噴出状況の正確な把握と色味の変化の察知と共有を図っている。特に、軒

の上、屋根上等、消防隊の死角となり得る部分を重点的に偵察し、前述した煙の変化

等があれば、直ちに、消防隊への支援情報として伝達する。すべての前兆を上空から

見つけられるわけではないが、ヘリの活用事例でも述べたように、わずかな前兆をい

かに早く消防側が察知し、対策をとれるかどうかがカギである。火災現場では主の無

線チャンネルが混信することがよくあり、必要な情報を必要なタイミングで送れない

こともあり得るため、ヘリテレ連絡用無線も併用しながら時機を失することがないよ

う無線体制を十分に確保している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 建物の高温熱源の分布状況の把握 

当局のヘリテレの赤外線モードでは、撮影ポイントの中で相対的に高温部分が白く、

低温部分が黒く表示される。さらに、より正確に把握するため、ヘリテレ操作員が温

度分布の幅とその分布の中心点を都度、細かく調整している。これにより、特定の温

度範囲を集中的に確認でき、「柱、屋根等の高温な箇所＝倒壊・崩落危険の可能性があ

る場所」と判断している。また、噴出する大量の黒煙により肉眼では建物を視認でき

ない状況であっても、赤外線の煙透過性により、建物構造物等をはっきりと視認する

ことができるため、正確な熱源情報を収集できている。さらに、煙の変化とは違い、

温度変化の情報は無線通信だけでは伝達が困難なため、必要に応じて現場指揮所に簡

易受信機を設置し、映像共有を図ることも実施している。 

特に倉庫火災は、開口部が少なく、気密性が高いという特性があり、高温熱気が内

部に充満し易いため、工場壁体等の表面温度も内部温度を測る一つの目安としている。 

延焼拡大中の箇所の熱源が高いのは当然であるが、まだ、延焼していない箇所で

あっても熱源が高い部分には特段の注意を払い、消防隊へ支援情報を送っている。 

中高層建物火災 木造民家火災 
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中高層建物火災 木造民家火災 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 課題 

課題は円滑な情報共有である。無線連携のみでの情報伝達には限界があり、時間を

要す場面も多々ある。そこで、当局では、火災での熱源情報、山岳救助での要救助者

の位置情報等、地上からではわかりにくい情報を少しでもスピーディーに伝達するた

めの工夫として、「指差し誘導」を実施している。ヘリ側から地上消防隊に対し適当な

目安を伝え、まずはそこを指差してもらい、上空から目標物までの向き・距離を修正

しながら無線誘導していく。シンプルな手技であるが、相手の見ているポイントを見

える化するだけで、無線内容を簡潔にでき、円滑な情報共有に繋げている。林野火災

での事例ではあるが、残火処理中にヘリがピンポイントの熱源を発見し、消防隊を誘

導した際の一例を下記に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

可視モード 赤外線モード 

⑤散水効果あり 

熱源消滅！ 

 

上手く伝われば… 

② 指を差してみてください 

③４５°左・前へ４ｍ

① ヘリから熱源発見！ 

④その位置！！ 
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６ ヘリと消防隊の連携訓練 

このような連携を実現するために、当局ではヘリと消防隊の連携訓練を毎年実施して

いるが、訓練目的の中で特に重要視しているのは、活動調整能力の向上である。 

ヘリの活動は、風向風速、気流状況、地形、残燃料、積載状況等により、時には制限

がかかる。 

ブラインドの想定を付与したところから、まずはヘリと消防隊のそれぞれの活動方針

を明確化。その後、様々な制限のあるヘリの活動の中で、できること・できないことを

双方の責任者で調整し、決定していく。限られた活動時間の中で、現場調整の難しさを

経験することで実際の現場活動でも役に立つ訓練が実現できている。 

また、火災だけでなく、山岳救助、水難救助（流水も含む）等、各署の活動特性や地

域事情に合わせた訓練を継続してきたことで、専門職の操縦士や整備士であっても、消

防隊との顔の見える関係を構築できており、現場活動での連携向上に繋がっている。 

 

７ 今後の展望と課題 

平成 29 年９月 29 日付け、消防消第 224 号消防庁・救急課長通知「大規模倉庫火災に

おける効率的な消火活動を実施するための今後の方策について」であるように、今後は

事故防止を図ると同時に、大規模倉庫火災におけるより効率的な消火活動要領の確立が

求められている。 

 通常の建物火災と比較しても、活動の困難性・危険性が高く留意すべき点が多いため、

当局においても、倉庫火災消火活動要領を策定し、倉庫火災の一般的な特性を念頭に置

いて活動しているところである。消火活動も、禁水性の物品等の有無に留意しながら慎

重な注水を実施することが必要とされるが、状況に応じて、重機による外壁破壊、大容

量放水可能な車両による外部放水、又はブロアー車によるＰＰＶといった大掛かりな戦

術を選択している。開口部が少なく、濃煙熱気が内部に充満し易いという倉庫火災の特

性上、破壊作業に伴うバックドラフトの発生リスクと常に隣合わせの危険な活動となる。 

そこで、ヘリの俯瞰的な視点とヘリテレを最大限に活用した活動を推進していきたい。 

重機による外部破壊作業と並行し、ヘリからの継続的な熱源と煙の状況把握を行い、

ヘリと重機のオペレーターの無線連携でバックドラフトの発生リスクを抑制する。また、

梯子車の放水銃等から破壊箇所へ外部放水する際は、放水銃等の操作員と連携し、効果

的な注水ポイントの情報を共有していく。効果的な注水は無駄な放水を抑え、水損防止、

火災の早期鎮圧の面でもメリットがあると言える。そして、倉庫全体に延焼拡大するよ

うな大規模火災となれば、現場指揮所から死角となる場所が増え、全体把握がより難し

くなることが予想されるが、簡易受信機にてヘリから継続して映像受信すれば、刻一刻

と変化する状況把握の一助にできる。 

しかし、一方でヘリの夜間飛行や維持費、定期点検は大きな課題であり、一定の期間

運航できないことから、無人航空機（以下「ドローン」と称す。）も併せて活用したい。

近年、全国の消防本部に配備されるドローンは、熱画像撮影などヘリに匹敵するまでに

高性能化しており、消防庁の発表資料（令和３年２月消防の動き 598号、参照）におい

ても、活動方針の決定や安全管理の面をドローンの効果と挙げている消防本部は多い。

ヘリの運航不能時にドローンによる偵察やドローンとヘリの同時偵察が実施できれば、
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ヘリの運航不能時にドローンによる偵察やドローンとヘリの同時偵察が実施できれば、

火災現場における死角をより減らすことが可能となる。ただし、ヘリとドローンの同時

偵察の場合、双方の活動エリア（空域）の共有による安全性確保という課題は無視でき

ない。目視で飛行するヘリにとって、他機の視認が航空安全の原則となるため、ヘリの

数百ｍ下方を飛行するとはいえ、目視確認が困難なドローンは、時としてヘリにとって

は危険な存在にもなりうる。 

今後、両者の連携を実現していくために、飛行範囲や飛行高度を明確に区域分けし、

かつ、その区域分けされたエリアを安全確実に飛行させることができるドローンオペ

レーターの育成が重要であると考える。ヘリとドローンの両方を有する当局だからこそ、

長年のヘリの運用で築いた活動ノウハウを生かしながら、お互いの基本的な飛行要領や

緊急時の対応要領などを熟知し、訓練を重ねることで、双方の活用・連携方針を構築し

ていけると考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ おわりに 

ヘリは特殊ではあるが特別ではない。上空からの俯瞰的な視点を事故防止のための一

つの活用ツールと考えると、非常に有効な手段だといえる。静岡県吉田町の事故事例の

ように、大規模倉庫火災の怖さは、内部状況が不明確で、死角に潜む危険を容易に把握

できないことにある。ヘリテレやドローンをはじめとした機械器具の進化は凄まじく、

これまで見えなかった危険が見えるようになり、以前と比べ明らかに危険を把握し易く

なった。その把握した危険を確実に二次災害防止に繋げ、最大の安全管理を目指してい

くべきだと考えている。 

死角を完全にゼロにすることは難しい。しかし、限りなく死角ゼロに近い現場活動を

梯子車 

受：禁水性物質の有無 

受：熱源状況 

ブロアー車 

受：排気側状況 映像電送 

無線連携 

ドローン（低高度） 

送：活動隊員の活動状況 

ヘリ（高高度） 

送：建物全体の状況 

送：各活動車両の配置 

及び危険箇所 
重機＆震災工作車 

受：熱源及び発煙の状況 

大規模倉庫火災での連携イメージ 
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目指し、持てる人機材の連携力を高めていくことが、仲間と要救助者の命を守ることに

直結する。 

『空から守る。』ヘリの上空偵察は、さらなる可能性を秘めた救助活動の一つだと私

は確信している。 

最後に、静岡県吉田町レック株式会社第２工場の火災において亡くなられた、私達の

仲間のご冥福を心よりお祈りいたします。 

 

現職 

岡山市北消防署 特別高度救助隊 

 

職歴 

平成 19 年 10 月 岡山市消防局採用 

 平成 23年 ４月 岡山市中消防署 特別救助隊 

 平成 28年 ４月 岡山市消防局警防課航空隊 

令和 ３年 ４月 現職 
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教育講演
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講師紹介 
 

１ 演題 

｢PPE の安全な取扱いとリスク管理について｣ 

 

２ 講師 

一般社団法人 日本防災教育訓練センター 

代表理事 サニー カミヤ 氏 

 

３ 経歴 

昭和 56 年 ４月～ 福岡市消防局入局 

平成 ７年 ４月～ ニューヨーク州救急隊員（EMT-D）、教戒師、国際消防 

情報協会企画調査員として 34 カ国の消防・防災事情 

調査を実施。 

平成 27 年 10 月～  一般社団法人 日本防災教育訓練センターの代表理事 

就任。日本全国、アジア各国で防災講演や安全指導、 

資機材操作訓練を実施。 

 

４ 出身地 

福岡県 

 

元福岡市消防局でレスキュー隊小隊長、国際緊急援助隊員、ニューヨーク州救

急隊員。人命救助者数は 1500 名を超える。米国在住歴 22 年、米国国籍。34 カ

国の消防防災経験があるカミヤ氏は、具体的でわかりやすい企業防災、保育園・

学校・大学防災、病院防災、市町村行政防災の災害対策本部訓練や BCP 策定サポ

ート、防災意識向上講演、国内外の災害リスク＆危機管理・防災・防犯（不審者

対策等）、各種テロ対策コンサルタント、消防士の不祥事防止・パワハラ防止対

策、ペットの防災やペットの救急法等幅広く活動中。NHK 等メディア出演多数。 
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PPE の安全な取扱いとリスク管理について 

 

一般社団法人 日本防災教育訓練センター 

代表理事 サニー カミヤ 

 

皆さんこんにちは。PPE と言っても様々な

PPEがありますけれども、今からこれを１度自

分たちのリスクを想定した見方というのをや

っていただきたいと思います。 

 これは色んな火災防御、今日は火災が前提

ですけども、その中で燃焼物質によって、例え

ば建材というのは塗料が塗ってありその塗料

に有毒性があったり、または接着剤に有毒性

があったり、また家財にも有毒性があったり

断熱材にも有毒性があったり様々あります。

また有毒性と言っても様々な有毒性があり、

発癌物質などが含まれているので、その中に

皆さんは防火衣を通じて暴露するわけです。

また空気呼吸器を着用していなければご自身

たちの呼吸器に取り入られてしまうというこ

とです。ではどうやって隊員各自がその活動中、又は活動終了後に健康と安全を

守る必要があるのかということですが、ご自身たちがさっきいくつかの発表の

中でご自身のご家庭に安全に帰ることが目的とおっしゃっていました。それは

外側の安全ではなくやはり内側、ご自身たちの生理的な部分、こちらもご自身た

ちで管理する必要があります。癌になってしまったらそれ以上の人命救助活動

を継続できなくなるので、そういう視点を基に今からいかに想定内を増やして

想定外を減らすかを考えていきたいと思います。 

 まず、消防士は発癌率が高いということで

国際消防士協会というところがあります。こ

こが長い間癌について、癌だけじゃないです

けども様々な消防職員の健康被害とか、健康

リスクについての調査を行ってきました。そ

の中でもやはり欧米国人の一般人口と比較し

て消防士は肺癌・消化器癌・口腔癌・咽頭癌、

この辺の癌が多いということが発見されまし
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た。もちろんストレスというメンタルの部分がその要因にリンクしている場合

もあると思います。 

その中でやはり消防士の皮膚に防火衣や個

人用保護具を介していろんな物質が浸透し、

それが結果的に皮膚から吸収されてしまって

発癌に至る要因になります。急に発癌となる

かならないかはその物質の毒性とか強さにも

よると思います。あとは結構見逃しがちなの

は原因調査中にくすぶってる白い煙なども有

毒ガスなんですね。そこら辺もやはり具体的

にご自身たちの呼吸器系、自分の肺の管理の必要性があります。なぜかと言うと、

こちらに揮発性の有機化合物がありますけども、これが例えばご自身たちが活

動終了後にそのまま何も洗い流さずに消防車に乗りますよね、消防車に乗った

ら消防車両のご自身たちの足マットにその発癌性物質とかいろんなウイルスが

落ちますよね。それが乾きます。そして明くる朝火災予防活動とかで小学校に行

って子供たちを乗せて写真を撮ります。子供達が間接的に発癌物質を吸入して

しまうようなリスクになります。または火災の消火活動後いろんな発癌物質が

その地下水に通ってその地域のいろんな人の生活用水と言うか井戸水から間接

的に吸飲してしまったりと様々なリスクを想定できます。 

ではその中でこれはシンシナティ大学で研

究された内容ですけれども、消防活動中に暴

露する化学物質、これは１種類ではないです。

多分平均 200 種類以上の様々な物質がミック

スになって色んなご自身たちの体に悪影響を

及ぼします。これもそういう物質を吸ったり、

または経皮吸収、暴露の経路の違いもありま

す。ドレーゲルさんが色んな新しい先取りし

た資料、これは翻訳していただいてますけれども、これはとても参考になると思

います。 

この中で見て頂きたいのはどうやって除染

するかです。この時にやはり活動したあと、家

具だったり、塗料だったり壁材だったり暴露し

ますので、こうやって活動後に順々に除染活動

します。普通の石鹸で洗い流して、洗い流した

後にホースを放水口につないで、普通の家庭用

のガーデンホースのような形でソープを使い
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ながらヘルメットから全部洗い流して、この人はその除染ユニット、デコンユニ

ットといいますけれども、この人がそれぞれ全ての隊員が除染活動終わったか

を確認します。このインシデントコマンダーにこの色んなデコンキット、これも

消防本部によって様々ですけども、ステーションも置けます。その物質や量によ

って分けたりもします。このホースを媒介をつないで作って、そして最初に全体

的に洗います。お互いを除染する場合もあるし、マンパワーがあるところは除染

する専門の人が行います。そして出てきた隊員がそれぞれ順番に、防火衣だけで

はなく活用した機械器具から空気呼吸器まで全ての PPE を除染します。もちろ

んブーツやヘルメットも手袋も全部除染します。 

この中でも特に装備が結構付着しやすい部分もありますので、ここで予備除染

のような形で行なって、そしてこれ全部消防署に持ち帰りますけども、ちゃんと

黒いビニール袋に入れて全部持ち帰って、持ち帰ったら消防署で今度は除染専

用の洗濯機とか除染専用の洗剤とか温度を工夫して具体的に除染を行います。 

手順としてはまずこの脱ぎ方もやはり物質に暴露しないように、ワイプの拭き

方は外に一方向に拭いたり、拭く手順も手が先になどがあります。そして全部袋

に入れてしまいます。２着貸与になっていますので、例えば除染して乾かしてる

間は次の廃棄予定の防火衣があればそれをとっておいたり、乾くまではもう一

つのフル装備で活動するというようにやっています。そして全て代用のフード

などはもうそこで簡単に代用できますので、そこの指示のもとに必要なものは

その署の方で対応しておいて、無線で言っておくことでその署に入る隊員が何

人分の何、サイズは何、ということで、もちろん隊員のそれぞれの個人装備です

から違いますけども、その準備もできます。 

ここまでやることで、100％ではないけれどもかなり精度の高い除染ができます。

そしてテープで縛って、明らかに活動終了、暴露、いろんな物質が付いていると

いう前提で行います。そして、もちろん、いろんな装備なども洗っていると、こ

ういう風なことを行っています。これがどんどん今、標準化されています。そも

そも現場によっては汚染物質というのはだいたい把握出来るわけです。なので

予測して活動する必要があります。 

今から皆さんでメモがあれば書いて頂きた

いんですけども、例えば管轄内の有毒物質と

か発癌物質が多いと思われる現場、どんな現

場が多いか、二つ目は火災建物の有毒物質や

発癌物質のリスクをどうやって事前に把握で

きるか、それから毒物の暴露から予防するた

めにどのような対策が必要だと思うか、今ご

自身たちが思いつく範囲で書いてみてくださ
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い。どうぞ自由に書いてください。なんでもいいです。例えば、産業廃棄物とか

リサイクル工場などにはいろんな物質があります。ダイオキシンとかあります

よね。あとは物流倉庫などの倉庫火災系もいろんな商品とか混在してますので、

分からない物質もあるかもしれない。ただ、果たして分からないのかと言うと、

予防査察に行った時にひょっとしたら事前に察知できるかもしれません。自分

たちの管轄内での特性によっても変わると思います。今回は火災が前提ですけ

れども、ひょっとしたら水害とかになれば近くの農薬倉庫から発癌性のある農

薬が漏れてくるとか、そのようなリスクもあります。それが暴露してしまうとか

です。農薬倉庫の火災なんて怖いですよね。ものすごく毒性が高いです。最低一

つ、できれば三つ四つ書いてください。警防計画の担当の方とかぼんぼん上がる

と思います。対象物の名称から、その取り扱い物質からですね。書けましたら近

くの方や隣の方とどのような物質があるかということを話し合ってください。

どんなリスクがあるかなとか、あの対象物は何を扱っているのかとか、毒性って

どんなものなのかなど調べてみて下さい。あるもの全部使いましょう。課題を持

ち越さないようにしましょう。何名か発表してもらいますので話し合ってくだ

さい。対象物でなくても物流トラックもそうですね。物流トラックもたくさんの

発癌性の物質を乗せた商品などがあります。それでは発表をお願いします。 

 

（参加者） 

 自分も勉強不足な部分がありましたので、今回を機に事前に調べておこうと

思いました。 

 

（カミヤ） 

 ありがとうございました。アメリカでは例えば予防局というのは損害賠償保

険会社の第三セクターなどいろんな形でありますけども、その予防調査した内

容全部警防計画の方に反映させまして、その警防計画も全部デジタル化されて

いますので、指令センターが出動と同時に、行き先にはこういう物質が何トン 

ありますとか、そのためにどんな PPE が必要かというのもプッシュ型に各隊全

部送ります。早ければ入電時にありますし、その前に必要なものを積載すること

もできます。ちょっと語弊があるかもしれませんが、一番多いところで言うと一

般住宅が一番多いと思います。一般住宅の家財とかは発癌物質が多いです。どう

やって発癌するかというのは今言ったことや、または関係者に聞いておくなど

です。ただ、有毒物質とか毒劇物って消防は把握していますか？危険物以外に爆

弾や黒色火薬のように結構見逃している危険物というのがあると思います。前

提が違うと思いますけども、警防活動にリスクのある物質を予防査察の時に、警

棒と予防を同時にハイブリッド調査みたいな形で行うことで、自分たちの安全



115

い。どうぞ自由に書いてください。なんでもいいです。例えば、産業廃棄物とか

リサイクル工場などにはいろんな物質があります。ダイオキシンとかあります

よね。あとは物流倉庫などの倉庫火災系もいろんな商品とか混在してますので、

分からない物質もあるかもしれない。ただ、果たして分からないのかと言うと、

予防査察に行った時にひょっとしたら事前に察知できるかもしれません。自分

たちの管轄内での特性によっても変わると思います。今回は火災が前提ですけ

れども、ひょっとしたら水害とかになれば近くの農薬倉庫から発癌性のある農

薬が漏れてくるとか、そのようなリスクもあります。それが暴露してしまうとか

です。農薬倉庫の火災なんて怖いですよね。ものすごく毒性が高いです。最低一

つ、できれば三つ四つ書いてください。警防計画の担当の方とかぼんぼん上がる

と思います。対象物の名称から、その取り扱い物質からですね。書けましたら近

くの方や隣の方とどのような物質があるかということを話し合ってください。

どんなリスクがあるかなとか、あの対象物は何を扱っているのかとか、毒性って

どんなものなのかなど調べてみて下さい。あるもの全部使いましょう。課題を持

ち越さないようにしましょう。何名か発表してもらいますので話し合ってくだ

さい。対象物でなくても物流トラックもそうですね。物流トラックもたくさんの

発癌性の物質を乗せた商品などがあります。それでは発表をお願いします。 

 

（参加者） 

 自分も勉強不足な部分がありましたので、今回を機に事前に調べておこうと

思いました。 

 

（カミヤ） 

 ありがとうございました。アメリカでは例えば予防局というのは損害賠償保

険会社の第三セクターなどいろんな形でありますけども、その予防調査した内

容全部警防計画の方に反映させまして、その警防計画も全部デジタル化されて

いますので、指令センターが出動と同時に、行き先にはこういう物質が何トン 

ありますとか、そのためにどんな PPE が必要かというのもプッシュ型に各隊全

部送ります。早ければ入電時にありますし、その前に必要なものを積載すること

もできます。ちょっと語弊があるかもしれませんが、一番多いところで言うと一

般住宅が一番多いと思います。一般住宅の家財とかは発癌物質が多いです。どう

やって発癌するかというのは今言ったことや、または関係者に聞いておくなど

です。ただ、有毒物質とか毒劇物って消防は把握していますか？危険物以外に爆

弾や黒色火薬のように結構見逃している危険物というのがあると思います。前

提が違うと思いますけども、警防活動にリスクのある物質を予防査察の時に、警

棒と予防を同時にハイブリッド調査みたいな形で行うことで、自分たちの安全

を先取りしてリスクを予測する、情報を具体的に持ってそれに対する方法を知

っておく。そうすることで自分達の安全が守れます。また、暴露予防するために

は出動途上に口頭指導して、そういう物質を、たとえば物流倉庫であれば出動途

上の７分間にその物質をフォークリフトでどこかに移動していただけますかと。

アメリカではサルベージ隊とか、そのような形で行います。または、活動終了後

に実際にシャワーを浴びたり、これも様々な仕組みがありますけれども、そうい

う感じで行います。こういったことも皆さん署に帰って考えてみてください。こ

れは既に分かっていることですので、事前に調べておくということ、これは今で

きることですよね。あってからでは遅いです。あってからバタバタと関係者に情

報を聞いたりとかではなく、その前に時間はたっぷりあるので、そういう事をや

ると。 

それから、これはサンプルの答えですけれ

ども、産業廃棄物場、これはもの凄いです。と

んでもない量の発癌物質があります。物流倉

庫、スーパー、ホームセンター、また物販店各

種工場の薬倉庫、それから自転車・自動車の修

理工場などですね。またはその車の製造工場

とか、ラインによっても変わります。また鉄道

車両や車両基地です。いろんな物を搬送しま

すよね。鉄道火災も多いです。あとはビルなどの工事中の建物ってウレタンが剥

き出しだったりとか、普段は完成したら壁の中に入るものが、工事中なので、す

でにある場合があります。その時に消防用設備とかも十分に準備されてない中

に火災とか発生すると、これも大変なリスクにつながります。あとは先ほどおっ

しゃった船内、これも大変です。油類など様々あります。 

あとは把握の方法として、対象物のホームページです。最初ちょっと予防査察に

行く前にやばいかなと思ったらホームページを見て取り扱い商品などを聞いて

おいたり、また質問事項で、例えば過炭酸ナトリウムとか急激に熱を加えると酸

素が発生するような物質ありますかなど、多分知らないって言うかもしれませ

ん。本当に知らないかもしれないし、隠しているかもしれません。ただその商品

名からそれを見て、どういう風な取説がありますかとか、コピーをもらっていっ

たりとかすると、具体的なリスクが分かります。ただ物流倉庫の場合は全くない

時もあります。お正月や忙しい時に空になって、またたくさん入ってきてという

のがあります。あとは入電時にその対象物の有害特性を隊員相互に周知すると

いうのが必要です。 

それから３番目は、その活動時の安全配慮、活動中の除染を標準化するというこ

とです。活動中の安全広報、これ何かと言うと、地域住民もその発癌物質に暴露
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します。要救助者も。だから要救助者も除染してあげる、または徒歩で避難され

た方々も煙を吸っているかもしれません。 

そういうことも周知するということです。このように、皆さん活動リスクの共有、

教育の機会を増やして、そもそもそういう実態にならないようにしていただき

たいと思います。 

 このような入手先があります。いろんな物

質がどういう風なリスクあるかという一覧表

がありますけども、このデータベースを使っ

て調べることができます。もちろん量とか、そ

れがミックスしたらどうなるかというのはな

いです。それぞれの物質ごとについてはあり

ますけれども、ミックスした状態では自分た

ちの予防を考える必要があります。 

あとは帰署前除染の方法ですけれども、活

動終了前に、機関員、それから再任用者の方々

が、もちろんその方々も物質に触れないよう

に気をつけたりとか、手袋を着けたりとか、マ

スクを着けたりとかありますけどもゾーニン

グを設定して、ドライゾーン・ウェットゾーン

を決めてゾーニングを行います。あとは様々

な各物質、今は野次馬が全部スマホで撮影し

てるじゃないですか、その時にあの洗剤は何だと除染洗剤のことを撮影したり

これは有害だと指摘されますので、最初から無添加の地球に優しい洗剤で除染

すればいいわけです。さらにノンアルコールのクレンジングワイプとか、アルコ

ールは毛穴を開きますので、物質が入ってしまいますので、赤ちゃんのおしりふ

きみたいな、ベビーワイプというのがありますけども、そういうもので一方向で

拭きます。その中で特に耳とか首回りというのは自分達が消火した水が入って

来やすい部分は結構濃厚に付着しますので、そこら辺も綺麗にワイプします。こ

の除染活動を５分以内で終了するような訓練もしてます。これは Essentials、

私は Essentials７のインストラクターをやっ

ているんですけども、その内容はこれです。あ

とでこの資料は皆さんダウンロードできます

ので、ご自身の署で共有されても結構です。 

 これからどうなっていくかということです

けれども、将来このようなベストが支給され

て、これに体温や心拍数などを測定するセンサ
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その中で、例えば入電と同時にドローンを飛ばします。ドローンが先着して、定

点カメラで撮影した映像を出動各隊に送ります。その情報を見ながら消防隊が

部署位置とか、撮影位置とか要救助者の位置が分かります。指揮隊はタブレット

に、事前に予防査察で分かった建物状況を入れておいて、各隊員がベストを着て

いますので、センサーでどの隊員がどの位置にいるのかというのが分かります。

そしてここで火災が発生して、屋内階段はここで、侵入経路はここで、連結送水

管はここで、どこから中継してどのくらいの圧力というのも全部データ化され

ています。そして全小隊が無線で言わなくても把握できるように可視化されて

います。そして到着したら、これはどんなに無線が聞き取りにくい方でも、全部

声を自動的に分かりやすい声にしてくれるアンプ付の無線機です。この面体は、

面体越しに様々な情報を見る事ができます。例えば屋内進入した時に自分が進

んでいる方向をアルファ、ブラボー、チャーリー、デルタで表示され、自分の進

入したところから進入経路、また、自分の隊が待っているところが表示されるの

で、迷うことなく進むことが出来るので、検索ロープが必要なくなります。もち

ろん 5Gや wi-fiがあるのが前提になります。未来の話ですから。こういう風に

自分たちが今までやってきた課題を、テクノロジーを活かしてどんな事ができ

るか、もちろんテクノロジーに依存は出来ないと思います。ただ、こういったこ

とも考えながら、バックアップ手段として利用できます。この中で隊員の言った

無線の発話内容が全部文字化され、文字で確認できます。そして全部記録に残り

ます。例えばメーデーのシグナルが出たとしたら、エアーの残圧も全隊員が遠隔

で分かります。そしてアラームで、どこで隊員が倒れているかというのも分かり

ますので、何人で、どうやって、どのルートで行くか、またどの方向でも２方向

避難を守りながら活動します。そして退出路はこちらが一番近いですと、また防

火戸の外に煙がなければそこがセーフティーゾーンになります。これの素晴ら

しいところはアメリカの主要都市のキャプテンなどが集まって考えたことです。

そして活動が終わったら、付着している発癌物質がモニターで分かるようにな

っています。何がどれくらい付着しているの

かがモニターで分かるようになっているの

で、除染の方法なども全部指示してくれます。 

これが、オードリーという AIが判断して、

こちらは学習機能が付いていますので、例え

ば日本国中の管轄内の情報を追加していくの

で、さらに共有していくと、どんどん安全化し
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ていきます。もちろんその中で活動課題など色々出てくると思いますけれども、

とにかく何がいいかというと、人工知能が予測可能な火災特性や化学物質、有毒

ガスなどに対応していくシステムということです。ただ、先ほども言ったように

問題なのは Wi-Fi がなかったらどうするのかということです。AI が故障したら

どうするのか。なので、どんな時でもやはりハイブリッド、バックアップ手段と

いうのは最低限必要になります。ただ、このプロセスの段階で学ぶことが沢山あ

るわけです。なので、こういった準備もこれからしていってもいいのかなと思い

ます。 

あとは、ここに細かくたくさん書いてあり

ますけれども消防士に必要な危険予測、どう

いうものが危険なのかということとか、これ

はさっきの映像の中で全部言っていたことで

す。じゃあ転戦場所のアドバイス、もしそこが

飛び火とかになって、転戦しなくてはいけな

い時にホースが何百本も輻輳している時にど

うやってそこから別のところに転戦したらい

いのか、転戦先はどうなっているのかというのもドローンが飛んでいきます。ド

ローンも、例えば空港近かったら 30ｍのワイヤーを指揮車から上げて、もうそ

れ以上飛ばない状態にしてずっとそこで俯瞰情報提供させます。誰もコントロ

ールする必要もないです。そしてドローンオペレーターを指令センターの職員

がオペレーションしたり、またスイッチ切り替えで現場になったりとか、そうい

う風な、いつでもハイブリッドの考えで対応しています。あとはもちろんそこで

気象の変化とか様々な現場の変化がありますので、変化に応じた設定を入力し

ていきます。先ほど、どうやってドローンが一番最初に現場で飛んでいたかと言

うと、例えば、関係者からの 119番通報がありました。そしたらその口頭で言わ

れた住所を入力したら、全部 GPS 情報になります。そしてドローンが飛んで行

きます。さらにビデオカメラと熱感知カメラがありますので、さっきの岡山県の

ヘリの話がありましたけども、あの状況がドローンでできる、さらにヘリって夜

間における火災では飛んでいないと思います。ドローンの場合は夜間でも飛べ

ます。ドローンで消火するのは難しいと思いますけれど。ただ課題なのはバッテ

リーです。バッテリーが十何分とかしかもたないので、その交換として、２台運

用して、１台を上げて活動して、バッテリーが切れそうになったら今度は２台目

を上げて、１台目を引き戻す。そして交換してというのを繰り返しやっていけば

ドローンの役目を果たします。ローテーションで組むと。 

なので、この入電でいろんな通報者の位置とか個人情報とか、例えば通報して
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ていきます。もちろんその中で活動課題など色々出てくると思いますけれども、

とにかく何がいいかというと、人工知能が予測可能な火災特性や化学物質、有毒

ガスなどに対応していくシステムということです。ただ、先ほども言ったように

問題なのは Wi-Fi がなかったらどうするのかということです。AI が故障したら

どうするのか。なので、どんな時でもやはりハイブリッド、バックアップ手段と

いうのは最低限必要になります。ただ、このプロセスの段階で学ぶことが沢山あ

るわけです。なので、こういった準備もこれからしていってもいいのかなと思い

ます。 

あとは、ここに細かくたくさん書いてあり

ますけれども消防士に必要な危険予測、どう

いうものが危険なのかということとか、これ

はさっきの映像の中で全部言っていたことで

す。じゃあ転戦場所のアドバイス、もしそこが

飛び火とかになって、転戦しなくてはいけな

い時にホースが何百本も輻輳している時にど

うやってそこから別のところに転戦したらい

いのか、転戦先はどうなっているのかというのもドローンが飛んでいきます。ド

ローンも、例えば空港近かったら 30ｍのワイヤーを指揮車から上げて、もうそ

れ以上飛ばない状態にしてずっとそこで俯瞰情報提供させます。誰もコントロ

ールする必要もないです。そしてドローンオペレーターを指令センターの職員

がオペレーションしたり、またスイッチ切り替えで現場になったりとか、そうい

う風な、いつでもハイブリッドの考えで対応しています。あとはもちろんそこで

気象の変化とか様々な現場の変化がありますので、変化に応じた設定を入力し

ていきます。先ほど、どうやってドローンが一番最初に現場で飛んでいたかと言

うと、例えば、関係者からの 119番通報がありました。そしたらその口頭で言わ

れた住所を入力したら、全部 GPS 情報になります。そしてドローンが飛んで行

きます。さらにビデオカメラと熱感知カメラがありますので、さっきの岡山県の

ヘリの話がありましたけども、あの状況がドローンでできる、さらにヘリって夜

間における火災では飛んでいないと思います。ドローンの場合は夜間でも飛べ

ます。ドローンで消火するのは難しいと思いますけれど。ただ課題なのはバッテ

リーです。バッテリーが十何分とかしかもたないので、その交換として、２台運

用して、１台を上げて活動して、バッテリーが切れそうになったら今度は２台目

を上げて、１台目を引き戻す。そして交換してというのを繰り返しやっていけば

ドローンの役目を果たします。ローテーションで組むと。 

なので、この入電でいろんな通報者の位置とか個人情報とか、例えば通報して

どこかに行ってしまったり高速道路上であり

ますので、あとはその通報者の特定など様々

な要素、これを全部AIに落とし込んでいって、

そしてその出動体制とかは対象物とかによっ

て決まっていますので、それによって水利情

報から風向きから全て全部入れておいて判断

します。 

 そしてまたエレベーターの閉じ込め事故と

か、様々な対象物における建物構造とか、例え

ばイベントホールとか、こういう会場とかに

よっても違います。ただし全て建築申請され

ていますので、平面図とかがあるわけですね。

ない建物は違法建築ですよね。なので全てど

んな構造で、応じた消防用設備がどのくらい

あって、どこにあって、制御弁がどこにあって

とか、防災センターがどこにあってというのが全部わかりますので、そういうの

を事前に入れておけば、実現できるのかなと思います。 

あとは人命検索ですけれども、人命検索とい

うのももちろん自分たちが倒れた隊員の検索

にもつながるわけですので、やはり安全区画

の設定、これは例えば活動中でも普通のドア

も場合によっては安全区画になり得るという

ことです。なので、例えば脱出できないとなれ

ばそこで下が燃えていなければそこだけ落ち

たりする可能性は低いので、そこで酸素を要

救助者に供給しながら、消防隊が安全に脱出出来るのを待つというのも一つあ

ると思います。状況によります。慌てて危険な行為をして要救助者を落下させて

しまう、もちろんケースバイケースですけれども、そういう考え方もありますよ

ということです。あとは真夏だったらどうなるか、熱中症のリスクとかあります

けれども、無線がなぜアンプがついたヘルメットと一体型になったかと言うと、

日本もそうですけども、この無線機のマイクを左側につけてますよね。皆さん発

言する時にこうやってると思います。ということは声帯が曲がって声が聞こえ

にくいんですね。マイクってこう持っていないと聞こえづらいですよね。なので

真ん中からまっすぐ伸ばして発音することで聞こえやすくなるということと、

アンプがついてることで、発話内容を明瞭化する、明瞭化してないと文字情報に

できません。明瞭化すると文字情報にすることも出来ます。日本であれば UDト
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ークというアプリがあります。それは自分の発信情報を全部日本語にできます。

なのでそういったものを使いこなしておくと様々な記録に使えるかなと思いま

す。あと防火衣としては、左側に無線機、右側に１Ｌぐらいのドリンクホルダー

があります。だからバランスが取れるわけです。ホルダーからホースが出ていて

吸う事ができます。なので予備補給をしながら活動することができます。 

あとはボディカメラとかヘルメットもあり

ますけども、これもライブ通報などで要救助

者の顔を見ながら通報を受けたり、または出

動途上に毎朝ズームやマイクロソフトのチー

ムスなどを立ち上げておいて、大きな火災に

なったらそれを出動各隊に全部のアクセス先

を周知します。活動部隊は全部そこにアクセ

スして、現場に着いてもタブレットで情報を

伝えたり、それをズームで行いますので、こっちの署にいる人もみんな共有でき

ます。応援要請の対象者の方々も事前にどんな状況かということが把握できる

ということです。 

次に健康配慮義務、例えばどのようなリス

クがあるかを消防長は把握していなければな

りません。健康配慮義務いうのがあってです

ね、消防活動の現場を預かる幹部は、消防隊員

の健康に対する配慮が強く求められます。た

だ、昔の考え方だと、これぐらいの煙で煙たい

のかお前はみたいなこともありました。先ほ

どもおっしゃった通り内臓は鍛えられません

ので、そこら辺の具体的な発癌リスクを抑える活動、これも必要です。また、例

えばアメリカのサンフランシスコでは健康診断で発癌チェックもします。いろ

んな相対的なチェックも一年に一回行ってくださいという、これもプロトコル

になっていたりします。日本の法律で言うと、この一番下、国や地方公共団体の

公務に対して信義則上の安全配慮義務ということで、年に一度は癌検診も必要

じゃないかなと思います。というのは、消防

の退職者って癌で亡くなった方がとても多い

です。これ残念ですよね。なのでそういう方々

を守る、そもそも自分が現職中に癌にならな

いことが大事です。 

だから安全管理っていうのは、発癌性物質

が目に見えないものに対してもリスクをきち
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ークというアプリがあります。それは自分の発信情報を全部日本語にできます。

なのでそういったものを使いこなしておくと様々な記録に使えるかなと思いま

す。あと防火衣としては、左側に無線機、右側に１Ｌぐらいのドリンクホルダー

があります。だからバランスが取れるわけです。ホルダーからホースが出ていて

吸う事ができます。なので予備補給をしながら活動することができます。 

あとはボディカメラとかヘルメットもあり

ますけども、これもライブ通報などで要救助

者の顔を見ながら通報を受けたり、または出

動途上に毎朝ズームやマイクロソフトのチー

ムスなどを立ち上げておいて、大きな火災に

なったらそれを出動各隊に全部のアクセス先

を周知します。活動部隊は全部そこにアクセ

スして、現場に着いてもタブレットで情報を

伝えたり、それをズームで行いますので、こっちの署にいる人もみんな共有でき

ます。応援要請の対象者の方々も事前にどんな状況かということが把握できる

ということです。 

次に健康配慮義務、例えばどのようなリス

クがあるかを消防長は把握していなければな

りません。健康配慮義務いうのがあってです

ね、消防活動の現場を預かる幹部は、消防隊員

の健康に対する配慮が強く求められます。た

だ、昔の考え方だと、これぐらいの煙で煙たい

のかお前はみたいなこともありました。先ほ

どもおっしゃった通り内臓は鍛えられません

ので、そこら辺の具体的な発癌リスクを抑える活動、これも必要です。また、例

えばアメリカのサンフランシスコでは健康診断で発癌チェックもします。いろ

んな相対的なチェックも一年に一回行ってくださいという、これもプロトコル

になっていたりします。日本の法律で言うと、この一番下、国や地方公共団体の

公務に対して信義則上の安全配慮義務ということで、年に一度は癌検診も必要

じゃないかなと思います。というのは、消防

の退職者って癌で亡くなった方がとても多い

です。これ残念ですよね。なのでそういう方々

を守る、そもそも自分が現職中に癌にならな

いことが大事です。 

だから安全管理っていうのは、発癌性物質

が目に見えないものに対してもリスクをきち

んと管理するということです。目に見えないものといえば情報も目に見えない

し、電気も目に見えないし、見えないものはいっぱいあります。これをいかに可

視化するか有毒物質など、色んな方法がありますので、事前に知っておくことで

す。 

これは国土交通省の疾患対策とありますけ

れども、いろんな家の中の物質がここにあり

ます。内装材とか、合板とか、のり、接着剤と

かですね、色んなものがその家とか対象物に

よって、シロアリ駆除剤や殺虫剤とか、これだ

けが全部化学物質です。これが燃えた時にど

んなガスが出るのかというとこまでのデータ

がなかなか揃ってないです。 

あとは排煙先がそういう風な汚染物質や発

癌物質の入った煙、これが排煙されるので、隣

の家の窓がきちんと閉まっていないと汚染し

てしまいますよね。なので色んな物質の中で

燃えた時に自分たちが出す煙も、延焼防止だ

けではなく有毒な煙も配慮してあげる。こう

いう現場配慮も大事です。 

家の中であれば色んな家具があったり、床

材があったり、全部これによって有毒ガスが

変わります。本当はうまく省庁同士が連携を

とってこれを無毒化できれば、だって子供さ

んがこの中で成長するわけですよね、火災に

なってなくても、普段の状態でも塗料がいろ

んなフュームを発生しています。なのでそれ

を無毒化すること、あとは不燃化とかそうい

う風な家財とかも全て安全化すること、健康と安全を守るようなその製品で囲

まれた生活をさせるようなことも消防から他の所に訴えていってもいいのかな

と思います。 

それから、これは FBI という、アメリカの

消防学校とかでよく教えられていることです

けども、このような建物によっても違いはあ

るし、燃えている場所によってもリスクは異

なるし、また炎の色、緑だったら何が燃えてい

るのか、青だったら何が燃えているのか、炎の
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色によっても燃えている物質を認識できるぐらいなりましょう。それから熱も、

見たらだいたい何度ぐらいだと、遠くから輻射熱とかですね、皆さん熱を測る時

に手の甲で測りますよね。これが一番熱を敏感に感じてきますので、そういうの

も普段から練習に使ったり、あとは煙の色ですね、また状況によってもリスクが

変わってきます。このように、ただ図を見ただけではなくて、追いかけていくと

ものすごく自分の消防活動の脳トレになります。 

この2001年アメリカの法務省が出した除染

マニュアルというのがあります。英語でしか

多分ないと思いますけども、今は簡単に日本

語化できますので、日本に合う状況に応用し

て自分たちの活動のマニュアルに取り入れて

いくことです。あとは介助犬とか、救急車では

補助犬と身体障碍者保護法で乗せないといけ

ません。その時の除染とかも、火災とは違いま

すが除染マニュアルがあります。除染と言っても色々ありますけども、こういう

のはエビデンスベースの根拠のある仕組みがあるということです。 

私 2019 年の 12 月にサンフランシスコ行き

ました。除染の調査に行ったんですけれども、

こういうのはすでに全車両に積んでいます。除

染ブラシ、ナチュラルボディソープ、ノンアル

コールワイプ、あと二酸化塩素、日本ではあま

り二酸化塩素使いませんよね。でも二酸化塩素

は金属の腐食とかもしないので、日本だったら

例えばアルコールを使ったりしますよね。でも

それではなくて、アメリカの警察でも全てニューヨーク市警とか全部、二酸化塩

素を使います。これは色んなバクテリアや菌、新型コロナウイルスとか様々な除

染に最高に使えます。それから防火衣のバックやマスクを使ったり、除染用の洗

濯機があります。これですね日本でもいくつか取り上げられています。これは１

回に４着入りますけども、これを入れて温度設定と物質によって設定もできま

す。物質による温度設定と洗剤を選択して自動的にドアを閉めれば何分か後に

洗浄完了しますよと。そして活動服と下着は別の洗濯機で洗います。なぜかと言

うと、下着とかよりも防火衣の方がたくさん汚れてるので、下着だったらそこま

で染み混んでませんから、それもトリアージというか、分けて洗濯します。あと

は排水などもきちんと中和した状態で流します。物質によって温度とか様々な

方法で中和するか別の物質に変えます。 
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色によっても燃えている物質を認識できるぐらいなりましょう。それから熱も、

見たらだいたい何度ぐらいだと、遠くから輻射熱とかですね、皆さん熱を測る時

に手の甲で測りますよね。これが一番熱を敏感に感じてきますので、そういうの

も普段から練習に使ったり、あとは煙の色ですね、また状況によってもリスクが

変わってきます。このように、ただ図を見ただけではなくて、追いかけていくと

ものすごく自分の消防活動の脳トレになります。 

この2001年アメリカの法務省が出した除染

マニュアルというのがあります。英語でしか

多分ないと思いますけども、今は簡単に日本

語化できますので、日本に合う状況に応用し

て自分たちの活動のマニュアルに取り入れて

いくことです。あとは介助犬とか、救急車では

補助犬と身体障碍者保護法で乗せないといけ

ません。その時の除染とかも、火災とは違いま

すが除染マニュアルがあります。除染と言っても色々ありますけども、こういう

のはエビデンスベースの根拠のある仕組みがあるということです。 

私 2019 年の 12 月にサンフランシスコ行き

ました。除染の調査に行ったんですけれども、

こういうのはすでに全車両に積んでいます。除

染ブラシ、ナチュラルボディソープ、ノンアル

コールワイプ、あと二酸化塩素、日本ではあま

り二酸化塩素使いませんよね。でも二酸化塩素

は金属の腐食とかもしないので、日本だったら

例えばアルコールを使ったりしますよね。でも

それではなくて、アメリカの警察でも全てニューヨーク市警とか全部、二酸化塩

素を使います。これは色んなバクテリアや菌、新型コロナウイルスとか様々な除

染に最高に使えます。それから防火衣のバックやマスクを使ったり、除染用の洗

濯機があります。これですね日本でもいくつか取り上げられています。これは１

回に４着入りますけども、これを入れて温度設定と物質によって設定もできま

す。物質による温度設定と洗剤を選択して自動的にドアを閉めれば何分か後に

洗浄完了しますよと。そして活動服と下着は別の洗濯機で洗います。なぜかと言

うと、下着とかよりも防火衣の方がたくさん汚れてるので、下着だったらそこま

で染み混んでませんから、それもトリアージというか、分けて洗濯します。あと

は排水などもきちんと中和した状態で流します。物質によって温度とか様々な

方法で中和するか別の物質に変えます。 

それから、洗濯している間にトレッドミル

に乗って汗を流します。これで経皮に付着し

ている物質を出します。約５-15分なので洗濯

機の時間と同じくらいトレッドミルに乗って

汗を流します。この間に水分補給も行います。

水分補給も水ではなくて経口補水液みたいな

形、あとは汗と発癌物質を 25℃以下の水で洗

い流して着替えます。なぜかというと、お湯だ

ったら毛穴が開いてしまって汚染物質が入りやすくなってしまいます。だから

冷たい水で除染するということをやっています。 

日本でも実はこの経産省が作った化学物質

のリスク評価のためのガイドブックというの

があります。これを見ると、かなり詳しくどの

物質がどういう風なリスクがあって、例えば

色んな現場でどういう風にその間接的又は直

接的に労働者の体に影響を与えていますとい

うのがあります。なので総務省消防庁の資料

だけではなくて、国土交通省とか経産省とか

様々な資料を参考にして、皆さんもプロトコルやマニュアルを作ってみてくだ

さい。 

この中で消防活動に特化すると、急性毒性の

ものもあります。あと慢性毒性のものがありま

す。なのでその慢性と急性毒性というのをうま

く病院側などに共有できていればですけども、

病院前除染は大事です。病院の医療スタッフに

も感染させたりしないように、病院前に例えば

航空機火災やジェット燃料などが付いて、それ

が暴露した状態で病院に運ばれて、乾いていた

ら病院前で火災が起きますよね。静電気で簡単に発火しますので、病院前除染、

これは成田国際空港とかで行っているのは病院前に全部脱着していただいて、

そして洗って除染して、それからその防毒衣は全部捨てます。ビニール袋に入れ

てそのままにして乾燥したら運ぶ時に静電気で発火して火災が起こります。そ

ういう風なことも分かりますけども、いろんなその毒性や危険性、これをきちん

と把握して、それについて対応します。先ほどもいいましたけども、皆さんが活

動終了後に持ち込んだ、使った防火衣やヘルメット、ブーツ空気呼吸器、活用し

た全ての装備・器具類、これを消防署に全部持ち込まれてシートやマットが汚染
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されています。それに子供たちが乗ります。 

何よりも皆さん例えば、日々皆さんが事務

連絡とかで乗車するたびに暴露しています。

乾燥して有毒物質が浮遊して、発癌物質は乾

いていても発癌物質です。その中であれば皆

さんが吸って、発癌物質が暴露しています。な

ので皆さん安全管理のプロですから、帰署前

除染というのはそこまで徹底して行う、また

今日皆さん明日でも署に帰ったら、消防車を

洗ってください。足マットを掃除機かけて綺麗に除染してあげる。これ大事です。 

これを見てください。WISERというアプリが

あります。これは色んな物質を特定できます。

危険物質からですね。これは英語ではありま

すが誰でも無料でダウンロードできます。こ

ういうのも日本語で作られてもいいのかなと

思います。これで普段から色んな興味のある

物質で検索しているともの凄く勉強になりま

す。そして消防に限らず自衛隊とか、機動隊と

か、物質ごとにどのような最低限の防毒衣を

着て、何を注意してどんな活動を行うべきか、もちろん風向きのチェックとか、

また二次的なリスクや除染の仕方なども全てまとめられています。ただこれは

対象物ごとではないので一般的な情報になります。なので皆さんが予防査察に

行った時にこの情報を見ながら、この資料をもとに作っておいて警防計画に活

かすことで、警防計画もデジタル化しておいて、指令センターから皆さんが出動

する時に情報提供されればかなりリスク先読みが出来て具体的な活動もできる

かなと思います。これは塩素ですけれども、どれくらいの量だったらどれぐらい

のリスクがあって、風向きがどれくらいだったら地域住民を何百メートル以上

逃がしましょうとか、そのような他のアプリとも連携して使いながら色んな現

場判断ができます。 

これもダウンロードできます。このWISERと

か使って物質の識別サポート、または人体へ

の影響情報や抑制のアドバイスなどもできま

す。できれば総務省だけではなく国土交通省

とか様々な省庁とタイアップして厚生労働省

とかで作られてもいいのかなと思います。安

全情報というのは秘密にするべきではないで
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危険物質からですね。これは英語ではありま

すが誰でも無料でダウンロードできます。こ
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す。そして消防に限らず自衛隊とか、機動隊と

か、物質ごとにどのような最低限の防毒衣を

着て、何を注意してどんな活動を行うべきか、もちろん風向きのチェックとか、

また二次的なリスクや除染の仕方なども全てまとめられています。ただこれは

対象物ごとではないので一般的な情報になります。なので皆さんが予防査察に

行った時にこの情報を見ながら、この資料をもとに作っておいて警防計画に活

かすことで、警防計画もデジタル化しておいて、指令センターから皆さんが出動

する時に情報提供されればかなりリスク先読みが出来て具体的な活動もできる

かなと思います。これは塩素ですけれども、どれくらいの量だったらどれぐらい

のリスクがあって、風向きがどれくらいだったら地域住民を何百メートル以上

逃がしましょうとか、そのような他のアプリとも連携して使いながら色んな現

場判断ができます。 

これもダウンロードできます。このWISERと

か使って物質の識別サポート、または人体へ

の影響情報や抑制のアドバイスなどもできま

す。できれば総務省だけではなく国土交通省

とか様々な省庁とタイアップして厚生労働省

とかで作られてもいいのかなと思います。安

全情報というのは秘密にするべきではないで

すし、みんなで協力して国民全体の健康と安全を守るという視点で開発される

べきべきではないかなと思います。 

消防長は、職員の心身、もちろんメンタルも

含まれますけれども、やはり健康配慮として

ご自身が部下に指導される時に健康配慮につ

いても指導していただきたいと思います。も

ちろんメンタル面についても。なぜかと言う

とメンタルも癌などの要因になる可能性もあ

ります。あとはアメリカでどういうことが行

われてるかと言うと、癌になった方、癌になっ

て休職されていた方々が発癌の対策強化研究と教育の担当者となって、職員に

健康カリキュラムを作成させたり、または講師になって健康配慮について栄養

指導など様々な視点で発癌の対策を行っています。あと大事なのは、家具等に使

われている有毒物質などの使用制限や、生産者の義務の強化などです。あと怖い

のは産廃処理場、これは量が住宅などの比じゃないです。リサイクル工場とか、

あとは家具屋さんです。家具屋さんとかスーパーマーケット、ホームセンター、

この辺は発癌物質の量が半端ではありませんので、大事なのは地表に染み込ん

でいる地下水や井戸への流れ込みなどもありますので、市町村の下水道局など

他の指揮隊はそこにも周知しておいて、ひょっとしたらこんな可能性があると

いうことも水質調査などで段階的に行うことも必要かなと思います。結果的に

消防活動した排水が地域住民の発癌になってしまったと、沖縄の Pフォスなど

を使って問題になっていますけども、それで除染も何も処理せずに流してしま

って、生活排水になって地域住民で奇形の子

が生まれたとか障害者が生まれたと実際聞い

ています。なので事前に今分かっていること、

既存に起こったことは、今出来る範囲でも最

大限にやっていきたいと思います。 

あとイギリスのヘルシーファイヤーファイ

ターズという、YouTubeのチャンネルがありま

すけども、先程も言った通り YouTube の全て

の画像は右下の鍵マークから英語翻訳を選んで、そしてオートで翻訳できるよ

うに設定をしたら、今度は言語を英語から日本に変えることが出来ます。そうす

れば完璧ではないけれども、皆さん映像を見ながら世界中の消防の映像資料を

日本語で見ることできます。なのでそういう風な動画を見ながら、もう一つは

DeepLという翻訳サイトがあります。これもこんな資料を見る時には何百ページ

とありますので、自分が知りたい事を文字検索します。その文字検索で追いかけ
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たところ、その部分を検索していくと、結果的

にその情報を早く、ポイントだけを抽出して、

翻訳して自分の情報にして活かすことができ

ます。 

あとは Essentialsです。Essentialsは本当

に勉強になります。本当に基礎ですね。実は総

務省消防庁のホームページの消防団の活動機

材の紹介はまさに Essentialsです。テキスト

もダウンロード出来るし、今日皆さんが発表した内容などが全部テキストでダ

ウンロードできます。動画でも見られます。だから先ほど消防庁の参事官にお伝

えしたのは、こういうのを常備消防職員用に作ってくださいと、消防団員がある

のになんで消防職員にはないんですか？と。もちろん機材の種類とかも豊富で

すけれども、ものすごく多岐にわたっていて、

水害時の活動マニュアルからブロック攻撃と

か、いろんなジャンルの消防団員の活動基準

に応じたマニュアルもあります。 

あとは、オランダの火災研究センターが一

番日本の消防センスに合うかなと思います。

建築基準法によっても各国で活動する前提が

違います。日本は瓦が多いなどありますけど

も、この辺のいろんなあり方検討会とか作ら

れますけれども、やっぱり現場のこのような皆さんがこんな形で集まって、プロ

トコルとか色んなものを作って行っていいのかなと思います。 

あ と は こ の 資 料 は こ こ か ら

https://irescue.jp/PDF/ZRESCUE.pdf 

ということでダウンロードできますので、

皆さん自由にダウンロードして頂いて、部分

的にでもこういう風な正しいとか間違いでは

なく納得性の高いこと、納得性が高いことは

その他の消防本部が行っていることも共有し

て、それを自分で検証して、評価して、判断し

て自分たちの所でマニュアルに取り込む。そして先ほど発表あったように、定期

的に振り返りしながらその検討委員会などを作って、ある消防本部は、実は非番

日に消防活動同好会のような、研究会のようなのを作っておいて、非番日にこの

ような形で集まって、その日の発表者が気になったことを発表します。それにつ

いて皆で議論します。ルールとして、絶対に全否定とかはしない、ひとくくりに
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すけれども、ものすごく多岐にわたっていて、

水害時の活動マニュアルからブロック攻撃と

か、いろんなジャンルの消防団員の活動基準

に応じたマニュアルもあります。 

あとは、オランダの火災研究センターが一

番日本の消防センスに合うかなと思います。

建築基準法によっても各国で活動する前提が

違います。日本は瓦が多いなどありますけど

も、この辺のいろんなあり方検討会とか作ら

れますけれども、やっぱり現場のこのような皆さんがこんな形で集まって、プロ

トコルとか色んなものを作って行っていいのかなと思います。 

あ と は こ の 資 料 は こ こ か ら
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ということでダウンロードできますので、

皆さん自由にダウンロードして頂いて、部分

的にでもこういう風な正しいとか間違いでは

なく納得性の高いこと、納得性が高いことは

その他の消防本部が行っていることも共有し

て、それを自分で検証して、評価して、判断し

て自分たちの所でマニュアルに取り込む。そして先ほど発表あったように、定期

的に振り返りしながらその検討委員会などを作って、ある消防本部は、実は非番

日に消防活動同好会のような、研究会のようなのを作っておいて、非番日にこの

ような形で集まって、その日の発表者が気になったことを発表します。それにつ

いて皆で議論します。ルールとして、絶対に全否定とかはしない、ひとくくりに

判断しない、全部エビデンスベースで共有します。例えば、こういうのもアプリ

とかメールがありますので事前にその課題を提出して来週月曜日にこれを話し

ますから、皆さん様々な事例を持ち寄ってくださいみたいな感じで、みんなで議

論して納得性の高いことをやる。新しく業者がいろいろ出したものは欲しくな

らないようにするということです。必要のないものは使わなくなります。なので

本当に必要なものは何なのか、または業者とタイアップして新しいものを開発

するとかということも必要じゃないかなと思います。 

それではこれで終わります。お疲れ様でした。 
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総合討論 

 

「要救助者及び救助者の安全を守るための火災救助とは」 

 

(田中) 

 みなさん、こんにちは。総務省消防庁国民保護・防災部参事官補佐の田中亮

三と申します。本日は長い時間最後までお付き合いいただきまして誠にありが

とうございます。また、遠路遥々東京に来ていただきまして、こうして皆さん

一堂に会して救助のことをとことん勉強し尽くすという非常にいい機会をいた

だいたかなと思います。 

 本日は登壇いただきました皆様にパネリストとなっていただきまして、ご質

問、ご意見をいただいておりますので、ざっくばらんに、皆さん同じ仲間です

ので、火災救助に関することの共有をしていただいて今日聞いてよかったなぁ

と、いい話を聞いたなぁと思って皆さん地元に帰っていただけるような、そん

な課題討論にしていきたいと考えております。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 それでは、総合討論のパネリストの皆さんをご紹介させていただきます。 

基調講演をいただきました、在日米海軍統合消防局佐世保署クルーチーフ・

草場秀幸様です。続きまして、大津市消防局・南尊之様です。赤磐市消防本

部・武智誠治様です。神戸市消防局・結城康之様です。青森地域広域事務組合

消防本部・山上真一様です。鳥取県西部広域行政管理組合消防局・隠岐拓真様

です。名古屋市消防局・長井信二郎様です。札幌市消防局・外崎祐至様です。

岡山市消防局・戸田雄太様です。教育講演をいただきました、一般社団法人日

本防災教育訓練センター 代表理事・サニーカミヤ様です。以上、10名で進め

ていきたいと思っております。 

 まず、簡単に私が所属しております総務省消防庁の統計の話をさせていただ

きます。 

消防白書に基づきまして、皆さんもご覧になったかと思いますが、消防職員

の火災による死者ですね、まずは令和元年の話をさせていただきますが、４名

の方が残念ながらお亡くなりなっております。秋田県の能代市の住宅火災２

名、東京都の八王子の火災１名、和歌山県の森林火災で１名ということで４名

の方がお亡くなりになっております。 

 最近の話でいきますと、令和２年、皆さんご記憶に新しいかと思います、静
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岡県の吉田町の倉庫火災で３名の隊員と１名の警察官が亡くなっているという

のが皆さんご記憶に新しいかと思います。 

少しさかのぼりまして、平成 30年はゼロでした。しかしながら、平成 29年

に１件、千葉県君津市で殉職の方が出ております。平成 28年から遡ること平

成 24年までは幸いなことにゼロということで、本当に講演された皆様もおっ

しゃっている通り、最近殉職事案が非常に多くなっているということです。

我々は簡単に数字で４人です、３人ですと言いますが、私は数字ではないと思

っています。一人一人の殉職というのは非常に重い、数字では語ることができ

ない、そういった一人一人の苦しみ、ご家族・近しい方々の苦しみ等々が本当

にある中で、今私は数字だけで述べておりますけども、こういったことを将来

にわたって絶対に起こさないということでこの本日のシンポジウムもテーマを

掲げまして、ここに臨席している皆様に様々な視点から火災救助・殉職をなく

す、それから、もちろん要救助者の方をしっかりとお助けするというところの

取り組みを話していただいたところです。消防庁としましてもそういった隊員

の皆さんをしっかりとサポートして、信じていますので、そういった皆さんの

活動が安全に、そして救助を求めている方が１人でも多く助かるような取り組

みをしっかりとやっていきたいなと考えております。 

 前置きは以上といたしまして、本日の講演を聞いていただいた皆様、リモー

トでも 2,400人ほど聞いていただいているというところでございます。たくさ

ん意見をいただいておりますのでさっそく皆様からいただいた質問に対して、

こちらにいらっしゃるパネリストの皆さんに答えていただこうかなと考えてお

ります。ではみなさん、よろしくお願いいたします。 

 １つ目の質問にまいります。RIT/RIC導入の本部が非常に増えております。

消防本部の規模の違いによって専門部隊の導入がなかなか難しいという本部も

あります。現状の日本の消防本部として出来る取り組みとしてどんな取り組み

がありますか、という質問が来ております。こちらの質問に対しては草場様、

よろしくお願いいたします。 

 

(草場) 

RIT/RICを運用するには、ある程度の隊員数が必要になるのではないかと思

われるでしょうが、先程の講演でお話した２IN・２OUTルールを使えば可能で

す。実際うちはそんなに大きな所属ではなく、大体職員数 145名ほどしかいな

いところですけれども、RITを運用しています。専属隊が出来れば一番いいの

ですが、なかなかそうはいかないという時には、２IN・２OUTルールの形で、

現場にいる隊員たちで運用することができます。もちろん、そのために色んな

訓練や知識を得る等、各本部でやらなければいけないことは多いです。しか
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岡県の吉田町の倉庫火災で３名の隊員と１名の警察官が亡くなっているという

のが皆さんご記憶に新しいかと思います。 

少しさかのぼりまして、平成 30年はゼロでした。しかしながら、平成 29年

に１件、千葉県君津市で殉職の方が出ております。平成 28年から遡ること平

成 24年までは幸いなことにゼロということで、本当に講演された皆様もおっ

しゃっている通り、最近殉職事案が非常に多くなっているということです。

我々は簡単に数字で４人です、３人ですと言いますが、私は数字ではないと思

っています。一人一人の殉職というのは非常に重い、数字では語ることができ

ない、そういった一人一人の苦しみ、ご家族・近しい方々の苦しみ等々が本当

にある中で、今私は数字だけで述べておりますけども、こういったことを将来

にわたって絶対に起こさないということでこの本日のシンポジウムもテーマを

掲げまして、ここに臨席している皆様に様々な視点から火災救助・殉職をなく

す、それから、もちろん要救助者の方をしっかりとお助けするというところの

取り組みを話していただいたところです。消防庁としましてもそういった隊員

の皆さんをしっかりとサポートして、信じていますので、そういった皆さんの

活動が安全に、そして救助を求めている方が１人でも多く助かるような取り組

みをしっかりとやっていきたいなと考えております。 

 前置きは以上といたしまして、本日の講演を聞いていただいた皆様、リモー

トでも 2,400人ほど聞いていただいているというところでございます。たくさ

ん意見をいただいておりますのでさっそく皆様からいただいた質問に対して、

こちらにいらっしゃるパネリストの皆さんに答えていただこうかなと考えてお

ります。ではみなさん、よろしくお願いいたします。 

 １つ目の質問にまいります。RIT/RIC導入の本部が非常に増えております。

消防本部の規模の違いによって専門部隊の導入がなかなか難しいという本部も

あります。現状の日本の消防本部として出来る取り組みとしてどんな取り組み

がありますか、という質問が来ております。こちらの質問に対しては草場様、

よろしくお願いいたします。 

 

(草場) 

RIT/RICを運用するには、ある程度の隊員数が必要になるのではないかと思

われるでしょうが、先程の講演でお話した２IN・２OUTルールを使えば可能で

す。実際うちはそんなに大きな所属ではなく、大体職員数 145名ほどしかいな

いところですけれども、RITを運用しています。専属隊が出来れば一番いいの

ですが、なかなかそうはいかないという時には、２IN・２OUTルールの形で、

現場にいる隊員たちで運用することができます。もちろん、そのために色んな

訓練や知識を得る等、各本部でやらなければいけないことは多いです。しか

し、隊で共通認識を持つことができれば、たとえ 1小隊で対応しなければなら

ないとしても２IN・２OUTで２名活動しているなら２名待機しておく、増員す

るまで２IN・２OUTの４名体制の活動でふんばるという運用ができます。大き

な本部になると、僕が知っている限りでは横浜市消防局さんと福岡市消防局さ

んの特別高度救助隊が RITの運用をしています。もちろん専業で RITを運用す

る方法もありますが、小規模・中規模消防本部でも、各々の取り組みで隊員数

が少ないながらも現場で RITの任命等をやっていけば、共通認識も生まれたり

して RITの運用も可能かと思います。 

以上です。 

(田中) 

 ありがとうございます。今のお話で２IN・２OUTとありましたけれども、こ

こで私から１つよろしいでしょうか。２INの２はこんな隊員がふさわしいとい

うのはあるのでしょうか。 

 

(草場) 

 そうですね、１名は隊長です。隊長ともう１名は向こうの言い方でノズルマ

ンというのがいまして、筒先を持つ人が入っていくという形でやっておりま

す。あの中に入っていくので、とにかくプラスの訓練ができた人ですね。 

 

(田中) 

 ありがとうございます。他にも質問が来ておりますので、次の質問にまいり

たいと思います。はしごを活用した講演をされました大津市消防局の南さんに

質問が来ております。 

 火災救助セットというものがお話の中にありましたが、どんな機材が入って

いるんでしょうか、という質問ですけれども、いかがでしょうか。 

 

(南) 

 大津市消防局の南です。よろしくお願いします。私の本部で積載している火

災救助セットはですね、スタティックロープ約 25ｍと、安全帯、120㎝のオー

プンスリングを中に入れて、基本的には応急はしごが出来るセットとして積載

しています。汎用性を考えて、自力歩行ができる要救助者に対しても、今回発

表したかぎ付きはしごの救助事例のような確保ロープとしても使用できるよう

に安全帯を中に入れて火災救助セットということで作らせていただいておりま

す。以上です。 
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(田中) 

 ありがとうございます。大津市消防局さんとしてはそういった物を仕込まれ

ているということですね。他にもこの機会ですので、消防本部の方がどんな物

をセットされているのか聞いてみたいと思います。神戸市の結城さん、どんな

物をセットしていますか。 

 

(結城) 

 神戸市の救助隊は全隊統一で先程のカウマントロープ 25～30ｍ、あと簡易縛

帯としてピタゴール、検索ロープ 20m共通のやつと、テープスリング・カラビ

ナを大体共通で現場に救助隊が持っていくようにしております。 

 

(田中) 

 分かりました。それは救助隊であっても消防隊であってもすべて同じものを

持っていくということですか。 

 

(結城) 

 いえ、救助隊のみが検索用と救助用で持っています。 

 

(田中) 

 分かりました。もう一消防本部聞いてみたいと思います。名古屋消防局の長

井さん、いかがですか。 

 

(長井) 

 名古屋消防局の長井といいます。よろしくお願いします。今の質問に対する

答えとしては、小隊長バックというのを火災の時は持っておりまして、小隊長

は必ず携行する資機材としてロープは 30m程度、ピタゴールといったものを常

に持っています。あとは特別高度救助隊として、RITの対応をする RITの資機

材を火災現場に持っていっています。その中にはエンジンカッターに代わるパ

ワーカッターや、先程も資機材の説明をさせてもらったのですが、エアーホー

ンとか、あとはバッテリー式の照明とか、RITに必要な資機材を持っていって

おります。以上です。 

 

(田中) 

 ありがとうございます。やはり即攻性というんでしょうか、スピード重視と

いうところで皆さん考えられていて、一番意識としてあるのは要救助者が目の

前にいたときにどう対処するかということに完全に備えている、そういう資機
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(田中) 

 ありがとうございます。大津市消防局さんとしてはそういった物を仕込まれ

ているということですね。他にもこの機会ですので、消防本部の方がどんな物

をセットされているのか聞いてみたいと思います。神戸市の結城さん、どんな

物をセットしていますか。 

 

(結城) 

 神戸市の救助隊は全隊統一で先程のカウマントロープ 25～30ｍ、あと簡易縛

帯としてピタゴール、検索ロープ 20m共通のやつと、テープスリング・カラビ

ナを大体共通で現場に救助隊が持っていくようにしております。 

 

(田中) 

 分かりました。それは救助隊であっても消防隊であってもすべて同じものを

持っていくということですか。 

 

(結城) 

 いえ、救助隊のみが検索用と救助用で持っています。 

 

(田中) 

 分かりました。もう一消防本部聞いてみたいと思います。名古屋消防局の長

井さん、いかがですか。 

 

(長井) 

 名古屋消防局の長井といいます。よろしくお願いします。今の質問に対する

答えとしては、小隊長バックというのを火災の時は持っておりまして、小隊長

は必ず携行する資機材としてロープは 30m程度、ピタゴールといったものを常

に持っています。あとは特別高度救助隊として、RITの対応をする RITの資機

材を火災現場に持っていっています。その中にはエンジンカッターに代わるパ

ワーカッターや、先程も資機材の説明をさせてもらったのですが、エアーホー

ンとか、あとはバッテリー式の照明とか、RITに必要な資機材を持っていって

おります。以上です。 

 

(田中) 

 ありがとうございます。やはり即攻性というんでしょうか、スピード重視と

いうところで皆さん考えられていて、一番意識としてあるのは要救助者が目の

前にいたときにどう対処するかということに完全に備えている、そういう資機

材を準備されているという認識でよろしいでしょうか。皆さんも大体そんな感

じで用意しているというところだと思いますけれども、また色んな話を聞いて

参考にしていただければと思います。 

 ３つ目の質問が来ておりますので進めていきたいと思います。青森の山上さ

んに対する質問が来ております。ウェアラブルカメラを活用した火災教育訓

練、こちら非常に素晴らしいと思います。この他にロープ関係も、火災関係も

両方スキルアップできる方法はあるのでしょうかという質問が届いておりま

す。山上さん、お願いします。 

 

(山上) 

 警防活動に関する様々なことを勉強するにあたって私が一番心掛けているの

は、まずは消防という仕事を好きになることというのを心がけております。好

きになると色んなことを学びたいと思うのですが、今現在というのは１クリッ

ク・１タップでいろんな情報が手に入れられると思うので、積極的にそういう

情報を学んでいけばいいのかなと思っていました。あとは、共に学ぶ仲間を作

るということがすごく大事になってくると思います。あとはその仲間を大切に

するという気持ちも大切だと思います。やはり強い心をもってそういうものを

一生懸命勉強していく気持ちが大事なんじゃないかと思っております。以上で

す。 

 

(田中) 

 ありがとうございます。今すごくいい言葉がでましたね。消防を好きになる

ということですね。これはすごく大事なことだと私も思います。私も消防大好

きです。その好きだという思いから工夫したりとか、みんなで考えていい活動

しようぜ、とか、そういうことが生まれてくるんじゃないかと思うこともあり

ます。この火災とロープという部分では非常に両立というのは難しいかなと思

うんですけれども、山上さんもう一歩踏み込んで何か工夫されていることって

あるでしょうか。 

 

(山上) 

 私の場合ですけれども、非番の日でも近くの公園に集まったりですとか、

様々なことをやって、ロープに関してはトレーニングしたり、その他に何かに

チャレンジするということで、日本国内でも様々な大会が行われたりしていま

すが、先日も兵庫県で行われた大会などありましたけれども、そのようなもの

にチャレンジする仲間たちとともに非番の日にトレーニングしたり、勉強した

りというのは積極的にやっております。 
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(田中) 

 ありがとうございます。そういう切磋琢磨する中で、今やっていることが現

場でどう活きるのかということは当然皆さん想定して頑張られているのではな

いかなというところで、外に目を向けて知見を広めるから新しい考え方を取り

入れて自分たちの現場に活かす、そういう作業を繰り返していくと恐らく現場

での活動は救助というところに近づくのではないかなと、こんなことを今少し

思いました。ありがとうございます。 

 他にも質問が来ておりますので続けます。札幌市消防局の外崎さんに質問が

来ております。COBRAの諸元としまして、実際に温度として何度まで使用可能

なのでしょうか、という質問が来ております。よろしくお願いします。 

 

(外崎) 

 特に諸元として何度まで使えるかという基準はありません。ただ換気の戦術

ですので、何度までというよりも吸排気を明確にするために開口部の状況が重

要になってくると思います。なので、どういう状況で使うのが有効かでいう

と、なるべく早期に実施することが重要です。ただし、スライドでご紹介させ

ていただきました災害事例にもありましたが、開口部がすべて開いている状況

でもある程度の効果が出せる能力は持っておりますので、そういった形でご紹

介させていただきます。以上です。 

 

(田中) 

 ありがとうございます。私もこの発表内容を見て非常に驚きまして、今主流

になっているのは煙を吸う吸気側と排気側を設定して、しっかりと安全管理を

して、排気側に要救助者がいない、という状況を確認してから一気に押して環

境改善して隊員を入れる、そういったことが皆さんも戦術としてやられている

と思いますけれども、今回の発表いただいたものは逆ですよね。室内を陰圧状

態にして煙を排出して環境をよくする、そういった技術をご紹介いただきまし

た。皆様も画像を見てこれはすごいなと思ったと思います。私も思いました。

ですので、ああいった環境を改善するということの研究開発をご紹介いただき

ましたけれども、隊員を守るためのテクノロジーという部分でも先程サニー様

のお話にもありました、うまく活用する、そのためには消防機関としても研究

ですとか開発に協力していく、そういった姿勢も大事なのではないかなとも思

いました。 

 その関連ということで、テクノロジーをうまく活用しましょうということで

本日の発表でも様々な取り組みがあったと思います。ウェアラブルカメラもそ
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(田中) 

 ありがとうございます。そういう切磋琢磨する中で、今やっていることが現

場でどう活きるのかということは当然皆さん想定して頑張られているのではな

いかなというところで、外に目を向けて知見を広めるから新しい考え方を取り

入れて自分たちの現場に活かす、そういう作業を繰り返していくと恐らく現場

での活動は救助というところに近づくのではないかなと、こんなことを今少し

思いました。ありがとうございます。 

 他にも質問が来ておりますので続けます。札幌市消防局の外崎さんに質問が

来ております。COBRAの諸元としまして、実際に温度として何度まで使用可能

なのでしょうか、という質問が来ております。よろしくお願いします。 

 

(外崎) 

 特に諸元として何度まで使えるかという基準はありません。ただ換気の戦術

ですので、何度までというよりも吸排気を明確にするために開口部の状況が重

要になってくると思います。なので、どういう状況で使うのが有効かでいう

と、なるべく早期に実施することが重要です。ただし、スライドでご紹介させ

ていただきました災害事例にもありましたが、開口部がすべて開いている状況

でもある程度の効果が出せる能力は持っておりますので、そういった形でご紹

介させていただきます。以上です。 

 

(田中) 

 ありがとうございます。私もこの発表内容を見て非常に驚きまして、今主流

になっているのは煙を吸う吸気側と排気側を設定して、しっかりと安全管理を

して、排気側に要救助者がいない、という状況を確認してから一気に押して環

境改善して隊員を入れる、そういったことが皆さんも戦術としてやられている

と思いますけれども、今回の発表いただいたものは逆ですよね。室内を陰圧状

態にして煙を排出して環境をよくする、そういった技術をご紹介いただきまし

た。皆様も画像を見てこれはすごいなと思ったと思います。私も思いました。

ですので、ああいった環境を改善するということの研究開発をご紹介いただき

ましたけれども、隊員を守るためのテクノロジーという部分でも先程サニー様

のお話にもありました、うまく活用する、そのためには消防機関としても研究

ですとか開発に協力していく、そういった姿勢も大事なのではないかなとも思

いました。 

 その関連ということで、テクノロジーをうまく活用しましょうということで

本日の発表でも様々な取り組みがあったと思います。ウェアラブルカメラもそ

うですし、今の COBRAもそうです。それから岡山の戸田さんのヘリの発表にも

ありましたけれども、戸田さん、こういったヘリでテクノロジーを活用する、

しかもあそこまで細かく情報を伝達するというのは消防活動として有利に進め

る上では非常に強力な武器になるなと感じたところですけれども、ああいった

機器の使い方というのは何か教育体制としてうまくやられている取り組みはあ

るのでしょうか。 

 

(戸田) 

 今回はヘリで熱画像の有効性ということで発表させていただいきましたけれ

ども、しっかり普段の訓練で活用して、失敗も含めて学ぶというところがまず

一番だと思います。そして実際の現場において何を得て、そこからどういう判

断に繋げるかというのをしっかり考える必要があると思います。さらにそれを

どういうタイミングで伝えればいいのか、緊急情報であればすぐに伝えなけれ

ばいけないですし、そこまで緊急がないものであれば下の活動状況やタイミン

グを見ながら伝える。そういったところまで考えて訓練、現場で実際に活用す

るというのが一番のポイントかなと思います。以上です。 

 

(田中) 

 ありがとうございます。やはり仕組みをしっかりして、それにしっかりと訓

練を重ねて、トライをして、失敗もしっかりと活かす、本当に基本的なところ

だとは思いますけれども、やはりそういった上空からの情報収集・情報提供と

いう部分も、同じかなということを非常に感じました。そのテクノロジーをう

まく活用していくということにつきまして、客観的な意見としてサニーさんに

技術の使い方で気を付けるべき点やこういう使い方をするともっといいんじゃ

ないかというようなご提案・ご意見等あればお願いしたいのですが、いかがで

しょうか。 

 

(カミヤ) 

 例えば、ワイヤレスの油圧救助機がありましたよね。あれは水中でも使えま

すよね。でも中性浮力をとっていないと隊員がヘドロに沈みますよね。なの

で、エアバックを着けるとかという様にその機器がそもそも本来の目的じゃな

い使われ方を消防では応用して使いますので、その時にどうやって評価してい

って自分たちのプールで実験で使ってみるとか、どのくらいのエアー量をエア

バックに入れれば中性浮力が保てて、自分たちが水中やヘドロの中に沈んだ状

態じゃなくても作業が出来るというような特性の見分け方、これもバラエティ

ーというか、広範囲にみて使いこなす必要があるかなと。あとは全ての消防装
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備って全部右利き用です。ですので、左利きの方は結構使いにくかったりしま

す。小隊長は右利きの方と左利きの方の使い分けというのも最初から見ておく

と現場対応が早くなりますね。前提としてすべての機器は右利き用であること

なども一つ検討しておくといいのかなと思います。 

 

(田中) 

 ありがとうございます。やはりトライ＆エラーではないですけれども、試し

ながら検証してこれがどういう風に使えるのかというのを体感して積み重ねて

いくというのが大事ということですかね。 

 

(カミヤ) 

 もう１ついいでしょうか。今日言わなかったですけれどもドレーゲルさんの

フルハーネス付きの呼吸器がありますよね。そういうのもそもそも想定すれば

シリンダーやボンベを脱着するよりもフルハーネスになれば救出できるとか、

そういったのも作っていったりですとか、そういった応用を効かせていって発

明法というサイトがありますのでそれを利用すれば自分たちの様々な既存の消

防装備を最大限に活用できる方法を目指せるのかなと思います。 

 

(田中) 

 ありがとうございます。ではまた質問に移りたいと思います。今回の質問は

火災救助というよりももう少し俯瞰的なご意見が寄せられております。職員の

教育を実施するにあたって、他人事ではなく自分にも起こりうることだと、つ

まり事故やケガなどといったことを自分にも起こりうることだということで、

我が事として且つ興味深く考えてもらうために具体的に工夫していることって

何ですか、という非常に意味深い質問が寄せられてきております。鳥取の隠岐

さん、この点について何かありますでしょうか。 

 

(隠岐) 

 先程おっしゃられた通り、当局でも火災発生件数の減少であったり、若手隊

員の増加、それにより火災現場を経験する隊員が少なくなってきているのが実

情です。そこで当局では現場で経験できない分訓練・研修で補おうということ

で先程ご紹介させていただきました実際に目で見て確認できるファイヤーコン

トロールボックス、また、訓練の方では実火災体験型施設やあとは実科訓練等

で実際に濃煙や熱気を体験させるようにしております。その結果、やはり隊員

も実際に体験することで火が単純に恐いだとか、火災は恐ろしいというのをし

っかりと訓練で認識させることによって隊員に危機感をしっかりと持たせると
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何ですか、という非常に意味深い質問が寄せられてきております。鳥取の隠岐

さん、この点について何かありますでしょうか。 

 

(隠岐) 

 先程おっしゃられた通り、当局でも火災発生件数の減少であったり、若手隊

員の増加、それにより火災現場を経験する隊員が少なくなってきているのが実

情です。そこで当局では現場で経験できない分訓練・研修で補おうということ

で先程ご紹介させていただきました実際に目で見て確認できるファイヤーコン

トロールボックス、また、訓練の方では実火災体験型施設やあとは実科訓練等

で実際に濃煙や熱気を体験させるようにしております。その結果、やはり隊員

も実際に体験することで火が単純に恐いだとか、火災は恐ろしいというのをし

っかりと訓練で認識させることによって隊員に危機感をしっかりと持たせると

いう意識で、現場で経験できない分は訓練・研修で補うように取り組んでおり

ます。 

 

(田中) 

 先程の発表の中でもありましたけれども、しっかりと段階を踏んで現象から

体感して応用に繋げる、ああいった訓練の教育のシステムというのは教育を受

ける側も、自分は今どのステップをやっているのか、どういう到達地点にいる

のか、というのが客観的に評価しやすのではないかというような発表内容だっ

たかなと感じたところです。 

 隠岐さん、先程のステップを踏んで教育をしていくという中で、隊員のコメ

ントでもいいのですが、何か前向きな変化のようなものとか、レベルの向上の

ようなものを実感するような具体的なエピソードはございますか。 

 

(隠岐) 

 やはり先程ご紹介させてもらったファイヤーコントロールボックス等で実際

に火災現場で危険なバックドラフトやフラッシュオーバー等、実際に見る隊員

が増えている中で、近年火災現場で危険な兆候等を隊長なり隊員が気付いて、

それを隊全体ですぐに周知できるような形になってきています。隊員の方から

も自主的に、例えばこんな現場が危険ではないですかとか、こういうことなの

でどうですかといったような自発的な意見が現場で増えてきています。また、

全隊で所属を通して訓練することによって、危険なことに対して各隊員が共通

の認識を持って火災現場に臨めるようになっています。 

 

(田中) 

 ありがとうございます。やはり隊員からの自発的な言動ってすごく小隊長の

立場からすると非常に頼もしい時もあります。もちろん内容によってはしっか

りと自分でジャッジをして決断をしていくというのは重要ですけれども、隊員

から「隊長今こういう状態になっています」とか、「こんなこと気を付けるべ

きだと思います」というような隊員からの発信があると非常に心強いことだと

思います。そういったことを普段の訓練から作り上げていくような雰囲気が大

事だと思います。色んな消防本部の訓練のやり方、それから手法があると思い

ますけれども、ぜひ皆さんも本日いらっしゃっている方、小隊長であったり、

隊員であったり、指揮官であったりと色んな立場の方がいらっしゃると思いま

すけれども、ぜひ自発的に隊員が声を上げられる、特に危険情報についてしっ

かりと危険だといえるような、そんな隊員を作っていけるような訓練をしてい

ただければなと思います。 
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 もうひと方聞いてみたいなと思います。度々で申し訳ありませんが、神戸市

消防局の結城さん、兵庫県下で開いた作業部会というような、県下で全体でレ

ベルアップをしていこうということも一つの職員の教育訓練に関することかな

と思いますが、ああいった県下での取り組みをすることで消防本部の垣根を越

えて何か変化やプラスの要素が見られたようなことはありましたでしょうか。 

 

(結城) 

 そうですね、正に今回私が発表させてもらった内容が平成 24年、25年の取

り組みの紹介でしたが、それから随分経って今回発表するということになった

んですが、その際に 24年、25年に一緒に作業部会として研究していたメンバ

ーに色々尋ねて今回の資料を作ることが出来たんですが、数年離れていても各

消防本部で知り合った仲間がこういう取り組みをしているとか、こんなことを

今現在考えていますというのを聞くことが出来たりして、何年経ってもつなが

りというものがとても濃く残っているので、こういう取り組みが是非色んなと

ころで行われたらいいかなと思います。 

 

(田中) 

 ありがとうございます。そういった横の繋がりって非常に大事ですよね。皆

さんもこれはあえて言わなくても分かっていることだと思いますし、本日この

場で皆さん居合わせていただいております。リモートでもご覧になっている方

もいらっしゃると思います。今本当に我々は横の繋がりでこういった話をみん

なで共有して、正解はないと思いますが、一緒に時間を共有して考える、そし

てまた皆さんの派遣元に戻ってこの話を活かす、そして今日勤務されている方

はこの後すぐに出動があるかもしれません。その時に、「やっぱり気を付けな

いといけないね」、とか、「事故を起こさないようにする」とか、「自分が危険

を察知したら伝えよう」とか、シンプルなことでいいと思います。そういった

ことをしっかりと伝えられる、そういうことをやっていこうと少しでもこの場

を借りて思っていただけたら、それが我が事感というか、自分もやれるんだ、

やらなきゃいけないんだということに繋がるのかなと思いますので、ぜひ皆さ

ん、本日地元に戻られたら自分から声を発するようにしていただけるとこの会

の意味があるのかなと思いました。ありがとうございます。 

 質問に関してはこれまでいただいた中で皆さんにお答えをいただきました。 

ここからは皆さんの講演を聞いて、ちょっと深掘りしてお聞きしたいことがあ

りますので引き続き第二幕ということで進めていきたいと思います。 

 まずは赤磐市消防本部の武智さん、火災現場のギリギリのところでの事例を

発表いただきまして、多分そこで得られた反省事項、それから今後やっていか
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ことをしっかりと伝えられる、そういうことをやっていこうと少しでもこの場

を借りて思っていただけたら、それが我が事感というか、自分もやれるんだ、

やらなきゃいけないんだということに繋がるのかなと思いますので、ぜひ皆さ

ん、本日地元に戻られたら自分から声を発するようにしていただけるとこの会

の意味があるのかなと思いました。ありがとうございます。 

 質問に関してはこれまでいただいた中で皆さんにお答えをいただきました。 

ここからは皆さんの講演を聞いて、ちょっと深掘りしてお聞きしたいことがあ

りますので引き続き第二幕ということで進めていきたいと思います。 
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発表いただきまして、多分そこで得られた反省事項、それから今後やっていか

なければいけないことを非常に分かりやすく、そして私たちに切実な現実感を

しっかり伝えていただいたかなと思いました。そこで改めて、安全とスピード

のバランスというところをどのように考えておりますか。 

 

(武智) 

 赤磐市消防本部の武智です。まず「安全・確実・迅速」というスローガンで

僕らはやっていると思うんですけれども、安全と確実はもの凄くリンクしま

す。ただ迅速というのはその中で出来るだけ早くという形でしか出来ないと思

います。その中でやっていて、救助の活動を見ていると、どんどん時間をかけ

てしまっているんじゃないかなと最近思っています。安全は厳重なバックアッ

プを取ること、確実というのはしっかり確認することだったりすると思いま

す。その中でスピードもやっていこうと思うと非常に難しい、一度でも足を挟

まれたことがあったりと、やっぱり早く救助してほしいという要救助者の気持

ちを考えるとどんな現場でもスピードを無視してはいけないんじゃないかとい

うのが最近私が思っていることです。今回のテーマであるような「火災救助」

という面でみると、やっぱり皆さん初任教育出てこられる方分かると思います

けれども、火事は時間がどんどん進むごとに救助できる可能性が下がっていき

ますよね。だからいかに早く救出するか、普通に救助訓練しているのとは相反

するようなテーマがここに思い出させてくれるんですね。その中で活動追及し

ていくと、無用なとは絶対言えませんけれども、必要以上な安全、バックアッ

プというのは一旦無視してスピードに思い切り振った活動を考えてみる。する

と結構余計なことをしている事もあるのかもしれない、ということが今回発表

したテーマの一番言いたかったことなのですが、是非安全とスピードのバラン

スをもう一度見直すことによって活動そのものの変わるきっかけを考えていた

だいて、もしよかったら私たち赤磐市消防署に教えていただければと思いま

す。 

 

(田中) 

 ありがとうございます。本当に悩ましいテーマだと思います。今の話の中で

非常に悩まれているところは皆さんも共通していると思いますけれども、スピ

ードを求めるが故に無駄が増えてしまうことってあるんじゃないかなと、逆に

一見遅く見えても確実にしっかりと手順と段取りを踏んでいけば結果スピード

が速いなんてことも一部あるのではないかなと思います。訓練のやり方として

武智さんからもありましたけれども、一回とにかく早くやろうという訓練をや

ってみる、それから早くやらなくていいけれどもしっかりと手順を確実にやっ

てどんな結果が得られるか、同じ訓練を早くやるバージョンと確実にやるバー
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ジョンでどれくらい時間の差があるかとか、ミスの回数が減るかみたいな訓練

をやるといいんじゃないかという話だったと思います。 

 草場さん、今のようなスピードと安全という部分につきまして、所属されて

いるところではどのようにお考えでしょうか。 

 

(草場) 

 僕らも悩ましいところがございまして、僕が隊員に言う上では急ぐと迅速は

違うと伝えています。あとよく言われているのが英語で risk vs benefitと言

われています。riskは危険性、対 benefitは利益ですね。リスクを負って活動

した時にどれだけの効果化があるかを素早く考えなければいけないということ

ですね。例えば今行けば助かるというときにはリスクを認めていくというよう

に僕らは考えています。あと例えば risk vs benefitがあったときに今リスク

を冒してもこれでは無理なのではないかというときは安全性を多く取るという

ことです。常にリスクとベネフィット、危険性とその時の有益性を考えたうえ

での活動を心がけています。 

 僕がもう一つ言うのは“逆算”です。逆に計算しましょうということで、要

救助者に対して何が欲しいのかというところを考えたいと。そうしたら自ずと

シンプルな手法が出てくるんじゃないかということを常に言っています。以上

です。 

 

(田中) 

 ありがとうございます。リスクとベネフィット、そして逆算、こういうこと

を常に、特に隊長は隊員より一歩引いておりますので、多分意識をされている

とは思うのですが、どうやって養われるものなのでしょうか。 

 

(草場) 

 山上さんの意見ではありませんが、消防を好きと言いますか、常に考えない

といけないことですよね。なぜ自分がこの仕事をしているのかと考えたときに

やはりそれを常に考えておかなければいけないなといいことだと思います。そ

れで自分の技術・知識・気持ちを養っていけるということだと思います。 

 

(田中) 

 ありがとうございます。サニーさんは様々な消防本部に色んな切り口からご

指導や訓練をなされていると思いますが、今のような、「考える」ということ

の、火災救助から離れてしまいますが消防隊員として、救助隊員として考え

る、リスクを考えるということについて、何か有効な具体的なお話ってありま
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ジョンでどれくらい時間の差があるかとか、ミスの回数が減るかみたいな訓練

をやるといいんじゃないかという話だったと思います。 

 草場さん、今のようなスピードと安全という部分につきまして、所属されて

いるところではどのようにお考えでしょうか。 

 

(草場) 

 僕らも悩ましいところがございまして、僕が隊員に言う上では急ぐと迅速は

違うと伝えています。あとよく言われているのが英語で risk vs benefitと言

われています。riskは危険性、対 benefitは利益ですね。リスクを負って活動

した時にどれだけの効果化があるかを素早く考えなければいけないということ

ですね。例えば今行けば助かるというときにはリスクを認めていくというよう

に僕らは考えています。あと例えば risk vs benefitがあったときに今リスク

を冒してもこれでは無理なのではないかというときは安全性を多く取るという

ことです。常にリスクとベネフィット、危険性とその時の有益性を考えたうえ

での活動を心がけています。 

 僕がもう一つ言うのは“逆算”です。逆に計算しましょうということで、要

救助者に対して何が欲しいのかというところを考えたいと。そうしたら自ずと

シンプルな手法が出てくるんじゃないかということを常に言っています。以上

です。 

 

(田中) 

 ありがとうございます。リスクとベネフィット、そして逆算、こういうこと

を常に、特に隊長は隊員より一歩引いておりますので、多分意識をされている

とは思うのですが、どうやって養われるものなのでしょうか。 

 

(草場) 

 山上さんの意見ではありませんが、消防を好きと言いますか、常に考えない

といけないことですよね。なぜ自分がこの仕事をしているのかと考えたときに

やはりそれを常に考えておかなければいけないなといいことだと思います。そ

れで自分の技術・知識・気持ちを養っていけるということだと思います。 

 

(田中) 

 ありがとうございます。サニーさんは様々な消防本部に色んな切り口からご

指導や訓練をなされていると思いますが、今のような、「考える」ということ

の、火災救助から離れてしまいますが消防隊員として、救助隊員として考え

る、リスクを考えるということについて、何か有効な具体的なお話ってありま

すでしょうか。 

(カミヤ) 

 今、埼玉県東部で実際に指揮能力研修向上研修というのを全指揮隊員にずっ

とやったんですけれども、指揮隊の方々にインストラクターになって各署員に

指導していただきました。その中で事前に過去の映像を見ながら入電情報をい

かに頭の中でイメージして、自分たちが現場に着くまでに何を考えておくべき

か、行った先でどんなことがあるのか、例えばスタート時の７分間に口頭指導

します。さっき言ったように財産の方だったり避難誘導だったり関係者の人に

できる限りしていただく、そのことを６秒ほどで受講者の皆さんに書き出して

もらいます。どんなことを自分が想像するか、この対象物とこの住所だったら

こんな危険があるといったものを書き出してもらって、それからイメージの早

送りと巻き戻しを繰り返します。実事例で実際に起こっておりますので、それ

に 100％でなくてもそれに近いイメージが出来た方、いろんな選択肢がありま

すよね、到着した中で状況も変わるし、変化も前提です。その中で自分たちの

活動の選択肢を増やしておいて、現場に着いたらそこで２秒以内で判断する。

その訓練を実際に無線を使いながら行います。そうすると一気に活動レベルが

上がります。事前に状況把握もする中で無線を活用しながら出動隊が全部どう

いうことをするなどという活動方針なども、人命救助最優先などという無駄な

ことを言わないで、そんな分かっていることは必要ないですよね。そうではな

くてその貴重な時間一言でも現場に反映するようなことを言う訓練をしていま

す。あとは要救助者の痛みを自分に写すということです。自分の体に写す。こ

う挟まれたらこうなるのではないか、関節の動きや可動域はみんな同じなの

で、だとしたらこんな痛みだからこうした方がいいのではないかなど、どのよ

うな経緯で要救助者がその状況になったのか、これを着いたときに目で観察で

きますよね。それを自分に写して、自分たちが持っている装備でこういうこと

が出来るといったことを最大限に判断する。 

 もう一つの事例としてはダイバーシティと今は言われますけれども、ダイバ

ーシティには障害者の方もいらっしゃいます。車いす利用の方や聴覚障害の

方、その方々も含めた訓練をしないといけません。なぜかというと行った先に

そのような方がいた時にどうしますか。例えば 189㎏の照ノ富士が火災の要救

助者だったらどうしますか。アメリカの現場に行っていた時に 270㎏の方がい

ました。その方を階段で降ろさないといけないだとか、そのような普通のワン

パターンの要救助者ではなくて、ダイバーシティの、例えばペットだったらど

うするか、大型犬だったらどうするか、私の行った現場で４歳の女の子が足の

折れた子犬を抱いていました。それも要救助者です。それも助けなければいけ

ない。４歳の女の子にペットを置いてと言えますか。日本でも動物愛護法の第



146

１条で動物も要救助者になります。動物の健康と安全を守らなくてはいけな

い。さらに 44条の２にはもしも動物を放置したり危険な状態になって動物の

健康と安全が損なわれれば 100万以下の罰金になります。さらに慰謝料も求め

られます。要救助者といっても一括りではなくて、様々なダイバーシティを考

えて訓練を取り入れてほしいと思います。特にペットであれば酸素投与とか心

肺蘇生法とか救急処置とか、人間と同じように行うことが出来ますので、ペッ

トも家族ですから、そのようなことも想定して様々な訓練を行っていただきた

いと思います。以上です。 

 

(田中) 

 ありがとうございます。一気に時代の流れに直面しているというのが分かり

まして、消防として色々考えなければいけないフィールドがもの凄く広がって

いるなと思いました。課題としてはまだまだたくさんあるのかなと感じたとこ

ろです。最後にまた要救助者の救助に話を戻していきたいと思います。発表の

中でもいくつかありました、そもそも緊急事態にならないためにはどうすれば

いいのかというのを最後に考えて、もし緊急事態になったらどうしなければい

けないのか、この区分は曖昧にしてはいけないところかなと思います。まずは

緊急事態に陥らないために平時からどんな準備をするかということにつきまし

て、名古屋消防局の長井さん、よろしくお願いします。 

 

(長井) 

 緊急事態を未然に防ぐということは非常に重要なことだと思います。どこの

消防本部も必要だと思います。我々は平成 30年に危機的な状態に陥って、そ

こから順次整備をしていった次第ですが、問題点を深掘りしてやらなければい

けないこと、すぐにやれることを見極めて優先順位をつけて順次整備を整えた

次第です。今現在の体制は４つほどあります。１つ目は活動における基本事項

の徹底です。従来からやってくれと言われていたことを再度徹底した次第で

す。具体的には屋内進入時の退避ルートの確保、あとは面体着装時の検索ロー

プを必ず着けるということです。２点目は濃炎熱気の実火災訓練施設の設置、

これは鳥取さんのやっていることと同じですね。あとはうち危機回避訓練とい

うのですがセルフサバイバル、チームサバイバル、こういったことで自力だっ

たり、チームで脱出する方法を整えています。最後の４つ目に出動態勢の見直

しです。指揮体制と安全管理面を強化するということで、今までの火災に出て

いる隊数を２隊増やして、指揮隊と特別消防隊を増やして強化を図っておりま

す。最後ですが、緊急事態を未然に防ぐというのも非常に大事だと思います

が、合わせて緊急事態になった時の対応というのも二つとも大事だと思います
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１条で動物も要救助者になります。動物の健康と安全を守らなくてはいけな

い。さらに 44条の２にはもしも動物を放置したり危険な状態になって動物の

健康と安全が損なわれれば 100万以下の罰金になります。さらに慰謝料も求め

られます。要救助者といっても一括りではなくて、様々なダイバーシティを考

えて訓練を取り入れてほしいと思います。特にペットであれば酸素投与とか心

肺蘇生法とか救急処置とか、人間と同じように行うことが出来ますので、ペッ

トも家族ですから、そのようなことも想定して様々な訓練を行っていただきた

いと思います。以上です。 

 

(田中) 

 ありがとうございます。一気に時代の流れに直面しているというのが分かり

まして、消防として色々考えなければいけないフィールドがもの凄く広がって

いるなと思いました。課題としてはまだまだたくさんあるのかなと感じたとこ

ろです。最後にまた要救助者の救助に話を戻していきたいと思います。発表の

中でもいくつかありました、そもそも緊急事態にならないためにはどうすれば

いいのかというのを最後に考えて、もし緊急事態になったらどうしなければい

けないのか、この区分は曖昧にしてはいけないところかなと思います。まずは

緊急事態に陥らないために平時からどんな準備をするかということにつきまし

て、名古屋消防局の長井さん、よろしくお願いします。 

 

(長井) 

 緊急事態を未然に防ぐということは非常に重要なことだと思います。どこの

消防本部も必要だと思います。我々は平成 30年に危機的な状態に陥って、そ

こから順次整備をしていった次第ですが、問題点を深掘りしてやらなければい

けないこと、すぐにやれることを見極めて優先順位をつけて順次整備を整えた

次第です。今現在の体制は４つほどあります。１つ目は活動における基本事項

の徹底です。従来からやってくれと言われていたことを再度徹底した次第で

す。具体的には屋内進入時の退避ルートの確保、あとは面体着装時の検索ロー

プを必ず着けるということです。２点目は濃炎熱気の実火災訓練施設の設置、

これは鳥取さんのやっていることと同じですね。あとはうち危機回避訓練とい

うのですがセルフサバイバル、チームサバイバル、こういったことで自力だっ

たり、チームで脱出する方法を整えています。最後の４つ目に出動態勢の見直

しです。指揮体制と安全管理面を強化するということで、今までの火災に出て

いる隊数を２隊増やして、指揮隊と特別消防隊を増やして強化を図っておりま

す。最後ですが、緊急事態を未然に防ぐというのも非常に大事だと思います

が、合わせて緊急事態になった時の対応というのも二つとも大事だと思います

ので、二つともを考えて対応することが大事だと思います。以上です。 

(田中) 

 ありがとうございます。今のお話の中で、陥らないためにどんな準備が必要

かということを、特に長井さんのところは隊員が本当に危ないところだったと

いうのを踏まえて、隊員を守るために考え抜いて作られたと感じました。 

一方で隠岐さん、やはり限られた人数で早く助けるということについてもなか

なか苦しいところではあるんですけれども、平時の訓練の中で、４人でやると

ころをどうやったら３人でやれるかいったお話をされていたかと思いますが、

その辺について大事にしている事はありますか。 

 

(隠岐) 

 やはり当局も危機的状況化に陥った場合の対処技術ということで、RIC/RIT

もですけれども、まずは隊員目線でしっかりと、個人で自分のことを守ること

を第一優先でやっております。また、それに関しまして、隊となった場合周り

がすぐ気づいて判断するということで、まず各隊員がどういうことをするのか

ということをしっかり隊長が把握する必要があると思います。また、日ごろの

訓練でこの隊員がどこまで能力があるか、どういうことが苦手・得意かという

のを小隊長が把握するように心がけております。また火災救助現場に関しまし

ては救助隊のみでは救助活動が出来ない部分もあると思います。もちろん消防

隊であったり、救急搬送をする救急隊であったりそれらの隊がしっかり連携を

とって他の隊がどういうことをしていてどういうアクションが起きたかという

のをしっかり把握できるように訓練を行っております。 

 

(田中) 

 ありがとうございます。もう一点別の観点から戸田さんと外崎さんに、やは

り我々の武器を上手に使う、今の話にあったように隊長がしっかりと判断が出

来る判断材料を提供できるような機器の使い方という面もあるのかなと思いま

したが、簡単で結構ですので外崎さんから COBRAの使い方で火災救助のような

事案に隊員が陥らないために COBRAをどう使うかということを、戸田さんにつ

いては上空から危険情報をいかに伝えるかということを一言ずついただいても

よろしいでしょうか。 

 

(外崎) 

 COBRAの使用方法については動画や資料で紹介させていただきましたけれど

も、非常にシンプルなもので、排気となっているような窓に設定をして室内環

境を改善できるという誰でも出来るような資機材となっておりまして、非常に
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簡単なものですので、どのような隊員でも火災現場でも対応ができるものとな

っております。判断材料に関しましても難しく考える必要はなくて、単純に排

気になっているからここに設定する、排煙して室内環境をクリアにする、クリ

アにすることで内部進入の安全性を向上させながら実施できるといったところ

がありますので、判断材料も非常に重要になりますが、早期に実施していくこ

とが非常に重要になっていくかと思います。以上です。 

 

(田中) 

 ありがとうございます。戸田さん、お願いいたします。 

 

(戸田) 

 ヘリの話で言うと、熱源の情報をどう伝えるかというところが一つのポイン

トになるんですけれども、明確に伝える目標があれば伝えやすいです。ですが

ヘリからの目線と地上の隊員の方からの目線というのは違いますので、そこで

やはりどうにも伝わらないという経験がよくあります。そこで記録集にも載せ

ていただいていますが、指差し誘導というのをうちでは取り入れていまして、

地上の活動隊の方に指をさしてもらって上空からでもその方が見ている位置を

しっかり見える化してもらって、それを元に誘導していく、そこに熱源がある

んですよという情報を的確に伝えることができるという事例を載せております

ので、そういった無線以外の部分というところでしっかり工夫をして伝えるよ

うにしております。以上です。 

 

(田中) 

 ありがとうございます。こういった使えるものをしっかりと使い切って、命

を危険に晒さないということも非常に重要かなと感じました。 

 そう言っている間にお時間がきてしまいまして、本当はもっと色んなお話を

この場で共有して皆さんに持って帰っていただきたいところではございますけ

れども、時間の限りがございますのでこのあたりで終了とさせていただきたい

と思います。最後に皆様に一言お願いと言いますか、守っていただきたいとい

う思いを伝えて締めとさせていただきます。 

 イギリスのサッチャーさんの言葉で「思いは言葉となり、言葉は行動とな

り、行動は習慣となり、習慣は人格となり、人格は運命となる」という言葉が

あります。本日は思いを言葉にしてもらった、そういう場だと思います。皆さ

んも共有させていただいたのかなと思います。次は皆さんが行動に移す番かな

と思っています。そして習慣にしていただいて、運命というのは我々は人命救

助に永遠に携わり続けると、そこを求め続けるというところかなと思いますの
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簡単なものですので、どのような隊員でも火災現場でも対応ができるものとな

っております。判断材料に関しましても難しく考える必要はなくて、単純に排

気になっているからここに設定する、排煙して室内環境をクリアにする、クリ

アにすることで内部進入の安全性を向上させながら実施できるといったところ

がありますので、判断材料も非常に重要になりますが、早期に実施していくこ

とが非常に重要になっていくかと思います。以上です。 

 

(田中) 

 ありがとうございます。戸田さん、お願いいたします。 

 

(戸田) 

 ヘリの話で言うと、熱源の情報をどう伝えるかというところが一つのポイン

トになるんですけれども、明確に伝える目標があれば伝えやすいです。ですが

ヘリからの目線と地上の隊員の方からの目線というのは違いますので、そこで

やはりどうにも伝わらないという経験がよくあります。そこで記録集にも載せ

ていただいていますが、指差し誘導というのをうちでは取り入れていまして、

地上の活動隊の方に指をさしてもらって上空からでもその方が見ている位置を

しっかり見える化してもらって、それを元に誘導していく、そこに熱源がある

んですよという情報を的確に伝えることができるという事例を載せております

ので、そういった無線以外の部分というところでしっかり工夫をして伝えるよ

うにしております。以上です。 

 

(田中) 

 ありがとうございます。こういった使えるものをしっかりと使い切って、命

を危険に晒さないということも非常に重要かなと感じました。 

 そう言っている間にお時間がきてしまいまして、本当はもっと色んなお話を

この場で共有して皆さんに持って帰っていただきたいところではございますけ

れども、時間の限りがございますのでこのあたりで終了とさせていただきたい

と思います。最後に皆様に一言お願いと言いますか、守っていただきたいとい

う思いを伝えて締めとさせていただきます。 

 イギリスのサッチャーさんの言葉で「思いは言葉となり、言葉は行動とな

り、行動は習慣となり、習慣は人格となり、人格は運命となる」という言葉が

あります。本日は思いを言葉にしてもらった、そういう場だと思います。皆さ

んも共有させていただいたのかなと思います。次は皆さんが行動に移す番かな

と思っています。そして習慣にしていただいて、運命というのは我々は人命救

助に永遠に携わり続けると、そこを求め続けるというところかなと思いますの

で、まずは今日こうして会場にいらした皆さん、それから画面上でライブ配信

でご覧になっている皆さん、みんなでまず行動を起こして、明日の救助のため

にしっかりとやれることをみんなで頑張っていきたいなと思います。本日はど

うもありがとうございました。 
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最新の救助トピックス 

 

消防庁国民保護・防災部 参事官 村川 奏支 

 

最新の救助関係の話題を４つほどご用意しました。 

 ・今年の大きな災害である熱海市の土石流災害の救助の様子 

・緊急消防援助隊の無償使用の枠組みですが、消防庁で整備する予定の救助

用資機材、車両についてのご紹介 

・今年度後半から来年度にかけて実施する救助に関する検討会 

・最後に国際消防救助隊の今後の予定 

をご紹介します。 

 熱海市の土石流災害の概要です。 

７月３日に土石流が発生し、390ｍの高さ

から、約１km、幅 120ｍにわたって土石流

が流れました。対応にあたっては、10都県

の緊急消防援助隊に出動いただきました。

この場を借りて改めて御礼申し上げます。 

災害の特徴として、大量の土砂が現場を

覆い尽くし、最初は土が水分を多く含み、

まるで沼のような状況で、隊員の移動もままならない状況でした。そうした中

で、情報収集、捜索救助の方法などを工夫しながら対応しました。 

その後も、大量の土砂が活動の支障となるなかで、関係機関が協力・役割分

担しながら活動に臨みました。 

以降、もう少し詳しく状況や良かった取組などを紹介します。 

災害現地を概観する地図です。 

土石流は左側から流れて、右にある線路

がある程度ブロックしましたが、最後は海

まで流れ着きました。救助現場は大量の土

砂に覆われ、要救助者もその多くは土砂の

なかに埋もれていました。情報収集し、安

否不明者の住所地を地図に落とし込み、そ

れをもとに現場で住家があったところやそ

の近辺を中心に捜索救助にあたりました。 

また、安否不明者の名簿を公表して、安否確認をスピードアップさせて、捜

索対象者を絞り込めたことが功を奏しました。 
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地図上の赤い○は、要救助者が発見された場所です。上流の左端から右まで

点在し、右端の海で発見された方もいらっしゃいましたが、多くは住家の近く

で発見されました。 

捜索救助にあたって、地図による情報の整理・共有、ドローンのようなツー

ルを使った情報収集が生かされた災害でした。 

こちらのスライドは、現地の様子を時系

列で並べたものです。 

左上からスタートして、当初は水を多く

含んだ泥と流木に覆われ、重機を入れるこ

ともできず、ひたすら人力による作業を強

いられました。 

写真２段目の活動２週目ごろから少しず

つ重機が入れられるようになり、写真３段

目の３週目ごろには、重機による土砂の大量排出と、人員の重点箇所へ集中投

入へと移っていきました。 

こうした熱海市での活動で、今後の風水

害時の参考になる情報をまとめた通知を８

月末に発出しています。 

すでにご覧になった方も多いと思います

が、今後の自然災害時の救助活動の改善に

役立ちますと幸いです。 

以降、その通知の内容をいくつかご紹介

します。 

熱海市の活動の際に役だった資機材の情

報を記載しています。 

装備としては胴長、活動に当たっては根

切りチェーンソー、建物内から土砂を排出

するための携帯型ベルトコンベア（無償使

用の重機搬送車に装備してあります）、大量

に土砂を取り除くための重機、情報収集手

段としてドローンが役立ちました。 

そして、ぬかるんだ土砂で動きがとりに

くい中で、コンパネが足場として大変役立

ちました。 

現地の状況に応じてアイデアも生かしながら、多様な資機材を活用されてい

たと感じました。 
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地図上の赤い○は、要救助者が発見された場所です。上流の左端から右まで

点在し、右端の海で発見された方もいらっしゃいましたが、多くは住家の近く

で発見されました。 

捜索救助にあたって、地図による情報の整理・共有、ドローンのようなツー

ルを使った情報収集が生かされた災害でした。 

こちらのスライドは、現地の様子を時系

列で並べたものです。 

左上からスタートして、当初は水を多く

含んだ泥と流木に覆われ、重機を入れるこ

ともできず、ひたすら人力による作業を強

いられました。 

写真２段目の活動２週目ごろから少しず

つ重機が入れられるようになり、写真３段

目の３週目ごろには、重機による土砂の大量排出と、人員の重点箇所へ集中投

入へと移っていきました。 

こうした熱海市での活動で、今後の風水

害時の参考になる情報をまとめた通知を８

月末に発出しています。 

すでにご覧になった方も多いと思います

が、今後の自然災害時の救助活動の改善に

役立ちますと幸いです。 

以降、その通知の内容をいくつかご紹介

します。 

熱海市の活動の際に役だった資機材の情

報を記載しています。 

装備としては胴長、活動に当たっては根

切りチェーンソー、建物内から土砂を排出

するための携帯型ベルトコンベア（無償使

用の重機搬送車に装備してあります）、大量

に土砂を取り除くための重機、情報収集手

段としてドローンが役立ちました。 

そして、ぬかるんだ土砂で動きがとりに

くい中で、コンパネが足場として大変役立

ちました。 

現地の状況に応じてアイデアも生かしながら、多様な資機材を活用されてい

たと感じました。 

７月３日以降も雨が降り続き、二次災害

の恐れがある中での活動でしたので、安全

管理が大きな課題でもありました。 

そうしたなかで、国土交通省のテックフ

ォースが更なる崩落の危険に対して、土石

流発生の地点の監視活動を支援し、消防研

究センターが二次災害の評価やドローンに

よる状況把握を行ってくれました。 

救助活動には、自衛隊、警察と連携してあたりました。 

他の実働機関とうまく連携するには、情

報共有、それに基づく適切な方針決定、そ

れぞれの機関の能力に合った役割分担が求

められます。 

熱海市では、消防長が全体総括・方針決

定の役割を担われましたが、その調整にあ

たって、左上の写真にあるように、毎日２

回熱海消防署で合同調整会議を実施しまし

た。 

関係者が一堂に集まって情報共有し、消防、自衛隊、警察が隊の規模や能力

を踏まえつつ、エリア分けをして救助活動にあたりました。 

私も消防庁リエゾンとして現地に派遣されましたが、連携の大事さを感じた

出来事として、茨城県の大隊が活動する現場で、大きな流木が活動の支障とな

っていました。それを除去するにあたって、自衛隊が保有する大型のグラップ

ルで、自衛隊に除去していただきました。 

また、自衛隊はクローラーのダンプ車両も保有しており、普通の車両では入

れない悪状況の土砂を排出するのに貢献しました。我々が保有しない車両を自

衛隊がお持ちで、大変助かりました。 

７月半ば以降は、土砂を大量排出するために地元の建設企業が入りました。

実働機関が現場に重機を入れるための砂利道も整備していただきました。建設

業者は土砂災害で大きな役割を担うと強く感じました。 

災害時には、発生した課題に対して、誰が何を得意とするのかを考えなが

ら、広く協力を求める調整力も重要となります。現場を指揮する方々（中隊長

以上のクラスの方々）には関係機関と連携する意識を強くもっていただき、そ

ういった機関と顔の見える関係をぜひ築いていただくことを期待しています。 
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ここからは、緊急消防援助隊の無償使用

の枠組みで整備する、救助用の車両・資機

材の紹介です。 

「防災・減災、国土強靱化のための５か

年加速化対策」という閣議決定されている

枠組みに基づき、令和３年から令和７年に

かけて整備を進めていきます。 

今後、特別高度工作車を 12台整備する

予定ですが、先般閣議決定された令和３年度補正予算案（令和３年 12月 20日

成立）のなかで、特別高度工作車６台分の予算を確保していますので、配備を

進めていきます。 

NBC対応の資機材の整備も進めていきま

す。 

代表消防本部や政令市に、緊急消防援助

隊の NBC災害即応部隊を組織していただい

ておりますが、その 54本部を対象に、化学

剤同定装置や検知器、大型除染システムの

配備を進めていきます。 

このたびの補正予算案では 18セット分の

予算を計上しています。 

続いて、さきほどお話しした熱海市の土

石流災害の経験を踏まえて、新たな車両の

配備を行います。オフロード対応の小型車

両で、コンテナを搭載できて搬送能力に優

れた車両です。 

東京消防庁さんが熱海市の現地で活用さ

れ、熱海市の急傾斜地かつ道も狭い状況の

なかで、情報収集や資機材の運搬に力を発

揮しました。 

この車両は、クローラーにつけかえることで雪や火山灰に覆われたエリアも

走破可能です。大雪や林野火災など様々なシチュエーションで多様な役割を担

うモノと期待しております。緊援隊派遣のみならず、地域の普段の災害でも活

用していただき、緊援隊が必要になるような大規模災害に備えていただきたい

と思っています。 

この予算も今年度の補正予算案に計上しており、緊援隊の無償使用の枠組み

で６ブロック３台ずつ合計 18台を配備する予定です。 
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ここからは、緊急消防援助隊の無償使用

の枠組みで整備する、救助用の車両・資機

材の紹介です。 

「防災・減災、国土強靱化のための５か

年加速化対策」という閣議決定されている

枠組みに基づき、令和３年から令和７年に

かけて整備を進めていきます。 

今後、特別高度工作車を 12台整備する

予定ですが、先般閣議決定された令和３年度補正予算案（令和３年 12月 20日

成立）のなかで、特別高度工作車６台分の予算を確保していますので、配備を

進めていきます。 

NBC対応の資機材の整備も進めていきま

す。 

代表消防本部や政令市に、緊急消防援助

隊の NBC災害即応部隊を組織していただい

ておりますが、その 54本部を対象に、化学

剤同定装置や検知器、大型除染システムの

配備を進めていきます。 

このたびの補正予算案では 18セット分の

予算を計上しています。 

続いて、さきほどお話しした熱海市の土

石流災害の経験を踏まえて、新たな車両の

配備を行います。オフロード対応の小型車

両で、コンテナを搭載できて搬送能力に優

れた車両です。 

東京消防庁さんが熱海市の現地で活用さ

れ、熱海市の急傾斜地かつ道も狭い状況の

なかで、情報収集や資機材の運搬に力を発

揮しました。 

この車両は、クローラーにつけかえることで雪や火山灰に覆われたエリアも

走破可能です。大雪や林野火災など様々なシチュエーションで多様な役割を担

うモノと期待しております。緊援隊派遣のみならず、地域の普段の災害でも活

用していただき、緊援隊が必要になるような大規模災害に備えていただきたい

と思っています。 

この予算も今年度の補正予算案に計上しており、緊援隊の無償使用の枠組み

で６ブロック３台ずつ合計 18台を配備する予定です。 

ここからは救助に関する有識者検討会についてです。 

こちらのグラフは、年代ごとの消防吏員

数と平均年齢の推移です。左端が平成 23年

で、右端は令和２年となっています。折れ

線グラフが平均年齢を示していますが、こ

の 10年程度で２歳近く若返っています。 

その大きな要因としては、左の方のオレ

ンジ色の棒グラフが 50歳代の数で、それが

右にいくにつれてどんどん減っていること

がみてとれます。大量退職が進んでいます。それを補う形で、若い人が増えて

います。 

つまり、技術を知り・経験をもつ職員が抜けて、若返りが進み、若い職員へ

の技術の伝承が課題となっていることが推察されます。 

こちらは、事故種別ごとの救助活動件数

の推移です。 

５年ごとになっていますが、一番左の赤

い部分の火災における救助活動は減少を続

けています。また、交通事故も減少し続け

ています。 

その一方で、救助件数の総数は増える傾

向であり、なかでも建物等の救助が増えて

います。高齢化が進む中で、高齢者の安否確認が増えていることが背景にあり

ます。 

救助技術のベースとなっているのは火災対応ですが、火災が減少することで

技術を身につける機会も減少しています。 

救助活動の内容も多様化し、そうした変化の中で適切な救助方法の選択と判

断を、隊長クラスの方々が身につけることが求められています。 

また、経験に依存せずに救助技術を身につけられる効果的な教育・訓練手法

が求められます。 

今日の発表にもあったウェアラブルカメラ映像の活用というのは、ひとつの

ソリューションにつながるように感じます。 

つづいて、自然災害の救助件数の推移です。災害が頻発化、激甚化してきて

います。 

平成 30年は西日本豪雨、令和元年は 19号台風、令和２年は九州を中心とし
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た豪雨、そして今年も熱海市や西日本を中

心に豪雨にみまわれました。 

大規模な自然災害の対応には、さきほど

の熱海市の話でもふれましたが、消防だけ

ではなく、自衛隊、警察、国土交通省など

の他の機関と連携して救助に臨むことが求

められます。 

関係機関と効果的に連携をはかること、

それを行える人材が重要になっています。 

このような課題に対応するため、人材育

成をテーマに、有識者、消防本部、関係機

関にご参加いただいて、検討会を開催して

おります。 

先日第１回を開催しましたが、今年度、

来年度と１年半にわたって、中核人材の育

成、効果的な教育体制、関係機関連携の３

つを主なテーマとして検討して参ります。 

成果としては、教育訓練のガイドラインや情報共有手法などを想定していま

すが、検討をしながら具体化していきたいと思います。 

また、並行して、関係機関の実務者による検討も実施して、災害のフェーズ

に応じて関係機関で調整すべきことや各機関が得意とする救助技術や保有機材

などをまとめた要領のようなものを作りたいと思っています。 

皆様にとって役立つ成果が出せるように、現場の声・ニーズを大事にしなが

ら、検討を進めていきます。 

最後に、国際消防救助隊 IRTについてです。我が国の消防による国際貢献と

して大きな意義を持つものと考えております。 

近年派遣の機会はないのですが、今年８月のハイチの地震では、アメリカな

どの国々がハイチ政府の要請に応じて、救助チームを派遣しています。国内だ

けでなく、いつ起こるか分からない海外の災害に対しても、緊張感と技術を維

持していくことが必要です。 

IRTは、国際緊急援助隊、JDRの救助チームの一員として、海外で救助にあ

たるわけですが、国際機関が求める救助技術水準をクリアする必要がありま

す。日本国内にはない救助技術も身につけることが求められ、また、ともに活

動する警察、海保とのコミュニケーションも重要です。 

そのため、国際機関の求める水準に到達できる隊員を確実に確保できるよう

に、現在 600名ほどの IRTの登録隊員数は増やさず、集中的に訓練等を実施す
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た豪雨、そして今年も熱海市や西日本を中

心に豪雨にみまわれました。 

大規模な自然災害の対応には、さきほど

の熱海市の話でもふれましたが、消防だけ
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それを行える人材が重要になっています。 
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に、現在 600名ほどの IRTの登録隊員数は増やさず、集中的に訓練等を実施す

ることとしています。 

IRTの今後の活動予定ですが、消防庁で

訓練やセミナーを実施しており、先日千葉

で訓練を実施し、今後１月に浜松で訓練、

２月にセミナーを行います。 

来年度は大きな節目です。11月に国際機

関から指名された海外の専門家が来日し、

日本の救助チームの能力評価を行います。

36時間にわたってブリーチングやロープ、

クリビング、ショアリング、CSRなどの救助実技を行い、国際機関が要求する

水準を IRT隊員がクリアしなければなりません。 

能力評価の話に限らず、身の回りに登録隊員がいらっしゃったら、日々の

IRT訓練等へのご配慮・ご支援をいただければ幸いです。 
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参考（各消防本部事例研究集） 

 

 

 

 

 

 ※  今回のシンポジウム開催に伴い、

全国から募集した事例研究を掲載

しております。 
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時代、社会の変化と火災の変化及びそれに伴う安全活動への考察 

 

                       つくば市消防本部 

                            消防司令補 髙谷 英太郎 

 

１ はじめに 

  災害は、社会の中で起こる。火災も然りである。ゆえに火災を知るためには、

時代や社会の変化を見極め、それに伴う火災の変化を把握しなくてはならない。

そして、その変化を把握した上で、様々な取り組みを行っていくことが、要救

助者と救助者の安全を守る火災時の救助活動につながっていくのではと考え

る。          

この発表では、時代、社会の変化とそれに伴う火災の変化を考察し、火災時

において安全な救助活動を行うために、自所属で取り組んでいることを紹介し

ながら、どのようにして安全活動につなげていくかを考えていきたいと思う。 

 

２ 火災と住宅の現況 

  まずは火災件数の変化であるが、最近 10 年の傾向を見ると顕著に減少して

いることが分かる。火災全体の件数で見ると、平成 21 年に 51,139 件であった

のが令和元年には 37,638 件となっており 26.3 パーセント減少している。死

者数では平成 21 年に 1,877 人だったのが令和元年には 1,486 人となっており

20.8 パーセント減少している。住宅火災の件数で見てみると、平成 21 年に

14,778 件であったのが令和元年には 10,058 件となっており 31.9 パーセント

減少している。死者数では平成 21 年に 1,023 人であったのが令和元年には 899

人となっており 12.1 パーセントの減少となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     『出典：令和２年版消防白書』 

 

次に、居住している住宅数について見てみると、平成 30 年時点において 1980

年以前に建築された住宅は 1,160 万戸で全体の約 24 パーセントとなっており、

1981 年以降に建築された住宅は 3,612 万戸であり全体の約 76 パーセントとな

っている。 
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『出典：総務省平成 30 年住宅・土地統計調査』 

 

３ 火災と住宅の現況からの考察 

  火災の件数が減少している要因としては、火災原因として上位を占めている

ガスコンロの平成 20 年の安全装置義務化や、石油ストーブなど石油燃焼機器

への平成 21 年の安全装置義務化、オール電化の普及、喫煙者の減少や電子た

ばこの普及などが考えられる。 

一方、死者数については、火災の件数の減少とともに減少はしているものの、

その減少率は火災の件数のものより小さくなっている。建物火災の８割以上を

占める住宅火災でその値を見てみると、その傾向は顕著となり、火災の件数が

10 年で 31.9 パーセント減少しているのに対し、死者数の減少は 12.1 パーセ

ントにとどまっている。では、平成 18 年の住宅用火災警報器の設置義務化が

あったにもかかわらずこのような傾向がみられるのはなぜなのであろうか。こ

れには時代の変化、社会の変化がかかわっていると考える。 

時代の変化、社会の変化でまずいえるのは高齢化である。住宅火災において

は死者数の７割以上を 65 歳以上の高齢者が占めている。そして全人口に対す

る 65 歳以上の割合は 2020 年で 28.7 パーセントであり、2040 年には 35 パー

セントにまで上昇することが予想されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『出典：総務省 統計からみた我が国の高齢者』  
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『出典：総務省 統計からみた我が国の高齢者』  

次にいえることは貧困化である。日本の 2018 年の相対的貧困率は約 15 パー

セントであり先進国の中ではトップクラスである。身寄りのない高齢者や老々

介護、ひとり親家庭の増加、子供の貧困など二極化をともなった貧困化は進行

しており、コロナ禍においてその傾向は更に強まることが予想される。全てに

いえることではないが、生活困窮者は生活基盤が成り立っていない場合が多い

傾向にあり、災害弱者、ついては火災に対する弱者になる可能性が高いのでは

ないかと考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『出典：厚生労働省 2019 年国民生活基礎調査』 

 

では、火災について考えるとき、住宅においては時代の変化、社会の変化は

関係しているのであろうか。私は大いに関係していると考える。変化として一

番にいえることは建物構造の変化ではないだろうか。従来の日本の住宅は、日

本の温暖湿潤な気候に合わせ低気密な構造で建てられたものが多かった。裸木

造や低気密な防火造の住宅などである。このような住宅が火災になったときに

どういう火災性状を見せるかというと、低気密であり酸素の流入が容易なため、

消防隊現場到着時には火災は最盛期であり、まずは外からの放水を主体とした

活動となることが多かった。 

対して近年建てられた住宅はどうかというと、国の政策である省エネルギー

住宅に代表される高気密・高断熱な構造であり、内部はプラスターボードなど

の不燃材料や準不燃材料で仕上げられていて、火災時に建物の躯体が守られる

構造となっているのである。このような住宅での火災性状は鉄筋コンクリート

構造の建物のような性状となり、消防隊現場到着時に区画内火災を呈し、建物

構造も保たれた状態であるため屋内進入しての救助、消火活動になるのである。

ここで前記した居住している住宅数について再度見てみると、平成 30 年時点

において 1980 年以前に建築された住宅は 1,160 万戸で全体の約 24 パーセン

トとなっており、1981 年以降に建築された住宅は 3,612 万戸であり全体の約

76 パーセントとなっている。ここから何がいえるかというと、築年数が浅い住

宅の割合は年々増加しており、住宅はある意味消耗品なのでその傾向はさらに

強くなるということである。それに伴い区画内火災の火災性状を呈した建物火

災により、屋内進入しての救助、消火活動が増えていくのではないかと考える
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のである。 

住宅火災に関して、屋内進入しての救助、消火活動が増える要因としてもう

一つ考えられるのは耐震基準の強化により屋根が軽くなったということであ

る。1981 年の建築基準法施行令の改正による耐震基準の強化により、屋根材の

軽量化が進み、ガルバリウム鋼板などの金属製屋根材の重さは従来の日本瓦の

重さの十分の一ほどになっている。屋根が軽いと火災時においても建物が倒壊

する可能性が低くなるため、屋内進入を選択する活動は増えていくと考える。 

 

４ 前記考察から見えてくる、これからの火災救助の傾向 

  火災件数が減少している中で、高齢化や貧困化により火災による死者数、要

救助者数は増えていく傾向にある。また、住宅構造の変化に伴う区画内火災の

増加により、消防隊現場到着時の要救助者の生存確率も高まっていくものと考

えられる。 

つまり、火災出場件数は減っているにもかかわらず、屋内において生存した

要救助者がいる火災に出場する可能性は高くなっているということである。 

要救助者が屋内にいるということは、屋内進入しての救助活動が考えられる

わけであるが、近年の殉職事故を見てみると要救助者の有無にかかわらず屋内

進入時に火災性状が悪化して殉職しているケースがほとんどである。そこで自

所属においては、主に区画内火災の救助活動にフォーカスして取り組むことに

より火災事案での受傷者を減らすことを目指している。 

 

５ 自所属での取り組み 

  自所属では、当務での訓練を最重要と考え取り組んでいる。なぜかというと、 

 現場で実際に活動をともにするのは所属の仲間たちだからである。 

  当務での訓練を質の高いものにするするために、まずはなぜその訓練をする

のか、みんなで共通認識を持つために教養を実施し、同じ認識のもと訓練に臨

めるようにしている。 

火災に関する教養の中で最重要視しているのは、火災についての原理原則を

徹底的に知ることである。区画内火災での活動において、まずは火災の現象を

はじめ火災のことをよく知らなくてはならないと考えるからである。 

次に、教養で得た知識を可視化することにより、一層根づかせるためにファ

イヤーコントロールボックスを用いた燃焼実験を行っている。燃焼実験で実際

の火災現象を見ることにより、知識と実際の現象のリンクを図り現場において

火災を評価する能力の向上に励んでいる。また、燃焼実験は担当を輪番制とし

て実施し、自らが主体的になって行うことによりさらなる効果の増幅を図って

いる。 
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  そして教養やファイヤーコントロールボックスを用いた燃焼実験を実施し

た上で各火災救助の訓練を実施する。火災救助を訓練する上でネックとなるの

は、やはり実際の火災現象を起こして訓練することが困難なことである。それ

を補うために教養や燃焼実験にて火災について学び、より実際の現場活動に近

い感覚で訓練に臨むことが大切だと考えている。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

さらに、個人では外部の講習、勉強会への参加やプライベートでの自主勉強   

会を実施し知識、技術の習得に励み、当務の訓練に還元できるように各々自己

研鑽に励んでいる。 
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６ おわりに 

  火災は、複雑なものである。そして時代、社会の変化により火災も絶えず変

化している。また、市民が消防に求めることも変化している。消防もそれらの

変化に対応し絶えず変化しなくてはならない。 

  火災現場に安全な現場などない。自分たちの知識、技術、チームワークによ

り現場に内在する危険を内包し安全活動につなげていくのである。そして内包

できる危険の大きさも自分たちの絶え間ない努力により大きくしていくこと

ができるのである。 

消防の仕事は消防法第１条に謳われているように崇高なものである。要救助

者の安全、救助者の安全を守り、その負託に答えていけるよう消防の本質を求

めて、絶えず努力していこうと考えている。 

 

安全活動 

  

 

知識、技術、チームワーク  

 

現職 
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リスクを把握し回避する 

 

茨城西南広域消防本部 

消防士長 永塚 一樹 

 

１ はじめに 

   火災現場に限らず私たちが出動するすべての現場に安全はない。常に危険と隣合わ 

  せであることは言わずもがなであり、そのために「安全管理」を意識した訓練や現場

活動を展開してきている。 

   訓練時に安全管理員を配置する意味は訓練実施者の危険行動や、不安全行動を指摘

し事故を未然に防ぐためであり、それを指摘するということは危険な結果になりうる

ことを予測しているということでもある。しかし現場は訓練と同様とはいかず危険行

動を指摘する人は少なく見過ごされがちである。だから自分の判断や行動にどれだけ

のリスクがあるのかを把握しているのと、していないのでは同じリスクでもその大き

さが違うのではないだろうか。炎には防火衣で、煙には呼吸器でリスクを回避してい

るように「リスクを把握し回避する」これこそが安全のない現場活動を安全に完遂す

るために必要なスキルではないかと思う。 

 本事案は木造家屋建物火災での２階から要救助者を救出したものであるが、本件を

振り返りリスクを把握して回避した活動を紹介する。 

 

２ 木造家屋建物火災での２階から要救助者を救出した事案 

（１）発生日時 

令和２年７月 27日 16時 52 分覚知 

（２）発生場所 

   茨城県古河市内 

 （３）火災概要 

   １人暮らしの住人が自宅の各部屋に火を着ける。それにより住宅１棟が半焼する建物

火災となる。 

 （４）活動概要 

   火災指令により指揮隊１隊、消防隊３隊、救助隊１隊、救急隊１隊の計６隊が出場

する。指令センターより「建物から煙が出ていて、２階に逃げ遅れが１名いる。」と情

報を得る。現場到着時２階の窓から手を振っている要救助者を確認する。建物から炎

は見分できず、２階の窓から白煙が噴出している。先着隊は消防隊の１隊３名のみで

機関員はポンプ操作を行うため、隊長の私と隊員の２名で救出準備にあたる。１階の

窓、玄関及び勝手口の扉はすべて施錠され開放できないため、三連梯子を要救助者の

いる窓へ架梯する。しかし人ひとりが通れる程の小さい窓で、呼吸器着装状態では窓

を通れないため窓越しに要救助者を確保する。さらに要救助者は精神疾患があり、何

度も部屋の中へ戻る仕草をするため、隊員１名での救出ができない。要救助者の呼吸

管理ができるよう顔を窓の外に出した状態で確保を継続する。その間に機関員が延長
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したホースで後着隊隊員が要救助者のいる部屋へ放水を開始し援護注水及び延焼の阻

止を行う。その後、後着隊の三連梯子を架梯し、救出の補助を受けながら介添えにて

救出する。 

 

【救助した窓。 左側の窓から救出している。】 

        

 

３ 把握できたリスクと回避方法 

 （１）放水が先か要救助者への接触が先か 

   現場到着時２階の窓に要救助者を確認するも活動人員が不足しているのは明らかで 

ある。人命救助が最優先でも救出準備が先か、人員が整うまで放水を優先させ火煙か 

ら要救助者を守るかは、状況判断をする隊長次第だ。今回は結果論ではあるが放水を 

優先し活動していたら、進行していく火災により要救助者が煙にまかれ意識を失い救

助活動のリスクがさらに高くなる可能性がある。また要救助者に意識がある状態で窓

際にいたことも救出準備を優先させた判断材料になった。救助にあたる人員が少なく

とも最優先で要救助者に接触し確保できたことが早期の救出に繋がった。 

 

 （２）要救助者への接触と確保態勢 

   三連梯子を要救助者の元へ架梯したのは隊長の私と隊員の２名である。要救助者に

意識があり、自ら動けるようなら隊員１名での救出は可能だ。しかし要救助者には精

神疾患があり将来を悲観して自らが放火し火災に至っている。それでも救出を求めた

のは想像以上の息苦しさに耐え切れなかったためと推測するが、救出されたくないと

部屋の中へ戻る仕草があるなかで要救助者が呼吸をするために窓から顔を出した瞬間

を取り抑えるかたちで確保ができた。救出はできずとも顔が窓の外に出た状態で要救

助者を確保できたことは呼吸管理の面ではリスク回避ができた。 

 

 （３）救出のタイミング 

   精神疾患持ちの要救助者で隊員１人では救出ができない状態は先述したとおりであ 

  る。しかし火災は進行し状況は悪くなる一方であり、救助する側もいつまでもこのま

まではいられない。そのときに後着隊からの放水が始められた。それにより熱から要

救助者を守れることが頭をよぎったため、急ぎつつもより確実に救出する方法として

三連梯子をもう１基架梯し別隊員の救出補助を受けながら救助した。 

   結果２基目の三連梯子が架梯されてからは円滑に救出ができたが、無理やりにでも
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 （３）救出のタイミング 

   精神疾患持ちの要救助者で隊員１人では救出ができない状態は先述したとおりであ 

  る。しかし火災は進行し状況は悪くなる一方であり、救助する側もいつまでもこのま

まではいられない。そのときに後着隊からの放水が始められた。それにより熱から要

救助者を守れることが頭をよぎったため、急ぎつつもより確実に救出する方法として

三連梯子をもう１基架梯し別隊員の救出補助を受けながら救助した。 

   結果２基目の三連梯子が架梯されてからは円滑に救出ができたが、無理やりにでも

要救助者を引っ張り出していたら三連梯子が動揺し確保しきれず、三連梯子が転倒し

て負傷することも想定できる。夢中で救助活動にあたっていたが、そのなかでも冷静

な判断ができていた。 

 

４ リスクを把握し回避するためには 

   現場活動ではリスクを把握し回避できれば安全な活動に繋がるが、リスクを把握す

る力、リスクが及ぼす結果を見抜く力を鍛えなければ安全な現場活動の完遂には至ら

ない。そのためには訓練や過去の事例からヒヤリハットを学ぶ必要がある。 

私の勤務する茨城西南広域消防本部では火災に強い部隊を育成する目的で作られ

た『特別消火指導員制度』が令和２年４月から導入されたので紹介する。 

選抜された消防隊員は７日間の『特別消火指導員育成プログラム』を行う。『特別

消火指導員育成プログラム』とは、コントロールボックスを活用した火災性状の講義、

消火戦術をもとにした屋内進入要領の実技、ＫＹＴ等の座学による安全管理などの最

新の知識を学ぶプログラムである。このプログラムを修了することにより、特別消火

指導員が所属に持ち帰り、組織全体への知識、技術の定着を行っている。 

  『特別消火指導員制度』とそのプログラムを紹介したが「リスクを把握し回避する」 

スキルは特別な訓練だけで鍛えるものではなく、普段の訓練のなかでいかにリスクを 

意識した訓練ができるかどうかである。効果的な訓練も意識する、しないで大きな差

が生じてしまう。 

 

【特別消火指導員育成プログラム中のコントールボックスを使用した火災性状の講義】 

   

 

５ おわりに 

自分の判断や行動にどれだけのリスクが潜んでいるのか把握できれば回避すること

に繋がり、結果安全な活動が展開できると説いてきたが現場活動において最も重要に

なるのが最善策を見出すことである。その最善策を瞬時に判断し、リスクを把握でき

るよう常日頃の訓練を無駄にせず、最善の判断ができるよう日々精進していきたい。  
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現職 

茨城西南広域消防本部 古河消防署 特別救助隊 

 

職歴 

平成 18 年４月 茨城西南地方広域市町村圏事務組合消防本部 採用 

平成 21 年４月 古河消防署 特別救助隊 

平成 29 年４月 下妻消防署 特別救助隊 

令和 ２年４月 現職 
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受傷事故防止は現場の前から 

 

                             茨城西南広域消防本部 

消防士長 飯島 政弥 

 

１ はじめに 

  毎年、必ずと言っていいほど耳にする火災による消防職員の死傷事故、メディアで取

り上げられるものはごく一部であり、大小問わなければその数はかなり多いものと考え

ます。また、火災現場において受傷には至らなかったがその危険性が十分にあったとい

う場面を経験した人も少なくないはずです。 

火災では、その発生原因や現場模様が異なり受傷リスクの予測が極めて困難な場合や

対策を講じていれば防ぎえた可能性があった場合と様々な状況下にあります。少しの認

識の違いで重大な事故につながることも十分に考えられます。そこで今回、消防組織と

して事前に講じることのできる対策に目を向け当消防本部での取り組みや今後に期待の

できる教養について紹介したいと思います。 

   

２ 火災発生件数と消防職員の受傷事故件数 

  まず、全国規模で見た火災の発生状況と消防職員の受傷事故について見ていきたいと

思います。ここでは、火災の規模が比較的大きく活動時間が長期化しやすい建物火災に

ついて統計をグラフにまとめました。このグラフは、総務省消防庁の火災統計をもとに

平成 22 年から令和元年まで直近 10年間の建物火災の発生件数を示したものです。図１

が示すものは建物火災の件数、図２が示すものは火災による消防職員の受傷件数になり

ます（消防職員の受傷件数は総火災でのものであり種別で区分はされていません）。この

グラフで分かるように平成 22 年から令和元年までの 10 年間、建物火災の件数は緩やか

に減少傾向にあります。しかしながら消防職員の受傷件数は増減を繰り返し現在に至り

ます。このことから消防職員の火災による受傷件数は、火災の発生件数に紐づくもので

はないと言えます。 

 図１ 
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 図２ 
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３ 原因 

  時代の流れとともに一般住宅は変化しています。防犯性や性能向上が進みデザインの

多様性による開口部の減少といったシンプルなデザインの住宅が目立つようになりまし

た。このように住宅の構造が多種多様化している現在、消火戦術も合わせて変化させて

いく必要があると考えます。そんな中、現代では消防組織の若年化が進み消防力の低下

が懸念されています。当消防本部では、全職員数 455名のうち 30 歳以下が 205 名と半数

近くを占めています。また、勤続年数が 10 年未満の職員は 220名とこちらも半数近くを

占めています（令和２年４月１現在）。このような若年化は、当消防本部に限らず全国的

に見られることではないでしょうか。経験や技術も違う職員がひとつの活動隊として現

場に向かうと当然活動や認識に差が

生じてしまいます。 

ここで、この認識の差を示す方法

として次のイラストをもとに危険予

知トレーニングを実施しました。対

象者の基準を勤続年数 10年以上、10

年未満と区分しそれぞれ 15名の職

員に実施しました（ここでは、消火

隊員、救助隊員、救急隊員等の区分

はしていません）。現場で瞬時の判断

を求められる場面を想定し３分間で

実施しています。結果は勤続年数 10

年以上の職員は、危険要因を平均で

4.06箇所把握したのに対し、10 年未

満の職員は、2.66箇所というもので

した。これは、同じひとつの現場で

あるにもかかわらず立場や経験から

見えている景色が違っていることを

意味しています。この見え方の違い

が混乱の多い火災現場での受傷事故
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象者の基準を勤続年数 10年以上、10

年未満と区分しそれぞれ 15名の職

員に実施しました（ここでは、消火

隊員、救助隊員、救急隊員等の区分

はしていません）。現場で瞬時の判断

を求められる場面を想定し３分間で

実施しています。結果は勤続年数 10

年以上の職員は、危険要因を平均で

4.06箇所把握したのに対し、10 年未

満の職員は、2.66箇所というもので

した。これは、同じひとつの現場で

あるにもかかわらず立場や経験から

見えている景色が違っていることを

意味しています。この見え方の違い

が混乱の多い火災現場での受傷事故

を招く大きな原因になると考えます。 

建物火災では、各署所から消火小隊や救助小隊、救急隊等が集結し現場最高指揮者の

下、消火や人命救助といった活動に入ります。大勢が赤と判断しているものに対し一人

でも青に見えている隊員がいると活動の方向性に統一が持てません。進行性の火災に対

し共通認識の上、現場の情報を同じように把握し、同じような活動イメージを持つこと

が重要と言えます。 

 

４ 当消防本部の取り組み 

  当消防本部では、特別消火指導員制度を設けています。ここでの取り組みは、若手職

員を中心とした人材育成はもちろん、組織として現場活動の主義についての共通認識を

構築することを目的としています。 

特別消火指導員は、経験を積み指導的立場にある職員から任命され、その育成プログ

ラムを修了します。特別消火指導員が集まり通年計画の基、訓練や研修を実施しその成

果を各所属に持ち帰り伝達指導します。 

 

特別消火指導員の育成プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例えば、火災おいては、一般住宅（木造）を簡易的に再現したコントロールボックス

を使用し燃焼の経過や火災の成長を表現します。その中で、吸気や排気、中性帯の発生

状況、急激な酸素供給による異常燃焼と火災性状について理解を深めます。他にも、人

工的にロールオーバーやフラッシュオーバーを発生させ、その兆候や危険性について体

験することで感受性を高めます。このコントロールボックスには開口部の配置を自在に

変更できるメリットがあり多種多様化する建物構造からどのような消火戦術が適してい

るのか実際に目で見てイメージをすることができます。イメージを持たせた上で訓練を

実施することが重要であり、そうすることで行動力や判断力が養えます。そこから更に
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屋内進入や三連梯子を用いた救出法などへと訓練を展開していき主義の統一を図ってい

くのです。若手職員からベテラン職員まで同じ認識を持った上で技術を高めることによ

り組織としての消防力が向上します。もちろん現場には臨機応変な対応も必要となりま

すが、個人の土台をしっかりと構えることで各隊のスムーズな連携につながり事故の発

生率が抑えられると考えます。 

 

コントロールボックスを使用した研修 

  

 

５ 今後、期待のできる展開 

  現代社会においては、デジタル化が進み会議や商談がウェブやオンライン上で行える

ように変化しています。デジタル化により今までかかっていた手間や時間が省け業務効

率が向上すると言われています。もし、このデジタル化が消防に取り入ることができれ

ば情報が圧倒的に増え教養の幅が広がるのと考えます。現在も、消防大学校のｅラーニ

ングや情報支援共有ツールといったネットワークを使用したシステムは存在しており有

効に活用されています。このようなシステムを応用し、全国または都道府県単位で各消

防機関で発生した特異事例、訓練内容、研究成果を映像として集約することで更なる有

効性を持つと考えます。ウェブを利用し火災現場でとった戦術や貴重な体験を実際の声

として聞くことも可能になってきます。リアルな映像を通し実火災を共有することで、

各消防機関が複雑化する火災においてイメージし対策を講じることができるようになり

ます。そして、現場経験の少ない若手職員の思考を広げることにも最適であり、若年化

の懸念への緩和策として高い効果があると考えます。 

 

６ おわりに 

消防の現場活動において要救助者の命を守ることは、最優先事項であり最大の目的で 

あります。それに合わせ、我々消防職員の命も同等に守られなければなりません。どの

ような現場でも危険と隣り合わせではありますが、特に進行性の火災においてはより危

険性が高くなります。冒頭で述べた通り、様々な受傷原因がある中、組織としてとれる

対策はあります。受傷事故を引き起こす場面に遭遇した際の適応力や対応力はもちろん

ですが、日頃から安全管理や危険要因の理解に注力し、一人ひとりの価値観を高める努
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として聞くことも可能になってきます。リアルな映像を通し実火災を共有することで、

各消防機関が複雑化する火災においてイメージし対策を講じることができるようになり

ます。そして、現場経験の少ない若手職員の思考を広げることにも最適であり、若年化

の懸念への緩和策として高い効果があると考えます。 

 

６ おわりに 

消防の現場活動において要救助者の命を守ることは、最優先事項であり最大の目的で 

あります。それに合わせ、我々消防職員の命も同等に守られなければなりません。どの

ような現場でも危険と隣り合わせではありますが、特に進行性の火災においてはより危

険性が高くなります。冒頭で述べた通り、様々な受傷原因がある中、組織としてとれる

対策はあります。受傷事故を引き起こす場面に遭遇した際の適応力や対応力はもちろん

ですが、日頃から安全管理や危険要因の理解に注力し、一人ひとりの価値観を高める努

力をすることで防ぎえた受傷事故を減らすことに繋がるはずです。受傷事故の回避には、

事前にそのリスクを排除することが極めて重要なのです。 

そして、技術の進歩により社会情勢は常に変化を求めます。そのニーズに合わせ消防

組織も利用価値のあるものを最大限に生かし適応していく必要があると考えます。 

 

現職 

 茨城西南広域消防本部 坂東消防署 高度救助隊 

 

職歴 

平成 20 年４月 茨城西南地方広域市町村圏事務組合消防本部 採用 

平成 22 年５月 下妻消防署 特別救助隊 

平成 28 年４月 現職 
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「火災救助事例の教訓と効果的な教育訓練について」 

 

茨城西南広域消防本部 

消防副士長 関 悠生 

 

１ はじめに 

  我々の職業において活動中の殉職、負傷事故で、もっとも多いのが火災現場での活動

である。防火造・耐火造住宅が増え、屋外からの放水では効果がない場合も多く、屋内

進入を実施しての放水活動や、建物内に要救助者が取り残されているような状況では屋

内進入を念頭に置いた活動が考えられるだろう。 

しかし、近年では高気密・高断熱住宅によって区画内での火災や全体に燃え広がって

いない火災もあり、熱や煙、可燃性ガスが逃げられずに蓄積されている場合が多くなる

と予想される。このような場合において安易に屋内進入を実施し、開口部の設定や放水

を実施すると、バックドラフトやフラッシュオーバーを誘発し負傷の危険性が高まり、

屋内進入等を実施する隊員のリスクが大きくなっているのが現状ではないだろうか。 

そのため、状況評価、放水要領、PPV など多種多様な火災戦術を理解する必要がある

が、当消防本部のみならず全国的に職員の若返りが進み、現場経験も少なく、危険要因

や危機回避能力などの現場適応能力の低下が問題視されている。 

そのような中でも一番大切なことは、要救助者の命を救うこと、同時に仲間と自分の

命を守ることである。このことを踏まえ、現場での考え方、訓練方法などを再度見つめ

直し、次に実際の火災救助事例を基に考察していきたい。 

 

２ 火災救助事例 

  (火災概要) 

  ５月下旬 朝方５時頃 天候 曇り 

建物火災 ０/３(住宅兼店舗) 支援情報(2 階屋根上に逃げ遅れ４名) 

  出動途上、前方に灰白煙確認。 

  (活動方針) 

  車内にて小隊長と救出方法、携行資器材の確認。グーグルマップを使用し、 

  建物のイメージの共有をした。 

  (救出方法) 

  三連梯子を使用し４名とも介添え救出。 

 

 （１）この事例での自らの心情を振り返ると、焦らず自分の気持ちを落ち着かせるのに

必死だったのを覚えている。 

しかし出動途上、グーグルマップを使用し建物のイメージを共有することによって、

要救助者の位置等を予測することができ、焦らずスムーズに現場に入ることができた。 

また、小隊長とは、数年間、同じ隊で訓練や現場において共に活動し、多くのブリー

フィングを経験していたことにより、救出方法等のイメージの共有ができ、気持ちを
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落ち着かせることに繋がった。普段、皆さんが当然のことのように行っていることで、

私も特別なことではなく当たり前の様に実施していたことだが、この時に相手の事を

知り、自分のことも知ってもらうコミュニケーションの必要性、現場活動における共

通認識の重要性を再確認した。 

 

     

 

 

 （２）火災救助では、時間との戦いであり、救助隊が到着し数分後の写真③では、黒煙

が見えはじめ、その後すぐ最盛期に移行しており、もし通報が数分遅かったら、到着

が遅れていたら、状況が一変していたと思われ一分一秒の大切さを肌で感じた事案と

なった。 

この火災事例では要救助者は全員歩行可能で、三連梯子で介添え救出することがで

きたが、歩行不能や意識なしの場合、また、要救助者が小児の場合などで救出方法は

異なっていただろう。この事例を基により現場をリアルにイメージして、様々な想定

訓練を実施でき多様なデブリーフィングもする事ができる。 

さらに重要なポイントとして安全管理があり、常日頃現場を意識した訓練を実施す

る中で、自己確保やバックアップを必ず設定していると思われるが、実際の現場では

設定ができない状況や敢えて設定しない場合がある。理解しているが活動障害リスク

を鑑み行わないのと、理解できていないため行えないのでは大きく意味が変わってく

る。所属の部署や小隊長により、多種多様な考え、意見があると思うが、根本的な部

分をしっかりおさえることが負傷事故を減らすことに繋がるのではないだろうか。 

 

    
 

 

①実際に見たグーグルマップでの建物 

③現場到着から数分後の写真 

②救出時のイメージ図 

④現場の写真 
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る中で、自己確保やバックアップを必ず設定していると思われるが、実際の現場では

設定ができない状況や敢えて設定しない場合がある。理解しているが活動障害リスク

を鑑み行わないのと、理解できていないため行えないのでは大きく意味が変わってく

る。所属の部署や小隊長により、多種多様な考え、意見があると思うが、根本的な部
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①実際に見たグーグルマップでの建物 

③現場到着から数分後の写真 

②救出時のイメージ図 

④現場の写真 

３ 当消防本部の取り組み及び所属での訓練方法 

 （１）当消防本部においては、経験・現場が少ないからこそ、若手職員を主な対象とし

てコントロール BOXを使用した火災性状などの確認を行い、先着隊として現場に出動し

た際、火災の状況を見極め、何を優先して活動するかを判断する一つの材料となるよう

訓練を行っている。この判断を誤ると、火災を拡大させてしまうことにつながり、状況

を正確に把握することが重要となるため、そこで、シンプルに状況評価出来るようにサ

イズアップ【B-SAHF】という状況評価法を基準とする事により、現場経験が少なく、こ

れから小隊長になる若手職員においても、最低限のポイントをおさえることで、先着隊

としての役割である情報収集と火災状況の把握をスムーズに行うことが出来るようにな

ると考え、所属で伝達訓練等を実施している。 

 

 

 

 （２）私が所属している特別救助隊には熱画像装置（FLIR）が配備され、消防隊にも熱

画像装置（SEEK）が配備されており、この資器材を有効活用することで、熱を可視化及

び数値化し、目視では確認できない火災の進行状況や内部の情報を読み取るができる。

要救助者の位置、温度が上昇している火点の場所、フラッシュオーバー等の危険要因な

どを事前に把握することにより、最善な放水及び救出方法を選択し、要救助者と隊員を

守ることが出来るようになると考える。また、熱画像装置はモードが数種類あり火災現

場だけではなく、夜間の活動や交通事故現場等においても、要救助者の検索などに使用

できるため、使用用途及び性能を理解し熟知することが重要である。 

 

 

            

 

B Building(建物)

S Smoke(煙) 

A AirTrack(風の経路)

H Heat(熱) 

F Flame(炎) 

⑤コントロール BOX を使用した訓練 

⑥熱画像装置（FLIR） 
⑦熱画像装置（FLIR）の参考画面 
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 （３）当消防本部においては特別消火指導員制度があり、本部消防救助課が中心とな 

 り実技・座学の育成プログラムを基に研修を行い、修了者が特別消火指導員として各所 

 属において、訓練起案や指導者として配属されている。月に２回程度、特別消火指導員

全体での訓練も実施し、火災対応だけではなく資器材の取扱い方法や防災航空隊との合

同訓練などを実施し、知識・技術の向上に励んでいる。 

  また、コロナ禍のため非番、週休を活用した全体での合同訓練や研修会ができない状

況下にあるので、当務中の訓練制度や質が重要となり、特別消火指導員による当務中の

中隊訓練が若手職員にとって重要な役割を果たしている。 

所属している部署においては、ZOOM等を使用したオンライン勉強会を実施し、入校や

実際の現場での動画、事例等の PowerPoint を作成して振り返りなどを行い、どの職員も

気軽に参加でき、疑問や質問等を話し合える環境を整えることにより、隊全体での共通

認識や底上げにつながる有意義な勉強会となっている。 

     

 

 

４ おわりに 

  私は上記で述べた火災救助事例を経験したことで、現場活動での考え方や訓練方法な

どを再度見つめなおすきっかけとなった。なぜなら、要救助者及び仲間と自らの命の危

険を肌で感じたからだ。上司からの経験談を聞いたり、多種多様な訓練などを実施して

きたが、自ら現場を経験することが重要だと再度認識することができた。 

  多種多様化する火災、刻々と変化していく火災現場においては、いくつかの戦術を持

ち合わせていても、それが通用するとは限らない。「同じ火災現場はない」と言われてい

るように、火災状況は現場により毎回異なる。状況に合わせて戦術を組み合わせたり、

切り替えたりするためには、柔軟な思考と知識を持ち合わせ、現場に対応した技術力を

増やしスキルを高める必要がある。 

  最後になりますが、要救助者と私たち隊員には待っていてくれる大切な人、家族がい

る。笑顔で帰すこと、帰ることが一番の目的ではないだろうか。 

優れている隊員が一人いても、助けることは難しい。隊全体での共通認識、知識・技

術の底上げこそが、要救助者と仲間、自らの命を守ることにつながると考えます。 

 

⑨航空隊との合同訓練 ⑧特別指導員育成プログラム 
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 （３）当消防本部においては特別消火指導員制度があり、本部消防救助課が中心とな 

 り実技・座学の育成プログラムを基に研修を行い、修了者が特別消火指導員として各所 

 属において、訓練起案や指導者として配属されている。月に２回程度、特別消火指導員

全体での訓練も実施し、火災対応だけではなく資器材の取扱い方法や防災航空隊との合

同訓練などを実施し、知識・技術の向上に励んでいる。 

  また、コロナ禍のため非番、週休を活用した全体での合同訓練や研修会ができない状

況下にあるので、当務中の訓練制度や質が重要となり、特別消火指導員による当務中の

中隊訓練が若手職員にとって重要な役割を果たしている。 

所属している部署においては、ZOOM等を使用したオンライン勉強会を実施し、入校や

実際の現場での動画、事例等の PowerPoint を作成して振り返りなどを行い、どの職員も

気軽に参加でき、疑問や質問等を話し合える環境を整えることにより、隊全体での共通

認識や底上げにつながる有意義な勉強会となっている。 

     

 

 

４ おわりに 

  私は上記で述べた火災救助事例を経験したことで、現場活動での考え方や訓練方法な

どを再度見つめなおすきっかけとなった。なぜなら、要救助者及び仲間と自らの命の危

険を肌で感じたからだ。上司からの経験談を聞いたり、多種多様な訓練などを実施して

きたが、自ら現場を経験することが重要だと再度認識することができた。 

  多種多様化する火災、刻々と変化していく火災現場においては、いくつかの戦術を持

ち合わせていても、それが通用するとは限らない。「同じ火災現場はない」と言われてい

るように、火災状況は現場により毎回異なる。状況に合わせて戦術を組み合わせたり、

切り替えたりするためには、柔軟な思考と知識を持ち合わせ、現場に対応した技術力を

増やしスキルを高める必要がある。 

  最後になりますが、要救助者と私たち隊員には待っていてくれる大切な人、家族がい

る。笑顔で帰すこと、帰ることが一番の目的ではないだろうか。 

優れている隊員が一人いても、助けることは難しい。隊全体での共通認識、知識・技

術の底上げこそが、要救助者と仲間、自らの命を守ることにつながると考えます。 

 

⑨航空隊との合同訓練 ⑧特別指導員育成プログラム 

        

 

現職 

茨城西南広域消防本部 下妻消防署 特別救助隊 

 

職歴 

平成 24 年４月 茨城西南地方広域市町村圏事務組合消防本部採用 

平成 28 年２月 下妻消防署 特別救助隊 

平成 28 年４月 坂東消防署 特別救助隊 

平成 31 年４月 現職 

 

 

 

 

 

 

⑩特別消火指導員養成訓練 



182



183

火災救助活動における中小規模消防本部の具体的な安全対策について 

 

   渋川広域消防本部    

消防士長（主任） 岩﨑 直矢 

 

 本日までに何人の同志たちが、向かった仕事先からこの現世にお別れを告げることがで

きず、最愛の人との幸せで充実した日々に突然、終止符を打ったことでしょう。 

果たして、同じことを繰り返してはいけないと強く感じ、実行しようとしたあの日の思

いは今、私たちの中で生き続けているのでしょうか。私は、同志たちの命の灯火が途切れ

るたびに、ただ悲しみ、心痛み、哀悼の意を表すだけでなく、同じことを二度と繰り返さ

ないよう、自分を奮い立たせ、火災救助活動における安全性の向上を模索し続けてきまし

た。 

「教育訓練」カテゴリーにおける、当消防本部の取り組みと成果の発表の場として、こ

のような機会を頂けたことに深く感謝するとともに、関係各位のご尽力に敬意を表します。 

 はじめに、近代社会の進化と消防の現状を比較し、私の考察を述べさせていただきます。 

住宅事情の近代化が顕著となり始めたのは、私が入職する平成 21 年より遙か前からで

あったと記憶しています。建物の中でも、近代化した住宅にフォーカスすると、建築工法

は在来工法から枠組み工法、パネル工法などに変化し、高気密化が進んでいます。また、

家具などのインテリアは、プラスチック製品等の石油系加工物が増え、火災時に発生する

火炎が持つエネルギーは、以前より大きくなることが予想されます。 

住宅内を埋め尽くす電化製品も著しく進化しています。例えば、遠く離れた自宅の室内

温度をメールやアプリの通知で知らせることや、エアコンのスイッチを遠隔で入切するこ

ともできるようになりました。また、お掃除ロボットが自動で掃除し、吸い込んだゴミを

廃棄してくれることさえできる社会になりました。そのような最先端技術を駆使したあら

ゆる製品が私たちの身の回りを埋め尽くしていますが、消防職員が使用する資機材も防災

機器メーカー等の尽力により世界各国から様々な種類の消防機器が導入され、常に最先端

の機器に触れることができるようになりました。近年では、国内製品の進化も著しく、消

防機器についても明らかに高度化が進んでいます。個人装備を含む各種資機材は、私たち

を護り、適正に配備することで人命、財産を守ることができるため、資機材の進化によっ

て、消防活動の限界は広がり、さらには安全対策にもつながると感じています。 

では、消防職員の「スキル」についてはどうでしょうか。知識については、情報多様社

会になったことで、知りたい情報がワンクリックで手に入る時代となりました。しかし、

経験といった部分では、火災を含む災害は、誰にでも平等には訪れず、消防統計でも著明

に表れているとおり、災害件数は減少傾向にあり、経験値の成長曲線は、ひと昔前と比べ

ると後退していると感じます。 

その一方で、殉職事案や受傷事故は減少していません。これは、社会の近代化により火

災の性状等の変化、資機材や個人装備の高度化により、火災建物の内部に進入して活動す

ることが増え、消防活動の危険性が高くなっていることが要因であると考えられますが、

実火災の件数が減少していることから、経験値の大きな蓄積が見込めないこともあり、火
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災に対するスキルの習得や向上、安全対策の構築に苦慮しているのが中小規模消防本部の

現状ではないでしょうか。 

本稿では、そのような現状の中、殉職者、受傷者を発生させないために、活動基準の見

直しを行い、火災現場での危険性に対する意識の統一化を図る必要があったことから、火

災救助活動における安全対策について、「教育訓練」という観点で対策を講じた当消防本部

の方法や手段についてご紹介いたします。 

私は、「資機材・スキル・教育訓練」の三本柱が、私たち消防職員の活動を支える軸であ

ると考えており、その中でも教育訓練は、知識を培うだけでなく、人が持つ能力を最大限

に引き出すきっかけになると考えています。教育や訓練により身に付けた知識や技術、そ

して現場活動により蓄積された経験から成り立つスキルと、最適、最善な資機材を活用す

ることで、いかなる要請に対しても質の高い活動を展開することができます。 

まず、基盤となる教育訓練の体制についてですが、当消防本部では、平成２８年に発足

した「警防救助部会」と称する警防・救助部門における内部組織が、職員の意識の統一化、

各種活動基準のアップデート等に大きな役割を果たしています。 

この警防救助部会は、当消防本部の消防戦術の改善、警防・救助の質の向上を目指す中

で、あらゆる職員が意見を出し合い、検討する場が必要であるという意見が出始めたこと

がきっかけでした。全国消防長会が主催する全国消防職員意見発表会の所属予選にて、若

手職員が発表した「多くの職員による話し合いの場を設けたい」との意見が当消防本部の

最終決定会議まで届き、各所属から選出された部会員が警防・救助に関する技術や体制に

ついて、さらには車両や資機材の更新検討に及ぶ内容について、意見交換ができる場が設

置されました。 

当初の取り組みのひとつとして、全所属参加型の想定訓練があります。これは、一所属

が作成した想定を、作成所属を除く他の全所属が実施するというもので、訓練に参加でき

なかった職員も疑似体験できるよう、活動隊員目線のウェアラブルカメラと全体を写すカ

メラの２系統で撮影し、事後検証を行います。その検証の場として、警防救助部会を活用

したのです。 

私は、設立初年度は、事務担当として携わり、現場サイドの苦労や困難を各方面から耳

にしましたが、今となっては必要な苦労であったと確信しています。それまでは、細かい

技術の見極めを組織的にしておらず、噂や普段の行動でその職員や所属のレベルを判断し

ている傾向がありました。訓練を実施することで、若い職員が意欲的に訓練に臨める環境

が生まれ、実際には、イキイキしている職員が多くいることに気付くことができたのです。 

また、避けてしまいがちな想定訓練を、さらに撮影し誰もが視聴することのできる環境

下で行うことが、実践に即した緊張感のある活動を生み、訓練を通して見つかる課題や発

見から、平時の教育訓練だけでは指導することが難しい、実災害に似た精神状態などの感

覚的な部分を職員が実感できたことも収穫のひとつです。 

さらには、所属毎に他所属の想定訓練を映像で確認し、評価したものを共有するために、

業務用サーバー内で閲覧できる共有検討フォルダを作成しました。この取り組みも各所属

の考えや意見を知ることのできる場として、とても有効であったと感じます。はじめは、

あら探しのようなフィードバックや主観的で前向きでない意見が多くありましたが、少し

ずつでも成果が出始めることによって、当初は否定的であった職員の理解を得ることがで
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災に対するスキルの習得や向上、安全対策の構築に苦慮しているのが中小規模消防本部の

現状ではないでしょうか。 

本稿では、そのような現状の中、殉職者、受傷者を発生させないために、活動基準の見

直しを行い、火災現場での危険性に対する意識の統一化を図る必要があったことから、火

災救助活動における安全対策について、「教育訓練」という観点で対策を講じた当消防本部

の方法や手段についてご紹介いたします。 

私は、「資機材・スキル・教育訓練」の三本柱が、私たち消防職員の活動を支える軸であ

ると考えており、その中でも教育訓練は、知識を培うだけでなく、人が持つ能力を最大限

に引き出すきっかけになると考えています。教育や訓練により身に付けた知識や技術、そ

して現場活動により蓄積された経験から成り立つスキルと、最適、最善な資機材を活用す

ることで、いかなる要請に対しても質の高い活動を展開することができます。 

まず、基盤となる教育訓練の体制についてですが、当消防本部では、平成２８年に発足

した「警防救助部会」と称する警防・救助部門における内部組織が、職員の意識の統一化、

各種活動基準のアップデート等に大きな役割を果たしています。 

この警防救助部会は、当消防本部の消防戦術の改善、警防・救助の質の向上を目指す中

で、あらゆる職員が意見を出し合い、検討する場が必要であるという意見が出始めたこと

がきっかけでした。全国消防長会が主催する全国消防職員意見発表会の所属予選にて、若

手職員が発表した「多くの職員による話し合いの場を設けたい」との意見が当消防本部の

最終決定会議まで届き、各所属から選出された部会員が警防・救助に関する技術や体制に

ついて、さらには車両や資機材の更新検討に及ぶ内容について、意見交換ができる場が設

置されました。 

当初の取り組みのひとつとして、全所属参加型の想定訓練があります。これは、一所属

が作成した想定を、作成所属を除く他の全所属が実施するというもので、訓練に参加でき

なかった職員も疑似体験できるよう、活動隊員目線のウェアラブルカメラと全体を写すカ

メラの２系統で撮影し、事後検証を行います。その検証の場として、警防救助部会を活用

したのです。 

私は、設立初年度は、事務担当として携わり、現場サイドの苦労や困難を各方面から耳

にしましたが、今となっては必要な苦労であったと確信しています。それまでは、細かい

技術の見極めを組織的にしておらず、噂や普段の行動でその職員や所属のレベルを判断し

ている傾向がありました。訓練を実施することで、若い職員が意欲的に訓練に臨める環境

が生まれ、実際には、イキイキしている職員が多くいることに気付くことができたのです。 

また、避けてしまいがちな想定訓練を、さらに撮影し誰もが視聴することのできる環境

下で行うことが、実践に即した緊張感のある活動を生み、訓練を通して見つかる課題や発

見から、平時の教育訓練だけでは指導することが難しい、実災害に似た精神状態などの感

覚的な部分を職員が実感できたことも収穫のひとつです。 

さらには、所属毎に他所属の想定訓練を映像で確認し、評価したものを共有するために、

業務用サーバー内で閲覧できる共有検討フォルダを作成しました。この取り組みも各所属

の考えや意見を知ることのできる場として、とても有効であったと感じます。はじめは、

あら探しのようなフィードバックや主観的で前向きでない意見が多くありましたが、少し

ずつでも成果が出始めることによって、当初は否定的であった職員の理解を得ることがで

き、消防学校講師経験者、消防大学校修了者、成人教育コース、特別教育、民間教育機関

にてスキルを習得した職員が中心となり、ディスカッションがより深いものとなっていっ

たのです。また、客観的にフィードバッグし、より深い内容でディスカッションするため

には、根拠となる基準や要綱などへの精通が不可欠であることから、各所属で毎月計画的

に実施している月間教養の内容に規程等の分野が増えていったのです。今まで実施してき

た想定訓練での苦労や失敗などから得る成長に加え、若手職員が規程や要綱等を読み込む

ことにより活動の根拠を把握し、消防活動とリンクして覚えることで自信を持った活動が

できるようになったのも成果のひとつだと感じています。警防救助部会は、自動的にあら

ゆる分野で教育体制を構築させ、教育レベルを安定させる情報源になっていったのです。 

以上のように当消防本部においては、警防救助部会という体制が教育訓練を実施する上

で基盤となっています。 

次に、当消防本部が火災救助活動における安全対策として取り組んでいる教育訓練と具

体的な対策についてご紹介いたします。 

警防救助部会では、職員に希望調査を行い、ニーズに合った研修や訓練を実施していま

す。その中でも、屋内進入中の緊急事態を回避するサバイバルトレーニングや脱出不能と

なった隊員を救出する緊急介入活動に関する内容の要望は多く、また、前述した全所属参

加型の想定訓練において抽出された課題にも、火災救助に関することや火災時の安全管理

体制について、多くの意見交換がなされており、火災時に殉職者を発生させないための教

育訓練や安全対策は、組織的に体制を整えていく必要があると感じたことから、警防救助

部会を活用し、火災救助体制について検討・研究に取り組むこととしました。 

検討・研究を進める上では、まず、現有の資機材、隊編成といった現行の体制で対応可

能であることを大前提とし、安全に配慮した隊員自らの安全、隊の安全、そして組織的な

安全体制の構築を目的に検討を始めました。 

まずは、過去事例から学び、自分の身を守るための「セルフレスキュー」のスキルを身

に付ける訓練からスタートしました。自分が緊急事態に遭遇した際にどんな行動を取れば

生き残ることができるのかといった観点から、パニック状況下における人間心理学やエ

ラーパターンなどのヒューマンファクター（人間の行動特性）を研究したほか、一刻を争

う緊急事態下では、現場にある全消防力を緊急事態対処に傾注させることが重要になるこ

とから、自分が事故に遭遇したこと、さらにはそれを出動している全部隊に周知するため

の方法について検討を行いました。当消防本部では、空気呼吸器の全てに個人用携帯警報

機器を装着していますが、個人用携帯警報器のアラームを躊躇することなく鳴動させるこ

とができるのか、また無線機での交信は確実に伝えることができるのか、さらには警笛や

トランジスターメガホンのサイレン機能の活用など、各所属から様々な意見が寄せられ、

試行錯誤を繰り返しました。その結果、現段階では、状況に応じてこれらの方法を併用す

ることとしていますが、事故に遭遇した隊員については、個人用携帯警報器を鳴動させる

ことを原則としています。そこで、二次点検時には、防火衣の点検とともに空気呼吸器に

取り付けられている個人用携帯警報器を最初に点検し、鳴動させることを意識付けること

で、個人用携帯警報器を鳴らすことの抵抗をなくし、この鳴動が異常を知らせるコミュニ
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次に、平時の業務においてもセルフレスキューに必要なスキルを身に付けられるよう、
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防火対象物の立入検査や消防訓練時に、火災が発生した場合のイメージトレーニングをす

るようにしています。これは、建物構造や用途により、火煙の広がり方、内部倒壊時の生

存可能空間の予測、居室や階段等の位置を誘導灯や標識から読み取るといった避難行動時

の心理的行動傾向の理解など、多種多様な建物内での活動をイメージさせることを目的と

したトレーニングです。こういった習慣を身に付けることで、瞬間的な判断力を養うこと

ができ、セルフレスキューのみならず、要救助者の心理的行動を理解できることで、火災

救助能力の向上にもつながると実感しています。 

セルフレスキュースキルを習得する上では、事故の発生を前提として安全対策を講じる

フェイルセーフという危機管理の考え方が火災救助活動における安全対策の始まりであろ

うと考えていることから、必ず事故は発生するものとして、不測の事態に陥ることがない

よう対策を進めています。その中でも当消防本部が実際に取り入れているスキルのひとつ

として、STOP 方式と呼ばれるスキルをご紹介します。人間は、火や水といった人間が生存

できない環境に対して潜在的に恐怖心を持っており、そういった環境下では、「焦る、慌て

る、興奮する」などの思考が強くなると言われています。STOP方式は、恐怖心から生じる

パニックを回避するためにとるべき行動の頭文字を取っており、「Ｓは STOP：止まる」、「Ｔ

は Think：考える」、「Ｏは Observe：周りをよく観察する」、「Ｐは Plan：何をするか計画

する」を意味しています。 

周囲を冷静に見ることができず、行動がコントロールできないと目的が達成できないこ

とを知ること。また、パニックには個人差があり、冷静に努めようとしても思考停止など

を起こし、本能的な行動をとってしまう傾向にあることを理解しなければなりません。 

当消防本部では、そのパニックを抑制し、最小限にすることを目的とし、この STOP 方式

を活用した訓練を実施しています。まず、不測ではなく、予測できるよう知識を身に付け

ることから始め、次に安全が管理された環境であえてパニック状態を作り出し、パニック

状態の恐ろしさを経験した後、STOP方式により行動計画を立て、緊急回避するといったこ

とを繰り返します。そして、行動計画のバックアップを準備することの重要さを段階的に

感じられるよう付加想定を与え、ステップアップさせていきます。この事前経験によるス

キルの習得が、いざというときに現場から無事生還するための行動対策となります。 

個人差はありますが、「事前にパニック状態を理解しておく」ことが、生死を分ける転機

を好転できるか否かにつながると言われており、死の直前の５秒から 70秒前の正しい判断

と行動が生死を分けます。それからパニックは伝染し、群集心理となり得る恐ろしいもの

です。火災救助活動に入る際には、複数名での隊行動となるため、活動を共にする隊員間

で相互のパニック状態を知っておくこともセルフレスキューをする上で必要であると考え

ます。 

もちろん、セルフレスキューだけでは、火災時における緊急事態を回避することはでき

ません。また、緊急事態を未然に防ぐためには、セルフレスキューの向上と合わせて、火

災のメカニズムを再確認し、知識をアップデートしていくことで、「火災は非常にリスクが

高い活動だ」という危険意識が向上し、具体的な安全対策の構築につながっていくものだ

と考えています。当消防本部では、警防救助部会が主導となり、米海兵隊消防本部や民間

教育機関に指導を仰ぎ、区画火災におけるセルフレスキューやチームレスキューを繰り返

しトレーニングさせていただきましたが、こういった外部機関との積極的な交流も、学ぶ
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しトレーニングさせていただきましたが、こういった外部機関との積極的な交流も、学ぶ

姿勢や向上する意識を生むものだと感じています。 

火災救助活動中の安全管理体制については、ディスカッションを実施すればするほど、

それに付随して組織的な課題が見えてきました。過酷な任務が課せられる火災救助活動は、

これまでどおりの訓練手法だけでは安全を具体的に確保できないこともわかりました。 

近年、危機管理の中でリスクと成果について触れられる機会が増えましたが、「もっと、

入れる！あと１分活動させてくれ！」といった悪魔と、「自分と仲間が危ない！引くんだ！」

といった天使が共存している活動が、特に火災救助活動では多いと感じています。リスク

が高い中での活動は、確かな技術と確かな知識により安全を生み出すものだと考えていま

すが、その前提として、果たして隊員個人が危険を予測し、どれくらいのリスクを伴うの

か評価し、行動対策をとることができるのでしょうか。 

そこで、安全対策の基礎能力の向上を図るために、産業界で使用されている危険予知シー

トを教養や訓練に活用できるのではないかと考えました。このシートは危険の度合いを数

値化し、それに対する具体的な安全対策を徹底的に計画することができるシートであり、

改良すれば、消防職員向けのシートとして活用できることに気付いたのです。そして、こ

の改良を加えたシートを、「リスクアセスメントシート」と名付け、教養や訓練時に活用を

開始しました。シートの内容は、①活動にどんなリスクがあるか？②そのリスクはどのく

らいのレベルか？（リスクの見積もりは５段階評価で実施します。）③具体的にどう対策す

るのか？④再評価する。といった流れでリスクの評価と対策を記していくもので、②のリ

スクレベルは、そのリスクが発生する可能性と受傷した時の重篤性を基準にして、数値化

します。例えば、猛暑日の 13 時に３階建て共同住宅から発生した火災で２階の一室に逃げ

遅れがあった場合には、危険の度合いをどのように可視化するでしょうか。まず、「３階建

てということで高所での活動」になります。さらには、「猛暑日で熱中症の恐れがあります。」、

「逃げ遅れがあるため火災救助活動が求められるかもしれません。」、「ドアは施錠されてい

るかもしれません。」といった危険性が挙げられていきます。その危険性を５段階で評価し、

さらにそれを防止するための対策を立てていきます。 

このシートを安全管理の教養で活用したところ、ベテラン職員と若く経験が浅い職員で

は、危険への意識が違い、対策方法にも影響することがわかりました。このような危険予

知のためのシートは、中央労働災害防止協会が安全衛生対策として、受傷を減らすための

具体的な対策を洗い出し、評価するための手法のひとつとしてアナウンスされているもの

で、安全教育の現場で積極的に活用することで、その現場に潜在するリスクに対し、どの

ような方法で、どのような装備、資器材を使用し、環境を改善するかといった「リスクの

評価と対策」を可視化することができます。これは、火災のみならず他の種別の災害で使

用することが可能であり、平時からあらゆる災害時の危険に対する感覚を疑似体験できる

訓練方法のひとつとして取り入れています。 

これらの取り組みは、多くの訓練から課題や失敗に対し、警防救助部会をはじめとする

組織の体制により長きに渡り検討や改善を繰り返した結果、時代に見合った正しい判断と

積極的な行動対策につながったのだと思っています。 

現在は、その結果を形として共有していくため、火災時における屋内進入活動のガイド

ラインの策定に乗り出しました。ここでは他の消防本部との情報交換や国外の情報も含め、

より能動的にディスカッションしながら作成を進めており、このガイドラインにより、考
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え方の相違から日によって活動方法が異なり、隊員の判断に迷いが生じるリスクを少なく

することができます。また、先着隊がどんな活動をしているかを全員がイメージできるこ

とで、後続隊の現着後の活動が円滑に進められるだけでなく、事故が発生した場合には、

緊急介入の遅れを防ぎ、即時救出することができるよう、初動対応、進入隊形、救助方法

等をイラストや写真を挿入し、分かりやすく明示する工夫しています。 

このガイドラインの策定は、意義が見いだせず、具体的な行動対策を文字として起こせ

ずにいた現状から脱却して取り組んだことで、当消防本部の新たな一歩となりました。ガ

イドライン化が正解や不正解ではなく、可変的な時代に見合った順応性を持ち、世の中の

ニーズに応えるため、そして自分を、仲間を守るためのものになると確信しています。 

私たちの安全は、備え、具体的に対策し、教育訓練を繰り返してこそ、構築されていく

ものです。仕事に命を懸けてはならないのです。二度と悲しみを繰り返すことのないよう、

消防職員として今後も精進していく所存です。 

結びに全国の同志たちとの出会いや交流のおかげで、当消防本部の今の取り組みがあり

ます。この繫がりに深く感謝するとともに、今後とも多方面からのご指導ご鞭撻のほど、

よろしくお願いいたします。 

 

現職 

群馬県渋川広域消防本部 本署第２課 救助係 主任 

 

職歴 

平成 21 年４月 １日 渋川広域消防本部入職 

平成 23 年４月 １日 本署救助係 

平成 27 年４月 １日 警防課装備係 

平成 28 年４月 １日 群馬県消防学校消防活動指導隊員 

平成 30 年４月 １日 本署救助係 

令和 ３年４月 13 日 総務省消防庁消防大学校第 82 期救助科 
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災害及び予防行政から学ぶ安全管理の取組について 

 

                            川崎市消防局 

消防司令補 東條 太一      
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群馬県渋川広域消防本部 本署第２課 救助係 主任 

 

職歴 

平成 21 年４月 １日 渋川広域消防本部入職 

平成 23 年４月 １日 本署救助係 

平成 27 年４月 １日 警防課装備係 

平成 28 年４月 １日 群馬県消防学校消防活動指導隊員 

平成 30 年４月 １日 本署救助係 

令和 ３年４月 13 日 総務省消防庁消防大学校第 82 期救助科 



190

（２）訓練状況について 

   訓練では川崎市消防救助隊教育訓練指針に基づき特別救助隊員教育訓練実施計画を

作成し、「川崎市消防救助操法規程」、「川崎市消防救助教育基本計画」、その他各種マ

ニュアルに則り既存の庁舎、訓練施設で実施しています。 

   訓練内容は基本活動の徹底から始まり、応用技術の向上、安全管理教育の推進等を

重点項目として実施しています。 

（３）管内の防火対象物について 

ア 川崎消防署管内には防火対象物が小規模雑居ビルから大規模商業施設まで多岐に

わたる形態で存在し、テナントの入れ替わりも激しいことから業態や実態を常時把

握するのは困難であり、適切な維持管理がなされていない対象物も点在する。 

イ 防火対象物が近代化・複雑化の進むなかで、技術の発展が加わり関係者の不在や

無人化状態の管理状況が散見される。 

ウ 大規模集客施設等は土日や祝日に来客者数が増えるが、毎日勤務の予防課員は不

在となり、災害発生時に必要な支援を得られない可能性が高い。 

エ 大規模商業施設や超高層建築物の災害では消防力を大きく上回り、多数の要救助

者が発生する可能性がある。 

 

４ 課題 

火災現場においては消防法令違反や活動を困難にする危険要因が内在している可能性

があります。 

実際に過去の災害現場活動において、「不活性ガス消火設備により危険を感じた。」「避

難はしごでの進入を試みたところ、物品の障害により機能しなかった。」「物品が多く存

在する中での活動は困難であった。」など活動隊員からの意見が挙がっております。我々

救助隊員は、危険要因に対して臨機に対応しなければ安全に任務を完遂することは難し

く、そのため、災害実務経験の少ない隊員が危険要因を把握するには、より火災現場に

近い状況を疑似体験させ、対応能力を向上させる必要があります。 

また、火災現場で建物関係者の活用が困難な状況下でも、限られた人員で救助活動を

安全に実施し、最大の効果をあげるためには予防分野の知識・消防用設備の活用技術の

習得と危険予知能力の向上が必須であると考えました。 

 

５ 火災現場における安全管理能力向上への取組み 

  救助隊員が、平素実施している救助技術の研さんと同様に、火災現場に内在する危険

箇所を検討して対策を研究することにより、安全な活動の可能性を引きあげるとともに、

予防分野にも精通し、防火対象物の消防用設備や防災センターを活用することで、火災

時の救助活動の効果を引きあげます。 

（１）予防分野の知識・技術習得への取組について 

   当署は川崎市消防局と庁舎を同じくしており、地下 1階・地上９階建ての庁舎には

防災センターや立体駐車場、不活性ガス消火設備、連結送水管、非常用エレベーター

等があり、保有する施設内において様々な消防用設備等の活用について習熟も可能な

状況となっています。 
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（２）訓練状況について 

   訓練では川崎市消防救助隊教育訓練指針に基づき特別救助隊員教育訓練実施計画を

作成し、「川崎市消防救助操法規程」、「川崎市消防救助教育基本計画」、その他各種マ

ニュアルに則り既存の庁舎、訓練施設で実施しています。 

   訓練内容は基本活動の徹底から始まり、応用技術の向上、安全管理教育の推進等を

重点項目として実施しています。 

（３）管内の防火対象物について 

ア 川崎消防署管内には防火対象物が小規模雑居ビルから大規模商業施設まで多岐に

わたる形態で存在し、テナントの入れ替わりも激しいことから業態や実態を常時把

握するのは困難であり、適切な維持管理がなされていない対象物も点在する。 

イ 防火対象物が近代化・複雑化の進むなかで、技術の発展が加わり関係者の不在や

無人化状態の管理状況が散見される。 

ウ 大規模集客施設等は土日や祝日に来客者数が増えるが、毎日勤務の予防課員は不

在となり、災害発生時に必要な支援を得られない可能性が高い。 

エ 大規模商業施設や超高層建築物の災害では消防力を大きく上回り、多数の要救助

者が発生する可能性がある。 

 

４ 課題 

火災現場においては消防法令違反や活動を困難にする危険要因が内在している可能性

があります。 

実際に過去の災害現場活動において、「不活性ガス消火設備により危険を感じた。」「避

難はしごでの進入を試みたところ、物品の障害により機能しなかった。」「物品が多く存

在する中での活動は困難であった。」など活動隊員からの意見が挙がっております。我々

救助隊員は、危険要因に対して臨機に対応しなければ安全に任務を完遂することは難し

く、そのため、災害実務経験の少ない隊員が危険要因を把握するには、より火災現場に

近い状況を疑似体験させ、対応能力を向上させる必要があります。 

また、火災現場で建物関係者の活用が困難な状況下でも、限られた人員で救助活動を

安全に実施し、最大の効果をあげるためには予防分野の知識・消防用設備の活用技術の

習得と危険予知能力の向上が必須であると考えました。 

 

５ 火災現場における安全管理能力向上への取組み 

  救助隊員が、平素実施している救助技術の研さんと同様に、火災現場に内在する危険

箇所を検討して対策を研究することにより、安全な活動の可能性を引きあげるとともに、

予防分野にも精通し、防火対象物の消防用設備や防災センターを活用することで、火災

時の救助活動の効果を引きあげます。 

（１）予防分野の知識・技術習得への取組について 

   当署は川崎市消防局と庁舎を同じくしており、地下 1階・地上９階建ての庁舎には

防災センターや立体駐車場、不活性ガス消火設備、連結送水管、非常用エレベーター

等があり、保有する施設内において様々な消防用設備等の活用について習熟も可能な

状況となっています。 

   当署の予防課員は多数の査察実績と消防法令違反対象物の情報を有しており、火災

現場では消防法令違反等が散見されることから、消防隊・救助隊の連携訓練に加えて、

日頃の訓練から予防課員に協力を要請することで、予防課員が保有する情報を活用し、

相乗的に訓練効果を向上させます。 

   また、川崎市消防局では予防課員に加えて我々警防課員も査察業務としての立入検

査を担当しています。川崎市の中でも特に川崎消防署は担当する立入検査実施対象物

の業態が多岐に渡っております。そのため、警防課員の中で警防課査察専従員という

査察業務従事経験を有する者を定め、警防課員全ての査察業務について情報を管理し、

適正に査察業務を実施しております。警防課査察専従員体制を有効活用することで、

警防課員のみでも予防分野に関する知識の習熟を可能としております。 

（２）危険予知能力向上への取組について 

   危険予知能力向上を図るために、基礎となる知識の習得から災害対応までを１サイ

クルとして捉えて、継続的な改善を実施しながら隊員の資質を高める訓練を実施して

います。 

 

 

ア 知る（座学・情報共有） 

    災害活動時の危険を察知するためには災害活動で培った経験が重要となりますが、

実務経験の少ない隊員が未知の危険に対応するためには、可能な限り知識として補

完させ、災害活動や危険予知に対する選択肢の幅を拡げられるようにしています。 

    その方法として、予防課員や警防課査察専従員から消防用設備の適切な活用方法

を学び、より安全で確実な活動を実施できる体制を整えております。 

また、査察業務で把握した消防活動に障害となる物品存置等の消防法令違反につ

いて説明を得ることで、火災現場において危険箇所となり得る状況を想定し、危険

予知に役立てています。 

 

 

座学資料 
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イ 体験（警防視察・消防用設備取扱要領等） 

    隊員が得た知識を体験し、知識が確実なものになるように川崎消防署に設置され

ている消防用設備取扱要領の確認や、防災センターにおいて実際の機器を使用した

取扱訓練を実施しています。 

      

      防災センターでの習熟      警防活動資料による情報共有 

 

    また、災害活動終了後や立入検査、警防視察の実施後には、収集した情報から警

防活動資料を作成して情報共有を図っています。 

警防活動資料は大規模集客施設等、災害時に活動困難が予想される施設を選択し

て作成し、内容には防火対象物の概要、消防用設備等設置状況、警防計画保管場所、

警防活動上知っておくべき事項、各階の状況、各種図面、防災センター情報、防火・

防煙区画などを写真説明を活用して分かりやすく作成しています。 

   

   

警防活動資料 

ウ 考察する（図上訓練・危険予知） 

    当署で保有する防火対象物情報と実際に警防視察等で収集した情報を集約して、

消防用設備の設置状況、建物構造、消防法令違反、集客人員、時間帯等を考慮した

様々な火災の発生状況を想定しています。その想定に合った適切な車両部署位置、

要救助者の避難誘導方法、消防用設備の有効な活用方法等についての図上訓練や危

険予知訓練を実施することで、災害発生時の対応に備えています。 
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イ 体験（警防視察・消防用設備取扱要領等） 

    隊員が得た知識を体験し、知識が確実なものになるように川崎消防署に設置され

ている消防用設備取扱要領の確認や、防災センターにおいて実際の機器を使用した

取扱訓練を実施しています。 

      

      防災センターでの習熟      警防活動資料による情報共有 

 

    また、災害活動終了後や立入検査、警防視察の実施後には、収集した情報から警

防活動資料を作成して情報共有を図っています。 

警防活動資料は大規模集客施設等、災害時に活動困難が予想される施設を選択し

て作成し、内容には防火対象物の概要、消防用設備等設置状況、警防計画保管場所、

警防活動上知っておくべき事項、各階の状況、各種図面、防災センター情報、防火・

防煙区画などを写真説明を活用して分かりやすく作成しています。 

   

   

警防活動資料 

ウ 考察する（図上訓練・危険予知） 

    当署で保有する防火対象物情報と実際に警防視察等で収集した情報を集約して、

消防用設備の設置状況、建物構造、消防法令違反、集客人員、時間帯等を考慮した

様々な火災の発生状況を想定しています。その想定に合った適切な車両部署位置、

要救助者の避難誘導方法、消防用設備の有効な活用方法等についての図上訓練や危

険予知訓練を実施することで、災害発生時の対応に備えています。 

   
図上訓練          予防課員による講義 

 

エ 検証・体感（検証訓練） 

    災害現場や図上訓練で挙がった疑義事項等の内容を抽出して、災害対応時の危険

箇所を把握するようにします。その危険箇所に対して隊員が臨機に対応する力を身

につけるために、従来の救助訓練で培った技術に加えて安全管理教育を主眼とした

検証訓練を実施しています。 

発生する可能性のある危険に備える検証訓練として、予防課員からの情報提供な

どから消防法令違反の現場を再現して発生し得る状況を想定しています。 

いかにリアリティがあるかを重視しており、段階的に実施するなかで隊員が体感

し、経験と対応を繰り返しながら、自ら気付くことを主眼とした検証訓練としてい

ます。 

   

   

検証訓練状況 

 

オ 実践（災害対応） 

    大規模な施設で発生した災害事案では、指揮情報隊隊員から活動隊員に対して警

防活動資料を活用した有効な警防活動戦術の組み立てや消防用設備を有効活用した

活動の実施等、一定の効果を発揮しております。 

しかしながら災害現場活動で防火区画の開放要領に苦慮する事案が発生すること

もあり、そのような災害現場活動終了後には再び活動結果を検討・研究するように

しております。 
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６ 取組みから期待できる効果 

（１）隊員の資質が向上し、現場における判断力の向上と精神的な余裕が生まれる。 

（２）情報収集を習慣化することで、災害活動時においての注意能力が向上する。 

（３）災害実務経験が少ない隊員も危険箇所を予見することができる。 

（４）警防視察により災害活動時のイメージを具体的にすることで、大規模集客施設等の

火災防ぎょ困難が予想される対象物への対応能力が向上する。 

（５）消防用設備を活用することで、消防力を上回る要救助者が発生した際の活動効率を 

向上させる。 

（６）災害現場の活動隊員だけではなく、活動支援隊員の資質向上により活動効率が上が 

り、安全管理能力も向上する。 

 

７ おわりに 

  現在川崎市消防局では職員の大量退職に伴う世代交代により、救助隊員の災害実務経

験数の低下が課題とされている中、社会情勢の変化に伴う消防行政に対するニーズへ柔

軟に対応していかなくてはならない状態にあります。 

そのような状況に加え、予防行政の推進により火災件数は減少傾向にあります。職員

が安全に任務を完遂していくためには、安全管理体制を確立したうえで、災害一つひと

つを事故なく完結させ、築き上げた伝統の上に新たに積み上げていくほかありません。 

災害活動経験や災害現場における事故事例から安全管理対策を学んでいくだけではな

く、事前対策としての安全管理能力を高め、危険な状況が発生した際の受動的な対応能

力に加えて、危険な状況へ発展し得る場面を予期することで、刻々と変化する状況に気

を配り続ける能動的な対応能力を身につけることが重要であると考えています。 

  川崎市消防局では特別高度救助隊員養成研修には、予防分野や消防用設備に関するカ

リキュラムが組み込まれております。特別救助隊員も等しく最初の火災防ぎょである予

防分野を習熟することで、知識活用・装備活用の原則のもと、組織的活動が実施できる

ようになります。当局では、より安全・確実な救助活動につながるように、隊員の資質

を高める取組みとして、警防課員の予防知識の習熟をこれからも実践していきます。 

先進技術が発展を続け、環境規制においても変革の時代にある今、社会情勢の変化に

取り残されることなく、安心安全なサービスを提供し続けるための試行錯誤と研さんを

今後も続けていきたいと思います。 

 

現職 

川崎市消防局川崎消防署 特別救助隊 副隊長 

 

職歴 

平成 22年 10月 川崎市消防局採用 

平成 27年 ４月 幸消防署 特別救助隊員 

平成 29年 ４月 宮前消防署 特別高度救助隊員 

令和 ３年 ４月 現職 
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７ おわりに 
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１ はじめに 

火災現場における要救助者の検索活動については、日頃から消防救助操法

の基準に則って訓練を重ねており、特に、濃煙中救助操法は火災時の検索活動

の原点であり、安全を確保しつつ任務を遂行するためには欠かすことのできな

い「救助隊の基本」となっています。 

しかし、操法の行動はあくまで救助隊単体での検索訓練を想定しており、消

防隊との連携までは示されていません。現代の複雑多様化する建物構造におい

て発生する火災には消防隊との連携した活動が重要であり、効率的な連携がと

れない場合には、隊員が受傷するなど危険な状況を招く可能性があります。 

製品開発が進み、救助資器材は高性能化するとともに、火災に対する知識や

消火技術もまた各段に進歩しています。そこで我々消防職員は基本である消防

救助操法の形に現代の消火技術と高度な資器材を融合させ、これからの火災に

立ち向かっていく必要があります。 

火災現場で使用する検索活動時の資器材として、空気呼吸器、投光器、手と

び、ロープ、カラビナなど基本的な資器材の他、「熱画像直視装置」（以下「熱

画像」という。）があります。また、当市では空気呼吸器のボンベに関して、

より長く活動可能な内容積の大きいタイプへと随時更新が図られていますが、

全てのボンベを更新するまでの過渡期を迎えた弊害として、内容積の異なるボ

ンベが混在して配置されており、活動時間を管理する際に、誤認識するという

課題も発生しています。 

そこで今回は、熱画像を活用した消防隊との検索要領と内容積の異なるボ

ンベを使用する際の活動時間管理について、効率的及び効果的な手法を検討し

ます。 

 

２ 火災対応と熱画像 

（１）火災防ぎょ活動について 

当市での火災防ぎょ活動については、消防局が示す「警防活動指針」に基

づき、活動の基本原則や統一的な部隊運用を図ることを目的として計画・運

用しております。その中で、一般・高層建築物火災への対応では、火災初期

から中期にかけては、積極的に建物内に進入して活動することとしており、

濃煙熱気環境下では、原則として消防隊が先行し、検索隊が追従することで

安全対策を図っています。人命検索を行う場合、建物構造、規模及び火災の

状況によっては必ずしも消防隊先行とならない可能性もありますが、大事

なことは刻一刻と変化する火災室の状況や延焼拡大のプロセスといった
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「火災に対する知識」を各隊員が理解していることです。 

（２）熱画像の性能について 

消防救助操法基準の解説（東京法令出版）では、検索救助操法の解説にお

いて、熱画像を使用することで効果的な進入及び検索が可能になると紹介

しており、当市警防活動指針においても、火災室内の検索では熱画像を有効

活用することとしています。 

現在、熱画像は市内各救助隊全てに配置されており、以前は主に残火処理

活動時の熱源を確認するために使用しておりましたが、ここ数年では検索

活動時にも有効活用しています。現場での使用頻度が増えた理由としては、

性能向上に伴う機能の充実の他、検索活動を想定した形状の変化や本体の

小型化が進み、以前に比べて格段に使いやすさが向上したからだと考えら

れます。 

なお、当市配置の熱画像は MSA 社と Bullard 社のものを採用しており、配

置年度によって仕様は異なりますが、当救助隊に配置された熱画像は、火元、

火種の発見の他、捜索救助活動での使用もメーカーから推奨されており、２

～４倍のズーム機能、レーザーポインタによる距離計測機能、コンパス機能

の他、５種類の画像パターンから使用環境や用途に合わせて画像を選択可

能等の性能を有しています。 

 

３ 空気ボンベ 

（１）  配置について 

現在当市に配置されている空気ボンベは、エア・ウォーター防災株式会社

製の空気ボンベを採用しており、内容積は 4.7 リットル、6.8 リットル、8.4

リットルの３種類を使用しています。現在は主に消防隊が 8.4 リットルボ

ンベを使用し、救助隊は基本的には 6.8 リットルボンベとしていますが、災

害や訓練等で 6.8 リットルボンベの本数が不足した場合等は、全隊員が同

一容積のボンベを使用することを条件とし、4.7 リットルボンベを使用して

います。 

今後の整備計画では、市内全ての空気ボンベを 6.8 リットルボンベに統

一する予定ですが、整備完了時期としては、令和 15 年頃を予定しています。 

（２）  内容積と使用時間 

一つの部隊で内容積が異なる空気ボンベを使用しない理由として、活動

時間の共有が困難であり、万が一の事故を発生させないためです。これは同

様の問題を抱えている消防本部も多いのではないでしょうか。 

例えば、6.8 リットルボンベで残圧 14 メガパスカルの隊員と 8.4 リット

ルボンベで残圧８メガパスカルの隊員が同時に活動する場合、活動時間は

どちらに合わせるべきでしょうか。隊員の経験年数や担当作業に よって

空気消費量に若干の差はありますが、客観的な判断をする場合、空気量を数

値として表す必要があります。前述の例では、6.8 リットルボンベでは空気

量が 876 リットルとなり、重作業の時で約 11 分。8.4 リットルボンベでは
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（２）  内容積と使用時間 

一つの部隊で内容積が異なる空気ボンベを使用しない理由として、活動

時間の共有が困難であり、万が一の事故を発生させないためです。これは同

様の問題を抱えている消防本部も多いのではないでしょうか。 

例えば、6.8 リットルボンベで残圧 14 メガパスカルの隊員と 8.4 リット

ルボンベで残圧８メガパスカルの隊員が同時に活動する場合、活動時間は
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量が 876 リットルとなり、重作業の時で約 11 分。8.4 リットルボンベでは

空気量が 686 リットルとなり、重作業の時で約９分の活動時間となります。 

火災現場において、隊員の安全確保をしながら要救助者の命を助けるた

めには、活動時間の徹底は重要事項であり、隊員の命を預かる小隊長として

は、活動時間の設定ミスは許されません。 

（３）  活動時間換算表 

当市では、全ての空気ボンベを 6.8 リットルボンベに統一するように計

画していますが、令和３年現在から整備完了を迎えるまでにはあと 12 年か

かり、その間はこれらの空気ボンベを安全に運用しなければなりません。 

そこで、１メガパスカルあたりの空気量を内容積と作業量ごとに分けて数

値化し、活動に活かすための表を考案しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤色表示としている退避圧力は安全を重視し、どの作業量においても重

作業時の３分間（240 リットル）を消費する計算としており、以降の黄色、

緑色と色分けされた数字は退避圧力を引いた上での残り活動時間を表して

います。下段は１メガパスカルごとの空気量を表示しており、空気量を求め

る計算式はいくつかありますが、本換算表ではボンベの内容量×圧力計の 

値÷充填圧力の計算式から求められる値を表示しています。

この表を見れば、内容積が異なるボンベで一緒に活動する場合でも一目

で残り活動時間の比較が可能となり、活動に安全性が向上されます。 

当然、これらの数値はあくまで目安であり、充填時の気温や使用環境に 

よって多少の誤差は発生します。そのため、より安全に使用するためにはそ

れぞれの値に安全係数を掛けることが望ましいと思いますが、あくまで目

安であることを前提としているため、この通りとしています。また、換算表

は A6 サイズに印刷し、各小隊長が携行することを想定しました。 

先ほど紹介した熱画像及び本換算表を活用し、消防隊との連携を目的と

した検索活動の各検証を行いました。 

 

活動時間換算表  
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４ 検証訓練 

 想定は、「耐火構造、共同住宅の一室で火災が発生し、内部には要救助者１

名がおり、火災の状況は初期から中期の段階で屋内進入可能」としています。 

現場到着時、居室内は濃煙熱気なるものの、フラッシュオーバー発生前の段

階であり、火勢に対して消防力が優勢であることから、フラッシュオーバーの

発生に注意しつつ、迅速な検索活動が求められる状況です。なお、当市では検

索ロープは三つ打ち 12 ミリナイロンレンジャーロープを使用しており、屋内

進入時の消防用ホース径は 50 ミリのホースを使用しました。 

 従来の検索救助操法の形から応用的な方法など、様々な検証を実施した結果、

最も効果的であった方法をご紹介します。 

（１）進入方法 

救助隊先行・消防隊追従（救助３番員熱画像携行） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア 活動要領 

検索救助操法（二）の要領で検証を実施し、救助三番員は熱画像の操作

と安全管理を兼務しました。区画進入時は熱画像で内部の温度と状況の

確認を救助一、二番員と供に実施し、その後、救助三番員は区画入り口で

待機としています。その場で他区画の温度確認を行いつつ、検索隊員の後

方から熱画像で補助的に目視検索を行い、必要に応じて無線を活用して

指示を行うこととしました。 

イ メリット 

（ア）検索隊員はいつも通りの検索要領のため活動に迷いはなく、安全を確

保しながら活動することが可能であった。また、検索隊員は区画進入前

 P1  P2 
 R3 

 R2 

 R1 

 R4 
 

RR44 R長

 P長 

活動イメージ  
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活動イメージ  

に救助三番員の操作する熱画像で内部を確認できるため、検索箇所の

イメージがしやすく、効率的な活動が可能である。 

（イ）救助三番員は区画外で待機するため、検索隊員の安全管理と併せて目

視による検索補助が可能であり、効率の良い活動が可能である。 

（ウ）他区画の温度確認をすることで、状況変化に合わせた放水指示が可能

である。必要最小限の放水により、サーマルレイヤリングの崩壊を防ぐ

ことで検索活動が迅速化し、水損防止も考慮した活動が可能である。 

（エ）区画検索時のロープの屈折による進入障害は救助三番員が補助可能

なため、スムーズな検索が可能である。 

（オ）救助三番員と消防隊の位置関係からお互いの連携が取りやすく、組織

的な活動が可能である。 

ウ デメリット 

（ア）救助三番員を機能させるためには経験、判断力及び火災に対する知識

が必要であり、反復訓練による隊員育成が必要である。 

（イ）検索隊員として救助隊３名を最初から進入させているため、二次検索

隊員の２名は同一隊員となってしまう。 

 

（２）検証結果 

様々な検証を行うことで、消防隊と連携した検索活動においては、隊員同

士の位置関係と放水のタイミングの共有が非常に重要であることを再認識

しました。サーマルレイヤリングを崩さずに検索を進めることが迅速な活

動へとつながりますが、そのためには五感のみに頼った活動ではなく、熱画

像を活用した区画内の構造把握や火点の早期発見が大切になります。 

今回紹介した要領では、検索救助操法の形を大きく崩すことなく、消防隊

と連携しながら効率的な検索活動を行うことができます。また、救助隊三番

員が小隊長との無線交信担当となることで、消防隊を含めた進入隊員の残

圧報告が可能となり、屋外にいる小隊長は換算表を活用することで内容積

の異なるボンベであっても時間管理の徹底を図ることができます。 

各活動隊員自身が時間管理をすることが望ましいですが、活動中に換算表

を確認することは現実的でないことから、更に、空気呼吸器の圧力計に簡易

的な換算フィルターを取り付ける案を試作しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試作品（4.7 リットル用）  試作品（6.8 リットル用）  
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換算表に基づいて、活動時間が残り 10 分を切ると緑色、残り５分を切ると

黄色、退出圧力を赤色とした円形のフィルターを圧力計に重ねることで、隊員

は計算することなく大まかな残り活動時間の把握が視覚的に可能となります。

計算に慣れてしまえば必要ないかもしれませんが、より安全性を向上させるた

めには活用できるのではないでしょうか。しかし、紹介した画像は構想段階の

イメージを形にしたものに過ぎず、耐熱、光の反射、ボンベ交換時のフィルタ

ー変更及び固定方法など、クリアすべき課題は多く残されていることから実用

には程遠いのが実情です。何かの開発のきっかけとなればと思い試作しました。 

 

５ おわりに 

  火災現場の濃煙環境下において、有効かつ最適な検索活動を行うことは非常

に困難です。消防隊と連携してフラッシュオーバーへの警戒を行いつつ、検索

活動を迅速に完了させるためには視界不良の中、手探り状態で行動していては

効率が悪いばかりか、活動時の受傷リスクを増加させます。熱画像を活用した

検索活動は、火災現場の環境危険因子を可視化、共有することができ、隊員等

の経験、知識、五感に基づいた活動と比較し、我々の活動を少しでも安全に遂

行するために有効であることは確実です。 

また、換算表を用いた時間管理は、火災現場のみならず CBRNE 災害等の活動

が長時間化する場面においても大いに有効活用できると考えます。全ての作業

を重作業として計算せず、前進指揮において進入隊員の残圧報告から作業量を

割り出し、換算表をもとに残り活動時間を指示するなど、限られた空気量を無

駄なく安全に使用することも可能となります。 

しかしながら、機械や数値のみに頼った活動は危険であり、機械の不具合や

精神的負担から呼吸量が途端に増加するなど、現場で起こり得る様々なリスク

管理を行うことは、安全対策には必要不可欠となります。今回紹介させていた

だいた内容は、従来の基本的な戦術に安全性を向上させるための一つのアイデ

アであり、あくまで基礎訓練の積み重ねによる「基本の徹底」に勝る安全対策

はありません。 

最後に、今後も全国の消防本部が一丸となって要救助者と救助者の安全対

策に関する情報共有を図り、事故の根絶を目指すことこそ、我々の使命だと考

えます。 

 

現職 

宮前消防署 特別高度救助隊副隊長 

職歴 

平成 16 年４月 川崎市消防局採用 

平成 20 年４月 麻生消防署 特別救助隊 

平成 24 年４月 川崎消防署 特別救助隊 

平成 29 年４月 臨港消防署 特別高度救助隊 

令和 ２年４月 現職 
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割り出し、換算表をもとに残り活動時間を指示するなど、限られた空気量を無
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だいた内容は、従来の基本的な戦術に安全性を向上させるための一つのアイデ

アであり、あくまで基礎訓練の積み重ねによる「基本の徹底」に勝る安全対策

はありません。 

最後に、今後も全国の消防本部が一丸となって要救助者と救助者の安全対

策に関する情報共有を図り、事故の根絶を目指すことこそ、我々の使命だと考
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火災現場活動における訓練のあり方について 

 

                            川崎市消防局      

    消防士長 谷口 裕一朗 

 

１ はじめに 

川崎市は、政令指定都市の中で最も面積が小さい都市でありながら、総人口は 154万

人を超え、人口の増加に伴い高層マンションの開発や都市部において広がる狭小住宅の

増加等、建築物の複雑化が進んでいます。さらには、東京湾に面する臨海部には石油コ

ンビナート地域を抱え、様々な火災への対応が求められています。 

しかし、当市の現状として、大量退職による若手職員の増加、炎上火災件数の減少に

より、職員全体として炎上火災に対する現場活動経験の不足が課題の１つとされていま

す。このような課題を抱えながらも、我々は災害から市民の生命、財産等を守るため、

安全・確実・迅速な活動をしなければなりません。 

そのため今回は、災害のなかでも特に迅速性、緊急性が伴い消防隊等との連携した活

動が必要となる火災防ぎょ活動について、川崎市消防訓練センターを活用した訓練方法

等の取組みを紹介します。 

 

２ 川崎市の訓練体制について 

（１）特別救助隊及び特別高度救助隊 

特別救助隊及び特別高度救助隊（以下「救助隊」という。）については、消防局が年

度ごとに定める、川崎市消防救助隊教育訓練指針に基づき、各署で年間訓練実施計画

を作成し、その中で火災救助について、各月ごとに項目を定め訓練を実施しています。 

（２）消防隊 

消防隊については、消防局が年度ごとに定める、警防訓練指針に基づき各署で年間

訓練実施計画を作成しています。火災防ぎょ活動は、消防隊の主任務となるため訓練

内容を各月ごと、より細かく項目立てして訓練を実施しています。 

 

３ 訓練施設の紹介 

川崎市宮前区にある「川崎市消防訓練センター」は、平成 30年に建て替えとなり、新

施設が完備された訓練施設となりました。平時は、消防職員、消防団員の訓練及び消防

関係団体、自主防災組織を対象とした防災教育用の訓練施設であり、有事の際は、緊急

消防援助隊活動拠点としても整備しています。 

地上４階建の主訓練塔は、下記表のとおり、様々な用途、間取りを想定した訓練が実

施可能で、実際に火炎を発生させる事のできる、模擬火災訓練室等を有しています。 
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    主訓練塔 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 訓練の進め方について 

火災現場においては救助隊と消防隊の連携した活動が基本であり、中でも、火災室内

の進入ともなれば、各隊が互いの活動を理解し、危険に対する共通認識を持って現場活

動を進めることが重要だと考えます。 

そこで、救助隊と消防隊が安全かつ連携がとれた現場活動を実施するため、当隊が配

置されている消防署では訓練の進め方について次のとおり検討しました。 

 

パターンＡ             パターンＢ当署 

 

救 助 隊    消 防 隊     救 助 隊   消 防 隊 

  ↓        ↓             ↓   

教  養     教  養            教  養 

   ↓        ↓             ↓  

基礎訓練     基礎訓練          基礎訓練 

     ↓        ↓             ↓ 

部隊訓練     部隊訓練        部隊訓練  部隊訓練 

 

  

 

連携訓練               連携訓練 

 

階数 訓練施設 

１階 模擬火災訓練室、一般住宅モデル 

２階 一般住宅、アパートモデル 

３階 マンションモデル、オフィスモデル（中） 

４階 オフィスモデル（大） 

屋上 航空救助訓練施設 

  

１階 

２階 

３階 

４階 

航空救助 

訓練施設 模擬火災訓練室 

屋上 

１階 模擬火災訓練室 
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    主訓練塔 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 訓練の進め方について 

火災現場においては救助隊と消防隊の連携した活動が基本であり、中でも、火災室内

の進入ともなれば、各隊が互いの活動を理解し、危険に対する共通認識を持って現場活

動を進めることが重要だと考えます。 

そこで、救助隊と消防隊が安全かつ連携がとれた現場活動を実施するため、当隊が配

置されている消防署では訓練の進め方について次のとおり検討しました。 

 

パターンＡ             パターンＢ当署 

 

救 助 隊    消 防 隊     救 助 隊   消 防 隊 

  ↓        ↓             ↓   

教  養     教  養            教  養 

   ↓        ↓             ↓  

基礎訓練     基礎訓練          基礎訓練 

     ↓        ↓             ↓ 

部隊訓練     部隊訓練        部隊訓練  部隊訓練 

 

  

 

連携訓練               連携訓練 

 

階数 訓練施設 

１階 模擬火災訓練室、一般住宅モデル 

２階 一般住宅、アパートモデル 

３階 マンションモデル、オフィスモデル（中） 

４階 オフィスモデル（大） 

屋上 航空救助訓練施設 

  

１階 

２階 

３階 

４階 

航空救助 

訓練施設 模擬火災訓練室 

屋上 

１階 模擬火災訓練室 

 

 パターンＡ パターンＢ（当署） 

計画作成 

消防隊との訓練調整が連携訓練の

みであり、計画作成における調整も少

なく、時間効率が良い。 

教養、基礎訓練、連携訓練と、調整

が年間を通して必要となるため、計画

も年間を通し消防隊と調整する必要

がある。 

教養 
自隊の必要な知識を抽出し、効率的

に訓練を進めることができる。 

消防隊と、火災性状等の基礎的な知

識の共有が図れる。 

基礎訓練 
火災救助に関する訓練を中心に実

施できる。 

救助隊の活動のみではなく、消防隊

の活動を理解でき、消火活動について

再確認ができる。 

部隊訓練 必要な訓練を、短時間で実施可能。 
消防隊の活動を理解、考慮した上で

救助隊の訓練が実施できる。 

連携訓練 

連携訓練で、消防隊の活動要領を理

解するため、連携後に自隊の活動を再

検討する必要がある。 

段階的に消防隊と訓練を進めてい

るため、互いに連携する活動のなかで

の検討課題が抽出できる。 

 

上記表のとおり、パターンＢの方が、パターンＡに比べ時間効率は悪くなりますが、

教養から消防隊、救助隊で実施するため、知識の共有化が図れ、各隊の活動理解が構築

された状態で、部隊訓練を実施することができ、さらに、部隊訓練から消防隊の活動を

理解したうえで訓練を実施するため、現場活動に近いイメージで部隊訓練に臨むことが

でき、連携訓練もより充実した内容になるとの検討結果になりました。 

そこで、パターンＢの訓練の進め方に沿って、訓練実施計画を作成する段階から、消

防隊と救助隊で合同での訓練計画を作成し、年間を通じて訓練を実施しています。 

 

５ 教養及び訓練 

（１）教養 

   救助隊、消防隊合同で火災性状や消火戦術等の講義及び教養、過去の火災事例等、

図面や動画等を実際に見てイメージを構築しています。 

また、消防隊と救助隊が活動を相互に理解し、火災の状況に即した屋内進入要領の

確認や、吸排気の設定について共通認識が持てることを目的とします。 

（２）教養内容 

ア 屋内の火災性状         

イ 火災の成長過程 

ウ 密閉した屋内での一方向吸排気 

エ 出火室内の状況・温度 

オ 中性帯発生時の放水方法 

カ 出火室進入要領            

  キ 緊急退避方法 

【消防隊との合同での教養及び訓練実績】※１ 

 2019 年度 2020 年度 

講義（教養） 10 回 10 回 

訓 練 40 回 24 回※２ 

※１ 市内８署中１署（宮前消防署）のみ 

※２ 緊急事態宣言発令に伴い訓練規模を縮小 
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（３）基礎訓練 

教養で確認した火災室の進入、緊急退避等の要領を訓練にて再確認し、各隊の活動

認識を深め、災害時に安全・確実な活動にすることを目的としています。 

基礎訓練では、活動のなかでも特に重要な部分を抽出して反復訓練を実施し、基本

動作を定着させています。救助隊員も放水訓練を実施し、各放水要領の再確認を実施

しています。 

 

    

     進入要領確認訓練の様子        救助隊による放水訓練の様子 

 

（４）部隊訓練 

   救助隊の部隊訓練のなかで、教養及び基礎訓練を通じて確認した消防隊の活動を救

助隊の活動へ反映させ救助隊の部隊活動の研さんをしています。基礎訓練で消防隊と

訓練したことにより、各隊員が消防隊の活動をイメージでき、より意義のある部隊訓

練となります。 

また、人命危険等がない火災現場での救助隊が行う排煙・排熱、照明、活動隊等の

安全管理・支援活動等についても、日々検討しています。 

（５）連携訓練 

   教養、基礎訓練での内容及び部隊訓練で各隊が研さんした活動を、連携訓練のなか

で実際に想定訓練として実施していきます。訓練施設で再現可能な建物形態で実施し、

連携活動における各隊の役割を確認し、迅速かつ安全・確実な活動を目的としていま

す。 

  ア マンションモデルを使用した訓練 

    マンションモデルの施設では、区画された部屋がいくつか隣接しており、隣接し

た部屋にはベランダ部分もあります。マンション火災発生時、隣接の部屋から進入

しての消火、救助訓練等もでき、実際に隔て板部分もあるため、現場に近い状態で

訓練を実施できます。  
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（３）基礎訓練 
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また、人命危険等がない火災現場での救助隊が行う排煙・排熱、照明、活動隊等の

安全管理・支援活動等についても、日々検討しています。 

（５）連携訓練 

   教養、基礎訓練での内容及び部隊訓練で各隊が研さんした活動を、連携訓練のなか

で実際に想定訓練として実施していきます。訓練施設で再現可能な建物形態で実施し、

連携活動における各隊の役割を確認し、迅速かつ安全・確実な活動を目的としていま
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  ア マンションモデルを使用した訓練 

    マンションモデルの施設では、区画された部屋がいくつか隣接しており、隣接し

た部屋にはベランダ部分もあります。マンション火災発生時、隣接の部屋から進入

しての消火、救助訓練等もでき、実際に隔て板部分もあるため、現場に近い状態で

訓練を実施できます。  

  

    マンションモデルを使用した訓練の様子 

 

  

    ベランダ部分での訓練の様子    ベランダ部分での訓練の全体図 

 

イ 模擬火災訓練室を使用した訓練 

模擬火災訓練室は、実際に炎を発生させ、隊員が屋内進入時の温度を体感するこ

とが可能となり、より現場に近い状況を作り出すことのできる有効な訓練施設です。

火災現場での熱の危険性や、活動時の呼吸管理の重要性を認識することができ、火

災室内に進入したことのない隊員や、経験の少ない隊員の経験不足を補填できる訓

練施設として効果的です。 

    

模擬火災訓練室を使用した、連携訓練の様子 

火 
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５ 訓練効果について 

共通認識をはじめ、消防隊・救助隊が相互の活動理解を計画の早い段階で深めること

により、部隊訓練及び連携訓練がより効果的となります。さらに、救助隊単隊による訓

練と並行して中隊及び大隊で訓練できる環境を構築することにより、環境・内容・効果

を充実させることとなり、結果、現場活動の安全性を高め、要救助者救出の迅速性に繋

がると考えます。 

 

６ おわりに 

  火災現場は、規模、範囲、建物構造、時間経過等により、状況は常に変化し続けます。

緊急度が高く、迅速性が求められる状況下において、我々救助隊の活動は、特に危険と

隣り合わせであり、火災室内に屋内進入する場合は、消防隊と連携した人命救助活動が

必要となるのは言うまでもありません。安全、確実に要救助者を救出し、さらに活動中

の隊員の殉職を根絶するには、活動隊員の知識の向上、危険に対する共通認識、各隊の

活動理解が必要であり、現場活動をするうえで重要であると考えます。 

複雑多様化していく災害に対して、今後も変化に即した訓練体制の構築に力を注がな

ければならないと考えます。訓練体制を構築し、火災の性状を理解し、各建物構造等に

よる火災の推移予測を現場にいる各隊員が認識し、臨機に判断できる能力を養うことが

二次災害の防止につながります。 

 最後になりますが、現場での隊員の殉職、二次災害による受傷は絶対にあってはなら

ず、そのために今後も訓練内容や訓練方法を模索し、研さんに努めてまいります。 

 

現職 

 宮前消防署警防第２課 特別高度救助隊 

 

職歴 

 平成 17年 10月 川崎市消防局採用 

 平成 21年 ４月 川崎消防署 特別救助隊 

 平成 26年 ４月 幸消防署 特別救助隊、水難救助隊兼務 

 平成 29年 ４月 臨港消防署 特別高度救助隊、水難救助隊兼務 

 令和 ３年 ４月 現職 



207

５ 訓練効果について 

共通認識をはじめ、消防隊・救助隊が相互の活動理解を計画の早い段階で深めること

により、部隊訓練及び連携訓練がより効果的となります。さらに、救助隊単隊による訓

練と並行して中隊及び大隊で訓練できる環境を構築することにより、環境・内容・効果

を充実させることとなり、結果、現場活動の安全性を高め、要救助者救出の迅速性に繋

がると考えます。 

 

６ おわりに 

  火災現場は、規模、範囲、建物構造、時間経過等により、状況は常に変化し続けます。

緊急度が高く、迅速性が求められる状況下において、我々救助隊の活動は、特に危険と

隣り合わせであり、火災室内に屋内進入する場合は、消防隊と連携した人命救助活動が

必要となるのは言うまでもありません。安全、確実に要救助者を救出し、さらに活動中

の隊員の殉職を根絶するには、活動隊員の知識の向上、危険に対する共通認識、各隊の

活動理解が必要であり、現場活動をするうえで重要であると考えます。 

複雑多様化していく災害に対して、今後も変化に即した訓練体制の構築に力を注がな

ければならないと考えます。訓練体制を構築し、火災の性状を理解し、各建物構造等に

よる火災の推移予測を現場にいる各隊員が認識し、臨機に判断できる能力を養うことが

二次災害の防止につながります。 

 最後になりますが、現場での隊員の殉職、二次災害による受傷は絶対にあってはなら

ず、そのために今後も訓練内容や訓練方法を模索し、研さんに努めてまいります。 

 

現職 

 宮前消防署警防第２課 特別高度救助隊 

 

職歴 

 平成 17年 10月 川崎市消防局採用 

 平成 21年 ４月 川崎消防署 特別救助隊 

 平成 26年 ４月 幸消防署 特別救助隊、水難救助隊兼務 

 平成 29年 ４月 臨港消防署 特別高度救助隊、水難救助隊兼務 

 令和 ３年 ４月 現職 

火災検索時の信号要領について 

 

川崎市消防局  

消防士長 渡邉 昇平 

 

１ はじめに 

  災害活動に伴う隊員の死傷事故の根絶は、消防行政が絶えず向き合ってい

る課題であり、とりわけ、火災現場における死傷事故が与える影響は、消防職

員のみならず、その家族や関係者も隊員がいかに危険な現場で活動している

かを再認識させるものではないでしょうか。 

川崎市は立地的に、高層の耐火建築物が多く存在し、また、耐火建築物火災

での活動は基本的に一方向戦術等が用いられているところですが、建物の構造

上、給排気用の開口部の設定が難しい場合も多く、出火室の排熱・排煙のコン

トロールが困難となり、活動障害となっています。 

この様な場合でも、隊員は火災室へ進入前に内部の状況について、断片的な

情報から把握し、室内進入後は、濃煙熱気の中で必要な情報を瞬時に伝達する

必要があり、内部の火災状況が危機的に急変すれば即座に退避の判断をし、合

図を発信しなくてはなりません。 

この緊急信号は、当然、救助隊だけではなく、近年様々な消火戦術により果

敢に内部進入を果していく消防隊にも同様であり、そのため、火災現場におい

て、より明確な内部状況の把握方法と、簡潔明瞭な情報伝達の方法を検証し、

考察した内容を紹介します。 

 

２ 明確な内部状況の把握方法について 

  火災室への進入前に熱画像直視装置で内部状況を確認することにより、火

災室内部の温度を個々の体感でなく数値として把握することができます。こ

れは、室内の安全評価及び火災性状の変化を予測することに繋がり、併せて

活動隊員に対してより具体的な情報共有が可能となります。 

火災防ぎょ活動において、消火活動を任務とする消防隊との連携は不可欠

となり、救助隊が熱画像直視装置で把握した情報を消防隊と共有することに

より、各隊が安全に内部進入することができ、早期の火勢制圧にも繋がりま

す。 

（１）熱画像直視装置の有効性について 

ア 濃煙により、目視検索が困難な状況下での検索活動においても、熱

画像直視装置により、要救助者の早期発見が可能である。 
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イ 火災室の急激な温度・状況変化に対し、個人の感覚だけでなく、画

像により客観的に評価することが可能となり、迅速な緊急退避等に繋

がる。 

ウ 防火衣の耐火・耐熱性能の向上により、熱に対する感度が鈍くなり

危険察知が遅れてしまう可能性があるが、熱画像直視装置により温度

を数値化することで、常に火災室の温度変化を注視することができ

る。 

（２）熱画像直視装置の課題 

ア 高額な資器材であるため、全活動隊に配置することが困難である。 

  イ 火災室内で熱画像直視装置により把握した情報を、他の内部進入し

た活動隊員へ瞬時に周知する方法が課題である。 

 

以上の熱画像直視装置の有効性を、課題である他の内部進入した活動

隊員への周知方法について、火災検索時の信号要領を検証し、容易性の

高い周知方法と併用することで、要救助者・進入隊員の安全確保に繋げ

たい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    熱画像直視装置諸元等（参考） 

メーカー ＭＳＡ 

型式 エボリューション 

6000プラス 

構造 耐熱、防炎性、防じん

防水、防爆 

測定距離 ５～70ｍ 

測定温度 －40～600℃ 
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                    熱画像直視装置諸元等（参考） 
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３ 簡潔明瞭な情報伝達の方法の検証について 

  火災室内という特殊な環境下では、隊員間の迅速、的確な情報の送受信

は、活動隊員及び要救助者の相互安全に直結します。また、同時に複数名

に伝わる伝達手段を用いることで、情報を受信できる可能性をより高める

ことができ、緊急時等においては特に有効だと考えます。そこで、火災検

索時の信号要領について、次の４つの方法を実施し、伝達の効果及び差異

について検証をしました。 

 

 検証方法 

  消防救助操法の基準「検索救助操法（二）」に基づき、屋内進入した二

番員が『要救助者発見』の合図を発信し、屋外にいる四番員が合図を受け

返信後、二番員が『救出はじめ』の合図を発信し、四番員が返信を行うま

でに要する時間を計測する。 

  なお、検証状況は下の図のとおり階段室から検索を開始し、３区画目に 

進入した状況で実施した。 

各伝達方法を異なる隊員３名で実施してタイム計測を行い、その平均所

要時間を算出した。 
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 （１）ロープ信号による伝達方法 （平均所要時間 27秒） 

四番員から一番員までのロープの長さは約 10メートルとなり、屈折

箇所が３箇所あった。信号伝達は可能であったが、信号を送る際にロ

ープの抵抗が強く認められた。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）無線交信による伝達方法 （平均所要時間 22秒） 

空気呼吸器の面体を着装した状態での無線交信は、実施者の技術、無 

線機の種類によってハウリングが発生するケースが認められた。 

また、進入した内部の状況や活動の負荷により呼吸が乱れ、無線交信 

が困難になる危険性がある。 

（３）三番員による伝令方法 （平均所要時間 62秒） 

 隊員による伝令では、平均的に所要時間を要し、隊員１名が一番員と 

四番員の間を往復することにより、体力の消耗に繋がると考える。 

   しかし、内部と外部の情報共有を確実に行えるという利点がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施手順 
要救助者発見報告 

 
報告後、再度進入 

 
救出はじめ（報告） 

 
伝達終了 
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実施手順 
要救助者発見報告 

 
報告後、再度進入 

 
救出はじめ（報告） 

 
伝達終了 

（４）電子ホイッスルを使用した信号伝達 （平均所要時間 15秒） 

電子ホイッスルを使用した信号伝達では、４つの伝達方法の中で所要 

時間が１番短かったほか、以下の効果を確認できた。 

  ア  容易な操作性  

    簡便な手元操作のみで、迅速に情報を発信することが可能で、熱画

像直視装置で認知した情報を周囲へ発信することも容易である。 

  イ 情報共有  

電子ホイッスルを担当した隊員だけでなく、活動隊員全員が容易に 

ホイッスル音を確認することができた。担当者１名だけでなく進入隊 

員全員が同時に情報を受信できることで、受信側の聞き逃しのリスク 

が軽減される。 

火災現場において、要救助者発見の情報や緊急退避の情報は、活動隊 

員及び要救助者の生命に直結する情報であり、明確かつ迅速に活動隊員 

全員に周知することが求められる。今回検証した電子ホイッスルでの信 

号伝達は、瞬発的に発することができ、活動隊員全員が認知できること

から有効な伝達手段である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

検 証 結 果 

伝 達 要 領 時 間 

ロープによる信号 27秒 

無線交信 22秒 

三番員による伝令 62秒 

電子ホイッスル 15秒 

電子ホイッスル（105 デシベル） 

105デシベルとは、具体例として車

のクラクションと同程度の音の大き

さであり、警笛にあっては 100デシベ

ル程度となっている。 

 電子ホイッスルは放水活動をして

いる中でも、容易に聞き取ることがで

きた。 
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４ 考察結果 

  火災現場での濃煙検索活動は、危険箇所が具体的に視認できない危険及

び面体及び防火帽の着装や周囲の雑音により情報が伝達できない活動障害

があります。 

  それらの危険性や活動障害を排除するため、明確な内部状況の把握方法

と、簡潔明瞭な情報伝達の方法について検証をしました。 

特に電子ホイッスルを活用した信号要領は、消防職員が通常使用してい

る警笛と同等の効果があり、尚且つ、火災検索活動時に隊員が面体を着装

した状況下でも使用できるという利点が得られ、どのような火災現場にお

いても有効であると認識することができました。 

 電子ホイッスルは比較的安価であり、且つ、従来の警笛と同様の信号要

領で用いることができることから、引続き検証を重ね、容易な共通の伝達

要領を確立し、安全管理体制をより強固にしていきたいと考えます。 

 

５ おわりに 

人命救助活動は、「消防救助操法の基準」を基本として、時代の変遷に合

わせて様々な工夫を行いながら、現在に至っています。 

災害現場という特殊な環境下で危険と共に活動する我々消防職員が、緊

急退避等の不測の事態において、迅速・確実な情報伝達を行える体制の確

立は、不可欠な要素です。今後もたゆまぬ研さんを続け、災害現場活動で

の死傷者ゼロに繋がる活動体制の確立を図る必要があると考えます。 

 

 現職  

宮前消防署警防第２課 特別高度救助隊 

 

 職歴 

  平成 19年４月 川崎市消防局 採用 

  平成 23年４月 麻生消防署特別救助隊 

  平成 28年４月 中原消防署特別救助隊 

  令和 ２年４月 川崎消防署特別救助隊 

  令和 ３年４月 現職 
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４ 考察結果 

  火災現場での濃煙検索活動は、危険箇所が具体的に視認できない危険及
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要領を確立し、安全管理体制をより強固にしていきたいと考えます。 
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急退避等の不測の事態において、迅速・確実な情報伝達を行える体制の確

立は、不可欠な要素です。今後もたゆまぬ研さんを続け、災害現場活動で

の死傷者ゼロに繋がる活動体制の確立を図る必要があると考えます。 
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下屋想定の応急はしご救助訓練について 

 

春日井市消防本部    

  消防士長（主事） 纐纈 駿 

 

 １ はじめに 

   愛知県春日井市は、中部圏最大都市の名古屋市に隣接し、鉄道・道路・空港などの

利便性の高い交通網と快適な都市基盤を整えるほか、豊かな自然に恵まれたまちで、

名古屋圏を代表する住宅都市として発展してきました。市の将来像である「暮らしや

すさと幸せをつなぐまちかすがい」を目指して各政策分野に取り組んでいます。 

春日井市消防本部は、１本部１署５出張所、職員数 321人(令和３年４月１日現在)

で、１署１出張所に特別救助隊が合計２隊 24名配置されています。近年では、年間業

務計画の策定、高度救助訓練カリキュラムの策定、訓練の高度化など救助隊の能力向

上を図るために取り組んでいます。 

  

２ 発表に至るまでの経緯 

   近年、全国的に火災における殉職事故や負傷事故が多発している中で、当市におい

ても毎年経験豊富な職員の定年退職が見込まれ、職員の若年化による消防力の低下が

懸念されています。また、火災件数も減少傾向にあり、災害現場経験の少ない若手職

員が増加しているため、実災害に近い訓練が急務であると考えます。 

木造２階建ての住宅火災時において、三連はしごを使用して２階に進入する際、下

屋のある住宅は、直接窓に架ていすることが困難であり、下屋に架ていすることが少

なくありません。屋根上での活動は、勾配があり、放水などで濡れると転倒や転落の

危険性が高まります。国内では様々な屋根材が使用されているため、各屋根材を使用

して下屋における消防活動の危険要因について検証しました。 

          

(起てい角 75°の場合   (窓枠に掛けるには    （下屋とは、母屋から 

窓枠に届かない）   起てい角が緩くなる)   差し出して作られた屋根） 

 

３ 検証屋根材 

   検証する屋根材は、国内でシェア率の高いガルバニウム鋼板、日本瓦、スレートの

３種類としました。 
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⑴ ガルバニウム鋼板 

アメリカで開発された金属素材で、正式名称は、「溶融 55％ 

アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板」といい、アルミと亜鉛で 

鉄を守ることにより生まれた耐久性に優れた鋼板です。 

⑵ 日本瓦 

国内にある粘土を材料に作った焼き物の瓦をいい、「Ｊ形瓦」 

ともいわれ「Ｊ」は「Japanese」を意味します。瓦は、高温で 

焼き作られているため、熱や雨に強いのが特長です。 

  瓦の下には、桟木といわれる瓦を引っ掛ける木材（一般的に 

厚み 15mm以上、幅が 30mm以上のものが使用されている。）が取 

付けられています。 

⑶ スレート 

主流は、セメントに繊維素材を混ぜて薄い板状に加工したも 

のです。軽量のため、建物への負担を減らして耐震性を上げる 

ことができます。 

 

４ 検証方法 

 ⑴ 検証のポイント 

①屋根の滑りやすさ、②屋根上で活動する際の転落防止方法の２つです。また、 

屋根が濡れた状態と乾いた状態での隊員、角材（縦横９㎝、長さ 60㎝、重さ約 2.4 

㎏）及びペットボトル（２ℓ）の滑りやすさを検証しました。 

⑵ 検証施設 

訓練で使用している模擬家屋で検証を実施しました。模擬家屋は、職員のＤＩＹ

であり、軽トラックの荷台に載る大きさのため、容易に搬送が可能です。また、市

民指導で倒壊家屋からの救出訓練としても使用しています。 

       

（模擬家屋）      （木造２階建ての住宅を想定して倉庫上に設置）  

⑶ 勾配 

      同じ条件で検証を実施するため、同一の勾配としました。各屋根材には、最低勾

配が定められており、全ての屋根材に対応可能な並勾配の５寸勾配としました。ま

た、気象状況として、当市は積雪量が少ないため、地域の実情に合わせてこの勾配

としました。勾配数とは、屋根の傾斜の度合いを表しており、○寸勾配とは、水平

距離 10 寸（303.03㎜）に対して高さが何寸あるかを表します。 

 

1800㎜ 

1920㎜ 
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⑴ ガルバニウム鋼板 
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屋根が濡れた状態と乾いた状態での隊員、角材（縦横９㎝、長さ 60㎝、重さ約 2.4 
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訓練で使用している模擬家屋で検証を実施しました。模擬家屋は、職員のＤＩＹ

であり、軽トラックの荷台に載る大きさのため、容易に搬送が可能です。また、市

民指導で倒壊家屋からの救出訓練としても使用しています。 

       

（模擬家屋）      （木造２階建ての住宅を想定して倉庫上に設置）  

⑶ 勾配 

      同じ条件で検証を実施するため、同一の勾配としました。各屋根材には、最低勾

配が定められており、全ての屋根材に対応可能な並勾配の５寸勾配としました。ま

た、気象状況として、当市は積雪量が少ないため、地域の実情に合わせてこの勾配

としました。勾配数とは、屋根の傾斜の度合いを表しており、○寸勾配とは、水平

距離 10 寸（303.03㎜）に対して高さが何寸あるかを表します。 

 

1800㎜ 

1920㎜ 

 ⑷ 服装 

    防火衣に空気呼吸器を着装しました。防火長靴の靴底の仕様は、合成ゴム２層底

です。 

⑸ 訓練条件 

   模擬家屋に各屋根材を取付けて、訓練を実施しました。隊員２名が、架ていされ

た三連はしごから２階部分の下屋へ移り、屋内進入して要救助者を応急はしご救助

で救出しました。 

 ⑹ 検証時の様子 

      
（ガルバニウム鋼板）             （日本瓦） 

       
（スレート） 

 

５ 検証結果 

⑴ 屋根の滑りやすさ 

 

  隊員：◎（非常に滑る） ○（滑る） △（滑る危険性が高い）    

×（滑る危険性が低い） 

ペットボトル：○（ペットボトル、角材両方が滑った） △（ペットボトルが滑った） 

角材     ×（両方滑らなかった）    

（角材） （ペットボトル） 

 

（屋根材スレート） 
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⑵ 屋根上で活動する際の転落防止方法 

  ア 屋根材を使用した転落防止方法 

 ガルバニウム鋼板 日本瓦 スレート 

屋根材を活用した 

転落防止方法 

無し 有り 

瓦を除去して桟木に 

足を掛けて活動 

無し 

 

 
  （桟木の状況） 

イ その他の転落防止方法 

    （ｱ） 隊員確保 

        屋内進入した隊員の安全帯のＤ環に、下屋で活動する隊員が、自己確保ロー

プを設定して検証しました。張力計を使用して、①自己確保ロープに荷重を加え

た状態、②足を滑らせた状態の張力を測定しました。 

           

（隊員確保検証時の様子）           （隊員１名[63 ㎏]の数値）            

     

（ｲ） かぎ付きはしご 

かぎ付きはしごの爪を窓枠掛け、横さんに自己確保ロープを設定しました。ま 

た、隊員が足を掛けて検証しました。 

 
荷重計 

①自己確保ロープに

荷重を加えた状態 
８㎏ 

②足を滑らせた状態 20㎏ 
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⑵ 屋根上で活動する際の転落防止方法 

  ア 屋根材を使用した転落防止方法 

 ガルバニウム鋼板 日本瓦 スレート 

屋根材を活用した 

転落防止方法 

無し 有り 

瓦を除去して桟木に 

足を掛けて活動 

無し 

 

 
  （桟木の状況） 

イ その他の転落防止方法 

    （ｱ） 隊員確保 
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プを設定して検証しました。張力計を使用して、①自己確保ロープに荷重を加え

た状態、②足を滑らせた状態の張力を測定しました。 

           

（隊員確保検証時の様子）           （隊員１名[63 ㎏]の数値）            

     

（ｲ） かぎ付きはしご 

かぎ付きはしごの爪を窓枠掛け、横さんに自己確保ロープを設定しました。ま 

た、隊員が足を掛けて検証しました。 

 
荷重計 

①自己確保ロープに

荷重を加えた状態 
８㎏ 

②足を滑らせた状態 20㎏ 

    (ｳ)  鳶口 

鳶口を窓枠の室内側に垂直方向に設定し、自己確保ロープを設定して検証しま

した。 

 
（鳶口検証時の様子） 

 

 隊員確保 かぎ付きはしご 鳶口 

転
落
防
止 

結果 ◎ ○ × 

解説 隊員１名が屋内で待

機する必要がある。 

自己確保ロープの力の向きに

よって、かぎがズレる可能性が

ある。 

常に自己確保ロープの荷重が鳶

口に掛かっていないと鳶口が転

倒する。 

応
急
は
し
ご
救
出
の
機
動
性 

結果 ◎ ○ × 

解説 隊員１名が屋内で待

機する必要がある。 

窓枠にかぎ付きはしごが設定さ

れているため、要救助者を下屋

に出すことが難しい。 

隊員や要救助者が鳶口と接触し

たり、自己確保ロープの荷重に

よっては、鳶口が転倒する。 

◎（有効であった） ○（注意点はあるが有効であった） ×（有効でなかった） 

 

６ 検証から学ぶ活動対策 

   検証結果から、各屋根材でガルバニウム鋼板が最も危険性が高いことが分かりまし

た。三連はしごから下屋に乗り移る際は、構造物などに自己確保ロープを設定するこ

（鳶口） 
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とが望ましいですが、困難な場合が少なくありません。ガルバニウム鋼板に限らず、

四つん這い姿勢や折敷姿勢で活動することが重要です。 

   転落防止方法は、現有資器材では限られた方法しかありませんでした。また、様々な

メリット、デメリットがあることも分かりました。隊員の転落防止と要救助者の救出を 

並行するため、有効な援護注水を実施して救出時間を確保することや三連はしごの複数

使用も含めて今後も検証をしていく必要があります。 

   応急はしご救助は、普段の訓練は庁舎や訓練塔であり、隊員が滑ることや自己確保に

困ることがほとんどありません。下屋のある住宅では、応急はしご救助を実施すること

はもちろんですが、室内から要救助者を下屋へ移動することでさえ難しいことを体感し

ました。手順は、①下屋に隊員１名を待機、②要救助者に縛体を付け、横さんに通した

救助ロープを設定、③室内の隊員２名で要救助者を下屋へ移動、④室内に隊員を１名待

機させ下屋の隊員２名が自己確保ロープを設定、その後、要救助者を救出する方法が最

も安全、確実に実施できました。この手順は、消防救助操法と異なることから、各隊員

が共通のイメージで実施することも重要です。 

  

７ おわりに 

   今回の検証結果は、火災現場という性質から必ずしも当てはまるとは言えませんが、

リスク感性の醸成や活動の参考にしていただけると幸いです。 

普段の訓練とは異なり、火災現場を想定した模擬家屋で検証したことにより、今まで

気付けなかった危険要因や活動の問題点に気付くことができました。今後も実質的な安

全管理研修や創造性に富んだ実物教育を実施し、二次災害防止と消防力の向上のため探

求していきます。 

 

現職 

春日井市消防本部 消防署第一課 救助担当 

 

職歴 

平成 22 年４月 春日井市消防本部採用 

        警防担当 

平成 29 年４月 東出張所 救助担当 

令和 ３年４月 消防署 救助担当 

現職 
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求していきます。 

 

現職 

春日井市消防本部 消防署第一課 救助担当 

 

職歴 

平成 22 年４月 春日井市消防本部採用 

        警防担当 

平成 29 年４月 東出張所 救助担当 

令和 ３年４月 消防署 救助担当 

現職 

 

 

 

 

 

 

「暗黙知～感覚と勘～」 

 

大津市消防局     

消防士長 山本 啓二 

 

１ 目的

  『暗黙知（感覚と勘）の重要性を理解する。』 

火災現場での活動に必要となる暗黙知（感覚と勘）の重要性について理解

を深める。（※ここで言う勘とは、経験の蓄積により生じる直感である。） 

     

【形式知と暗黙知】 

知識は、形式知（見える化されて人に伝えやすい知識）と暗黙知（感

覚や勘等の見える化しにくく人に伝えにくい知識）に分けられる。 

今日、火災対応に関する書物が多く出版されている。いわば、形式知

としての活動マニュアル、テキスト（消火戦術、火災性状、放水要領

等）である。この形式知のみでは、現場活動を十分に行うことができな

い。経験によって養われる感覚や勘と言った暗黙知が加わって、安全で

効果的な活動に繋がる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

  

形式
け い し き

知
ち

 
け い し き ち

知識  

・感覚 

  五感を磨くことで、 

「この熱さであれば進入できる。」  

「この音は進入を止めておこう。」等と判断できる。 

・勘 

  理論や理屈によらないで、経験の蓄積により生じる直感的

に物事の真相を捉える精神的作用。第六感とも言われる。 

  「なんか危なそう」等 

・マニュアル、テキスト化できない。 

形式知

・マニュアル、テキスト化されたもの。  

 （消火戦術、火災性状、放水要領等） 

・感覚

暗黙
あ ん も く

知
ち

 

【目的】 

        『暗黙知（感覚と勘）の重要性を理解する。』  
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２ 背景と現状 

近年では教育や訓練環境が整い、形式知としての知識（消火戦術・火災性

状等）や各種技術（屋内進入要領、放水要領等）を習得できる。しかし、火

災件数の減少に伴い現場経験が不足し、暗黙知を十分に養うことができな

い。形式知を習得して現場に臨んだが、「屋内進入しても大丈夫なの

か・・・？」等と判断がつかずに躊躇する理由は暗黙知が不足しているから

である。 

 

 

形式知は十分に習得できる教育や訓練環境にある。 

その反面、火災件数の減少により暗黙知（感覚や勘）が不足。 

 

 

３ 課題 

まずは、以下の図を基に暗黙知の現場での必要性について説明する。ビジ

ネス戦略等の立案時に用いられる情報加工の考え方に形式知と暗黙知を当て

はめる。情報は、データ（用語等単体の情報、形式知）、インフォメーション

（データをテキスト等にまとめたもの、形式知）、インテリジェンス（インフ

ォメーションに暗黙知が加わった現場で使えるもの、形式知＋暗黙知）の３

つに分けられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

形式知であるインフォメーションに、暗黙知が加わってインテリジェンス

となる。形式知として習得した知識や技術に、感覚や勘の暗黙知を付して状

況に応じた活動を行うことになる。 

インフォメーション活動をインテリジェンス活動に変えるには暗黙知が必

要となる。暗黙知は経験を積むことで養うことができる。しかし、火災現場

Date 

（データ）  

Intelligence 

(インテリジェンス) 

形式知 

単体の情報（用語等） 

 

データをまとめたもの。 

（消火戦術、火災性状、放水要領等 

のマニュアル、テキスト） 

現場で活用できる知識になる。 

感覚や勘から、状況を 

感覚的・自動的に分析し判断する。 

【情報の加工】 

（消火戦術

Information 

（インフォメーション）    

形式知 

現場 活用できる現場

から、状況を

暗黙知 

現場 になる。現場

形式知＋暗黙知 

【背景と現状】 
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２ 背景と現状 

近年では教育や訓練環境が整い、形式知としての知識（消火戦術・火災性

状等）や各種技術（屋内進入要領、放水要領等）を習得できる。しかし、火

災件数の減少に伴い現場経験が不足し、暗黙知を十分に養うことができな

い。形式知を習得して現場に臨んだが、「屋内進入しても大丈夫なの

か・・・？」等と判断がつかずに躊躇する理由は暗黙知が不足しているから

である。 

 

 

形式知は十分に習得できる教育や訓練環境にある。 

その反面、火災件数の減少により暗黙知（感覚や勘）が不足。 

 

 

３ 課題 

まずは、以下の図を基に暗黙知の現場での必要性について説明する。ビジ

ネス戦略等の立案時に用いられる情報加工の考え方に形式知と暗黙知を当て

はめる。情報は、データ（用語等単体の情報、形式知）、インフォメーション

（データをテキスト等にまとめたもの、形式知）、インテリジェンス（インフ

ォメーションに暗黙知が加わった現場で使えるもの、形式知＋暗黙知）の３

つに分けられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

形式知であるインフォメーションに、暗黙知が加わってインテリジェンス

となる。形式知として習得した知識や技術に、感覚や勘の暗黙知を付して状

況に応じた活動を行うことになる。 

インフォメーション活動をインテリジェンス活動に変えるには暗黙知が必

要となる。暗黙知は経験を積むことで養うことができる。しかし、火災現場

Date 

（データ）  

Intelligence 

(インテリジェンス) 

形式知 

単体の情報（用語等） 

 

データをまとめたもの。 

（消火戦術、火災性状、放水要領等 

のマニュアル、テキスト） 

現場で活用できる知識になる。 

感覚や勘から、状況を 

感覚的・自動的に分析し判断する。 

【情報の加工】 

Information 

（インフォメーション）    

形式知 

暗黙知 

形式知＋暗黙知 

【背景と現状】 

はスポーツ等とは異なり、本番（現場）を再現できないことが課題となる。

現場を再現するためには、実際に建物を燃やしての訓練が必要となるが難し

い。そこで、可能な限り現場を再現した他の訓練方法が必要となる。ホット

トレーニングや教育施設等における火煙を用いた訓練がこれに当たり有効で

ある。本内容では、暗黙知の養い方についても考え整理する。 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

４ 課題解決に向けて（暗黙知向上） 

  暗黙知の養い方について考察する。定性調査（インタビュー形式）を行い、

現場で必要な暗黙知を抽出した。それを基に、どのような教育訓練が有効かを

考え整理した。

 

 （１）火災現場で必要となる暗黙知に関する調査結果     

    当消防局内の職員に１対１のインタビュー調査を行った。定量調査（ア

ンケート形式）ではなく定性調査（インタビュー形式）にした理由は、可

能な限り暗黙知を抽出するためである。 

  

    【インタビュー調査】 

     対  象：消防職員 

     年  齢：20 代～50 代 

     人  数：30 人 

     調査時間：10～20 分／人 

     調査内容：屋内進入で進入を躊躇した際、退避を考えた際の 

感覚について尋ねた。 

     調査結果： 

 

 

 

 

 

 

これらの結果は想像できる内容であるが、実際に調査することでどのよ

うな暗黙知を養う必要があるかを確認できる。 

感覚 進入、退避の可否を判断する際に必要な感覚 

視覚 火炎、濃い煙、シールドの異変、天井の抜け等 

触覚 熱気、床等がたわむ感覚、空気層の違和感等

聴覚 爆発音（ボンベ等）等 

嗅覚 異臭（プラスチック等）等 

【課題】 

インフォメーション活動をインテリジェン

ス活動に変えるには暗黙知が必要。  
暗黙知は経験を積むことで養うことができ

るが、火災現場はスポーツ等とは異なり、本

番（現場）を再現できないことが課題。  
 

Intel ligence 活動  

(インテリジェンス) 

Information 活動  

（インフォメーション）  

ス活動に変えるには暗黙知

暗黙知は経験を積むことで養うことができ

るが、火災現場はスポーツ等とは異なり、本

暗黙知 
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 （２）暗黙知向上の教育訓練 

調査結果の暗黙知を養う方法について、整理して３つに分けた。 

１つ目は、五感の部分訓練である。例えば、視覚、聴覚については、実

火災現場の映像を見ることで向上できる。触覚、嗅覚については、火煙を

用いた体験や実験、小規模な訓練で向上できる。 

２つ目は、五感を全て動員して行う五感の総合訓練である。例えば、解

体予定の施設等を積極的に使用させてもらい、火煙を用いた訓練をするこ

とで現場の再現に近づけることができる。 

３つ目は、実火災現場出動後の振り返りである。「あの熱気であれば進入

できた。」等の感覚部分についての振り返りを行うことが部分訓練、総合訓

練よりも暗黙知向上に繋がる。 

なお、勘を磨くには経験の蓄積が必要と言われており、上記の訓練や現

場振り返りを積み重ねることで向上が期待できる。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 考察  

本内容は、暗黙知の重要性と向上方法について、理論的に説明したに過ぎな

い。前述した暗黙知向上訓練は、実際に多くの消防本部で実施されている。こ

暗
黙
知
向
上 

大 

小 

【暗黙知向上】 

火煙を用いた小規模訓練  スモークマシン使用  スモークマシン使用
（視覚）   

火煙を用いた小規模訓練
（触覚、嗅覚）  

◆感覚の総合訓練  
建物で火煙を用いた訓練等

（解体予定施設の利用等）  

◆感覚の部分訓練  感覚の部分訓練
映像視聴、コントロールボックス、スモークマシン使用、  
火煙を用いた体験・小規模訓練、ホットトレーニング等  
 

◆実火災現場  
の振り返り  

コントロールボックス  コントロールボックス
（視覚）  
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 （２）暗黙知向上の教育訓練 

調査結果の暗黙知を養う方法について、整理して３つに分けた。 

１つ目は、五感の部分訓練である。例えば、視覚、聴覚については、実

火災現場の映像を見ることで向上できる。触覚、嗅覚については、火煙を

用いた体験や実験、小規模な訓練で向上できる。 

２つ目は、五感を全て動員して行う五感の総合訓練である。例えば、解

体予定の施設等を積極的に使用させてもらい、火煙を用いた訓練をするこ

とで現場の再現に近づけることができる。 

３つ目は、実火災現場出動後の振り返りである。「あの熱気であれば進入

できた。」等の感覚部分についての振り返りを行うことが部分訓練、総合訓

練よりも暗黙知向上に繋がる。 

なお、勘を磨くには経験の蓄積が必要と言われており、上記の訓練や現

場振り返りを積み重ねることで向上が期待できる。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 考察  

本内容は、暗黙知の重要性と向上方法について、理論的に説明したに過ぎな

い。前述した暗黙知向上訓練は、実際に多くの消防本部で実施されている。こ

暗
黙
知
向
上 

大 

小 

【暗黙知向上】 

火煙を用いた小規模訓練  スモークマシン使用  
（視覚）   （触覚、嗅覚）  

◆感覚の総合訓練  
建物で火煙を用いた訓練等

（解体予定施設の利用等）  

◆感覚の部分訓練  
映像視聴、コントロールボックス、スモークマシン使用、  
火煙を用いた体験・小規模訓練、ホットトレーニング等  
 

◆実火災現場  
の振り返り  

コントロールボックス  
（視覚）  

れらに加えて、様々な工夫を凝らして暗黙知向上の訓練を実施していく必要が

ある。例えば、ただ単に木材を燃焼させて観察したり、部屋に発煙筒の黒い煙

を充満させて訓練したりするだけでも暗黙知の向上に繋がる。 

今後は、消防機関の間で暗黙知の教育訓練方法についての情報共有を行い、

教育訓練の引き出しを増やすことが求められる。そして、形式知と暗黙知を上

手く組み合わせた教育体系を構築できれば良いと考える。 

 

６ まとめ 

形式知と暗黙知の両方を組み合わせた教育訓練を実施していくことで、火災

現場での安全かつ効果的なインテリジェンス活動に繋がることを期待する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現職 

大津市中消防署消防第一課・救助係（高度救助隊） 主任 

 

職歴 

平成 21 年４月 大津市消防局 採用 

平成 25 年４月 南消防署 救助係（特別救助隊） 

 平成 30 年４月 現職（令和２年４月～国際消防救助隊） 

Date 

（データ）  

形式知 

単体の情報（用語等） 

現場で活用できる知識。 

感覚や勘から、状況を 

感覚的・自動的に分析し判断 

Information 

（インフォメーション）  

形式知 

現場

から、状況を

現場 活用

暗黙知 

現場 。現場

形式知＋暗黙知 

【暗黙知向上】 

  映像視聴  

コントロールボックス  

ホットトレーニング等  

 

・感覚の総合訓練  

【形式知向上】 形式知

データをまとめたもの。 

（消火戦術、火災性状、放水要領等 

のマニュアル、テキスト） 

・知識習得  

  消火戦術  

火災性状等  

・技術訓練  

  進入要領  

放水要領等  

  

 

・実火災現場の振り返り   

暗黙暗黙

Intelligence 

(インテリジェンス) 

感覚の総合訓練

建物で火煙を用いた訓練  

映像視聴

・感覚の部分訓練  
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特別消火隊と特別救助隊の合同訓練から得られた火災救助手法について 

 

    大津市消防局       

消防士長 内田 慎一郎  

 

 １ はじめに

   複雑多様化・困難性を高める火災事案に対応するため、当局では平成２９年４月に

火災防ぎょに優れた隊員で構成し、迅速かつ効果的な消火活動を推進するための中核

となる隊として、大津市消防局特別消火隊（以下「特別消火隊」とする。）を創設しま

した。 

あわせて、消火隊と救助隊の円滑な連携と統制された活動は、近年さらに必要性を

高めているのは言うまでもありません。そこで、当局の特別消火隊と特別救助隊が署

の垣根を超え、定期的に合同訓練を計画し、特別消火隊が救助隊とは異なる視点で火

災救助を含む火災想定の訓練を企画、実施することにより、新たな救助手法を発見し、

それに対し工夫を重ねたことで、職務遂行に必要な技術の構築を図ることができた事

例を発表します。 

 

２ 大津市消防局特別消火隊について 

  まず初めに、当局の特別消火隊についてご紹介します。火災防ぎょ技術に優れた消火

隊を創設することにより、迅速な消火、救助活動が行われ、延焼拡大防止が速やかに実

施でき、それにより市民の生命、身体及び財産への被害の軽減に繋げ、さらには火災現

場における安全管理、指揮支援を強化し、公務災害の軽減と指揮の充実を図ることを目

的として当局の特別消火隊は創設され

ました。 

  特別消火隊の崇高な職責を遂行する

ため、右の図で示す基本構想として３

本柱を掲げています。 

  これらの基本構想を柱として特別消

火隊が編成されたことにより、大津市

消防局の職員全体のやる気の躍進に連

鎖し、「全消火隊の現場対応能力が向上

する」という成果が生まれることに繋

がるという部分で全消火隊にとって重

要な役割を担っています。 
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３ 検証した手技・手法の一例について 

  当局の特別消火隊と特別救助隊は隣接する署にあることから、火災救助訓練を実施す

る中で様々なシチュエーションに対応した手技・手法の検証を重ねました。 

（１）消火隊と救助隊の屋内進入隊形 

（２）幼児・小児用縛帯の開発及び救出要領 

（３）消防職員が火災現場において自力脱出が不可能になった想定におけるつるべ式引 

上げシステムを活用した緊急救出要領 

上記３種類の手技について、反復し試行錯誤を重ね、得られた結果を以下紹介したい 

と思います。なお、いずれの要領もあくまでも一例とし、現在においても検証、改良を

継続している状況であることをご理解ください。 

 

４ 訓練内容 

（１）消火隊と救助隊の屋内進入隊形 

これまで実火災での人命検索における屋内検索の進入隊形については、検索ロープ

の使用方法に関しては苦慮しており、各現場で各隊長が火災状況や建物構造を見て判

断を下すという現状でありました。 

そこで特別消火隊との訓練を通して、救助隊が一緒に屋内進入を行う際の基本隊形

の確立について検証を行いました。 

【検証１】 

まず初めに行った検証としては、救助隊による消防救助操法にある検索救助第１法

の隊形と消火隊による援護ホースラインとともに進入する方法ですが、この方法では

確保ロープと充水したホースが干渉し確保ロープが下敷きになり、人命検索活動に悪

影響を及ぼす場面が多くあり、ロープによる確保のデメリットばかりが目立つ結果と

なりました。 

  【検証２】 

検証１を踏まえ、筒先員と救助隊員とが命綱で繋がり救助隊長の確保ロープを無く

し、救助隊長も屋内進入する隊形を試しました。該隊形であれば前述した課題は払拭

でき、また各隊長の関係も密にすることができることから安全管理面においても効果

を発揮しました。しかし、救助隊が要救助者を発見し搬送する際において、筒先員と

繋がる命綱が活動障害となることが多くあり、退出時においても消火隊と同時に退出

しなければならないことから迅速性に欠ける、また火点制圧が遅延する恐れがある等、

この隊形に関しても課題がありました。 

  【検証３】（次頁の図参照） 

   そこで救助隊長と救助隊員２名が命綱で繋がり、消火隊長は出入り口付近において 

ホースハンドリングを行う隊形を試すと、活動障害となる確保ロープは無く、また救 

助隊長が局面指揮と筒先補助を兼務することで、筒先員と救助隊との連携を密にする 

ことができるという結果になりました。 

また要救助者の搬送時においても、救助隊のみで退出することができ、後方でホー

スハンドリングを行う消火隊長が救助隊長に代わって筒先補助を行うことから、火点

制圧の遅延の恐れも払拭できることに加え、救助隊長と救助隊員を繋ぐ命綱の長さを



227

３ 検証した手技・手法の一例について 

  当局の特別消火隊と特別救助隊は隣接する署にあることから、火災救助訓練を実施す

る中で様々なシチュエーションに対応した手技・手法の検証を重ねました。 

（１）消火隊と救助隊の屋内進入隊形 

（２）幼児・小児用縛帯の開発及び救出要領 

（３）消防職員が火災現場において自力脱出が不可能になった想定におけるつるべ式引 

上げシステムを活用した緊急救出要領 

上記３種類の手技について、反復し試行錯誤を重ね、得られた結果を以下紹介したい 

と思います。なお、いずれの要領もあくまでも一例とし、現在においても検証、改良を

継続している状況であることをご理解ください。 

 

４ 訓練内容 

（１）消火隊と救助隊の屋内進入隊形 

これまで実火災での人命検索における屋内検索の進入隊形については、検索ロープ

の使用方法に関しては苦慮しており、各現場で各隊長が火災状況や建物構造を見て判

断を下すという現状でありました。 

そこで特別消火隊との訓練を通して、救助隊が一緒に屋内進入を行う際の基本隊形

の確立について検証を行いました。 

【検証１】 

まず初めに行った検証としては、救助隊による消防救助操法にある検索救助第１法

の隊形と消火隊による援護ホースラインとともに進入する方法ですが、この方法では

確保ロープと充水したホースが干渉し確保ロープが下敷きになり、人命検索活動に悪

影響を及ぼす場面が多くあり、ロープによる確保のデメリットばかりが目立つ結果と

なりました。 

  【検証２】 

検証１を踏まえ、筒先員と救助隊員とが命綱で繋がり救助隊長の確保ロープを無く

し、救助隊長も屋内進入する隊形を試しました。該隊形であれば前述した課題は払拭

でき、また各隊長の関係も密にすることができることから安全管理面においても効果

を発揮しました。しかし、救助隊が要救助者を発見し搬送する際において、筒先員と

繋がる命綱が活動障害となることが多くあり、退出時においても消火隊と同時に退出

しなければならないことから迅速性に欠ける、また火点制圧が遅延する恐れがある等、

この隊形に関しても課題がありました。 

  【検証３】（次頁の図参照） 

   そこで救助隊長と救助隊員２名が命綱で繋がり、消火隊長は出入り口付近において 

ホースハンドリングを行う隊形を試すと、活動障害となる確保ロープは無く、また救 

助隊長が局面指揮と筒先補助を兼務することで、筒先員と救助隊との連携を密にする 

ことができるという結果になりました。 

また要救助者の搬送時においても、救助隊のみで退出することができ、後方でホー

スハンドリングを行う消火隊長が救助隊長に代わって筒先補助を行うことから、火点

制圧の遅延の恐れも払拭できることに加え、救助隊長と救助隊員を繋ぐ命綱の長さを

伸ばせば、検索活動の幅や柔軟性の向上も期待できる結果となりました。（下の写真参

照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋内進入隊形の基本をこの隊形と事前に決めておくことで、現場状況によって変

化・応用させたとしても根幹となる部分は共通している部分が多く、結果的には迅速・

確実に活動を遂行できるのではないでしょうか。 

 

（２）幼児・小児用縛帯の開発及び救出要領 

幼児・小児の救出方法としては、抱きかかえての救出や当市救

助隊が過去の機器開発事業で考案した、シートベルトと同様の材

質で作った立て吊り縛帯を子供にも汎用した形で活用していまし

た。（右の写真参照） 

しかし、抱きかかえての救出は、子供にとって想像を絶 

する恐怖心に晒されることが予想され、実災害での活動 

は課題があると認識していました。 

そこで、上階からの火災救助に特化した子供用の救出 

縛帯の考案についてご紹介します。様々な縛帯を考えま 

したが、市販されている抱っこ紐に 40ｍｍホースの一 

部を使用して改良を行い、首に輪部分を通すだけで携行 

できる形にしたものが最も迅速で安全に確保しながら救 

出できるのではないかという結果になりました。（下の写 

真参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼児・小児用縛帯 

作業姿勢での受け取り状況 片腕で保持しながら救出 
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該救出縛帯は防火衣及び空気呼吸器を着装した消防職員でも容易に使用でき、また 

三連はしご上で作業姿勢の状態においても要救助者を収容できます。 

 

（３）消防職員が火災現場において自力脱出が不可能になった想定におけるつるべ式引上 

げシステムを活用した緊急救出要領 

近年の複雑多様化する火災現場において、残念なことながら     

消防職員が負傷、殉職する事例が毎年のように発生しています。 

そういった背景から脱出困難の仲間を救助する要領として、建 

物２階の開口部において脱出困難に陥った隊員が空気呼吸器を 

着装した状態であっても、三連はしご、救助ロープ、スリング、 

カラビナと滑車（プ 

ーリー）を２個準備し救出する方法についてご紹介します。 

（右図参照） 

該救出方法の利点として、２分の１引上げシステム（つるべ 

式）を活用することによる牽引力の増大が見込め、人員が限られ

ている状況下においても比較的少人数で実施可能です。また防火

衣と空気呼吸器を着装した消防職員の総重量は 100 ㎏を超えることも予想されること

から、該システムを活用すれば半分の重量を引上げることと同等の力で済み、なおか

つつるべ式は単純で迅速に設定できるという利点もあります。 

 【必要人員】 

 隊員５名：Ａ→進入、Ｂ→進入及びシステム設定、Ｃ→救出ロープ確保、Ｄ→三連

はしご確保、Ｅ→指揮者（ＧＬ待機） 

【必要資機材】 

三連はしご、救助ロープ、スリング、滑車、カラビナ 

 【実施手順】 

 ①進入可能な２階開口部へ進入しやすい位置に三連はしごを架ていし、Ａはスリン

グを携行し進入後、要救助者（ここでは消防職員）を開口部付近へ搬送する。 

 ②Ａが進入後、Ｂは２階開口部よりも上段の支かんへつるべ式のシステムを設定し

た後、進入し動滑車を開口部へ引き込み、Ａと協力し要救助者を縛着する。 

 ③Ｂが進入した後、ＣとＤは協力し三連はしごの上段が開口部の上部へ接するよう

に架てい位置を修正する。 

 ④それぞれ救出準備が整ったら、ＡとＢは開口部まで要救助者を上げた後、縛着点

検を行い三連はしごを押し出す。Ｃは救出ロープの操作、Ｄは三連はしごの確保を

行い救出開始。 

 ⑤要救助者がＧＬへ到着後、指揮者は安全な位置まで搬送し救出完了。 

 

該救出要領の訓練を進めている中で課題となったのが、空気呼吸器を着装して脱出 

  困難に陥った隊員をどのように縛着し地上へ救出すれば良いかということです。当然

のことながら応急はしご救出と同様の縛着方法では、空気呼吸器が障害になることか

ら、背面吊り及び立て吊りを中心に様々なパターンで訓練を重ねた結果、次頁の写真
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該救出縛帯は防火衣及び空気呼吸器を着装した消防職員でも容易に使用でき、また 

三連はしご上で作業姿勢の状態においても要救助者を収容できます。 

 

（３）消防職員が火災現場において自力脱出が不可能になった想定におけるつるべ式引上 

げシステムを活用した緊急救出要領 

近年の複雑多様化する火災現場において、残念なことながら     

消防職員が負傷、殉職する事例が毎年のように発生しています。 

そういった背景から脱出困難の仲間を救助する要領として、建 

物２階の開口部において脱出困難に陥った隊員が空気呼吸器を 

着装した状態であっても、三連はしご、救助ロープ、スリング、 

カラビナと滑車（プ 

ーリー）を２個準備し救出する方法についてご紹介します。 

（右図参照） 

該救出方法の利点として、２分の１引上げシステム（つるべ 

式）を活用することによる牽引力の増大が見込め、人員が限られ

ている状況下においても比較的少人数で実施可能です。また防火

衣と空気呼吸器を着装した消防職員の総重量は 100 ㎏を超えることも予想されること

から、該システムを活用すれば半分の重量を引上げることと同等の力で済み、なおか

つつるべ式は単純で迅速に設定できるという利点もあります。 

 【必要人員】 

 隊員５名：Ａ→進入、Ｂ→進入及びシステム設定、Ｃ→救出ロープ確保、Ｄ→三連

はしご確保、Ｅ→指揮者（ＧＬ待機） 

【必要資機材】 

三連はしご、救助ロープ、スリング、滑車、カラビナ 

 【実施手順】 

 ①進入可能な２階開口部へ進入しやすい位置に三連はしごを架ていし、Ａはスリン

グを携行し進入後、要救助者（ここでは消防職員）を開口部付近へ搬送する。 

 ②Ａが進入後、Ｂは２階開口部よりも上段の支かんへつるべ式のシステムを設定し

た後、進入し動滑車を開口部へ引き込み、Ａと協力し要救助者を縛着する。 

 ③Ｂが進入した後、ＣとＤは協力し三連はしごの上段が開口部の上部へ接するよう

に架てい位置を修正する。 

 ④それぞれ救出準備が整ったら、ＡとＢは開口部まで要救助者を上げた後、縛着点

検を行い三連はしごを押し出す。Ｃは救出ロープの操作、Ｄは三連はしごの確保を

行い救出開始。 

 ⑤要救助者がＧＬへ到着後、指揮者は安全な位置まで搬送し救出完了。 

 

該救出要領の訓練を進めている中で課題となったのが、空気呼吸器を着装して脱出 

  困難に陥った隊員をどのように縛着し地上へ救出すれば良いかということです。当然

のことながら応急はしご救出と同様の縛着方法では、空気呼吸器が障害になることか

ら、背面吊り及び立て吊りを中心に様々なパターンで訓練を重ねた結果、次頁の写真

に示す要領が要救助者（ここでは消防職員）にとって身体的苦痛が少なく、迅速であ 

り比較的容易に縛着できました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

該救出要領の注意点として、火災状況の   

熱によるロープの破断を考慮すること、 

三連はしごの支かんを利用することから耐 

荷重の許容範囲を確認すること、さらに前 

頁の図で示す三連はしご確保員の位置に要 

救助者を救出することから右の写真のよう 

な三連はしご確保員を配置させることで救 

出場所の安全性と三連はしごの安定性も向 

上した結果となりました。 

 

 

 

 

５ おわりに 

  近年の災害形態の変容とともに、少子・高齢化に代表されるような社会情勢の変化や

建物構造に関しても耐火建物と同様に高気密の木造・防火造建物の増加により、災害は

複雑多様化し困難性はますます高まっています。誰もが経験したことがない未知の災害

に対して臆することなく立ち向かっていくには、先人たちに築いていただいた技術や知

識に加え、さらに画期的で効果的・効率的な救助技術を取り入れ、実際に具現化してい

く必要があることは言うまでもありません。また職員の大量退職と同時に、火災件数の

減少という背景から、現場経験が乏しい若手職員の増加は全国の消防行政の喫緊の課題

である中で、当局においても救助隊員の急速な世代交代が進み、さらに当局では、令和

スリングを空気呼吸

器の肩バンドに通す 

自己確保用ランヤー

ドを反対の腰のＤ環

へ結合 

救出ロープ確保員 三連はしご確保員 
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４年度を目標に特別救助隊１隊を新たに発足予定であることから、救助隊員の育成体制

の充実と強化は必須事項であります。 

  そういった背景から、今回特別消火隊と連携した訓練や現場活動から得られた技術や

知識は救助隊として新たな救助手法の発見や醸成に繋がり、結果的に救助隊を目指す若

い消防隊員の育成やモチベーションの向上にも寄与したのではないかと考えます。 

  新たな救助手法の確立は現場での活用例や成功例が無いか極めて少ない分、懸念材料

が多く、取り入れることに抵抗を感じる部分も少なからずあると思います。そうしたこ

とを払拭するには日常訓練において繰り返し行う訓練を通し、リフレクションを行い、

さらに改良を施した上で再度訓練において試すことで身体知化していき、最終的に隊と

して確固たる技術、手法となっていくと信じています。 

  今回ご紹介させていただいた３種類の要領や訓練内容はまだまだ発展途上であり、さ

らなる改良を進めていく所存です。 

 

現職 

 大津市南消防署 消防第二課 救助係 主任 

 

職歴 

平成 26 年４月 大津市消防局 採用 

平成 31 年４月 南消防署 救助係（特別救助隊） 
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４年度を目標に特別救助隊１隊を新たに発足予定であることから、救助隊員の育成体制

の充実と強化は必須事項であります。 

  そういった背景から、今回特別消火隊と連携した訓練や現場活動から得られた技術や

知識は救助隊として新たな救助手法の発見や醸成に繋がり、結果的に救助隊を目指す若

い消防隊員の育成やモチベーションの向上にも寄与したのではないかと考えます。 

  新たな救助手法の確立は現場での活用例や成功例が無いか極めて少ない分、懸念材料

が多く、取り入れることに抵抗を感じる部分も少なからずあると思います。そうしたこ

とを払拭するには日常訓練において繰り返し行う訓練を通し、リフレクションを行い、

さらに改良を施した上で再度訓練において試すことで身体知化していき、最終的に隊と

して確固たる技術、手法となっていくと信じています。 

  今回ご紹介させていただいた３種類の要領や訓練内容はまだまだ発展途上であり、さ

らなる改良を進めていく所存です。 

 

現職 

 大津市南消防署 消防第二課 救助係 主任 

 

職歴 

平成 26 年４月 大津市消防局 採用 

平成 31 年４月 南消防署 救助係（特別救助隊） 

 

救助隊指導担当による火災救助研修について 

 

京都市消防局 

   消防司令補 馬塲 昌彦 

 

第１ はじめに 

   私が消防学校に入校したのが，平成 20年の４月。当時の教官から，火災想定の訓練

を実施するにあたっていつも聞かされていたのが，平成 19 年に京都市内で発生した火

災での崩落事故（以下「崩落事故」という。）についてである。 

   この崩落事故は，木造瓦葺き２階建て延べ 71 ㎡を焼失し，居住者である高齢女性１

名が逃げ遅れて亡くなられた火災において，居住者を救出するため，屋内進入してい

た消防隊員４名が，２階床面の崩落に巻き込まれたもので，４名のうち１名が意識不

明の重体で入院状態が続いているとのことであった。初任教育生として，右も左も分

からない頃であったが，当時の教官の深刻な表情で話す姿が印象深い。 

   消防署に配属されてからも，当時の崩落事故を知る先輩や上司から話をしていただ

くと同時に，入院している隊員の方の容態を皆で心配した。 

   大変残念ながら，長い闘病生活の末，平成 27 年の２月に亡くなられ殉職される結果

となった。 

   私自身も，消防隊長や救助隊，指揮支援活動を実施する部隊を経験していく中で，

火災現場で建物や軒先の崩落を目の当たりにしてきた。幸いそれらの現場では負傷者

は発生しなかったが，現場での「安全管理」を実施するためには，崩落のメカニズム

等を自分自身だけでなく，活動隊員全員に理解させること，万が一の事態に対処でき

るスキルを身につけておく「備え」が必要である。 

   崩落事故から 14年経った現在，私自身が救助隊に指導する立場となり，その責任の

重さを痛感する一方で，「殉職者を出さない」という強い思いを実行できることにやり

がいを感じている。 

   本発表では，崩落事故を教訓とした当局の取組みや，私自身が救助隊の訓練指導を

担当する立場から，昨年実施した「火災現場から隊員を守る訓練」の実施や教育体制

を紹介する。 

    

   平成 19 年に発生した崩落事故の火災写真（崩落後） 
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第２ 当局の対応 

１ 崩落原因の究明 

  崩落事故発生後，現場活動における具体的な安全対策の課題を抽出するため，建築

学を専門とされる大学教授にも参画していただき，「火災現場活動安全対策検討委員

会及び検討部会」を設置し，建物が崩落した原因やメカニズムを科学的，かつ多角的

な視点で究明した。 

  その結果，崩落した原因は，「京町家」という京都特有の家屋で，玄関手前にある小 

黒柱が，継続的な燃焼によって焼け細ることで強度低下を招き，２階部分の家財等の 

収容物や放水活動による水の重さにより小黒柱の限界を超え，ここを起点として座屈 

し，２階部分が崩落したと判明した。 

（１）京町家とは？ 

    京都市内に昔からある木造家屋のことで，京都らしい都市景観を形成しており，

現在も市域の中心部に多く存在している。 

    土台はなく，壁の多くは土壁で基本的に壁に筋交いを用いず，接合部に金物を使

用しないことから，やわらかさと粘り強さを出し，地震や台風などの外力に耐える

構造となってるが，使用する木材が，一般工法と比較して少ない。  

    間取りも特徴的で，１列３                        

室型や２列３室型といわれる

ものがあり，京町家の表か

ら裏へ続く細長い土間

（総称して「通り庭」と言わ

れる。）に面して，居室が並ぶ

というものがだいたいの形式

である。 

 （２）小黒柱とは？ 

通り庭の室側の軸組にある柱のうち，表側の柱のこと。裏側の柱は大黒柱である。

どちらの柱も，構造的に荷重がかかる位置であり，胴差や梁による断面欠損も大き

いため，一定の断面が必要である。（出入口から１室目と通り庭の角柱が小黒柱で

あり，２室目と通り庭の角柱が大黒柱である。） 

一般的に，小黒柱と比較して，大黒柱の方が太い。 

（３）柱の荷重負担について 

通り庭と居室に挟まれた軸組は，京町家の間取りの特性から間 

仕切り壁を設けずに建具によって居室どうしの仕切りとしてい        

るため，２階の荷重を受ける柱の数が少なくなり，小黒柱の負担

が他の柱と比較して大きくなっている。 

小黒柱に取り付く壁がないのが一般的であり，火災時には小黒

柱の周囲が壁等で覆われていないため，焼け細り及び部材の内

部温度上昇に伴う強度低下等の影響を受けやすく，小黒柱の座屈に

よる２階床の崩落が発生する危険性が高い。 

また，２階において出火した場合でも，母屋の延焼,野地板の燃焼に伴う屋根瓦の

１列３室型の間取り 

 

２列３室型の間取り 
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第２ 当局の対応 

１ 崩落原因の究明 

  崩落事故発生後，現場活動における具体的な安全対策の課題を抽出するため，建築

学を専門とされる大学教授にも参画していただき，「火災現場活動安全対策検討委員

会及び検討部会」を設置し，建物が崩落した原因やメカニズムを科学的，かつ多角的

な視点で究明した。 

  その結果，崩落した原因は，「京町家」という京都特有の家屋で，玄関手前にある小 

黒柱が，継続的な燃焼によって焼け細ることで強度低下を招き，２階部分の家財等の 

収容物や放水活動による水の重さにより小黒柱の限界を超え，ここを起点として座屈 

し，２階部分が崩落したと判明した。 

（１）京町家とは？ 

    京都市内に昔からある木造家屋のことで，京都らしい都市景観を形成しており，

現在も市域の中心部に多く存在している。 

    土台はなく，壁の多くは土壁で基本的に壁に筋交いを用いず，接合部に金物を使

用しないことから，やわらかさと粘り強さを出し，地震や台風などの外力に耐える

構造となってるが，使用する木材が，一般工法と比較して少ない。  

    間取りも特徴的で，１列３                        

室型や２列３室型といわれる

ものがあり，京町家の表か

ら裏へ続く細長い土間

（総称して「通り庭」と言わ

れる。）に面して，居室が並ぶ

というものがだいたいの形式

である。 

 （２）小黒柱とは？ 

通り庭の室側の軸組にある柱のうち，表側の柱のこと。裏側の柱は大黒柱である。

どちらの柱も，構造的に荷重がかかる位置であり，胴差や梁による断面欠損も大き

いため，一定の断面が必要である。（出入口から１室目と通り庭の角柱が小黒柱で

あり，２室目と通り庭の角柱が大黒柱である。） 

一般的に，小黒柱と比較して，大黒柱の方が太い。 

（３）柱の荷重負担について 

通り庭と居室に挟まれた軸組は，京町家の間取りの特性から間 

仕切り壁を設けずに建具によって居室どうしの仕切りとしてい        

るため，２階の荷重を受ける柱の数が少なくなり，小黒柱の負担

が他の柱と比較して大きくなっている。 

小黒柱に取り付く壁がないのが一般的であり，火災時には小黒

柱の周囲が壁等で覆われていないため，焼け細り及び部材の内

部温度上昇に伴う強度低下等の影響を受けやすく，小黒柱の座屈に

よる２階床の崩落が発生する危険性が高い。 

また，２階において出火した場合でも，母屋の延焼,野地板の燃焼に伴う屋根瓦の

１列３室型の間取り 

 

２列３室型の間取り 

落下によって２階の床荷重が増し，ひいては２階床が崩落する危険性があるため，

２階の出火であっても１階が必ずしも安全とは言えない。 

２ 具体的な対策 

（１）マニュアル面 

   京町家火災が発生した場合の対策として，燃焼状況から崩落危険を判断し，屋内

進入の判断要素等の活動手順を具体的に示したマニュアルを新たに作成した。 

  ア 京町家の見分け方の周知 

     京町家の特徴等を記載した資料として作成。 

  イ 屋内進入可否の判断材料を周知 

     燃焼建物が京町家であると判明した時点で，無線等を活用して出動部隊に周知 

    し，先着した部隊の情報から，「小黒柱の燃焼状況」により進入の可否を最高指 

    揮者が判断することとした。 

（２）資器材の増強配備 

  ア 空気呼吸器及び携帯警報器の更新（隊員の保護） 

イ チェーンソーの増強配備（崩落した場合の隊員保護，救出） 

  ウ 高輝度ライト，熱画像直視装置の増強配備（崩落危険の予兆発見） 

エ 救助用支柱（レスキューサポート）の増強配備（崩落防止） 

（３）組織的な対策 

   活動隊員とは別に，現場を俯瞰的に見て，安全管理面や危険排除に重点を置いた

部隊（指揮支援部隊）を充実させてきた。 

   平成 30年からは，さらに指揮支援部隊を増隊し，火災現場にある活動危険の周知

や排除に重点を置き，崩落の予兆の早期発見，ショアリング等による崩落防止等の

危険排除の役割を担っている。（方面統括指揮隊，本部救助隊の各２隊体制） 

（４）教育訓練指導体制 

平成 21 年から消防活動総合センター（以下，「活動センター」という。）の運用

を開始し，現場環境に近い形での訓練が可能となった。 

 

第３ 救助隊の教育・指導体制の構築について 

 １ 教育訓練体制の課題 

崩落事故から 14年，前述した対策を実施してきた。 

しかし，この間ベテラン職員の多くが退職し，私を含め崩落事故を知らない職員

が多くなり，火災現場における安全管理等についての教育指導体制をより充実させ

る必要があった。 

特に救助隊については，火災の知識・技術だけではなく，あらゆる救助技術が必

要とされている反面，隊長や隊員の経験や指導能力にバラつきがあり，各救助隊間

で救助活動能力の標準化が図られていない状態であった。 

特別高度救助隊員が指導を行うこともあったが，交替制勤務の指導者では各部の

救助隊に対し技術が細部まで浸透しないことが課題として抱えていた。 

 ２ 「救助隊指導担当職員」の新配置 

   当局は，平成 30年に救助隊指導担当職員を新たに２名配置し，全 21救助隊（特

別高度救助隊を含む）に対して，年間を通じて訓練指導を専属で実施している。 
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 指導担当者は，特別高度救助隊経験者で局本部付けの職員を配置し，毎日勤務で

対応しているため，各部隊に対して統一的に指導することが可能となった。 

 現場活動上の課題や周知事項，研修のフィードバック，新たな手技手法，全国に

おける負傷事案や殉職事案を受けての安全教育や伝達事項等を，その都度実訓練や

座学を通じて指導している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４ 火災現場における「隊員を守る」教育 

  １ 本教育の必要性 

    コンクリート造に代表される耐火構造の建物だけでなく，近年の木造住宅は，在

来工法や京町家と比べて，高気密高断熱構造となっている。そのことで，延焼拡大

の危険性は減少されることが期待できるが，建物室内に熱や煙が充満しやすい状況

になったことで，フラッシュオーバーやバックドラフトまでの爆発的燃焼に至る時

間が長く，ひとたび発生すれば，より大きいエネルギーの爆発的燃焼となる。この

ことにより，今までは，消防隊が現場到着時は全面燃焼していたタイミングであっ

たが，フラッシュオーバーやバックドラフト発生前で，屋内進入時にそれらの異常

発生に巻き込まれるリスクが高まっているといえる。 

    当局では，フラッシュオーバーやバックドラフトの発生のしくみは消防学校等で

教育されるが，いざ巻き込まれた際にとるべき行動等の知識や技術を知らない職員

が多く，「要救助者を助ける訓練」はいつも実施しているが「自分の身を守る訓練」

「仲間を助ける訓練」はなかなか行っていないのが現状である。 

    特に救助隊は，火災現場において，要救助者の救出を主たる業務とするが，時に

は窮地にある仲間の救出活動を行わなければならないことも想定しておかなけれ

ばならない。 

２ 教育内容 

  令和２年度に，救助隊指導担当者が外部講師による隊員の緊急脱出等の講義を受講 

し，危険な活動を強いられる救助隊に対して，屋内進入時に予想外のフラッシュオー 

バー発生等，窮地に陥った場合の自分や部隊員の身の守り方や，隊員が取り残された 

場合の救出方法等を，当局の保有器材や出動態勢に対応できる形で，伝達及び以下の 

教育を実施した。 

（１）屋内進入時に爆発的な濃煙に巻き込まれた際の緊急脱出訓練 

    予想外のフラッシュオーバー発生により，退路を見失い窮地に陥った際の，行動

や無線発信訓練を各隊員ごとに実施。自身の置かれている状況を冷静に伝えるだけ

でなく，救出部隊の必要の有無や救出に必要な具体的な器材や手段を分かる範囲で

主な教育指導内容 

・水難対応→新任潜水士研修，現地水難訓練（ボート操船，流水域，潜水） 

・ロープ活用救助 

・IRT 登録隊員等（特別高度救助隊及び高度救助隊員）への指導 

・各種救助事故対応 

・フルハーネス型墜落制止用器具の安全教育研修 

・チェーンソー取扱訓練 
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 指導担当者は，特別高度救助隊経験者で局本部付けの職員を配置し，毎日勤務で
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第４ 火災現場における「隊員を守る」教育 

  １ 本教育の必要性 

    コンクリート造に代表される耐火構造の建物だけでなく，近年の木造住宅は，在

来工法や京町家と比べて，高気密高断熱構造となっている。そのことで，延焼拡大

の危険性は減少されることが期待できるが，建物室内に熱や煙が充満しやすい状況
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間が長く，ひとたび発生すれば，より大きいエネルギーの爆発的燃焼となる。この

ことにより，今までは，消防隊が現場到着時は全面燃焼していたタイミングであっ
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発生に巻き込まれるリスクが高まっているといえる。 
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教育されるが，いざ巻き込まれた際にとるべき行動等の知識や技術を知らない職員

が多く，「要救助者を助ける訓練」はいつも実施しているが「自分の身を守る訓練」

「仲間を助ける訓練」はなかなか行っていないのが現状である。 

    特に救助隊は，火災現場において，要救助者の救出を主たる業務とするが，時に

は窮地にある仲間の救出活動を行わなければならないことも想定しておかなけれ

ばならない。 

２ 教育内容 

  令和２年度に，救助隊指導担当者が外部講師による隊員の緊急脱出等の講義を受講 

し，危険な活動を強いられる救助隊に対して，屋内進入時に予想外のフラッシュオー 

バー発生等，窮地に陥った場合の自分や部隊員の身の守り方や，隊員が取り残された 

場合の救出方法等を，当局の保有器材や出動態勢に対応できる形で，伝達及び以下の 

教育を実施した。 

（１）屋内進入時に爆発的な濃煙に巻き込まれた際の緊急脱出訓練 

    予想外のフラッシュオーバー発生により，退路を見失い窮地に陥った際の，行動

や無線発信訓練を各隊員ごとに実施。自身の置かれている状況を冷静に伝えるだけ

でなく，救出部隊の必要の有無や救出に必要な具体的な器材や手段を分かる範囲で

主な教育指導内容 

・水難対応→新任潜水士研修，現地水難訓練（ボート操船，流水域，潜水） 

・ロープ活用救助 

・IRT 登録隊員等（特別高度救助隊及び高度救助隊員）への指導 
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無線発信できるよう訓練を行った。突発的に発生する事案であるため，日頃からあ
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て利用する方法を展示し，各部隊で搬送訓練を実施してもらった。部隊内でもど 

の方法がいいのか検討してもらい，一人搬送や二人搬送等のパターンや，倒れてい 

る仲間がどのような態勢からでも救出できるように指導を行った。 

    また，救出後に，救急隊に引き継ぐ際に，スムーズに防火衣を離脱する必要性が 
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火衣を離脱する方法を展示し，実際に訓練を実施してもらった。    

（４）木造家屋２階の窓にいる隊員を三連梯子を使用して救出する訓練 
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    屋内進入している隊員が，緊急脱出を実施し，な

んとか窓等の開口部までたどり着いたものの２階以

上であり，そこから脱出できない状況を想定しての

訓練を実施した。開口部で火災や熱気を避ける防御

姿勢をとった仲間を，三連梯子を活用して救出する。 

    最も困難であったのが，三連梯子のプーリー部分

に，フル装備の隊員の呼吸器バンドやＤ環等が引っ

掛かり，救出に時間を要してしまうことである。 

    １回目の訓練を実施した後，過去に国内で実際におこった消防職員の殉職事案の

ニュース映像を見てもらった上で，再度同じ訓練を実施してもらうと「仲間を助け

る」という気持ちがより強まってか，迅速性が増した。 

    仲間が窮地に陥った際，「絶対に助ける」という強い信念はもちろん，最善の動き

をとらなければ，一生後悔することになるということを強く指導した。 

 

第５ おわりに 

    平成 19年の崩落事故で２階床面が崩落した際，ほとんどの隊員の動きが止まって

しまい，すぐに救出のためのアクションを起こすことができたのは数名であった。 

    普段から自分の身を守る訓練や，隊員を救出するための技術・知識を持っておか

なければ，とっさに動けず，生存救出の可能性を著しく下げてしまうであろう。 

    まずは事故を起こさせない教育指導が必要であるが，加えて，最悪の事態が発生

した場合にも即座に行動し，生存できる，救出できる隊員を多く育てていかなけれ

ばならない。それがこの事故を風化させないことに繋がると確信している。 

    火災現場に限らず，災害現場活動において救助隊が担う役割は大きい。 

    局内のみならず国際消防救助隊や緊急消防援助隊でも活躍できる救助隊員を育成

するとともに，「絶対に殉職者を出さない。」ことが指導担当者の使命であると心得

え，継続して教育指導に尽力していく決意である。 

 

現職 

 京都市消防局 警防部 消防救助課 救助係 

 

職歴 

 平成 20年 ４月 京都市消防局採用 

 平成 20年 ４月 上京消防署 第１消防隊 隊員 

 平成 20年 10月 上京消防署 北部救助隊（現紫明高度救助隊）隊員 

 平成 20年 10月 伏見消防署 東部救助隊（現西勧修寺特別救助隊）隊員 

 平成 27年 ４月 南消防署 第１消防隊 隊長 

 平成 28年 ４月 南消防署 総務課消防団係 

 平成 29年 ４月 南消防署 吉祥院特別救助隊（現南浜特別救助隊）副隊長 

 平成 30年 10月 南消防署 上鳥羽特別高度救助隊 副隊長 

 令和 ２年 ４月 現職 
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火災対応力向上のための取り組みについて 

 

                            大阪市消防局 

消防司令補 牛尾 大介 

 

 １ はじめに 

   近年、火災件数は全国的に減少傾向であり、火災現場への出場機会減少に伴って経

験が不足している現状の中、経験に頼ることなく災害活動能力を維持向上させること

が喫緊の課題です。 

   また、火災は刻々と状況が変化する災害であることから、消防が対応すべき災害の

中でも特に危険が予測しにくく、負傷事故が発生しやすい災害であるため、迅速な活

動が求められる中でも危険の兆候を確実に察知し、安全に活動するための能力も求め

られます。災害現場における活動能力の向上については、長期的な視点で課題を捉え

て人材育成を実践していく必要があり、当局では、年間統計や特異な災害の事例抽出

を行い、大阪市の地域特性や災害発生傾向等から、今、何が求められ備えるべきなの

かを分析した上で訓練・研修の計画を策定し、年間を通して基本から応用技術の習熟

までを目指して段階的に実施しています。 

安全管理の能力についても同様に、隊員それぞれの安全を自ら確実に確保するとい

う意識の向上、基本行動の徹底、過去の事例やその分析から抽出したデータを基にし

た研修・訓練の企画、災害現場において負傷事故を発生させないための体制作り等に

取り組んでいるところです。 

   

 ２ 災害活動能力向上に向けた課題と対策 

（１）課題 

当局における令和２年の年間火災件数は 703 件となり、昭和 23 年の自治体消防

発足以来、年間統計として最少となりました。 

  しかし、年々減少傾向にある火災件数に対し、火災による死者数は減少していま

せん。現場活動を通して、学びそして成長する機会が減少している中、一つ一つの

現場活動を確実に分析し対応策を立てる必要があります。 

  災害活動能力の向上に向けた課題としては、以下の点が挙げられます。 

 【地域特性】 

各政令指定都市との比較から見られる大阪市の火災の特徴としては、住宅火災件数及

び死者発生件数（火災 100 件あたり 4.3名）が各政令指定都市の中では最も多い結果と

なっています。建物構造については、鉄筋コンクリート造の高層マンションや気密性の

高い木造住宅の建築が進む一方、一部地域では古い木造住宅が密集し、道路幅も狭い、

いわゆる「木造住宅密集地域」を全国一多く抱えているため、様々な建物構造に応じた

災害対応能力の向上が求められています。 

【組織特性】 

組織全体が若年化している中、救助隊に選任されている隊員の平均年齢についても隊
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長 44.9 歳、副隊長 36.4 歳、隊員の 29.4 歳と全体的に若くなってきており、また、人

事異動に伴い、隊員の入れ替わりも激しく、年々経験豊富な隊員が少なくなってきてい

る現状となっています。 

このような状況の中、経験値に頼ることなく災害活動能力を向上させる為の訓練、研

修を充実強化することが喫緊の課題です。 

（２）対策 

 【地域特性に対して】 

当局では、年間の訓練計画を策定するうえで、全国的な火災統計を参考にすると共に、

大阪市の地域特性や、特異な火災を抽出し、木造建物火災に対する訓練、非木造建物火

災に対する訓練に分けて計画し取り組んでいます。 

【組織特性に対して】 

若年層職員が多くなり、また隊員の入れ替わりも激しい中では、本部が企画する実働

訓練（以下、「本部訓練」という。）のみでは周知徹底すべき事項を浸透させることは困

難なため、座学研修、巡回研修等を各レベル（隊長・副隊長・隊員）に応じて実施し、

実働訓練による学びがより効果的なものになるように工夫しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【具体的な取り組み】 

〇救助隊訓練年間計画 

   ・隊個々での基本技術習熟～他隊との連携力強化までを段階的に実施 

   ・内容は大阪市の火災統計等を分析し、年度ごとに内容を更新して実施 

  〇連携に重点を置いた訓練企画 

当局では火災発生時、災害点直近に待機する２隊の救助隊が同時出場するため、隊

個々の活動能力だけでなく、複数隊による連携が求められるため、訓練企画時は必ず

救助隊間の連携を盛り込んだ内容としています。 

また、火災救助活動に際しては消火隊との連携も必須となるため、参加する救助隊

と同一所属の消火隊を訓練参加させ、消火戦術を理解した上で消火隊と共に要救助者

の救出、火災の制圧という目的を達成するための具体的な連携活動要領について指導

しています。 

 

 ３ 災害現場における安全管理体制の強化 

 （１）現状 

当局においては、安全管理に対する取組みは継続的に実施していましたが、昨年

11 月に火災現場において救助隊員が木造建物の崩落に巻き込まれて下敷きになり、
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の救出、火災の制圧という目的を達成するための具体的な連携活動要領について指導

しています。 

 

 ３ 災害現場における安全管理体制の強化 

 （１）現状 

当局においては、安全管理に対する取組みは継続的に実施していましたが、昨年

11 月に火災現場において救助隊員が木造建物の崩落に巻き込まれて下敷きになり、

自力で脱出できなくなり、炎が迫る寸前のところで消防隊により救出されるという

事案が発生しました。 

これを契機に、過去に発生した負傷事故等も含めて検証し、災害現場における安

全管理体制を見直すなど、再発防止に取り組んでいるところです。 

 （２）隊員負傷事故発生の背景 

   ア 安全管理隊の運用体制 

当局では、木造建物火災で崩落や倒壊危険がある場合や、危険物が保管されて

いる事業所等における火災など、消防隊が活動する上でリスクが高く安全管理体

制を強化する必要がある災害現場において、本部及び現場最高指揮者（以下、「指

揮者等」という。）の判断により、安全管理隊を要請する体制をとっています。  

安全管理任務を担うのは大阪市内の全 28 隊の救助隊で、指揮者等からの要請

により、災害点に直近の出場可能な救助隊に安全管理任務を付与し活動していま

す。 
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イ 安全管理体制の課題 

安全管理隊の運用開始当初は、これを担う全救助隊に対して安全管理隊の活動
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（４）事故の原因と背景 

今回の崩落が発生した原因は、当該崩落が発生した延焼建物構造部の強度低下で
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難性の高い災害状況であったにも関わらず、安全管理を専属的に担う「安全管理隊」

が要請されていませんでした。 
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 （５）課題 

今回のような消防活動の困難性や隊員負傷リスクの高い災害現場において安全

管理隊の要請がなされていなかった背景として、安全管理隊の運用開始以降、ここ

数年においては安全管理隊の運用について積極的な推進ができておらず、指揮者等

が安全管理隊を早期に要請すべきとの認識が薄れていたことが考えられました。 

また、災害現場における安全管理研修として、毎年、全救助隊に対し実災害例を

交えた事例紹介等の研修は実施していたものの、安全管理任務に特化した研修が十

分にできておらず、安全管理隊の出場件数の減少から実災害における経験も積めな

い状況であったことから、安全管理隊としてのスキルが低下していたことも課題と

して挙げられました。 

（６）具体的な対応策 

    【安全管理体制の見直し】 

安全管理任務に際しては、これに特化したスキルが求められます。 

災害状況から危険を予測し、その緊急性と危険度を判定し、危険が及ぶ範囲に

おいて適切な時期に適切な措置を実施する能力が必要です。災害状況から危険を

的確に予測するためには、災害現場のあらゆる状況における危険予知トレーニン

グを重ね、危険箇所を見極める能力を磨く必要があります。 

現場経験が豊富で隊の活動を統括する隊長レベルの職員には経年と共に自然

と身に付いてくるスキルですが、災害現場が減少している昨今の現状においては、

安全管理任務を担う隊長が必ずしもこのレベルのスキルを身に付けている状況

ではなく、隊員にも同様のことが言えると考えます。 
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このような現状から、全 28 救助隊の中から災害点直近順に指定していた安全管

理任務を、大規模災害救助隊（BR隊）６隊を優先出場させる体制として試行的に運

用することとしました。 

    BR 隊は地震や風水害等における大規模災害に対応するための USAR 技術を持って

おり、これまでも、木造建物火災において、構造物の焼け細りによる強度低下に対

し、崩落防止措置としてショアリングの知識と技術を活用してきた経緯があります。

建物構造の知識と崩落のメカニズムを理解している隊を安全管理任務に優先的に

出場させることで、火災建物の燃焼が進んでいる状況の中で危険を事前に察知して、

適切なタイミングで注意喚起や退避を促し、警防活動上の危険を回避することがで

きます。 

また、本部特別高度救助隊がこれまでの災害対応の中で集積した事例を活用して

研修資料を作成し、安全管理隊に対し重点的に座学研修、KYT、実働訓練と段階的

かつ継続的に実施し、スキルを向上させることとしました。 

【安全管理任務に特化した研修 ～具体的な取り組み内容】 

〇 座学～KYT～実働訓練と段階的に実施 

・座学研修 

木造建物構造と建物崩壊のメカニズムなど 

・KYT 

実災害の映像を用いた危険予知トレーニング 

・実働訓練 

  指揮班、消火隊などと連携し、実際に活動隊を退避誘導する訓練 

     〇 大阪市消防局情報共有サイト内に安全管理隊の情報共有サイトの立ち上げ 

出場した災害について、危険箇所、措置、使用資器材、活動の詳細を共有 

〇 安全管理任務に必要な資器材の整備 

熱画像直視装置、拡声器、レーザー距離計、レーザーポインター等  

 

【安全管理隊の積極的活用及び理解促進】 

     災害現場における安全管理体制に加えて、指揮者等が安全管理隊の活動につい

て理解を深め効果的に活用するため、また、指揮者だけでなく現場で活動してい

る隊員が自ら安全を確保したうえで現場活動ができるように、安全管理隊が実際

に現場で確認し、指示、指摘した事例やヒヤリハット事例等を集約して研修資料

を作成し、定期的に全署への巡回研修を実施する体制としました。 

また、通報内容、高所カメラの情報などから、木造建物の炎上火災等、消防活

動上リスクが高い災害と判明すれば、本部から現場の指揮者に対して安全管理隊

の要否について積極的に確認し、指揮者等が時期を失することなく必要な安全管

理体制が確立できるようなサポート体制を構築しています。 

     今後は、安全管理に関する研修及び訓練を、年間計画を策定して継続的に実施

し、内容についても現場活動能力の向上と同様に、統計等から実情に応じた内容

に随時バージョンアップすることで、常に最新の情報を基に能力向上が図れる体

制にしていきたいと考えています。 
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 ４ おわりに 

当局では、死者発生件数（火災 100 件あたり）が全国の政令指定都市の中で最も多

いという現状を鑑みて、近年、火災救助活動に重点を置いて取り組んでおり、火災に

対する訓練、研修を行う上では、火災を一つの災害種別と捉えず、木造建物火災、非

木造建物火災に細分化し、災害特性の大きく違うそれぞれの火災について、活動ポイ

ントを分けて、理解しやすいような内容の訓練を実施しています。 

また、１回の訓練をより効果的にするため、訓練前、訓練後の各署への巡回研修を

実施し、しっかりとしたフォローを行っています。研修内容については、経験豊富な

人材が各所属に居たこれまでは、基礎的な部分が所属においての訓練やミーティング

の中で培われており、本部訓練や研修については、応用的な部分が多い内容でした。 

しかし、近年の本部訓練では、木造構造の基礎知識等、基礎的な研修を多く取り入

れるようにし、年間を通して、基礎の習熟から連携力の強化までを段階的に教養、訓

練を行い、災害活動能力の向上を図っています。 

   安全管理面については、専従化による安全管理隊の試行運用を開始した令和３年３

月から、今現在までで、安全管理隊の出場した火災現場において職員負傷は発生して

いません。危険予測、危険箇所の発見、指揮本部との連携、周囲への声かけなど、確

実に、安全管理隊の能力は向上しています。 

しかし、安全管理隊に従事する者だけが安全管理に対しての意識、スキルの向上を

目指すのではなく、安全管理とは、本来各個人、各隊が担う任務であるということを

認識し、全職員が安全管理隊の隊員のような意識を持って現場活動を行うことが求め

られます。火災現場における負傷者の発生率を見てもわかるように、約 10 年前から現

在まで変化は見られません。大きな事故があり、一時的に意識が向上することの繰り

返しでは、再び事故は起こってしまいます。 

安全に関するルール、システムは先人の苦い経験によって作られていることを各個

人が改めて認識すると共に、組織全体で安全管理についてのルールは絶対であるとい

う意識改革を行っていかなければ負傷事故を減らすことはできません。 

   多くの職員負傷や殉職を経てもなお、重大事故が発生している今を変革の時と捉え、

現場での安全管理体制の確立と共に、安全管理に関する基礎教育の徹底に継続的に取

り組んでいきたいと考えています。 

 

現職 

 大阪市消防局警防部警防課本部特別高度救助隊 

  

職歴 

 平成 15年 ４月 採用 

 平成 15年 10月 中央消防署配属 

 平成 21年 ４月 阿倍野消防署配属 

 平成 27年 ４月 北消防署配属 

 平成 30年 ４月 現職 
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火災現場での重大事故を回避するための教育訓練について 

 

    西宮市消防局      

消防司令補 本岡 邦彦 

 

１ はじめに 

  近年、火災における活動中の殉職事故や負傷事故が後を絶たない中、当本部において

も火災による殉職事故を経験しています。殉職事故以降、二度と痛ましい事故が生じな

いように様々な取り組みを実施していますが、その中のひとつとして、万が一危機的な

状況に陥った際の対処方法を身に付け、火災現場での受傷者を発生させない教育訓練、

「火災対応救助研修」を実施しています。 

本研修は私どもの本部内の他、兵庫県下、大阪府下の他本部との合同研修及び研修支

援を行っているほか、消防大学校においても様々な教育訓練技法の一つとして紹介して

います。このような機会は、他本部の消防職員の方々との情報共有を図るだけではなく、

指導員の更なる育成にもつながっています。また、研修内容を常に新しいものに更新さ

せることで、火災事案での受傷者を発生させない対策として本部に還元されています。 

２ 研修内容について 

  研修は、基本（サバイバル）と応用（チームレスキュー）の２種類とし、それぞれ各

所属から隊員を集め実施しています。内容により、チームで危機的状況に陥った際の対

処方法（チームサバイバル）も含んでいます。 

（１）基本（サバイバル） 

   指導的立場の警防隊員を中心に、火災現場での活動中に危機的状況に陥り、安全な

場所へ緊急に避難する対応手段や避難することが困難となった場合に講じるべき対応

手段等について研修を実施し、受講者は各所属隊員に知識及び技術の伝達を行います。 

【研修内容の説明】 

①概要座学 

 火災現場での二次災害の発生による殉職事故をはじめとする重大事故を回避するた

めに、重要となる２点について座学を実施しています。１点目は、万が一危機的な状

況に陥った際の対処方法であり実技の内容になります。２点目は、発生原因の対策に

ついて、火災性状等の内容も取り入れ、座学の中で説明しています。 

②ストップ・メーデーコール 

 危機的状況に陥った際、パニックコントロールを行い、状況を的確に判断し、外部

に緊急事態であることを伝え救助を要請します。 

③脱出口の見極め方（ホース） 

 ホースをたたきつけ結合部の音を確認し移動。金具で脱出方向を見極めます。 

 メス金具側→筒先側 オス金具側→ポンプ車側 

④ホース検索 

   危機的状況に陥った際、方向感覚と自分の位置を見失わないように、ホースを検索

します。 
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⑤壁・狭隘空間通り抜け 

 ホース伝いに退出中に狭隘空間があった場合、空間の大きさに応じ、シッティング

メソッド、ダイブメソッド、パーシャルリムーバブル（ハーネスの片側離脱）、フルリ

ムーバブル（ハーネスのすべて離脱）の４種類の方法で狭隘空間を通り抜けます。 

⑥配線対応 

 吊り天井の崩落や天井裏に落下時を想定し、配線の中を通り抜けます。 

⑦サバイバルポジション 

 開口部でサバイバルポジションを取り、濃煙・熱気から身を守り、救出を待つ姿勢

を取ります。 

⑧想定訓練 

 ストップ・メーデーコール、脱出口の見極め方、ホース検索、壁・狭隘空間通り抜

け、配線対応等、サバイバルの研修で実施した内容を組み合わせ、危機的状況に陥っ

たところから脱出までを、目隠し、残圧設定を行い実施します。 

（２）応用（チームレスキュー） 

   救助隊員を対象として、火災現場活動中に危機的状況に陥った隊員が、自身で解決

することが不可能、若しくは著しく困難な状況、又は救助要請（メーデーコール）を

発信する必要が生じた場合の救助活動について研修を実施します。 

【研修内容の説明】 

①サバイバル想定 

   応用（チームレスキュー）を実施するにあたり、基本（サバイバル）技術が必須で

あるため、まず、復習のためサバイバルの想定訓練を実施します。 

  ②要救助隊員発見時の観察要領 

   意識、呼吸、残圧確認、面体着装状況、負傷や挟まれ等の有無の確認を迅速に行い

ます。 

  ③アラーム検索 

   携帯警報機を鳴動させ、目隠し状態で検索します。音の反響や個人の感覚のずれが

あるため、バディで互いに確認します。 

  ④要救助隊員搬送 

   平面や階段等の立体を、スペースに応じて搬送を行います。 

  ⑤屋内からの救助 

   腰高窓等の開口部直近まで自力又は搬送してきた要救助隊員の上半身を、腰高窓の

外に出し三連はしごでの救出につなげます。 

⑥緊急かかえ救助 

   要救助隊員の上半身が腰高窓の外まで出た状態から、三連はしご沿いに地上まで救

出します。 

  ⑦想定訓練 

   ホース伝い及び携帯警報機の鳴動音を頼りに、狭隘空間等の障害を突破して要救助

隊員を検索し、発見、観察、同じ経路を搬送して戻り、腰高窓から緊急かかえ救助に

て地上に救出するまでを窓際など危険度が大きい活動以外、目隠し状態で実施します。 
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⑤壁・狭隘空間通り抜け 

 ホース伝いに退出中に狭隘空間があった場合、空間の大きさに応じ、シッティング

メソッド、ダイブメソッド、パーシャルリムーバブル（ハーネスの片側離脱）、フルリ

ムーバブル（ハーネスのすべて離脱）の４種類の方法で狭隘空間を通り抜けます。 

⑥配線対応 

 吊り天井の崩落や天井裏に落下時を想定し、配線の中を通り抜けます。 

⑦サバイバルポジション 

 開口部でサバイバルポジションを取り、濃煙・熱気から身を守り、救出を待つ姿勢

を取ります。 

⑧想定訓練 

 ストップ・メーデーコール、脱出口の見極め方、ホース検索、壁・狭隘空間通り抜

け、配線対応等、サバイバルの研修で実施した内容を組み合わせ、危機的状況に陥っ

たところから脱出までを、目隠し、残圧設定を行い実施します。 

（２）応用（チームレスキュー） 

   救助隊員を対象として、火災現場活動中に危機的状況に陥った隊員が、自身で解決

することが不可能、若しくは著しく困難な状況、又は救助要請（メーデーコール）を

発信する必要が生じた場合の救助活動について研修を実施します。 

【研修内容の説明】 

①サバイバル想定 

   応用（チームレスキュー）を実施するにあたり、基本（サバイバル）技術が必須で

あるため、まず、復習のためサバイバルの想定訓練を実施します。 

  ②要救助隊員発見時の観察要領 

   意識、呼吸、残圧確認、面体着装状況、負傷や挟まれ等の有無の確認を迅速に行い

ます。 

  ③アラーム検索 

   携帯警報機を鳴動させ、目隠し状態で検索します。音の反響や個人の感覚のずれが

あるため、バディで互いに確認します。 

  ④要救助隊員搬送 

   平面や階段等の立体を、スペースに応じて搬送を行います。 

  ⑤屋内からの救助 

   腰高窓等の開口部直近まで自力又は搬送してきた要救助隊員の上半身を、腰高窓の

外に出し三連はしごでの救出につなげます。 

⑥緊急かかえ救助 

   要救助隊員の上半身が腰高窓の外まで出た状態から、三連はしご沿いに地上まで救

出します。 

  ⑦想定訓練 

   ホース伝い及び携帯警報機の鳴動音を頼りに、狭隘空間等の障害を突破して要救助

隊員を検索し、発見、観察、同じ経路を搬送して戻り、腰高窓から緊急かかえ救助に

て地上に救出するまでを窓際など危険度が大きい活動以外、目隠し状態で実施します。 

 

  ⑧ＣＰＲ 

   救出した要救助隊員がＣＰＡの場合に、ＣＰＲを継続した状態で、空気呼吸器、防

火衣上衣を迅速に離脱します。 

３ 研修用資機材、場所及び事故防止対策について 

  火災対応救助研修は、内容により資機材破損の可能性を伴います。また、安全に研修

を実施するため、次のように対応しています。 

（１）防火衣 

更新により廃棄のものを訓練用防火衣として活用し使用しています。特に引きずり

を伴う搬送訓練等、破損の可能性がある訓練では訓練用防火衣を使用しています。 

（２）空気呼吸器 

引きずりを伴う搬送訓練や緊急かかえ救助等、空気呼吸器の引きずりや引っ掛かり

による破損の可能性があるため、訓練用防火衣と同様、廃棄のものを火災対応救助研

修用空気呼吸器として、要救助隊員用等で使用しています。 

（３）単管施設 

   狭隘空間及び配線対応の施設は、単管パイプをクランプで組み、各手技に応じた空

間の大きさに調整しています。 

   配線対応施設は、組んだ単管パイプに、針金、ＰＰロープ等を取り付けています。 

   なお、使用する際は防火衣及び空気呼吸器保護のため、コンパネを敷いています。 

（４）研修場所 

   本研修は、既存建物の窓、階段等を活用し、上記の単管施設と組み合わせることで、

特別な施設や資機材を使用せず比較的容易に実施できます。また、単管施設を作成す

ることができない場合でも、狭隘空間や配線対応を工夫することで、実施可能です。 

私どもの本部では、平成 30 年度に竣工した当消防訓練施設を使用し、それ以前の

研修では、市内上下水道局管理の旧浄水場を使用してきました。また、場所を選ばず

実施できる特性を活かし、他消防本部、消防大学校等研修が可能であることを確認し

ています。 

（５）事故防止対策 

   研修を実施するにあたり、毎回指導員の事前調整として、会議及び実際に実技を実

施して、指導事項の調整に加え、危険個所の把握をしています。そこで、安全に研修

を実施するため、各手技のチェックポイントを共有しています。 

また、研修時には、受講者に危険個所及びチェックポイントを明確に伝えることで、

各所属に持ち帰った際の伝達研修における事故防止に努めています。 

４ これまでの研修状況について 

火災対応救助研修は、平成 28 年度から継続している他、他本部との合同研修及び研修

支援を実施することで知識及び技術の向上と共有を図っています。 

今年度は、消防大学校警防科の教育支援隊として様々な教育訓練技法の一つとして本

研修を紹介させていただきました。 

このような機会は、他本部の消防職員の方々との情報共有を図るだけでなく、指導員

のさらなる育成にもつながっています。 
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 基本（サバイバル） 応用（チームレスキュー） 

研修 研修支援 研修 研修支援 

平成 28年度 

〇 

 

〇  

兵庫県下他本部 

合同で実施 

兵庫県下他本部

合同で実施 
 

平成 29年度 

〇 〇 

   

 

単独で実施 
大阪府下他本部 

で実施 
 

平成 30年度      

〇 

大阪府下他本部

で実施 

令和元年度 

〇 

 

〇  

大阪府下他本部 

合同で実施 

大阪府下他本部

合同で実施 
 

令和２年度 新型コロナウイルス感染症対策により実施せず 

令和３年度 

〇 〇 〇 

 消防大学校警防科 

において紹介 

消防大学校警防科 

において紹介 
単独で実施 

 ※ 消防大学校での研修は、警防科において様々な教育訓練技法の一つとして本研修を

紹介したもの。 

５ 研修体制について 

（１）西宮市消防局の組織 

西宮市は人口約 48 万６千人の中核市です。西宮市消防局は、職員定数 522 名、２

交替制、４消防署４消防分署で構成し、災害に強い安全で安心なまちづくりの実現に

向け、消防体制の強化に取り組んでいます。４消防署に救助隊を配置しており、高度

救助隊１隊 16名、特別救助隊３隊 36名で日々の災害対応に従事しています。 

（２）研修実施体制 

   基本、応用ともに、受講者を 16 名程度とし、他本部合同研修の場合は、その隊員を

加え班編成し、各班に指導員１～２名程度が指導できる体制としています。加えて全

体を総括する指導員１名を配置し、本部員２名が全体の研修管理を担当しています。 

（３）研修受講体制 

研修内容に応じ各所属で対象者を人選しています。 

   また、消防大学校警防科教育支援隊として派遣するにあたり、事前調整会議、指導

員のみの研修、受講生を集めての事前模擬研修を実施しました。 

（４）指導員の育成 

   研修初年度は、平成 24・25 年度に火災対応救助について研究された、「兵庫県下消

防長会救助技術研究会作業部会」に当本部から派遣した作業部会員と、他本部から参
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令和３年度 

〇 〇 〇 

 消防大学校警防科 

において紹介 

消防大学校警防科 

において紹介 
単独で実施 

 ※ 消防大学校での研修は、警防科において様々な教育訓練技法の一つとして本研修を

紹介したもの。 

５ 研修体制について 

（１）西宮市消防局の組織 

西宮市は人口約 48 万６千人の中核市です。西宮市消防局は、職員定数 522 名、２

交替制、４消防署４消防分署で構成し、災害に強い安全で安心なまちづくりの実現に

向け、消防体制の強化に取り組んでいます。４消防署に救助隊を配置しており、高度

救助隊１隊 16名、特別救助隊３隊 36名で日々の災害対応に従事しています。 

（２）研修実施体制 

   基本、応用ともに、受講者を 16 名程度とし、他本部合同研修の場合は、その隊員を

加え班編成し、各班に指導員１～２名程度が指導できる体制としています。加えて全

体を総括する指導員１名を配置し、本部員２名が全体の研修管理を担当しています。 

（３）研修受講体制 

研修内容に応じ各所属で対象者を人選しています。 

   また、消防大学校警防科教育支援隊として派遣するにあたり、事前調整会議、指導

員のみの研修、受講生を集めての事前模擬研修を実施しました。 

（４）指導員の育成 

   研修初年度は、平成 24・25 年度に火災対応救助について研究された、「兵庫県下消

防長会救助技術研究会作業部会」に当本部から派遣した作業部会員と、他本部から参

加した３名を当本部の研修指導員として派遣していただき研修を進めました。併せて、

当本部から追加で４名の職員を指導補助者とし、事前訓練にて知識、技術の指導を受

け、実際の研修においても指導に携わることで指導員の育成を行いました。 

以降の研修においても、一部の指導員を入れ替え、事前訓練及び指導補助にあたる

ことで、指導員としての知識、技術の継承を行っています。 

（５）指導内容の更新 

   研修は毎回、事前調整として会議及び実技を実施しますが、その中で、前回までの

研修における検討事項の反映及び知識、技術の更新を行い、より良い研修に発展させ

ています。 

（６）研修成果 

   平成 28年度から研修を継続してきたことにより、受講者も増え、研修内容は受講者

が各所属に持ち帰ることで、未受講者へ伝達されています。 

   さらに、毎年度、各所属で研修受講者や指導員を中心に、火災対応救助の訓練が取

り入れられ、普及しています。一度の研修受講や伝達を受けただけでは、万が一危機

的状況に陥った際に生かすことは困難ですが、定期的に内容を更新したものを反復し

て受講することで、知識、技術の習得につなげています。 

（７）今後の課題 

現在実施している火災対応救助研修は、隊員個人のサバイバル、チームサバイバル、

そして、小隊規模のチームレスキューです。 

今後の課題として、中隊活動、そして、火災現場で組織的な活動として展開できる

体制を構築し、また、発生原因の対策も同時に進めていく必要があります。 

６ その他の取り組みについて 

  当本部では、日常における警防訓練の他、火災対応能力の向上及び安全管理を重視し

た活動を展開するため、次のような取り組みを行っています。 

（１）月別警防訓練 

迅速かつ適切な活動と、安全を考慮した判断力を養う総合的な警防活動訓練を反復

実施することで、現場初期対応能力及び各級指揮者の指揮能力向上を図っています。 

また、総括指揮者が意図する部隊活動を確立するため、中隊の災害対応能力向上を

目指す訓練を実施しています。 

   この訓練は、各所属において月毎にテーマを定め訓練を計画し、本署、分署、本部

指揮隊、指令課が合同で訓練を実施しています。合同訓練に向け、各小隊、中隊にお

いて、テーマに応じた事前訓練を実施しています。 

（２）火災防ぎょ中隊訓練 

災害出動基準に準じた部隊編成による実動規模で、走行及び放水を伴った総合的な

警防活動訓練を実施することで、中隊活動能力の強化を図ることを目的とし実施して

います。 

この訓練は、月別警防訓練が出動部隊の一部の隊は参加できない点と異なり、実災

害と同様の出動部隊が訓練参加するため、より火災現場を想定した実践的な訓練を実

施することができています。 
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（３）西宮市消防安全を誓う日に伴う行事 

   殉職事故を受け、組織として指揮体制の強化と部隊行動の徹底を図り、現場活動は

安全管理を最も重視し、日々、教訓として、二度と痛ましい事故が生じないよう職員

全員が心に誓い、この誓いをより真摯に受け止め、再確認するための行事を、毎年実

施しています。 

（４）方面指揮隊長会議 

   各所属の総括指揮者となる方面指揮隊長により、安全管理や災害現場活動に関する

こと、災害現場活動に直結する警防業務に関すること等の会議を実施しています。そ

の中で、火災現場での緊急事態発生時の対処法及び対応について共有され、また、火

災性状について共通認識を持つための議論がされています。 

（５）資機材導入の一例 

  ①熱画像直視装置～全消防署、消防分署の警防隊に１機、全救助隊に１機 

  ②携帯警報機～すべての空気呼吸器に着装 ③エスケープキット～全救助隊 

④ハリガンツール～全救助隊 ⑤エクスケーパー～高度救助隊 

７ おわりに 

  要救助者と救助者の安全を守る火災時の救助活動を実施するためには、今回紹介させ

ていただいた、万が一危機的な状況に陥った際の対処方法を身に付けるとともに、危機

的状況に陥らないための対策を万全にすることが重要であると認識しています。 

  当本部は火災での殉職事故以降、現場活動は指揮体制と部隊行動の徹底を図り、安全

管理を最も重視し、日々、教訓として、二度と痛ましい事故が生じないように取り組ん

でいます。 

今後も、火災対応救助研修をはじめとした、万が一危機的な状況に陥った際の対処方

法を教育訓練していくとともに、危機的状況に陥らないための対策を進めることで、火

災事案での受傷者を発生させないように努めていきます。 
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（３）西宮市消防安全を誓う日に伴う行事 

   殉職事故を受け、組織として指揮体制の強化と部隊行動の徹底を図り、現場活動は

安全管理を最も重視し、日々、教訓として、二度と痛ましい事故が生じないよう職員

全員が心に誓い、この誓いをより真摯に受け止め、再確認するための行事を、毎年実

施しています。 

（４）方面指揮隊長会議 

   各所属の総括指揮者となる方面指揮隊長により、安全管理や災害現場活動に関する

こと、災害現場活動に直結する警防業務に関すること等の会議を実施しています。そ

の中で、火災現場での緊急事態発生時の対処法及び対応について共有され、また、火

災性状について共通認識を持つための議論がされています。 

（５）資機材導入の一例 

  ①熱画像直視装置～全消防署、消防分署の警防隊に１機、全救助隊に１機 

  ②携帯警報機～すべての空気呼吸器に着装 ③エスケープキット～全救助隊 

④ハリガンツール～全救助隊 ⑤エクスケーパー～高度救助隊 

７ おわりに 

  要救助者と救助者の安全を守る火災時の救助活動を実施するためには、今回紹介させ

ていただいた、万が一危機的な状況に陥った際の対処方法を身に付けるとともに、危機

的状況に陥らないための対策を万全にすることが重要であると認識しています。 

  当本部は火災での殉職事故以降、現場活動は指揮体制と部隊行動の徹底を図り、安全

管理を最も重視し、日々、教訓として、二度と痛ましい事故が生じないように取り組ん

でいます。 

今後も、火災対応救助研修をはじめとした、万が一危機的な状況に陥った際の対処方

法を教育訓練していくとともに、危機的状況に陥らないための対策を進めることで、火

災事案での受傷者を発生させないように努めていきます。 

     

 

 

 

 

 

 

 

現職 

西宮市消防局 西宮市鳴尾消防署 特別救助隊長 

職歴 

平成 15 年４月 西宮市消防局採用 

平成 21 年４月 西宮市西宮消防署 高度救助隊 

平成 25 年４月 西宮市瓦木消防署 特別救助隊長 

平成 29 年４月 西宮市西宮消防署 高度救助隊長 

平成 31 年４月 現職 
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隊内 SOP等を活用した効率的かつ効果的なチームビルディングについて 

 

  岡山市消防局    

消防士長 川上 尭 

 

１ はじめに 

  「火災」は、刻々と状況が変化・悪化する「進行形の災害」と言えます。 

近年、この「火災」を取り巻く環境は、社会環境や生活習慣の変化、さらに建物構造の

多様化とともに、複雑になっており、これらを背景とした様々な火災現場活動に対峙す

るべく、我々消防職員の戦術、装備及び資機材も年々進化し続けています。 

しかしながら、「火災」は我々の進化を嘲笑うように、全国各地において、毎年のよう

に負傷者や殉職者を出してしまう危険度の高い災害です。また、多くの消防職員が重大

事故まで至らずとも、ヒヤリハットを経験していることは間違いないでしょう。 

  この火災現場において、「安全」「確実」「迅速」な活動を実践するためには、隊員 

 個々の知識・技術は当然のことながら、隊として共通認識を基にしたより強固な連携が 

 重要となり、これらを兼備したチームビルディングは、どの隊においても共通の目標で 

あると言えます。 

 

２ 現状の課題 

  近年、全国の年間火災出動件数が、減少傾向にある中で、これに比例し、新規隊員の

現場経験も減少傾向にあります。また、人事異動も定期的な周期で行われるため、毎年

、隊内での連携・意思統一を図る必要があり、火災訓練だけでなく、多種多様な訓練・

教養、その他各種業務と並行して行わなければなりません。当然のことながら、訓練が

できる回数や時間は限られており、このような環境下であっても、迫りくる前述した極

めて危険な現場である火災現場において「安全」「確実」「迅速」に対応していかなけ

ればなりません。 

  つまり、現場経験が減少する中、いかに効率的かつ効果的に、現場に強い隊を構築で

きるかということが課題といえるのです。 

そこで、この度の発表では、自隊が取り組む隊内 SOP（※）を軸とした、効率的かつ効

果的なチームビルディングについて紹介したいと思います。 

 

※SOPとは、Standard Operating Procedures（スタンダード・オペレーティング・プ 

ロシージャーズ）の略で、日本語では標準作業手順書を意味する。 

 

 

 

３ 隊内 SOPの作成及び活用 

  自隊においては、前述の課題を解決する一つの手段として、火災を含む様々な状況に

おける基本的な活動の統一的内容を映像化・資料化した隊内 SOP を作成し、それらを基
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に教養及び訓練を通して、PDCAサイクルを繰り返し行うことで、効率的かつ効果的なチ

ームビルディングを実践しています。 

（１）隊内 SOPの作成・活用方法における統一的見解 

  ア 作成に当たっては、より理解度を高めるため、写真添付、活動のポイント及び安

全管理上のポイントを明記して作成し、活動における裏付けを理解させることで、

作業手順の習熟は当然のことながら、現場活動における応用的な活用にも繋げるこ

とができるものとしています。 

  イ 活用に当たっては、あくまでも基本的な活動の統一的内容を映像化・資料化した

ものであるため、現場活動を制限するものではないこととしています。 

（２）火災現場活動に関連する隊内 SOPの種類 

  ア 個人装備点検 

 屋内進入時における、面体着装及び装備の点検要領です。 

イ 応急はしご救出 

  火災時における基本の救出要領です。 

ウ 緊急はしご救出 

 応急はしご救出では、安全な救出活動や隊員の退路確保が実施困難な場合に行う 

救出要領です。 

エ 火災検索要領 

 基本的な屋内検索要領で、要救助者の人数等で救出方法をパターン化しています

。 

オ 広範囲火災検索要領 

  倉庫、書庫、大型商業施設、会議室等、大空間での検索要領です。 

  カ 要救助者ぶら下がり時の救出 

 要救助者が窓枠等にぶら下がっており、今にも落下しそうな状況下の救出要領で

す。 

キ 進入不可状況時の救出 

窓枠一部から火炎が噴出し、屋内進入も困難な状況下で、要救助者が窓枠に半身 

を投げ出している状態の救出要領です。 
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に教養及び訓練を通して、PDCAサイクルを繰り返し行うことで、効率的かつ効果的なチ

ームビルディングを実践しています。 

（１）隊内 SOPの作成・活用方法における統一的見解 

  ア 作成に当たっては、より理解度を高めるため、写真添付、活動のポイント及び安

全管理上のポイントを明記して作成し、活動における裏付けを理解させることで、

作業手順の習熟は当然のことながら、現場活動における応用的な活用にも繋げるこ

とができるものとしています。 

  イ 活用に当たっては、あくまでも基本的な活動の統一的内容を映像化・資料化した

ものであるため、現場活動を制限するものではないこととしています。 

（２）火災現場活動に関連する隊内 SOPの種類 

  ア 個人装備点検 

 屋内進入時における、面体着装及び装備の点検要領です。 

イ 応急はしご救出 

  火災時における基本の救出要領です。 

ウ 緊急はしご救出 

 応急はしご救出では、安全な救出活動や隊員の退路確保が実施困難な場合に行う 

救出要領です。 

エ 火災検索要領 

 基本的な屋内検索要領で、要救助者の人数等で救出方法をパターン化しています

。 

オ 広範囲火災検索要領 

  倉庫、書庫、大型商業施設、会議室等、大空間での検索要領です。 

  カ 要救助者ぶら下がり時の救出 

 要救助者が窓枠等にぶら下がっており、今にも落下しそうな状況下の救出要領で

す。 

キ 進入不可状況時の救出 

窓枠一部から火炎が噴出し、屋内進入も困難な状況下で、要救助者が窓枠に半身 

を投げ出している状態の救出要領です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 隊内 SOPの主な内容 

  今回は、数ある救出方法の中で、救助の基本ともいえる応急梯子救出の隊内 SOP につ

いて紹介します。 

（１）資器材準備 

資器材は必要最低限にし、番員によって携行資器材を決めています。 

 

（２）初動～梯子架梯 

早期の進入を可能にするため、安全管理と並行し進入準備を行います。 

 

（３）進入 

   進入順を３番員、１番員、小隊長の順にすることで、縛着完了までの時間を短縮し 

ています。 

 

（４）縛着 

   縛着器具は、視界不良時においても素早く使用できるように設定しています。 

 

活動のポイント 安全管理上のポイント 備考

１　資器材準備
　①　小隊長：スタティックロープバック
　　（２５ｍ）
　②　１番員：
　③　２番員：テープスリング（６０㎝）、
　　カラビナ、エイト環
　④　３番員：縛着器具（ピタゴール）

　※三連梯子は１、２番員で搬送

　・　携行資器材は、必要最低限にして
　　いる。
　・　番員によって携行資器材を決めて
　　いるが、現場の状況に応じて変更す
　　る。
　・　 状況に応じて、追加資器材のリット
　　ラインキット、レスクマスク、拡声器、
　　携帯無線機及び熱画像直視装置等
　　を携行する。
　・　各個人装備、携行資器材を呼唱及
　　び作動確認する。

　・　モールシステムを活用することで、
　　資器材の落下防止措置を図る。
　・　携行資器材を必要最低限とするこ
　　とで、活動の支障とならないよう配慮
　　慮する。

・ロープの長さは、
全伸梯の長さに合
わせている。
・スタティックロープ
使用メリットは、ナイ
ロンロープに比べ伸
び率が小さく、撚れ
が少ない。

手順

小 １ ２ ３

活動のポイント 安全管理上のポイント 備考

２　初動～梯子架梯
　①　小隊長は、梯子架梯位置、周囲
　　及び要救助者の状況把握
　②　１、２番員は、三連梯子搬送及び
　　架梯
　③　３番員は、梯子の架梯位置、周
　　囲の状況等を確認及び進入準備

　・　３番員は直ちに進入できるよう、
　　準備する。
　・　３番員は進入準備と並行し、梯子
　　の安全管理を実施する。
　・　火炎の吹き出し及び退路を考慮
　　し、架梯位置を決定する。
　・　三連梯子の横ずれ防止のため、
　　状況に応じて壁、柱等に寄せて架
　　梯する。

　・　小隊長だけでなく、３番員も梯子の
　　架梯状況等を確認する。
　・　落下物に備えシールドを使用する。
　・　風、放水等の影響により三連梯子
　　転倒の影響がある場合は、複数人
　　での確保を実施する。

手順

活動のポイント 安全管理上のポイント 備考

３　進入
　①　３番員→ １番員→小隊長の順
　　で進入
　②　２番員は三連梯子の確保

　・　３番員と１番員が先に進入するこ
　　とで、要救助者縛着までの時間を
　　短縮する。
　・　小隊長がロープ先端を携行し進
　　入することで、３番員及び １番員
　　の負担を減らす。
　・　三連梯子をたたくことで進入完了
　　を伝える。（声だけでは伝わりにく
　　いため）

　・　放水及び天候等により、足場が濡
　　れている場合は滑りやすくなってい
　　ることを意識する。
　・　進入時は、携行資器材の落下等
　　がないよう互いに管理する。
　・　進入時は、常に退路を意識した活
　　動を行う。
　・　火災の状況を常に意識し、必要最
　　小限の時間で活動する。
　・　要救助者だけにとらわれず、建物
　　のモニタリングを継続する。
　・　個人装備点検（別紙、SOP「個人
　　装備」参照）を行うことで安全管理を
　　徹底する。

・架梯に対し不安要
素がある場合には、
１名づつの進入を実
施する。

手順

活動のポイント 安全管理上のポイント 備考

４　縛着
　①　３番員は、要救助者をショートピッ
　　クアップ
　②　１、３番員協力し、縛着
　③　小隊長が縛着器具に救出ロープ
　　のカラビナを結着
　④　２番員は下部支点設定（テープス
　　リング、カラビナ、エイト環）

　・　１番員は要救助者の状況に応じて、
　　３番員と協力してショートピックアップ
　　する。
　・　縛着器具は使用時素早く設定でき
　　るよう収納方法を工夫している。（別
　　紙、SOP「縛着器具」参照）
　・　横ずれ防止及び迅速な救出のため
　　にテープスリング及びエイト環を使用
　　する。
　・　エイト環を使用することで、呼吸器
　　を着装した状態で救出ロープの確保
　　が可能である。

　・　縛着時に呼称することで、縛着ミス
　　を無くす。

手順



254

（５）救出前点検 

番員の配置位置を決めており、また小隊長は両手が塞がることがないため指差し点 

検及びジェスチャーによる指示を可能にしています。 

 

（６）救出開始 

救出ロープにスタティックロープ、下部支点にエイト環を使用することでスムーズ 

な救出が可能になります。 

 

 

５ 隊内 SOP活用における効果  

  自隊における当該隊内 SOP は、約３年間運用を行っており、その結果、得られた効果

は、以下のとおりです。 

（１）早期のチームビルディング 

   人事異動に伴う新体制において、隊内 SOP を活用することにより、隊内の共通認識

の統一を図ることが円滑にでき、早期のチームビルディングを達成することができた

。 

（２）効率的かつ効果的なチームビルディング 

   隊内 SOP があることで、天候、時間、場所等に左右されることなく、各個人で事前

教養・訓練ができ、隊全体での訓練時に、より効率的かつ効果的な訓練が可能となっ

た。 

（３）活動の効率化 

   各種災害現場の中でも特に刻一刻と状況が変化・悪化する火災現場においては、隊

内 SOP を活用した活動を行うことで、小隊長からの指示を必要最小限で留めるととも

に、統制の取れた効率的かつ効果的な活動を展開することができた。 

   また、応用的な活動への展開においても、隊内 SOP を基に指示が出せるため、ワー

ストチョイスを排除し、スムーズに活動を展開することができた。 

（４）ヒューマンエラーの減少及び安全管理体制の強化 

   個人及び隊として、隊内 SOP を基にした活動をするため、活動におけるヒューマン

活動のポイント 安全管理上のポイント 備考

５　救出前点検
　①　小隊長は、足部側に配置
　② 　１番員は、腰部側に配置
　③　 ３番員は、頭部側に配置

　・　小隊長は足部側に配置し、一方の
　　手で要救助者を持ち上げ、もう一方
　　の手でジェスチャーにより連携を図
　　る。
　・　要救助者の重量に応じ、腰部側の
　　１番員が要救助者の下に入り込み、
　　体全体を使って持ち上げる。
　・　要救助者を持ち上げる際は、救出
　　ロープが梯子横さんの中央に位置
　　していることを確認する。
　・　要救助者持ち上げの際は、最高
　　点まで持ち上げ、点検を実施する。

　・　小隊長が指さし呼唱点検を実施
　　する。
　・　救出時、要救助者の手が横さん、
　　エッジ等に引っかからないように縛
　　着する。

手順

小

１ ３

活動のポイント 安全管理上のポイント 備考

６　救出開始
　①　小隊長と３番員は、三連梯子を前
　　　に出し保持
　②　１番員は、要救助者を前に出す
　③　２番員は、救出ロープを操作

　・　要救助者を救出する際、エッジが
　　ある場合は１番員が救出ロープを
　　前に押し出すことで、エッジかわす。
　・　要救助者を救出する際は、足部
　　側から救出する。
　・　要救助者を降ろす際は、恐怖を与
　　えないようスピードを考慮する。
　・　小隊長と３番員の三連梯子を出す
　　位置を合わせることで三連梯子の
　　安定を図る。

　・　エイト環を使用することで、適切な
　　速度で救出可能である。
　・　エイト環を使用していることにより、
　　緊急時にロックが可能である。
　・　三連梯子を前に押し出す際、小隊
　　長と３番員で連携し位置を調整する。

手順
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（５）救出前点検 

番員の配置位置を決めており、また小隊長は両手が塞がることがないため指差し点 

検及びジェスチャーによる指示を可能にしています。 

 

（６）救出開始 

救出ロープにスタティックロープ、下部支点にエイト環を使用することでスムーズ 

な救出が可能になります。 

 

 

５ 隊内 SOP活用における効果  
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活動のポイント 安全管理上のポイント 備考

５　救出前点検
　①　小隊長は、足部側に配置
　② 　１番員は、腰部側に配置
　③　 ３番員は、頭部側に配置
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　　手で要救助者を持ち上げ、もう一方
　　の手でジェスチャーにより連携を図
　　る。
　・　要救助者の重量に応じ、腰部側の
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　・　要救助者を持ち上げる際は、救出
　　ロープが梯子横さんの中央に位置
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手順

小

１ ３

活動のポイント 安全管理上のポイント 備考

６　救出開始
　①　小隊長と３番員は、三連梯子を前
　　　に出し保持
　②　１番員は、要救助者を前に出す
　③　２番員は、救出ロープを操作

　・　要救助者を救出する際、エッジが
　　ある場合は１番員が救出ロープを
　　前に押し出すことで、エッジかわす。
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　　長と３番員で連携し位置を調整する。

手順

エラーが個人としても、隊としても減少し、さらに認識違いによる危険因子の発生を

抑制させることに繋がり、必然的に現場活動における危険因子が減り、安全管理体制

においても強化を図ることができた。 

 

６ 隊内 SOPと併用したその他の取り組み 

  自隊においては、効率的かつ効果的なチームビルディングを達成するため、隊内 SOP

の活用と併用し、以下の取り組みを行っています。 

（１）毎朝１本火災想定訓練のルーティーン化 

   当務日には、毎朝勤務交代後、火災想定訓練を実施するルーティーンを実施してい
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間の火災想定訓練を実施することで、小隊長、隊員共に動きと共通認識を体に覚えさ

せることができます。 

また当局は、勤務体制の特性上、毎当務救助工作車の乗車人員が異なるため、当該 

ルーティーンを繰り返すことで、どの隊員の組み合わせになったとしても、同じ動き 

が可能となります。 

   さらに、想定訓練を実施した中で、新たな発見、隊員間のズレやスムーズな救出に

至らなかった場合等には、逐次の隊内 SOP の更新や新たな隊内 SOP を作成、追加しま

す。 

   このように PDCAサイクルを繰り返し、ブラッシュアップしていくことで、より実践

的なチームビルディングと隊内 SOPの構築がなされていきます。 

（２）訓練内容の可視化 

  訓練においては、可能な限り独立した安全管理員とともに記録係を設け、動画・静

止画による訓練内容の可視化を図ることとしています。これにより以下の効果が得ら

れています。 

ア 隊全体への訓練内容の共有化 

訓練に参加できなかった隊員に、訓練内容を視覚的に確認させることで、より効 

果的な内容の共有化に繋げることができます。 

  イ 客観的視点によるフィードバック 

    自らの活動における言動を客観的に確認することで、通常では気付くことができ

なかった、長所・短所に対する理解が広く得られ、隊全体の個々のレベルアップに

繋がっています。 

  ウ 常に見られているという意識下の訓練 

災害現場では、多くの人に見られての活動となります。報道関係のカメラ等での 

   撮影、さらに、近年では、携帯電話で容易に写真や動画を撮影することが可能であ 

り、現場の活動状況が SNS等で流出するのが現状です。訓練時から見られていると 

いう意識を持った訓練が必要であり、そういった面においても、常に撮影をされ、 

記録に残るという意識下における訓練は、より緊張感のある訓練に繋がっています 

。 

（３）クラウドを活用した統一事項の共有 

   隊内 SOP は当然のことながら、訓練内容、教養、講義の資料、その他様々なデータ
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を記録し、それをクラウド内にアップロードすることで、隊員全員がいつでも共有・

閲覧可能な状態にしています。このツールを活用することで、より手軽に隊内の情報

の共有化が図れ、隊全体の底上げに繋がっています。 

   

７ まとめ 

  年々複雑多様化する災害現場から、国民の生命、身体及び財産を保護することは、我

々の責務です。特に、火災現場における活動は、我々消防職員が、「火消し」という名

のもとに、誇りを持って最前線で活動する現場であり、それと同時に最も危険な現場の

一つであることは言うまでもありません。 

  先にも述べたように、火災現場は、刻々と状況が変化・悪化する「進行形の災害」で

あり、瞬時の判断と高度な隊連携を必要とする災害です。 

  この度紹介した隊内 SOP 及びその他の取り組みは、この災害に対して「より安全」「

より確実」「より迅速」に臨むに当たって重要となる「チームビルディング」を効率的

かつ効果的に行えると確信を持って言えます。 

自隊においては、頻発する自然災害に加え、都市構造や社会基盤の変化に伴い、複雑多

様化する救助事象に対応するため、火災に限らず、様々な災害現場に対する隊内 SOP を

作成しています。他本部においては、前述の取り組みを実践している本部も多くあるこ

とでしょう。しかしながら、一つでも実践しているものがないのであれば、ぜひ実践して

いただきたいと切に願います。 

  私は、我々消防職員が現場から、安全に、そして心身共に健康な状態で家族のもとに

帰ることが最も大切であると考えます。 

  この可能性を１％でも高めるために、前述の隊内 SOP を含む取り組みを取り入れて頂

き、全国の火災現場を含む全ての現場における仲間たちの、受傷者・殉職者が「０」に

なることを願って止みません。 

 

現職 

 岡山市北消防署 特別高度救助隊 

 

職歴 

 平成 19年 10月 岡山市消防局採用 

 平成 21年 ８月 岡山市中消防署 特別救助隊 

 平成 25年 ４月 岡山市東消防署 特別救助隊 

 平成 28年 12月 現職 
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隊員そして要救助者が家族の元へ還るために 

 

倉敷市消防局   

   消防士長 大橋 達也 

 

１ はじめに 

 本市は，岡山県の南端に位置し，総面積約 356ｋ㎡，人口約 48 万人の中核市です。国

際観光都市のシンボルでもある白壁の街並みが広がる美観地区や大原美術館があり，「災

害に強く安心して暮らせるまちづくり」に向け，まい進しているところです。 

  

 

２ 今回紹介する当局の取組み 

 (１) 初任教育を修了した職員へのＦＦＳ教養訓練について 

 (２) 空店舗及び宿泊施設を活用した火災検索救助訓練について 

  以上の２項目について紹介します。 

 

３ 初任教育を修了した職員へのＦＦＳ教養訓練について 

  ＦＦＳ(ファイヤー・ファイター・サバイバル)とは，消防職員が火災現場で窮地を脱

するための技術を言います。それは自分の命だけでなく，仲間の命を守るための技術で

もあります。 

  当局では，昭和 61年に職員１人が殉職する事故が発生しています。また，近年では，

表№１のとおり，火災件数が減少傾向にあり，経験不足によって火災現場における安全

管理能力を習得できていないのが現状です。 

そこで，不測の事態に対応できる技術を習得するために，平成 31 年度から組織の取

組みの一環として，初任教育を修了したばかりの職員を対象にＦＦＳ教養訓練を行って

います。 
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表№１ 倉敷市の火災件数(昭和 62 年～令和２年) 

   
(写真№１ ＦＦＳ教養訓練の様子) 

 

４ 空店舗及び宿泊施設を活用した火災検索救助訓練について 

  管内にある企業に空店舗を訓練場所として提供していただき，火災検索救助訓練を行

いました。当局では，スーパーマーケットや工場等の大規模建物での火災件数が少ない

ため，経験した職員も少ないのが現状です。 

これらの状況を踏まえ，空店舗を活用した火災検索救助訓練の計画・検証を行いまし

た。 

 (１) 初動活動 

   火災出動時に被災建物の図面を入手することは，非常に困難です。そこで，空店舗

を活用して行った火災検索救助訓練では，関係者からの情報を元に図面を作成すると

いう想定で行いました。 

      

(写真№２ 作成した図面と関係者からの聴取状況) 
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(２) 進入要領，検索要領 

  ア スーパーマーケット 

   ４人１組の小隊を作り，充水したホースを携行して３人１組で進入し，小隊長は建

物出入口で隊員の進入管理及びホースのコントロールを行います。進入する３人は必

ず隊員間を確保ロープで繋ぎ，１人は筒先を携行し壁を基準に進入していき，２人は

横に広がり広範囲に検索を行います。 (写真№３) 

   壁を基準にして進入する隊員は，確保ロープとホースは繋いでいません。実際にホ

ースに確保ロープを取付けて訓練を実施しましたが，確保ロープの摩擦が大きく，活

動障害となってしまいました。しかし，より安全に活動するためには，確保ロープが

必要になります。ホースに確保ロープを取付けてしまうと摩擦が大きいため，筒先の

ハンドル等に取付ければ摩擦はありません。 

 
(写真№３ 屋内進入要領) 

   進入隊員はまず，救助操法(検索救助訓練)と同じ要領で壁を基準に進入していき，

角に到着した時点でその角にホースのコントロール及び無線交信を行うホースマンを

配置します。(写真№４)２隊が同時に進入していき，左回りは左壁を基準，右回りは

右壁を基準にして検索を行います。 

 

(写真№４ ホースマンの状況) 

   活動中に残圧がなく警報器が鳴り退出する場合や緊急退避をする場合には，筒先を

その場に置くようにします。筒先を置くことでここまでは検索済みという目印になり

ます。また，退出もしくは退避後に必ず現地本部で次の隊及び現地本部員に引継ぎを

行い，図面の作成も行います。(写真№５) 

   

(写真№５ 引継ぎ及び図面作成の状況) 
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   当局が訓練を行った四角い建物であれば，２隊が左右から同時に壁を基準に進入し

ていき，２つ目の角に到着した時点で周囲の検索が完了となるため，筒先を置いて退

出します。周囲の検索が完了となれば，次の活動は陳列棚の間ということになりま

す。 

   長距離を進入する場合，筒先を置いて退出するのは危険ではないかと隊員から疑問

が出ました。筒先を携行したまま退出した場合でもその後の活動に支障はありませ

ん。周囲の検索に使用したホースに辿り着いたところでその列の検索が完了となって

いますが，筒先を携行して退出した場合は，壁に辿り着いたところで検索が完了とな

ります。 

   今回，周囲の検索に使用したホースを置いて退出する理由としては，陳列棚の間の

検索終了点として活用するためです。 

 
(写真№６ ホースラインの状況) 

   陳列棚の間を検索する方法として，ここでもホースラインを活用します。 

検索方法は，１人が陳列棚の端でホースのコントロールを行うホースマンとして，

２人が筒先を携行して陳列棚の間を検索していきます。(写真№７) 

   

(写真№７ 陳列棚の間の検索要領とホースマンの状況) 

   陳列棚の間の検索を行うと，周囲の検索に使用したホースに辿り着きます。そこで

その列の検索が完了となり，ホースマンの位置まで戻り，次の列へ移動します。 (写

真№８) 

 

(写真№８ 周囲の検索に使用したホースに辿り着いた状況) 

進入位置 

太線：建物周囲の検索に使用 
細線：陳列棚の間の検索に使用 
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(写真№６ ホースラインの状況) 

   陳列棚の間を検索する方法として，ここでもホースラインを活用します。 
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   陳列棚の間の検索を行うと，周囲の検索に使用したホースに辿り着きます。そこで

その列の検索が完了となり，ホースマンの位置まで戻り，次の列へ移動します。 (写
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(写真№８ 周囲の検索に使用したホースに辿り着いた状況) 

進入位置 

太線：建物周囲の検索に使用 
細線：陳列棚の間の検索に使用 

  イ 宿泊施設

   当局が訓練を行った施設(５階建て，高さ約 22ｍ，延べ床面積約 5,800㎡)は，客室

フロアの両端に階段があり，中廊下を挟んで両面に客室が並んだ構造となっています。 

   

(写真№９ 当局が訓練を行った施設及び施設の図面) 
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(写真№10 狭所巻き作成の様子) 
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   検索については，充水したホースを携行して３人１組で左壁を基準に進入します。

客室内の検索については，充水したホースを携行すると活動障害となってしまうた
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客室内については，２人が確保ロープを繋いで進入，１人は客室内で進入隊員の確

保ロープを持ち，隊員の進入管理を行います。 

  
(写真№11 進入隊員及びロープ確保者) 

(３) 検証内容

  宿泊施設を活用して次のような検証を行いました。 

正面出入口 
階段 

隊員 A 

リットキット 

カラビナ 

検索要領 
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 ア 施設内で携帯警報器の吹鳴している方向がわかるのか。 

   音が聞こえれば方向がわかり，探し出すことは可能ですが，大規模建物内で検索

するには広範囲すぎてリスクが高く，他の隊員も危険となります。 

   結果，吹鳴場所の特定は可能ですが，フロアだけでも確定していることが望まし

いです。 

イ 確保ロープとして有効な資機材とは。 

    消防で基本となる三つ打ちロープでも可能ですが，三つ打ちロープは耐熱性が低

いため，火災現場での使用は不適とされています。それに比べ，当局が保有するリ

ットキットは耐熱性及び視認性に優れており，確保ロープとしてとても有効な資機

材です。視認性については，反射材が含有されており，光を照射すると反射する構

造となっています。 

    結果，リットキットの使用が望ましく，火災現場にとても適している資機材です。 

 

５ まとめ 

   今回，当局が紹介した取組みをすでに実施している本部があるかもしれません。し

かし，訓練を重ねることで様々な疑問点や改善点が出てくるはずです。それを一つず

つ解決していき，各本部でより良いものを作り上げていく必要があります。私たちの

技術の向上に終わりはなく，要救助者を１分でも１秒でも早く救出するために足を止

めてはなりません。そして，私たちの助けを待っている人がいる限り，全国の全ての

消防隊員が同じ気持ちを持ち，日々まい進していかなければなりません。 

   全国の消防隊員の殉職事故をゼロにするとともに一人でも多くの要救助者を救出し，

仲間の命も守ることが私たちの使命です。 

   そして，今回，当局が紹介した内容がその一助になれば幸いです。 

   「隊員そして要救助者が家族の元へ還るために」 

         
(ＦＦＳ訓練動画)  (大規模建物 検索要領)  (宿泊施設 検索要領) 

 

現職 

 倉敷消防署 高度救助隊 国際消防救助隊登録隊員 

 

職歴 

 平成 24年４月 倉敷市消防局採用 

 平成 24年４月 玉島消防署 消防係 

 平成 29年４月 倉敷消防署 消防係 

 平成 30年４月 倉敷消防署 高度救助隊 

 令和 ２年４月 現職 
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火災現場におけるマンパワーでの「緊急迅速救出」 

 

北九州市消防局  

   消防司令補 野田 康介 

 

１ はじめに 

  火災現場における要救助者は、濃煙、熱気、有毒ガス等非常に厳しい環境下に在り、

その場に留まる時間が長くなるほど、生存の可能性が低下します。さらにフラッシュオー

バー等火災の拡大に巻き込まれた場合、要救助者を救うことは、ほぼ不可能になります。   

したがって、要救助者は火災が拡大する前に救出する必要があります。 

  また、私たちにとって火災現場、特に屋内での活動では、濃煙、熱気、火災の急拡大

等多くの危険が伴うことから、隊員が受傷し活動不能に陥る可能性もあります。 

万一隊員が活動不能になった場合には、生命に危険が切迫していると考え、チームの

総力をあげてできる限り迅速に、その場から救出しなければなりません。 

  以上のことから、火災現場における救出活動は、高い迅速性が要求されるものである

と考えます。 

そこで私たちは、要救助者と活動不能となった隊員を救出するため、「迅速性」に重点

を置く「緊急迅速救出」を考案しました。以下、「緊急迅速救出」について紹介します。 

２ 「緊急迅速救出」の特徴 

  火災現場に要救助者が存在するケースでは、「迅速性」が絶対的に必要ですが、火災現

場では、様々な要因から、迅速に救出することが困難な場合が多いと考えられます。 

例えば、建物の２階又は３階で、要救助者が自力で動けず、狭い開口部から屋外にし

か救出できない場合です。加えて要救助者の体格が大柄であれば、救出はさらに困難に

なります。 

また、防火服や空気呼吸器を着装した隊員の救出は、装備による身体的活動制限など

から、要救助者の救出に比べ、困難になることが予想できます。 

「緊急迅速救出」は、「進入」、「要救助者・隊員救出」、「退出」それぞれを考察し、そ

の場に応じた安全措置を取りつつ、一連の動きを迅速に行うもので、要救助者救出は第

１法、第２法として、隊員救出は第３法、第４法として区分しました。 

３ 「緊急迅速救出」の流れ 

（１） 進入               
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○はしご上端の高さは、窓枠の下端以下とする。（梯体が進入、搬出、退出時の障害とな

らないように） 

○１番員は、居室下方を確認後、上半身から進入する。（以下「ヘッドイン」という。） 

※迅速に進入することが可能。（はしご上部から屋内進入完了まで約４秒） 

※低い態勢で入れるため、上方の高温層を避けることができる。 

（２）要救助者救出（第１法） 

実動作                 イメージ 

 

 

  

                        

 

 

 

 

○１番員は、要救助者の両ひざを立たせ、脚で挟み固定する。 

○１番員は、要救助者の手を保持し、２番員は要救助者の背後から身体を保持して、協

力して上体を起こす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○１番員と２番員はタイミングを合わせて、要救助者を立ち上がらせる。 

○２番員が要救助者の身体を支える間（要救助者の股に脚を入れて保持）、１番員は要救

助者の脇の下に上体を滑り込ませる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○１番員は、上体を起こしながら要救助者を肩の上に担ぎ上げる。 

○２番員は、１番員の補助をする。 

１番員 

２番員 

1 番員 

２番員 

１番員 

２番員 

１番員 

２番員 

１番員 

２番員 
１番員 

２番員 
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○１番員は、要救助者の両ひざを立たせ、脚で挟み固定する。 

○１番員は、要救助者の手を保持し、２番員は要救助者の背後から身体を保持して、協

力して上体を起こす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○１番員と２番員はタイミングを合わせて、要救助者を立ち上がらせる。 

○２番員が要救助者の身体を支える間（要救助者の股に脚を入れて保持）、１番員は要救

助者の脇の下に上体を滑り込ませる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○１番員は、上体を起こしながら要救助者を肩の上に担ぎ上げる。 

○２番員は、１番員の補助をする。 

１番員 

２番員 

1 番員 

２番員 

１番員 

２番員 

１番員 

２番員 

１番員 

２番員 
１番員 

２番員 

 

 

 

                      

 

 

 

 

 

 

○要救助者を担ぎ上げると同時に、２番員とはしご上の３番員は、要救助者の脚をすく

い上げる。 

○要救助者を脚から、はしご上の３番員に手渡し、居室外に搬出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○はしご上の３番員は、両腕を要救助者の脇に通して、梯体を保持する。 

○要救助者の身体を救助者の身体と梯体に挟むようにしながら、はしごを降りる。 

第１法の特徴 

 ア 迅速に搬出することが可能。（１番員進入～要救助者搬出完了 平均 40 秒） 

要救助者の体格が大柄等、救助者との体格差がある場合に有効。（実施時…要救助 

者：身長 180センチ体重 82キロ 救助者２名ともに：身長 166センチ体重 68 キロ） 

 イ 要救助者の脚から搬出することで、狭い開口部でも搬出可能。また、腹臥位状態

にすることで、身体が無理なくコの字状に折れ、窓枠等の角部分をスムーズに通過

させることができる。 

（３）要救助者救出（第２法） 

実動作               イメージ 

                     

 

 

 

                      

 

 

 

○１番員は、要救助者の脚の間に座る。 

○１番員と２番員は協力し、要救助者の腰を持ち上げ、要救助者の臀部を１番員の腰付近

３番員 

１番員 ２番員 

                     

１番員 

２番員 

１番員 

２番員 

１番員 

２番員 
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に乗せる。 

 

                     

 

 

 

 

 

 

○１番員は、要救助者を自分の方に引き上げる。同時に２番員は、要救助者を１番員側に

押し上げる。 

○１番員は、要救助者を乗せたまま、立ち上がり、肩に担ぐ。 

○２番員は、１番員の立ち上がりを補助した後、要救助者を１番員の肩に担がせる。 

※屋外への搬出方法は第１法と同じ。 

第２法の特徴 

   ア 要救助者の頭側と足側に救助者が入るスペースが無い場合に有効。 

   イ 第１法の特徴「イ」と同様。 

ウ 第１法に比べ、時間を要する。（１番員進入～要救助者搬出完了 平均 55 秒） 

（４）隊員救出（第３法） 

 

 

                      

 

                                 

 

 

 

○活動不能の隊員（以下「○不」という。）の脚を壁面に押し付けるようにして固定する。 

○○不の両手をはしご上の３番員が確保後、協力して ○不を窓枠外に出す。 

                    

                     

 

 

 

 

 

○１番員と２番員が ○不の身体を押し出しつつ、はしご上の３番員は、○不の身体を両腕に

乗せて、はしごを降りる。 

 

 

○不  

１番員 

２番員 

１番員 

２番員 

２番員 

３番員 

１番員 
１番員 

２番員 

３番員 
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○１番員と２番員が ○不の身体を押し出しつつ、はしご上の３番員は、○不の身体を両腕に
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１番員 
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第３法の特徴

   ア 活動スペースが狭い場合に有効。また、搬出時の救助者の体力的負担が少ない。 

   イ ○不の上半身から搬出するため、窓枠等の通過に時間を要する。 

     （１番進入～○不退出完了 平均１分 25秒） 

（５）第４法（隊員救出） 

 

 

 

 

 

 

                     

 

○第１法と基本的には同じ方法である。 

○○不の空気呼吸器の腰バンドを締め込む。 

○２番員は ○不の脇の下から左（右）腕を通し、○不の空気呼吸器の右（左）脇バンドを握

る。右（左）手で ○不の空気呼吸器の保護枠を握る。 

○１番員と２番員は協力して、○不を立ち上がらせる。２番員が ○不を保持する間、１番員

は ○不の脇の下に潜り込む。その後、○不を肩に担ぐ。２番員は補助をする。 
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○救助者は要救助者・○不退出後、上半身から、はしごに移る。 

○梯体を両手で保持し、はしごを中心に身体を回転させて、身体の向きを変える。 

  ※迅速に退出することが可能。（約４秒で可能） 

  ※低い態勢で退出することができるため、火災の拡大時、上方の高温層から、上半身を 

遠ざけることができる。 

４ 安全についての考え方 

  本市では、消防活動上の活動方針として、「安全・確実・迅速」の原則に則り、活動に

あたっています。生命に危険が切迫したような喫緊の状況では、万全の安全措置をとる

ことは非常に困難ですが、その中でも考え得る安全策を選択し、それを確実に実施する

必要があります。 

（１）迅速性 

「緊急迅速救出」は、危機的状況になる前に進入し、危機的状況になる前に退出す

ることを基本的な考えとしています。また、その迅速性から、危険な場所に留まる時

間を極力短縮することができます。さらに、状況が悪化したとしても、迅速に脱出す

ることで、被害を最小限に止めることができるものと考えます。このことから、「緊急

迅速救出」においては、迅速性そのものを安全措置として考えることができます。 

（２）放水（援護） 

「緊急迅速救出」の場合、迅速性の観点から、救出に当たる隊は、現場到着と同時

に救出活動にあたらなければなりません。したがって、出動途上から、放水（援護）

にあたる隊を要請して、これを確実に確保しなくてはなりません。 

５ おわりに 

火災現場において救出活動が必要となるような厳しい状況では、万全の安全措置を取

ることは、非常に困難であり、安全性のみを追求すれば、要救助者等の生命を救うこと

は難しくなります。 

  火災現場における、最優先かつ最重要任務は人命救助です。この任務を全うするため

の訓練や研究の過程で、危機的な状況に陥った要救助者等を救出するためには、危険を

正確に認識し、その危機を迅速に回避する能力が必要であり、高い「迅速性」の中から

「安全性」を見出す必要があると考えました。 

  火災現場において、要救助者等を救うために、あらゆる状況を想定し、訓練を積み重

ねることが、火災現場での殉職事故、負傷事故及び受傷者を減らすことにつながるもの

と確信しています。  

   

現職 

 小倉北消防署 警防課 東部方面特別高度救助隊 

職歴 

 平成 11年 ４月 北九州市消防局採用 

 平成 20年 12月 八幡西消防署 特別救助隊 

 平成 27年 ４月 小倉南消防署 特別救助隊 

 令和 元年 ４月 八幡東消防署 特別救助隊 

 令和 ３年 ４月 現職 
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「熱画像直視装置の活用」 

 

 

 

        福岡市消防局     

 消防士長 﨑村 征史 

 

 

 

 

 

 

 

１ はじめに 

近年、火災件数は減少傾向にあるが、一方で消防職員の消火活動中における殉職事案 

や負傷事案は後を絶たない状況である。 

背景として、高気密・高断熱な構造の建物が増加したことや、建物内に燃焼しやすい 

化学製品が多く存在することで、火災が発生した際に室内の温度が急激に上昇し、短時

間で延焼拡大するフラッシュオーバーなどの爆燃現象が形成されやすい住環境となって

いることがひとつの要因だと考えられる。 

消防隊員が屋内進入中に爆燃現象が発生すると、濃煙熱気で退路が失われるなど重大 

事故に繋がる可能性が高いことから、これらの兆候を早い段階で把握することは、安全

管理を徹底する上で非常に重要なことである。 

本市は、幸いにもこれまでに殉職者を出すことなく火災など各種の災害活動に取り組 

んできた。 

今後も殉職者を出さないための取組みとして、平成 30年度に実火災コンテナ訓練施設 

を整備し、消防隊員に対して火災の性状と危険性に対する知識、技術及び危機察知能力

の向上を図るための教育訓練を行っている。また、同年に発足した特別高度救助隊であ

る機動救助隊には、火災現場において方面指揮者の安全管理業務の補佐役として、熱画

像直視装置を活用した屋外からの監視活動を担わせており、屋内進入している消防隊員

が危機的状況に陥った場合には、即座に同隊が救難活動を行うこととしている。 

さらに、令和２年度からは、すべての消防隊員に火災現場の屋内活動中に危機的状況 

に遭遇した場合の回避行動の教養及び技術訓練を実施しており、令和３年１月には全救

助隊に「熱画像直視装置」を配置するなど、火災現場における安全性向上の取組みを推

進しているところである。 

今回のテーマは、火災現場において「熱画像直視装置」が消防隊の安全管理及び要救 

助者の早期救出をする上でいかに有効活用できるかを考察したものである。 

 

 

絶対に殉職者を出さない 
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２ 熱画像直視装置 

  熱画像直視装置は、濃煙・暗闇下での救助・探索活動、熱源の発見、残火処理等幅広 

く使用できる資機材である。 

 本市では３種類の熱画像直視装置を保有している。 

     

本市が所有している熱画像直視装置 

名称 Bullard４MAX 

 

 

FLIR K55 

 

 

Seek Reveal 

Fire Pro 

 

使用温度 －20℃～85℃ 

260℃（８分） 

150℃（15分） 

－20℃～85℃ 

260℃（５分） 

150℃（15分） 

－10℃～65℃  

測定範囲 －54℃～600℃ ０℃～650℃ －40℃～330℃ 

使用時間 ３時間 一般的使用で４時間 最大で４時間 

画像保存 静止画 300枚、 

動画 60 分（シーンキャッ

チャー使用時） 

静止画 200 枚 

動画撮影可能 

スナップショット機能 

約 4000 枚保存可能 

落下試験 ２ｍ（コンクリート） ２ｍ（コンクリート） １ｍ（舗装道路） 

防水性 IP67 IP67 IP67 

 

３ 熱画像直視装置を活用した体制 

火災現場では常に屋外と屋内の両面から熱画像直視装置を活用した安全管理体制を実 

施している。 

屋外では機動救助隊員が熱画像直視装置を活用し、方面指揮者と連携し発災建物及び

周辺の急速な温度変化、建物倒壊等の危険を早期に発見することで、消防隊員が受傷し

ないよう監視活動を実施している。 

屋内進入する際は進入隊員が熱画像直視装置を携行し、危険の把握、消火活動、要救 

助者救出活動等に活用している。 

(1) 屋外の体制 

火災現場において方面指揮者等が担う安全管理業務の補佐役として、機動救助隊員

を安全監視員として配置し、視覚では判断できない温度を熱画像直視装置の活用によ

り視覚的情報として捉え、急速な燃焼現象、建物倒壊、崩落危険等の安全監視活動を
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(1) 屋外の体制 

火災現場において方面指揮者等が担う安全管理業務の補佐役として、機動救助隊員

を安全監視員として配置し、視覚では判断できない温度を熱画像直視装置の活用によ

り視覚的情報として捉え、急速な燃焼現象、建物倒壊、崩落危険等の安全監視活動を

行い、方面指揮者等の安全管理業務を補佐し、安全管理体制をより充実させている。 

  

 

屋外の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 屋内の体制 

屋内進入隊形の後ろに熱画像直視装置を携行した隊員を配置し、区画及び火勢状況

の把握を行う。建物状況による危険要因の共有、早期の要救助者発見、火勢状況等、

進入隊員と密に連携を取り、迅速かつ安全な活動を実施する。  

 

イメージ図 

※熱画像直視装置の中心部分の温度を表示 

建物倒壊、崩落の危険性として、柱や梁

などが燃えることで断面積が減り、建物の

強度が低下する。断面積が減ると同時に、

亀裂が入ったり、接合箇所が外れたり、傾

きや湾曲が発生する。そのような兆候が熱

画像直視装置を活用することで、濃煙や暗

視下の視界が悪い条件下でも視認するこ

とができ、約 450℃で火源がなくても、柱

や梁が燃えだすため、継続的な温度変化の

監視は重要である。そして、放水により建

物内の積載荷重が増え、瓦などの落下物や

屋内の進入隊員により荷重が移動するこ

とで、強度が低下した建物に大きな負荷を

かけることになる。 

火災が拡大、長時間化するほど、建物倒

壊、崩落の危険は高くなることを理解し、

火災の進展に合わせた監視活動が必要で

あり、建物倒壊及び崩落危険の兆候を事前

に把握し、危険箇所を全体に周知する。 
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① 建物内の状況 

用途・区画の広さ・高さ・収容物の量などを可視化することで、区画内に潜む危

険要因（天井・壁の崩落・収容物の落下・床の抜け落ちなど）を把握することがで

きる。 

また、脱出経路やベランダ・窓などの一時避難場所を早期に発見することができ

る。 

 

 

                             

 

  

 

 

 

 

 

 

 

   

② 要救助者 

視界不良な濃煙による環境下で検索活動中、熱画像直視装置を活用し視界を確保

することにより、その空間内の要救助者を早期に発見することができる。 

さらに、要救助者の人数、位置、体勢等を瞬時に把握することができ、迅速に要

救助者を救出することができる。 

イメージ図 



273

 

 

 

① 建物内の状況 

用途・区画の広さ・高さ・収容物の量などを可視化することで、区画内に潜む危

険要因（天井・壁の崩落・収容物の落下・床の抜け落ちなど）を把握することがで

きる。 

また、脱出経路やベランダ・窓などの一時避難場所を早期に発見することができ

る。 

 

 

                             

 

  

 

 

 

 

 

 

 

   

② 要救助者 

視界不良な濃煙による環境下で検索活動中、熱画像直視装置を活用し視界を確保

することにより、その空間内の要救助者を早期に発見することができる。 

さらに、要救助者の人数、位置、体勢等を瞬時に把握することができ、迅速に要

救助者を救出することができる。 

イメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 火勢状況 

濃煙状態でも熱画像直視装置を活用することで容易に火点の位置を発見できる。

室内の温度が約 200～300℃で、熱分解が加速度的に進みだし、約 500～600℃で、 

熱分解が活性化して可燃性ガスが蓄積しやすくなり、いつロールオーバーやフラッ

シュオーバーに移行してもおかしくない状況である。 

煙や熱の温度を可視化することで、どのように活動するべきか、何を優先するべ

きかなどの判断材料となり、効率的に消火・救出活動をすることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

４ おわりに 

熱画像直視装置を活用する上で画像を注視するあまり視野が狭くなる、機械であるた

め故障のリスクがある等を理解した上で、屋外での監視活動及び屋内進入時に熱画像直

視装置を使用し、「熱の視覚化」を図り、火災現場での安全管理体制の強化に努めている。

熱画像直視装置を活用することで、屋外から建物倒壊及び崩落危険の兆候を事前に把握
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し、また、屋内進入時には視界を確保することで隊員の安全管理及び検索活動の効率化

にもつながる。 

これまで本市が構築してきた活動要領を基盤に、新たな火災現場における安全性向上

の取組みを実施し、急速な燃焼現象や建物倒壊、崩落危険の兆候の把握など火災現場に

よって潜在する危険の発生要因や火勢状況の変化が一様ではないため、火災現場での経

験を蓄積していく必要がある。熱画像直視装置を消防隊の安全管理、要救助者の早期発

見及び迅速な救出に向け積極的に有効活用していかなければならない。本市の活動のス

ローガンである「絶対に殉職者を出さない」ためにも。 

 

現職 

福岡市消防局 早良消防署 室見特別救助隊 

 

職歴 

平成 22 年 ４月 福岡市消防局 採用 

平成 22 年 11 月 中央消防署 

平成 27 年 ４月 南消防署 

 平成 28年 ４月 南消防署 花畑救助隊 

平成 31 年 ４月 東消防署 箱崎救助隊 

令和 ２年 ４月 現職 
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し、また、屋内進入時には視界を確保することで隊員の安全管理及び検索活動の効率化

にもつながる。 

これまで本市が構築してきた活動要領を基盤に、新たな火災現場における安全性向上

の取組みを実施し、急速な燃焼現象や建物倒壊、崩落危険の兆候の把握など火災現場に

よって潜在する危険の発生要因や火勢状況の変化が一様ではないため、火災現場での経

験を蓄積していく必要がある。熱画像直視装置を消防隊の安全管理、要救助者の早期発

見及び迅速な救出に向け積極的に有効活用していかなければならない。本市の活動のス

ローガンである「絶対に殉職者を出さない」ためにも。 

 

現職 

福岡市消防局 早良消防署 室見特別救助隊 

 

職歴 

平成 22 年 ４月 福岡市消防局 採用 

平成 22 年 11 月 中央消防署 

平成 27 年 ４月 南消防署 

 平成 28年 ４月 南消防署 花畑救助隊 

平成 31 年 ４月 東消防署 箱崎救助隊 

令和 ２年 ４月 現職 

火災現場における安全管理体制 

 

 

                            福岡市消防局      

消防司令補 河邉 剣三 

 

１ はじめに 

   近年、火災活動中に燃焼現象の急速な変化や建物倒壊等による殉職事案や負傷事故

が多発しています。  

当局では、平成 30 年度に本部直轄の機動救助隊（特別高度救助隊）が発隊し、火

災現場における新たな安全管理体制を構築するために研究・検証を始めました。 

令和元年、横浜市消防局及び米海軍佐世保基地消防署に機動救助隊員等を派遣し、

緊急事態発生時における回避行動や救難体制等の知識及び技術を学び、令和３年４月

に「火災現場における安全管理体制マニュアル」を策定しましたので、その取り組み

をご紹介します。 

 

 ２ 緊急事態即時対応型の新たな安全管理体制の構築 

   当局の従来の安全管理体制は、未然に負傷事故を防ぐことを前提とした安全管理意

識の啓発、訓練、マニュアル改訂等、予防型の取り組みで構成されていました。 

現在、それらの内容に加え、緊急事態発生時に即座に組織的な対応ができるよう、

下記①～④を加えた緊急事態即時対応型の新たな安全管理体制を構築し、火災現場で

の安全管理体制を強化しています。 
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（１）危険察知（火災性状の把握及び火災現場での危険察知能力の向上） 

危険察知とは、活動隊員が炎や煙の状況を観察し、危険性の高い燃焼現象である

フラッシュオーバー等の発生兆候を察知したならば、速やかに撤退又は脱出を図り、

自己及び他の隊員の安全を確保するものです。  

本来、この危険察知能力は火災現場での活動経験を通して身につくものですが、

火災件数が減少している現状を踏まえ、実火災体験型訓練を含む教育・訓練による

習得を図っています。 

 

【実火災訓練室：福岡市中央消防署】        【訓練中の風景】 

  

【実火災訓練コンテナ：福岡市消防学校】       【訓練中の風景】 

  

 

（２）監視活動（火災の進展状況を把握し注意喚起する安全監視活動） 

    監視活動とは、機動救助隊が熱画像直視装置等を活用し、急激な温度変化の把握

や壁面崩落危険等の安全監視活動を行うことです。各級指揮者が担う安全管理業務

をサポートし、安全管理体制の強化を目的とします。  

大量退職期に伴って若い隊員が増える中、各級指揮者は自隊の安全管理と活動指

揮を執る必要があります。更には、現場最高指揮者の指示により方面指揮を執る場

合もあり、活動・安全管理に目が行き届きにくくなることも懸念されます。 

機動救助隊は、現場最高指揮者の幕僚であり指揮権がありません。監視活動を更

に有効なものとするために、各級指揮者と機動救助隊及び現場消防本部、この３者

で連携強化を図りながら現場活動を行っています。 
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（１）危険察知（火災性状の把握及び火災現場での危険察知能力の向上） 

危険察知とは、活動隊員が炎や煙の状況を観察し、危険性の高い燃焼現象である

フラッシュオーバー等の発生兆候を察知したならば、速やかに撤退又は脱出を図り、

自己及び他の隊員の安全を確保するものです。  

本来、この危険察知能力は火災現場での活動経験を通して身につくものですが、

火災件数が減少している現状を踏まえ、実火災体験型訓練を含む教育・訓練による

習得を図っています。 

 

【実火災訓練室：福岡市中央消防署】        【訓練中の風景】 

  

【実火災訓練コンテナ：福岡市消防学校】       【訓練中の風景】 

  

 

（２）監視活動（火災の進展状況を把握し注意喚起する安全監視活動） 

    監視活動とは、機動救助隊が熱画像直視装置等を活用し、急激な温度変化の把握

や壁面崩落危険等の安全監視活動を行うことです。各級指揮者が担う安全管理業務

をサポートし、安全管理体制の強化を目的とします。  

大量退職期に伴って若い隊員が増える中、各級指揮者は自隊の安全管理と活動指

揮を執る必要があります。更には、現場最高指揮者の指示により方面指揮を執る場

合もあり、活動・安全管理に目が行き届きにくくなることも懸念されます。 

機動救助隊は、現場最高指揮者の幕僚であり指揮権がありません。監視活動を更

に有効なものとするために、各級指揮者と機動救助隊及び現場消防本部、この３者

で連携強化を図りながら現場活動を行っています。 

【監視活動イメージ図】 

【共同住宅火災（玄関側から監視）】      【熱画像直視装置で監視】 

人命検索のため室内へ進入している。   室内の温度を指揮者に伝え、進入・退出の 

（破線上部＝室内から噴出する煙）    具体的判断を補助する。 

  
  【一般住宅火災（監視活動）】     【別角度から熱画像直視装置で撮影】 

  煙と蒸気で建物や放水先が見えない。   建物状況や放水状況が確認できる。 

  



278

 （３）回避行動（活動中の隊員が危機的状況に遭遇した場合の回避行動の技術習得） 

    回避行動とは、火災現場において屋内活動中の隊員が、危機的状況に遭遇した際

にあらゆる手段を駆使して生き残る行動のことです。  

この回避行動は、危機的状況にある隊員が一人で脱出を試みるものではなく、自

分の危機的状況を他の隊員や現場消防本部に報告し、助けを求めるところから始ま

ります。このことを組織全体が共通認識として持ち、直ちに対応する体制が整うこ

とで、危機的状況に遭遇した隊員は、より早く救出されることとなります。 

【ホースを辿った脱出要領】       【開口部での熱気回避要領】 

   

【はしご緊急脱出（ラダーベイルアウト）】       【各種搬送要領】 

  

 

（４）救難体制（隊員の危機的状況発生時の組織的対応要領） 

    救難体制とは、火災現場において屋内活動中の隊員が脱出できないような危機的

状況（救難事態）に遭遇した際、直ちに現場最高指揮者が隊員救出のための救難隊

の編成及び救出活動の指示を行う組織的な緊急事態即時対応体制のことです。  

    救難隊は機動救助隊を中心とした編成を想定しており、機動救助隊は現場到着後、

救難事態発生に備えて速やかに救助用資機材（三連はしご、エンジンカッター、ロー

プ、電動コンビツール、消防ホース等）を現場消防本部付近に集結し、救難活動の

指示が出た際は監視活動から直ちに移行します。 
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 （３）回避行動（活動中の隊員が危機的状況に遭遇した場合の回避行動の技術習得） 

    回避行動とは、火災現場において屋内活動中の隊員が、危機的状況に遭遇した際

にあらゆる手段を駆使して生き残る行動のことです。  

この回避行動は、危機的状況にある隊員が一人で脱出を試みるものではなく、自

分の危機的状況を他の隊員や現場消防本部に報告し、助けを求めるところから始ま

ります。このことを組織全体が共通認識として持ち、直ちに対応する体制が整うこ

とで、危機的状況に遭遇した隊員は、より早く救出されることとなります。 

【ホースを辿った脱出要領】       【開口部での熱気回避要領】 

   

【はしご緊急脱出（ラダーベイルアウト）】       【各種搬送要領】 

  

 

（４）救難体制（隊員の危機的状況発生時の組織的対応要領） 

    救難体制とは、火災現場において屋内活動中の隊員が脱出できないような危機的

状況（救難事態）に遭遇した際、直ちに現場最高指揮者が隊員救出のための救難隊

の編成及び救出活動の指示を行う組織的な緊急事態即時対応体制のことです。  

    救難隊は機動救助隊を中心とした編成を想定しており、機動救助隊は現場到着後、

救難事態発生に備えて速やかに救助用資機材（三連はしご、エンジンカッター、ロー

プ、電動コンビツール、消防ホース等）を現場消防本部付近に集結し、救難活動の

指示が出た際は監視活動から直ちに移行します。 

【通常活動（機動救助隊は監視活動中）】    【救難事案発生時の救難隊編成】 

  

 

【救難事態発生時に取るべき行動】 

 救難要請を覚知後、現場最高指揮者は直ちに無線通話規制を行い、救難事態を 

脱するまでの間、各隊は原則として至急報以外の無線交信を中止します。 

救難要請の情報を基に、回避行動と救難活動が同時に進行していきます。 

 
 

【救難事態発生時の現場消防本部（管轄の指揮隊）の運営】 

 

現場消防本部 現場消防本部 
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【応援指揮隊が救難活動全体を指揮】 

   （※所轄指揮隊と別に直近選別される指揮隊） 

所轄指揮隊が運営する現場消防本部と連携し、任務分担します。 

 

 

 ３ おわりに

   今回紹介した『緊急事態即時対応型の取り組み』は、組織的な取り組みとしては始

まったばかりで、これから浸透させながら課題を改善し、実災害に即したものに磨き

上げていく状況にあります。 

   回避行動については、今年度の教育訓練計画に組み込み、訓練体系を整備しました

が、救難体制については、マニュアルを軸とするとともに様々な事案を想定して各種

対応要領の習熟を図っていかなければなりません。 

   この度、研修を受け入れて下さいました横浜市消防局及び米海軍佐世保基地消防署

の皆様に深く感謝を申し上げるとともに、『福岡市消防局から絶対に殉職者を出さな

い！』をスローガンとした当局の取り組みが、全国で奮闘する仲間である皆様の一助

となれば幸いです。 

 

現職 

福岡市消防局 警防部警防課 機動救助隊  

 

職歴 

平成 14 年 ４月 福岡市消防局 採用 

平成 17 年 ４月 西消防署壱岐救助隊 

平成 21 年 ４月 博多消防署堅粕特別救助隊 

平成 22 年 12 月 南消防署花畑救助隊 

平成 24 年 ４月 早良消防署室見特別救助隊  

平成 27 年 ４月 東消防署箱崎救助隊  

平成 29 年 11 月 城南消防署飯倉救助隊  

平成 31 年 ４月 現職 
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【応援指揮隊が救難活動全体を指揮】 

   （※所轄指揮隊と別に直近選別される指揮隊） 

所轄指揮隊が運営する現場消防本部と連携し、任務分担します。 

 

 

 ３ おわりに 

   今回紹介した『緊急事態即時対応型の取り組み』は、組織的な取り組みとしては始

まったばかりで、これから浸透させながら課題を改善し、実災害に即したものに磨き

上げていく状況にあります。 

   回避行動については、今年度の教育訓練計画に組み込み、訓練体系を整備しました

が、救難体制については、マニュアルを軸とするとともに様々な事案を想定して各種

対応要領の習熟を図っていかなければなりません。 

   この度、研修を受け入れて下さいました横浜市消防局及び米海軍佐世保基地消防署

の皆様に深く感謝を申し上げるとともに、『福岡市消防局から絶対に殉職者を出さな

い！』をスローガンとした当局の取り組みが、全国で奮闘する仲間である皆様の一助

となれば幸いです。 

 

現職 

福岡市消防局 警防部警防課 機動救助隊  

 

職歴 

平成 14 年 ４月 福岡市消防局 採用 

平成 17 年 ４月 西消防署壱岐救助隊 

平成 21 年 ４月 博多消防署堅粕特別救助隊 

平成 22 年 12 月 南消防署花畑救助隊 

平成 24 年 ４月 早良消防署室見特別救助隊  

平成 27 年 ４月 東消防署箱崎救助隊  

平成 29 年 11 月 城南消防署飯倉救助隊  

平成 31 年 ４月 現職 

火災事案から考案した各手法について 

 

久留米広域消防本部   

消防司令補 井上 智太 

 

１ はじめに 

  当消防本部は、福岡県の南部に位置し、平成 21 年と平成 31年に２度の消防広域化を

経て、現在は４市２町を管轄し、職員定数 464名で日々の災害対応を行っている。 

  近年、社会環境や建物構造の多様化が進み、火災の様相が複雑化してきている中、火

災件数は減少傾向にあるものの、消防活動の困難性は高まってきている。 

  当消防本部の高度救助隊は、これまでの火災救出活動の経験を基に、危険予知をしつ

つ、確実・迅速に救出するための手法を考案し、他の救助隊に対して訓練教育を行って

おり、今回はその手法について紹介する。 

 

２ スライド式バックル付き胴ベルトを使用した要救助者の搬送手法 

（１）事案① 

   共同住宅２階建ての１階〇〇号室から出火。火点室直上の２階〇〇号室に要救助者

１名との情報が入っていた。現場到着時、２階〇〇号室の玄関側、ベランダ側はとも

に下階火点室からの火炎噴出により進入困難であった。火点室からの火炎噴出を抑え、

ベランダ側から屋内へ進入し、リビングにて要救助者を発見した。徒手搬送により進

入したベランダまで搬送後、ベランダをつたって隣室へ救出し、救急隊へ引き継いだ。 

        玄関側                 ベランダ側       

（２）活動中に苦慮した点 

   要救助者は意識レベル JCS300 であり、徒手搬送では、完全脱力状態の要救助者を

持ち上げる際に、要救助者の体勢が安定せず身体をうまく保持できなかった。 

   訓練時に使用している生体またはダミー人形との違いを肌で感じた事案であった。 

（３）改善策  

   （１）の事案を踏まえ、要救助者を搬送する際の手法について検討した。 

  ア 要救助者の状態に左右されず、迅速に救出できること。 

イ 濃煙熱気、無視界での活動など、厳しい環境下でも可能であること。 

２階〇〇号室 

１階火点室 
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ウ 消防隊が保有する一般的な資器材であること。 

   これらの点を踏まえ、以下の救出手法の考案に至った。 

 

（４）救出手法の概要 

  ア 活動は３名以上で実施する。 

  イ 使用資器材は、スライド式バックル付き胴ベルト（以下、「縛帯」という。） 

のみで屋内に進入する隊員が携行する。 

  ウ 要救助者を発見後、屋内で活動する隊員２名が要救助者へ縛帯を装着し、縛帯を

保持して搬送（救出）を行う。 

 

（５）救出手法の詳細 

  ア 要救助者を発見後、隊員のうち１名が要救助者の両上肢を持ち上げ、もう１名の

隊員が要救助者の腹部に縛帯を通す。 

    注意点として、縛帯の位置が脇にズレると、搬送時に要救助者の身体が持ち上が

りにくいため、腰部または腹部が望ましい。 

     隊員が縛帯を携行する           縛帯を装着している様子    

   

イ 要救助者の救出（搬送）方法は、隊員２名で縛帯を保持した引きずり救出又は

隊員１名で縛帯を保持し、もう１名の隊員で脚部を保持した持ち上げ救出のどち

らかで行う。 

        引きずり救出              持ち上げ救出       



283

ウ 消防隊が保有する一般的な資器材であること。 

   これらの点を踏まえ、以下の救出手法の考案に至った。 

 

（４）救出手法の概要 

  ア 活動は３名以上で実施する。 

  イ 使用資器材は、スライド式バックル付き胴ベルト（以下、「縛帯」という。） 

のみで屋内に進入する隊員が携行する。 

  ウ 要救助者を発見後、屋内で活動する隊員２名が要救助者へ縛帯を装着し、縛帯を

保持して搬送（救出）を行う。 

 

（５）救出手法の詳細 

  ア 要救助者を発見後、隊員のうち１名が要救助者の両上肢を持ち上げ、もう１名の

隊員が要救助者の腹部に縛帯を通す。 

    注意点として、縛帯の位置が脇にズレると、搬送時に要救助者の身体が持ち上が

りにくいため、腰部または腹部が望ましい。 

     隊員が縛帯を携行する           縛帯を装着している様子    

   

イ 要救助者の救出（搬送）方法は、隊員２名で縛帯を保持した引きずり救出又は

隊員１名で縛帯を保持し、もう１名の隊員で脚部を保持した持ち上げ救出のどち

らかで行う。 

        引きずり救出              持ち上げ救出       

  ウ 屋内が熱気等により立ち上がることができない場合は、要救助者の縛帯に隊員の

自己確保用ロープを通し、ほふく前進または四つん這いで要救助者を引きずり搬

送する。 

    自己確保用ロープの通し方            搬送時の体勢       

 

（６）まとめ 

  ア 縛帯を通すだけであるため、活動が容易である。 

  イ 縛帯を持つ側の隊員は、片手で要救助者を持つことができる。 

  ウ 梯子を用いた救出にそのまま移行できる。 

  エ 立体搬送時においても隊員の負担軽減に繋がる。 

  オ 無視界状態での操作は、一定の訓練が必要である。 

  カ 腹部付近に縛帯を付けるため、要救助者の負担が増す。 

     

３ 下階に転落した隊員の引揚げ手法 

（１）事案② 

   木造２階建てアパートの２階から出火。火災鎮圧後、残火処理のために２階で放 

水活動をしていた隊員が、燃え下がりによる床面の強度低下に気付かず床を踏み抜き、

１階へ転落した。幸いに、１階から脱出でき、負傷もなかった。 

 

（２）検討内容 

   今回の事案では、１階から脱出可能であり隊員に負傷もなかったため、大事には至

らなかったが、下階に転落した隊員を上階に引揚げる必要がある場合は、防火装備を

した隊員を引揚げることになり、苦慮することが予想される。 

 

（３）対応策 

（１）の状況において、転落した消防隊員を引き揚げる手法について検討した。 

  ア 火災現場での活動であるため、迅速に救出できること。 

  イ  資器材を使用する場合は、各隊が保有しているものであること。 

   これらの点を踏まえ、以下の救出手法の考案に至った。 
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（４）救出手法の概要 

  ア 活動は３名以上で実施する。 

  イ 強固な支持物等に頼らない自己完結型の救出手法である。 

  ウ 使用資機材は、ロープとカラビナのみで行う。 

  エ ２本合わせにしたロープ（以下、「救出ロープ」という。）を、つるべ式にて

隊員の進入及び救出を行う。 

 

（５）救出手法の詳細 

  ア 人力支点とし、救出ロープで１名を転落箇所へ進入させる   

  イ 隊員進入後は、引揚げ用の救出ロープとして使用する。 

   救出ロープ端末の取り付け              各隊員の配置   

 

  ウ 進入隊員は、転落した隊員の防火服に装備してある自己確保用ロープを利用し、

支点を作る（Ｕ字）。自己確保ロープは、呼吸器の肩バンドの内側を通すと、救

出時に体勢が安定する。 

   自己確保ロープを左右のＤ環に繋げる  Ｄ環が片側しかない場合は、安全帯を通す 

 

エ 自己確保ロープにて作成した支点を、救出ロープ（つるべ式）に取付け、上部隊

員２名で協力して引揚げる。 

救出ロープは２本合わせになっているため、上部の隊員２名がそれぞれ１本ずつ

引くことで迅速に救出できる。 

隊員(腰確保及び制動) 隊員(支点) 

進入隊員 

転落隊員 

自己確保ロープ

で支点を作成 
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   自己確保ロープを左右のＤ環に繋げる  Ｄ環が片側しかない場合は、安全帯を通す 

 

エ 自己確保ロープにて作成した支点を、救出ロープ（つるべ式）に取付け、上部隊

員２名で協力して引揚げる。 

救出ロープは２本合わせになっているため、上部の隊員２名がそれぞれ１本ずつ

引くことで迅速に救出できる。 

隊員(腰確保及び制動) 隊員(支点) 

進入隊員 

転落隊員 

自己確保ロープ

で支点を作成 

     進入隊員も引揚げを補助する       救出ロープの１本ずつを引く 

 

オ 引込み時のポイント 

床面に引き込む際に身体が床面の内側に入り込み、引き込みにくい場合は、救

出ロープの余り部分を使用し、空気呼吸器のハーネスに引っ掛けるとスムーズに

引き込むことができる。 

     身体が内側に入り込んだ状態       ロープを空気呼吸器に巻き込む 

 

カ 床付近まで引揚げた後、支点側の隊員が救出ロープを確保し、もう１名の隊員

が、救出ロープの余長部分を転落隊員の呼吸器のハーネス（ボンベ接続部付近）に

引っ掛ける。 

 

       

引っ掛かる 

１本ずつ引く 
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  キ ハーネスに引っ掛けたロープと救出ロープを一緒に引揚げ救出する。 

   ※活動隊員が増えれば、より迅速な救助活動が可能となる。 

（６）まとめ 

  ア 自己完結型であるため、場所に左右されず救出が可能である。 

  イ 使用資器材は火災時に携行しているロープのみであり、救出要領が容易である。 

  ウ 今回の事案以外の救助活動にも活用できる。 

   

４ 最後に 

  これらの手法は、当消防本部において、火災時に携行している縛帯やロープなどの資

器材のみで完結し、緊急時に迅速に対応できることが最大の利点である。火災時は、屋

内に進入した隊員に対して多くの危険要因が存在しており、危険を予知し、事故を未然

に防ぐことは消防隊員の重要な役割であると考える。「現場は安全でない」ことを意識

し、今後も変化していく社会環境に対応できるよう日々精進していきたい。 

 

現職 

久留米広域消防本部 久留米消防署 東出張所 高度救助隊 

 

職歴 

平成 21年４月 久留米広域消防本部採用 

平成 29年４月 現職 
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に防ぐことは消防隊員の重要な役割であると考える。「現場は安全でない」ことを意識

し、今後も変化していく社会環境に対応できるよう日々精進していきたい。 
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住宅火災における消火隊のみでの救助手法の紹介 

 

久留米広域消防本部    

消防司令補 野中 将太  

 

１ はじめに 

当消防本部は、福岡県の南西部に位置し、平成 21 年と平成 31 年に２度の消防広域化

を経て、現在では、４市２町を管轄し、職員定数 464名で日々の災害対応を行っている。 

近年、火災件数は減少傾向にあるものの、消防活動中における隊員の受傷事案は発生

しており、危険予知能力の向上と、火災の様相に応じた消防戦術が求められている。 

要救助者情報のある火災現場に最先着となった消火隊は、消防力が劣勢の中、消火隊

単独で救助に向かうか厳しい選択を迫られる。 

当消防本部の高度救助隊は、これまでの火災現場で得られた教訓を踏まえ、消火隊に

対して日常的に訓練指導を行っている。 

今回は、消火隊の一般的な装備のみで隊員の安全を確保しつつ、救助活動が可能な手

法を紹介する。 

 

２ 概要 

(1) 想定 

    火災現場に最先着隊となった単独の消火隊が、後着隊の到着を待つ余裕がない場

合の救助活動とする。 

 

(2) 特徴 

ア 現場到着後、すぐに救出活動が可能である。 

イ 最少（２名以上）人数で救出が可能である。 

ウ 隊員進入から救出完了までの時間が短い。 

エ 自己確保ロープを使用するため、活動範囲は限定されるが、手法がシンプルで

資機材を必要としない。 

 

(3)  救出手法 

   ア 活動は隊員２名以上で実施する。 

  イ ２名の隊員の自己確保ロープを連結し、１名が屋内進入し、もう１名 

は出入口で待機する。 

  ウ 進入した隊員が要救助者へ接触した後、出入口で待機する隊員が自己 

確保ロープを引き、出入口へ誘導する。 

 

３ 活動内容について 

(1) 使用資器材 

    資器材については、一般的な火災時の装備のみで、防火服に装備されている自己確
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保ロープを使用する。 

       

(2) 活動人員及び進入前の準備 

活動人員については２名で、屋内へ進入する前に相互の自己確保ロープをつないで

おく。 

   進入用に長ロープを使用せずに、自己確保ロープにすることで進入範囲を制限し、

隊員の安全を確保している。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 屋内へ進入時のポイント 

２名とも面体を着装する。進入する隊員と出入口で待機する隊員に分かれ、進入

隊員は区画内上部の高温熱気層に注意し、床に伏せた状態で進入する。 

活動範囲は、隊員間の自己確保ロープの長さ約３ｍとする。 

活動範囲を制限（早急に退避できる範囲）することにより、受傷等の二次災害を防

止する。 

互いのカラビナを

連結させる 
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活動範囲は、隊員間の自己確保ロープの長さ約３ｍとする。 
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互いのカラビナを
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(4) 要救助者へ接触時のポイント 

   要救助者の状態によっては、接触できても迅速に救出できない場合もある。要救助

者の体勢により、持ち（掴み）方や保持する位置を変えることで迅速に救出が可能で

ある。 

  ア 腕を持つ場合は、要救助者の両手首を掴む。片腕でも可能である。 

    手指を持った場合は、滑りや力が入りにくく時間を要する。 

      

   

 

 

イ 服を掴む場合は、上衣は肩付近、下衣は裾付近の服を掴む。ただし、服の場合

は脱げたり破れたりする場合もあり、特にズボンの場合は脱げやすいため注意が

必要である。 

４．５ｍ 

出来る限り 

低い姿勢で 

進入する 

腕は細いので掴みや

すい 

両手を掴む場合 片手を掴む場合 



290

       

  

 

  ウ 足を掴む場合は、両くるぶしを挟むように掴むと滑りやすいため、かかとと足の

甲を上下から挟み、足首を伸ばすように掴むことで、かかと部分をしっかりと保

持できる。 

 

          

 

 

 

 

 

 

くるぶしの凹凸ではしっ

かりと掴めず、滑りやす

い 

パジャマなどの柔

らかい素材のもの

は特に注意 
Ｔシャツ等の薄着の場

合は注意 

足首を伸ばすように

する 

上衣を掴む場合 下衣を掴む場合 

良い例 悪い例 
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かりと掴めず、滑りやす

い 

パジャマなどの柔
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 (5) 救出時のポイント 

    救出する際は、進入隊員と出入口で待機する隊員が連携し、区画内上部の高温熱

気層に注意し、出入口へ迅速に救助する。 

    出入口で待機する隊員は、自己確保ロープを引きすぎて進入隊員が要救 

助者を手放さないように注意する。 

   

 

４ おわりに 

火災現場での救助活動は、「時間との勝負」であり、現場の危険を予知しつつ、隊員

を受傷させることなく、要救助者を救出しなければならない。 

そのため、高度な技術、資器材を駆使するだけでなく、「シンプルで迅速」であるこ

とが重要である。 

今回紹介した手法については、特別な資器材等も必要とせず、難しい救助技術も要

しないため、単独の消火隊のみで救助活動が可能である。 

 

現職 

 久留米広域消防本部 久留米消防署 東出張所 高度救助隊 

 

職歴 

 平成 18年４月 久留米市消防本部採用 

 平成 21年４月 久留米広域消防本部発足 

 令和 ２年４月 現職 

肘が伸びる位置まで 

自身の体を移動する 要救助者を 

引き寄せる 

常に引いているこ

とで引き寄せの際

に進入者が踏ん張

れる 
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屋内進入時における隊員の安全確保について 

 

飯塚地区消防本部 

消防士長 深町 聖 

 

１ はじめに 

飯塚地区消防本部は、福岡県のほぼ中央に位置し、管内人口 174,896人、管内面積

369.21 ㎢を１署３分署２出張所体制、職員 238名が一丸となり、地域住民の平和で安心

できる生活を守るため任務に当たっている。 

 

２ 検証するにあたって 

近年、鉄筋コンクリート造のビル及びマンションはもとより、住宅を含む木造建築物

においても、防火性能が向上した建物が増えている。当消防本部管内においてもこのよ

うな建物での火災が発生し、火災推移が初期の段階で屋内進入する機会が増え、フラッ

シュオーバー等の緊急事態に直面する可能性が増加した。 

これらのことから、隊員の安全確保及び緊急時の対応強化のため、当消防本部ではＲ

ＩＴで行われている訓練を取り入れている。その中で、２階開口部でのＲＩＴ式の進入

及び脱出の訓練を繰り返し行ったところ、進入及び脱出に支障がある事案が発生したこ

とから、見つかった課題を解消すべく検証を実施した。 

今回検証したＲＩＴ式の進入及び脱出は、開口部下に梯子を設定する必要がある。進

入は、開口部と空気呼吸器の干渉を避けるために頭側から進入する。脱出は、下の写真

１～３のとおり、一段目の枠に片腕を通し、横さんを握る。通した反対の腕を主かんに

沿わせながら横さんを握り、逆立ちするイメージで足を蹴りだし梯子に乗り移り、緊急

的に脱出を行うものである。 

 

【屋内進入隊員の緊急脱出】 

   

 

 

 

 

 

写真１ 写真２ 写真３ 
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３ 検証 

（１）課題 

高所の開口部で、ＲＩＴ式の進入及び脱出の訓練を実施したところ、下の写真４の

とおり、腰バンド等の装備品が開口部の下枠に引っ掛かり、進入に時間を要した。 

また、写真５のとおり、脱出時、梯子先端の枠に装備品が引っ掛かり、脱出困難に

陥る事案が発生した。その状況で無理に脱出を図ると、梯子に動揺を与え転倒危険が

あった。 

さらに、写真６のとおり、引っ掛かることが原因で空気呼吸器の腰バンドが外れ、

隊員がバランスを崩し落下する危険性があった。 

この課題を解消するため、消防車両に積載されている器具を使用し、障害が解消で

きるか検証した。 

 

【進入及び脱出における課題】 

     

 

 

 

 

 

（２）検証物品 

ア 毛布 

毛布を開口部の下枠へ掛けることにより、装備品の引っ掛かりが解消されるのか

検証した。落下防止のため、次頁の写真７～10のとおり、屋内側を多めに覆い設定

し、進入及び脱出を実施した。 

 

 

 

写真４ 開口部の下枠への引っ掛かり 写真５ 梯子先端の枠への引っ掛かり 

写真６ 空気呼吸器腰バンドの外れ 
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【毛布を使用した検証】 

   

   

 

検証の結果、装備品の引っ掛かりはなく、スムーズな進入及び脱出を行うことが

可能であった。しかし、進入及び脱出を反復して行ったところ、毛布を固定するこ

とができないので、落下することはなかったが多少のズレが生じた。このことから、

毛布が落下する危険性を完全に排除することはできない。 

また、進入する際、火炎の噴出に備え開口部より下で作業姿勢を取り毛布の設定

を試みると、下の写真 11及び 12 のとおり、開口部の下枠へ設定が上手くできない

ことから、毛布が落下する危険性があった。 

 

   

 

自己確保を横さんに取り、両手を自由に使える姿勢で設定すれば、次頁の写真 13

及び 14 のとおり、毛布は難なく設定が可能である。なお、梯子（３分の２を伸梯）

を登り始めてから毛布を設定、進入完了までの時間は 60 秒であった。 

 

写真７ 写真８ 

写真９ 写真 10 

写真 11 写真 12 
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しかし、毛布は火災活動で使用する頻度が少ないため現場に携行していない場合

が多く、毛布を持って梯子を登る行為は確実に３点支持できない場合があるので、

安全管理上問題がある。 

 

イ エッジパッド（ロープ保護具） 

次に、エッジパッドで開口部の下枠を覆い、課題が解消されるか検証した。エッ

ジパッドとは当消防本部で使用しているもので、下の写真 15及び 16のとおり、廃

棄ホースを約 120ｃｍに切り、折り返して外側をロープで編み込み、上下にカラビ

ナが通る穴をあけたものである。 

当消防本部では、ホースや確保ロープの保護のため、鋭利な部分に設定し使用し

ており、下の写真 17 及び 18 のとおり、応急はしご救助用のロープバッグとセット

にして火災現場に携行している。 

 

【廃棄ホースで作成したエッジパッド】 

   

   

 

写真 13 写真 14 

写真 15 写真 16 

写真 17 写真 18 
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写真 13 写真 14 

写真 15 写真 16 

写真 17 写真 18 

設定は、下の写真 19 の丸で示す箇所に、カラビナを用いてエッジパッドを設定

し、下の写真 20～22 のとおり、エッジパッドを屋内に垂らす。 

 

【エッジパッドの設定】 

   

   

 

検証の結果、毛布と同程度にスムーズな進入及び脱出が行えた。開口部の下枠と、

梯子先端の枠を一緒に覆うことにより、装備品の引っ掛かりは解消された。 

搬送時、エッジパッドを安全帯に掛けることにより安全に梯子を登ることができ、

設定も容易に行える。なお、梯子を登り始めてからエッジパッドを設定、進入完了

までの時間は 30秒であった。 

 

（３）結果 

上記、ア及びイの結果を表にすると下図のようになった。 

 

 
課題の解消 落下の危険性 設定の容易さ 

時間 

（登梯～進入） 

毛布 〇 △ △ 60秒 

エッジパッド ◎ ◎ ◎ 30秒 

 

４ まとめ 

今回、高所の開口部でのＲＩＴ式の進入及び脱出の訓練を繰り返し行うことにより、

装備品の「引っ掛かり」という課題に直面したが、消防車両に積載されている毛布及び

エッジパッドを使用し、梯子先端と開口部の下枠を覆うことで、進入及び脱出時の課題

を解消することができた。 

この二つを比較すると、器具落下及び登梯時の安全面、設定にかかる時間及び容易さ

写真 19 写真 20 

写真 21 写真 22 
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等のスピード面においても、エッジパッドが有効であるという結果に至った。また、毛

布は火災活動で使用する頻度が少ないため現場に携行していない場合が多く、それに対

しエッジパッドは、応急はしご救助用のロープバッグとセットにしているため、必ず火

災現場に携行している。さらに、廃棄ホースはどの消防本部にもあり、特別に何か購入

する必要がなく、作成も容易である。つまり、すべての消防車両に積載することが可能

であり、設定も容易なため、すべての隊員が使用することができる。高所の開口部での

ＲＩＴ式の進入及び脱出においては、エッジパッドの使用により隊員の安全性が向上す

るはずである。 

今回、高所の開口部でのＲＩＴ式の進入及び脱出での課題に着眼し、検証を重ね課題

の解消に至った。このように、１つ１つ課題を解消していくことが、隊員の安全確保に

繋がるのである。今後、隊員から受傷者を出さないためにも我々は訓練を実施し、検証

を重ねる。 

 

現職 

飯塚地区消防本部 飯塚消防署第１警備課第１警備係 飯塚特別救助小隊 

 

職歴 

 平成 21年 ４月 飯塚地区消防本部採用 

 平成 21年 10月 山田消防署嘉穂派出所 

 平成 22年 ４月 飯塚消防署 

 平成 26年 ４月 桂川消防署穂波派出所 

 平成 29年 10月 山田消防署 

 平成 31年 ４月 嘉麻分署 

 令和 ３年 ４月 現職 
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一般住宅火災時における屋根上での救助活動について 

 

  飯塚地区消防本部  

消防士長 有吉 司 

 

１ 一般住宅火災時における屋根上での活動危険と検証目的 

  消防は火災時に放水活動、破壊活動、開口部の設定、屋内進入、そして要救助者救出

等のために建物の屋根に上ることがある。火災時における屋根上での活動は放水等で濡

れた屋根材の上で行われることも多く、足場が不安定で危険が伴うものである。消防は

このような活動環境に対し、自己確保ロープを設定する（写真１）、かぎ付きはしご等を

架け足場を安定させる（写真２）、瓦を割る又は剥がすことで足場を作るといった活動を

取り入れることにより安全管理を図ってきた。しかし、これらの活動は全ての現場で可

能なものではなく、火災現場では隊員にとって危険な状態での活動を迫られることもあ

る。実際に当消防本部でも過去に屋根上の濡れた瓦で活動隊員が滑り、転倒等の重大事

故につながりかねないヒヤリ・ハット事例が数件発生している。 

 

    

   

参考（瓦葺屋根の住宅火災） 

 

   

   写真１（ロープによる自己確保）      写真２（かぎ付きはしご） 

これら屋根上での活動の危険性と過去のヒヤリ・ハット事例を踏まえ、「高所、勾配、

濡れて滑る」といった危険な活動環境に対し、防火服、空気呼吸器、その他資器材を身
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に付けた重装備の消防隊員がより安全に活動できる方法を検討した。今回の研究では、

濡れて滑りやすくなった屋根材の上で足場を安定させ、安全に活動できる方法について

検証し、その有効性をもって、一般住宅火災で起こり得る危険を少しでも排除、軽減す

ることを目的とした。 

 

２ 検証概要 

  上記１の危険項目を考慮したうえで、屋根上で隊員がより安全に活動でき、要救助者

を上階から安全に救出できる方法を検討した。 

そこで、濡れて滑る屋根上に物品を敷くことで滑り止めの役割を果たすのではないか

と考えた。 

今回、この検証を行うにあたっての物品は「容易に搬送及び設定ができる」「軽量」「積

載し易い」「活動の支障にならない」「安価で手に入りやすい」ことを条件とした。検証

物品は以下のとおりである。 

・毛布（消防署にあるもの） 

・ゴム製の滑り止めマット（市販のもの）（以下「ゴム製マット」という。） 

・消防用ホースを編んだもの（１ｍ×１ｍ）（以下「ホース」という。） 

・バスタオル（一般に使用される綿製の大きめのサイズのもの） 

 

       

 

 

 

また、検証の対象となる屋根材は日本でも一般的で多く使用されている以下のものを

用意した。 

・セメント瓦 

・焼き瓦 

・ガルバニウム 

・スレート 

 

毛布 ゴム製マット ホース バスタオル 
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これら４つの物品と４種類の屋根材を使用して検証を実施した。検証方法は、各種屋

根材の上に４つの物品をそれぞれ敷き、隊員が移動、活動するうえでの安全性と安定性

を比較するものである。なお、このときの隊員の個人装備は下のとおりである。 

 

                 
 

３ 検証施設の設営状況及び説明 

  検証施設及び屋根材の状況は以下のとおりである。 

・飯塚消防署山田出張所（旧山田消防署） 旧署長公舎 （セメント瓦及びスレート） 

・福岡県消防学校 家屋火災消火訓練施設 （ガルバニウム） 

・福岡県消防学校 倒壊家屋訓練施設 （焼き瓦） 

 

 

 

セメント瓦 焼き瓦 ガルバニウム スレート 

防火帽 

面体 

防火服上衣 

防火手袋 

防火服ズボン 

防火靴 

(底面ゴム地) 

空気呼吸器 

セメント瓦 スレート 

（コンパネの上にスレート

を敷き屋根の上に固定） 

飯塚消防署山田出張所（旧山田消防署） 旧署長公舎 



302

        

 

 

  以上の３施設、４種の屋根材を使用して検証を実施した。 

 

  検証方法の詳細を下の写真を使用し説明する。 

  まず、各種屋根材の表面に水を流し続け、その上を隊員が防火靴で歩行できるかを確

認する。（検証１） 

 

  

 

 

  次に、各種屋根材の上に４つの物品を敷くことで歩行ができるか確認する。（検証２） 

  

         例１                  例２ 

 

 

上方から水を流し続け、放水で濡れている屋根を再現 

スレート × ホース セメント瓦 × 毛布 

焼き瓦 

ガルバニウム 

福岡県消防学校 家屋火災消火訓練施設 福岡県消防学校 倒壊家屋訓練施設 
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  次に、各種屋根材の上に４つの物品を敷くことで歩行ができるか確認する。（検証２） 

  

         例１                  例２ 

 

 

上方から水を流し続け、放水で濡れている屋根を再現 

スレート × ホース セメント瓦 × 毛布 

焼き瓦 

ガルバニウム 

福岡県消防学校 家屋火災消火訓練施設 福岡県消防学校 倒壊家屋訓練施設 

  

         例３                  例４ 

 

 

  検証１では防火靴で４種の屋根材で計４通り実施し、検証２では例１～例４のように

４種の屋根材と４つの物品による計 16通りの検証を実施した。 

 

４ 検証結果 

  今回の検証では、以下の２項目を検証の判断基準とした。 

基準１：すべての活動を動画撮影することで、それを視聴し客観的に安全性を比較し 

たもの。 

基準２：活動実施隊員の主観による安全性や危険性の感覚を聴取したもの。 

以上の２項目を基準とし、本研究の結果を下記（表）にまとめた。 

 

（表） 

 セメント瓦 焼き瓦 スレート ガルバニウム 

防火靴 × × △ 〇 

毛布 △ △ 〇 〇 

ホース × × △ × 

ゴム製マット × × △ × 

バスタオル ◎ ◎ ◎ ◎ 

 

◎：十分歩行可能 〇：注意して歩行可能 △：立つことが限界 ×：立てず滑り落ちる 

 

検証結果は（表）のとおり、バスタオルが濡れた屋根材に対し最も有効に滑り止めと

して作用したことがわかった。 

そこで次はバスタオルを使用し、注水したホースを持って移動する検証活動を実施し

た。（写真３）

検証結果はバスタオルを使用していない時に比べ足場の安定性が確保され、活動の安

全性及び円滑性に大きな差が出た。なお、要救助者の介添え歩行、資機材の搬送等の活

動についても同様の結果が得られた。 

 

ガルバニウム × ゴム製マット 焼き瓦 × バスタオル 
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写真３ 

（隊員は注水したホースを持った状態でも滑らず安定して屋根材の上を移動できた） 

 

５ まとめ 

  今回の検証を通し、放水等で濡れた屋根上では綿製のバスタオルが屋根材に対し滑り 

止めの役割を果たし、隊員の活動に有効に作用する結果が得られた。しかし、この結果 

は従来の消防活動で実施してきた自己確保ロープの設定をはじめとするその他の安全管 

理措置とそのまま代替できるものではなく、従来の活動に＋αのものとして考えたい。

火災の経過又は状況によっては家屋自体の強度低下等の可能性もあるため、屋根上に 

上ること自体が危険な場合もあるので、本検証がすべての活動に対応可能ではないこと 

を述べておく。 

火災現場は刻一刻と状況が変化し、環境が悪化していくものであるため、要救助者の

救出は最も緊急性の高い場面であると言える。要救助者の安全な救出と隊員の安全を確

保するためにも補助的な役割として柔軟に使用されたいところである。 

 

６ おわりに 

  火災現場は、災害の特性上多くの危険が潜みます。隊員と要救助者の安全確保は、受

傷者を出さないためには必須であり、我々の課題です。消防は積極的な活動を行うため

にも、危険を排除、軽減しなければなりません。今回の検証は、我が国で広く普及して

いる屋根材を使用し、その活動対策を考えました。考え得るすべての屋根材とすべての

物品での検証には至らなかったため、今後もより詳細な根拠に基づいた考察、検証の余

地はあると考えます。 

  本検証が救助隊員のみならず、多くの消防隊員の現場活動と今後の検討事項の一助と

なれば幸いです。 

 

現職 

飯塚地区消防本部 飯塚消防署消防課第２予防係 飯塚特別救助小隊 

 

職歴 

平成 25 年 ４月 飯塚地区消防本部採用 

平成 25 年 10 月 桂川消防署（現桂川分署） 

平成 27 年 ４月 山田消防署（現嘉麻分署） 

平成 29 年 10 月 桂川消防署（現桂川分署） 

平成 30 年 10 月 現職 
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写真３ 

（隊員は注水したホースを持った状態でも滑らず安定して屋根材の上を移動できた） 

 

５ まとめ 

  今回の検証を通し、放水等で濡れた屋根上では綿製のバスタオルが屋根材に対し滑り 

止めの役割を果たし、隊員の活動に有効に作用する結果が得られた。しかし、この結果 

は従来の消防活動で実施してきた自己確保ロープの設定をはじめとするその他の安全管 

理措置とそのまま代替できるものではなく、従来の活動に＋αのものとして考えたい。

火災の経過又は状況によっては家屋自体の強度低下等の可能性もあるため、屋根上に 

上ること自体が危険な場合もあるので、本検証がすべての活動に対応可能ではないこと 

を述べておく。 

火災現場は刻一刻と状況が変化し、環境が悪化していくものであるため、要救助者の

救出は最も緊急性の高い場面であると言える。要救助者の安全な救出と隊員の安全を確

保するためにも補助的な役割として柔軟に使用されたいところである。 

 

６ おわりに 

  火災現場は、災害の特性上多くの危険が潜みます。隊員と要救助者の安全確保は、受

傷者を出さないためには必須であり、我々の課題です。消防は積極的な活動を行うため

にも、危険を排除、軽減しなければなりません。今回の検証は、我が国で広く普及して

いる屋根材を使用し、その活動対策を考えました。考え得るすべての屋根材とすべての

物品での検証には至らなかったため、今後もより詳細な根拠に基づいた考察、検証の余

地はあると考えます。 

  本検証が救助隊員のみならず、多くの消防隊員の現場活動と今後の検討事項の一助と

なれば幸いです。 

 

現職 

飯塚地区消防本部 飯塚消防署消防課第２予防係 飯塚特別救助小隊 

 

職歴 

平成 25 年 ４月 飯塚地区消防本部採用 

平成 25 年 10 月 桂川消防署（現桂川分署） 

平成 27 年 ４月 山田消防署（現嘉麻分署） 

平成 29 年 10 月 桂川消防署（現桂川分署） 

平成 30 年 10 月 現職 

救難活動を兼務とした特別救助隊の指揮直属隊について 

 

                              飯塚地区消防本部 

消防士長 和多 一平 

 

１ 現状の課題 

当本部は各種災害に対し特殊車両を運用する隊も含め 18 小隊を運用しており、ポンプ

小隊については、大半が救急、梯子及び救助いずれかを兼務した隊となっている。また、

救助隊については、特別救助隊とポンプ小隊を兼務とした救助隊の２隊であり、ポンプ

兼救助隊は火災出動時ポンプ小隊として出動している。 

普通建物火災において出動する隊は、指揮隊、特別救助隊、救急小隊に加え、タンク

小隊及びポンプ小隊の消火隊が６隊、計９隊出動となっており、現状の課題については

以下のとおりである。 

 

（１）指揮隊にあっては３名で運用しており、少数でありながら指揮宣言から始まり、情

報収集、屋内進入管理及び安全管理等があり、任務は下記のとおり多岐にわたるため、

指揮隊の負担は大きい。 
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（２）指揮隊と同様に各級指揮者はそれぞれの任務と並行して、現場の安全管理を行って

いるため、特定の場所（自隊の活動）へ目線が行きがちとなり、包括的な視点での安

全管理は困難である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）火災現場での要救助者救出にあっては、主に特別救助隊４名で救出活動を行ってい

るが、特別救助隊が危機的状況に瀕した際のバックアップ部隊がいない現状である。 
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（２）指揮隊と同様に各級指揮者はそれぞれの任務と並行して、現場の安全管理を行って

いるため、特定の場所（自隊の活動）へ目線が行きがちとなり、包括的な視点での安

全管理は困難である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）火災現場での要救助者救出にあっては、主に特別救助隊４名で救出活動を行ってい

るが、特別救助隊が危機的状況に瀕した際のバックアップ部隊がいない現状である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現状、安全管理は少数の指揮隊と各級指揮者が他の任務と並行して行って

いるため、現場を包括的に見ることは困難であり、各隊員の危機管理能力に

頼っている部分が大きく十分ではない。 

また、主に特別救助隊が救出活動を行うため、特別救助隊が危機に瀕した

際の救難体制は確立できていない現状である。 

（４）現場の安全管理については、火災件数が年々減少している中、（１）及び（２）のと

おり指揮隊及び各級指揮者の負担が大きいことから、現場経験が少ない各隊員自己の

安全管理に頼っている部分が大きく、下記のような事例も近年発生している。 

 

 ・事例内容 

  火災現場にて、若手職員１名が消火活動中に体調不良となり、救急搬送される。 

 〇火災概要 

  木造住宅より出火し、隣接する住宅へ延焼拡大、２棟全焼し、鎮火までに３時間程度 

 要したもの。 

 〇救急搬送に至るまで 

  某日 18 時頃、建物より炎が噴出しているとの通報があり、現場に出動。消防隊現着 

時は火災最盛期であり、隣接建物に延焼拡大中であった。建物関係者から各建物及び要 

救助者等の情報を聴取し、覚知より約 10 分後に要救助者がいないことが確定する。 

  覚知より約 50 分後に延焼阻止、さらに 20分後に火勢鎮圧に成功。その後、残火処 

理を行い、覚知より約２時間 50分後、鎮火となるが、同時期に若手職員１名が全身の 

倦怠感及び下肢の有痛性筋痙攣を発症する。水分補給及び冷却処置を実施するも体調不 

良発生から 20分後全身の有痛性筋痙攣及び嘔気も発症したため、熱中症疑いで救急搬 

送される。 

若手職員の情報が指揮隊へ伝わったのは、体調不良発生から約 10 分後であった。 

なお、救急搬送された若手職員については、午後から広報活動に伴う展示後、各種訓 

練を実施中に本件火災に出動しており、水分補給等が不十分であったと考えられる。 
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２ 救難活動を兼務とした「指揮直属隊」 

  現状の課題改善を考えれば、安全管理は指揮隊の増員が望ましいが、当本部規模では

増員は困難である。また、バックアップ隊についても特別救助隊が建物倒壊等で危機に

瀕した際は、救助器具等に精通していない消火隊での救出活動となるため、極めて困難

な状況に陥ると考えられる。 

  現状の課題を打開するため、直近主義を採用している当本部の中で、普通建物火災が

発生した際、現場に必ず出動する特別救助隊を現場の安全管理と救難活動を兼務とした

「指揮直属隊」に従事させることを提案する。 

（１）「指揮直属隊」とは  

   出火建物の周囲に特別救助隊員を分割配置し、周囲から現場の安全管理に従事させ

るとともに、屋内進入した消火隊のバックアップを行う隊の事である。 

（２）「指揮直属隊」を配置した際の各隊の動き 

  ①現場指揮 

指揮隊は、活動危険及び延焼危険の情報提供を「指揮直属隊」へ積極的に行い、関

係者からの情報等を考慮し、現場指揮を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②最前線での活動 

   タンク小隊及びポンプ小隊については、直近出動するタンク小隊及びポンプ小隊が

先着する可能性が大であることから、救助兼務隊（救急兼務隊を除く）として事前に

選任し、消火活動の他に要救助者の救出に従事させる。 
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２ 救難活動を兼務とした「指揮直属隊」 

  現状の課題改善を考えれば、安全管理は指揮隊の増員が望ましいが、当本部規模では

増員は困難である。また、バックアップ隊についても特別救助隊が建物倒壊等で危機に

瀕した際は、救助器具等に精通していない消火隊での救出活動となるため、極めて困難

な状況に陥ると考えられる。 

  現状の課題を打開するため、直近主義を採用している当本部の中で、普通建物火災が

発生した際、現場に必ず出動する特別救助隊を現場の安全管理と救難活動を兼務とした

「指揮直属隊」に従事させることを提案する。 

（１）「指揮直属隊」とは  

   出火建物の周囲に特別救助隊員を分割配置し、周囲から現場の安全管理に従事させ

るとともに、屋内進入した消火隊のバックアップを行う隊の事である。 

（２）「指揮直属隊」を配置した際の各隊の動き 

  ①現場指揮 

指揮隊は、活動危険及び延焼危険の情報提供を「指揮直属隊」へ積極的に行い、関

係者からの情報等を考慮し、現場指揮を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②最前線での活動 

   タンク小隊及びポンプ小隊については、直近出動するタンク小隊及びポンプ小隊が

先着する可能性が大であることから、救助兼務隊（救急兼務隊を除く）として事前に

選任し、消火活動の他に要救助者の救出に従事させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ③現場のバックアップ 

特別救助隊は、「指揮直属隊」として出火建物の四方に隊員を配置し、危険要因の

早期発見及び指揮隊への積極的な情報提供を実施する。また、タンク小隊及びポンプ

小隊が消火活動及び救出活動実施時、危機的状況に瀕した際、速やかに隊員が集結し、

救難活動へ移行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④活動隊の体調観察及び要救助者の搬送等 

   救急小隊は、要救助者の搬送に備えるとともに、指揮直属隊同様に活動隊員の体調

を観察させ、熱中症対策のための給水活動に従事させる。 

 

３ 「指揮直属隊」を配置した際に得られる効果 

（１）指揮隊及び各級指揮者の負担軽減 

指揮直属隊に現場の活動危険及び延焼危険等の情報提供を実施させることにより、

指揮隊及び各級指揮者の負担軽減となる。 

（２）安全管理体制の強化 

各級指揮者がそれぞれの任務と並行して行っていた安全管理を指揮直属隊も行う

ことで、更なる安全管理体制が強化される。 

（３）要救助者の早期救出 

特定の消火隊を救助兼務隊として事前に選任することで、もっとも重要な任務であ

る人命救助を視野に入れた活動へと繋がり、要救助者の早期救出が可能となる。 

（４）救難体制の構築 

要救助者の救出活動及び消火活動時に屋内進入を要する際、救助器具等の取扱いに

熟知した特別救助隊がバックアップ隊として待機することにより救難活動を行える体

制が可能となる。 

（５）現人員での各体制の確立 

安全管理体制及び救難体制を現在の人員を増員することなく確立できる。 

（６）連携強化 

各隊の役割が明確になることで、各隊の連携が取りやすくなる。 
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４ まとめ 

近年、火災における活動中の殉職事故や負傷事故が多発している中、それらを減少さ

せるためには、更なる安全管理の徹底及び活動隊員の救難体制の構築が必要不可欠であ

る。 

しかし、火災現場では多くの異状・危険な状況が存在しており、その中での活動でそ

れぞれの任務と並行しながら安全管理体制を構築することは指揮隊、各級指揮者だけで

は困難を極める。また、救難体制についても、要救助者の救出を特別救助隊が行ってい

る現状では体制確立は極めて難しい。 

  そのため、特別救助隊が火災現場を包括的に四方から監視することで指揮隊及び各級

指揮者の負担を軽減及び安全管理体制の強化を図る。また、消火隊に消火活動と併せて

要救助者の救出活動を実施させることで、特別救助隊が救難体制に備えることが現状の

活動人員数のまま可能となる。 

  これらのことから、他隊より多くの災害現場を経験し、救助に関する知識、技術を兼

ね備えた特別救助隊を指揮隊付の「指揮直属隊」として指定することで、「殉職事故及び

負傷事故ゼロ」、「積極的な消火活動」を目的とした安全管理体制及び活動隊員の救難体

制の構築を図れるものと考察する。 

 

現職 

飯塚地区消防本部 飯塚消防署嘉麻分署第２消防係 嘉麻救助小隊 

 

職歴 

 平成 15年 ４月 飯塚地区消防本部採用 

 平成 15年 10月 桂川消防署穂波派出所 

 平成 17年 ９月 飯塚消防署頴田派出所 

 平成 22年 10月 飯塚消防署 

 平成 26年 ４月 桂川消防署筑穂派出所 

 平成 28年 ４月 山田消防署嘉穂派出所 

 平成 29年 10月 飯塚地区消防本部警防課指揮指令室 

平成 31 年 ４月 飯塚地区消防本部指令課 

 令和 ２年 ４月 現職 
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４ まとめ 

近年、火災における活動中の殉職事故や負傷事故が多発している中、それらを減少さ

せるためには、更なる安全管理の徹底及び活動隊員の救難体制の構築が必要不可欠であ

る。 

しかし、火災現場では多くの異状・危険な状況が存在しており、その中での活動でそ

れぞれの任務と並行しながら安全管理体制を構築することは指揮隊、各級指揮者だけで

は困難を極める。また、救難体制についても、要救助者の救出を特別救助隊が行ってい

る現状では体制確立は極めて難しい。 

  そのため、特別救助隊が火災現場を包括的に四方から監視することで指揮隊及び各級

指揮者の負担を軽減及び安全管理体制の強化を図る。また、消火隊に消火活動と併せて

要救助者の救出活動を実施させることで、特別救助隊が救難体制に備えることが現状の

活動人員数のまま可能となる。 

  これらのことから、他隊より多くの災害現場を経験し、救助に関する知識、技術を兼

ね備えた特別救助隊を指揮隊付の「指揮直属隊」として指定することで、「殉職事故及び

負傷事故ゼロ」、「積極的な消火活動」を目的とした安全管理体制及び活動隊員の救難体

制の構築を図れるものと考察する。 

 

現職 

飯塚地区消防本部 飯塚消防署嘉麻分署第２消防係 嘉麻救助小隊 

 

職歴 

 平成 15年 ４月 飯塚地区消防本部採用 

 平成 15年 10月 桂川消防署穂波派出所 

 平成 17年 ９月 飯塚消防署頴田派出所 

 平成 22年 10月 飯塚消防署 

 平成 26年 ４月 桂川消防署筑穂派出所 

 平成 28年 ４月 山田消防署嘉穂派出所 

 平成 29年 10月 飯塚地区消防本部警防課指揮指令室 

平成 31 年 ４月 飯塚地区消防本部指令課 

 令和 ２年 ４月 現職 

 

火災活動時における高所活動の安全管理について 

（防火衣とフルハーネスの検証） 

 

宗像地区消防本部   

消防士長 詫摩 直毅 

 

１ はじめに 

  宗像地区消防本部は、福岡県北部に位置し、政令指定都市である福岡市と北九州市の中間に位

置する宗像市と福津市の２つの市で構成されています。管轄区域面積は 172.7㎢、人口は 165,043

人（令和４年１月現在）で、１本部・２署・２出張所・１分遣所、職員数 141 人となっています。 

  当本部の救助体制は、宗像消防署救助小隊（特別救助隊）及び福津消防署救助警防小隊（救助

隊）の２隊で各種救助事案に対応しています。 

  今回は、火災活動時の高所活動をより安全なものとするため、防火衣とフルハーネスの組み合

わせの違いによる着装及び墜落時の状況等について比較検証したので紹介します。 

  

２ 高所作業に関する現状について 

 現在、作業床を設けることが困難で高さ２ｍを超える高所作業については、労働安全衛生法の

改正により原則としてフルハーネスの着用が義務となっていますが、高さ 6.75ｍ以下で墜落し

た際に地面に到達する恐れがある場合のみ、胴ベルト型墜落制止用器具を使用することが認めら

れています。 

 火災活動時には、緊急性が高い作業に従事するため、現状は防火衣と併せて着装している胴ベ

ルト型墜落制止用器具で対応しているものの、より安全な活動を追求すると、フルハーネスを使

用した活動の検証が必須となります。 

３ 検証器材について 

  今回検証するフルハーネスは、建設現場などで一般的に使用されているものです。 

   ロープレスキュー等の救助活動で使用しているフルハーネスを「ロープアクセス用フルハーネ

ス」、今回検証するフルハーネスを「作業用フルハーネス」とし、下記の検証を実施します。 
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    （作業用フルハーネス）      （ロープアクセス用フルハーネス） 

４ 作業用フルハーネスの着装方法について 

ロープアクセス用のハーネスと比較し、確実かつ迅速に着装することが可能です。 

さらに、出動途上の消防車両内でも容易に着装することができます。 

また、胴ベルト型墜落制止用器具とも併用することができ、6.75ｍ以下の高所活動も今までど

おり対応することが可能です。 

(1) 着装状況 

防火衣上に着装した状況は下の写真のようになります。 

      

    （着装状況 前）         （着装状況 後） 

      

   （胴ベルト型と併用・１）     （胴ベルト型と併用・２） 

(2) 着装要領 

   火災出動を想定し、車内での着装を実施しました。 

    



313

                

    （作業用フルハーネス）      （ロープアクセス用フルハーネス） 

４ 作業用フルハーネスの着装方法について 

ロープアクセス用のハーネスと比較し、確実かつ迅速に着装することが可能です。 

さらに、出動途上の消防車両内でも容易に着装することができます。 

また、胴ベルト型墜落制止用器具とも併用することができ、6.75ｍ以下の高所活動も今までど

おり対応することが可能です。 

(1) 着装状況 

防火衣上に着装した状況は下の写真のようになります。 

      

    （着装状況 前）         （着装状況 後） 

      

   （胴ベルト型と併用・１）     （胴ベルト型と併用・２） 

(2) 着装要領 

   火災出動を想定し、車内での着装を実施しました。 

     

 空気呼吸器の上に被せるように設定し、背負うように着装。胸ベルト及び腿ベルトのバックルを

接続し、空気呼吸器を着装する。 

 時間を計測すると、作業用フルハーネス着装完了まで 30秒。空気呼吸器着装完了まで 50秒でし

た。 

 (3) 活動例 

    作業用フルハーネスを使用した高所活動を紹介します。 

     

 （胸部Ｄ環を使用した活動）       （背部Ｄ環を使用した活動） 

     

（背面Ｄ環使用時のランヤード巻取装置）  （梯子車バスケットでの使用例） 

 (4) 墜落時の状況の検証 

    胴ベルト型墜落制止用器具と作業用フルハーネスを使用した際の墜落時の体勢及び体への

負担について比較検証しました。 

   

   

（墜落時の体勢・胴ベルト型墜落制止用器具） 

※ 腰部に墜落の衝撃が発生。それと同時に頭部

が下になり、復帰困難及び激痛があり短時間し

か耐えることができない。 

 

（墜落時の体勢・作業用フルハーネス・胸部） 

※ 墜落の衝撃が全体に分散され座位となる。大

腿部にバンドの締め付けがあるものの、長時間

待機することができる。 
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  胴ベルト型墜落制止用器具と作業用フルハーネスを比較すると、墜落した際の体位及び衝撃吸

収等の安全性は圧倒的にフルハーネス型が高いことが分かります。 

５ ロープアクセス用フルハーネスとの比較 

  作業用フルハーネスと比較すると、防火衣着装と同時に着装する必要があり、レッグループが

下衣に引っかかったり、上衣の裾がめくれ上がったりと着装及び離脱に非常に時間を要します。 

  また、安全性を確保するためには、各種バンドの適切な締め付けが必要であり、空気層で受傷

を防ぐ防火衣とは相容れぬ構造となっています。 

       

      （前）             （後） 

       

（レッグループが引っかかる様子）  （肩及び腰部が引っかかる様子） 

 また、上衣の中にフルハーネスを入れたとしても、ショックアブソーバーの墜落制止性能を正

しく発揮することができず、防火衣そのものの仕様変更等も視野に入れる必要性が出てきます。 

（墜落時の体勢・作業用フルハーネス・背部） 

※ 墜落の衝撃が全体に分散。頭部が上。胸部で

の墜落時より大腿部が圧迫されるものの、長時

間待機することができる。 
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      （前）             （後） 

       

（レッグループが引っかかる様子）  （肩及び腰部が引っかかる様子） 

 また、上衣の中にフルハーネスを入れたとしても、ショックアブソーバーの墜落制止性能を正

しく発揮することができず、防火衣そのものの仕様変更等も視野に入れる必要性が出てきます。 

（墜落時の体勢・作業用フルハーネス・背部） 

※ 墜落の衝撃が全体に分散。頭部が上。胸部で

の墜落時より大腿部が圧迫されるものの、長時

間待機することができる。 

 

     
  （防火衣上衣内）     （着装状況１）      （着装状況２） 

 特に問題となる点は、ロープアクセス用フルハーネスは一般救助活動と併用して使用するこ

ととなるので、受熱劣化によるハーネス破損のリスクが高まります。 

６ 作業用フルハーネス及びロープアクセス用フルハーネスの比較 

 防火衣と組み合わせた使用方法で比較すると、次表のとおりとなります。 

 

 作業用フルハーネス ロープアクセス用フルハーネス 

安全性能 性能どおり使用できる。 性能どおり使用できない。 

着装の容易さ 容易 困難 

受熱耐性 なし（難燃製品はあり） なし 

ロープ降下、登はん 不可 可能 

器具操作によるロープ

降下、登はん 

不可 可能 

活動障害（歩行時） なし あり（バンド締め付け部が干渉する。） 

７ 難燃性商品 

 火災活動時の課題である難燃製品についても開発が進んでいます。 

         
    （難燃性フルハーネス）       （難燃性墜落制止用ランヤード） 

  難燃性フルハーネスは溶接作業用に開発され、アラミド繊維のベルトと縫製糸で構成されてい

ます。 

  また、墜落制止用ランヤードについても熱に弱いショックアブソーバーに替えて、難燃性が高

く、高強力の筒状アラミド繊維製ロープを組み合わせた複合ロープを使用しており、作業性と難
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燃性を両立させたものになっています。 

８ 提案する活動方針 

 (1) 火災活動時、基本は胴ベルト型墜落制止用器具で対応する（現状どおり）。 

(2) 梯子車バスケット操作や高所での活動が予想される場合に着装する。 

(3) 屋内進入及び受熱危険が高い場合は難燃製品を着装する。 

９ まとめ 

  現在は、火災活動時に胴ベルト型墜落制止用器具で活動していますが、防火衣完全着装で空気

呼吸器まで着装すると、高所から墜落した際に個人装備の重量分を含めた大きな衝撃荷重が発生

します。 

  落下に至らずとも墜落のダメージが大きくなることを想像することは容易で、より安全な活動

を行う上で、個人装備について各種検討及び改善を重ねる必要があります。 

  また、難燃性フルハーネスの開発など時代が進むとともに、より良い商品も開発されています。 

消防機関においても、より安全、確実、迅速な活動を実現するため日々進化する各種個人装備

のさらなる検証及び検討が必須事項だと思います。 

  最後に、本検証が少しでも消防吏員の安全、確実、迅速な活動に寄与し、活動時の負傷事故や

殉職がゼロになることを願いまとめとします。 

 

 

写真協力 宗像消防署警備第１課 柴田凌宙、山田真生 

 

現職 

 宗像地区消防本部 宗像消防署 警備第１課救助小隊 小隊長 

 

職歴 

平成 22 年 ４月 宗像地区消防本部採用 

平成 22 年 10 月 宗像消防署福間分署１分隊 隊員（現 福津消防署救助警防小隊） 

平成 25 年 10 月 宗像消防署２分隊 隊員（現 宗像消防署化学小隊） 

平成 26 年 ４月 宗像消防署化学・救助小隊 機関員 

令和 元年 ４月 宗像消防署救助小隊 小隊長 

令和 ３年 11 月 現職 
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「火災事例共有アンケート」を活用した効果的な 

教育の取り組みについて 

 

佐賀広域消防局       

                  消防士長 山口 尊大 

 

１ はじめに 

当局は、１本部、６消防署、３分署、６出張所で構成される職員数 425 人の組織です。

消防体制は、佐賀消防署に指揮隊、梯子隊及び高度救助隊、小城消防署に特別救助隊を配

置し、他の４消防署には、水難救助、ＮＢＣ除染、山林火災等の災害に特化した特務隊を

配置しています。 

当局においても全国の消防本部と同様に、災

害件数の減少及び若手職員の増加に伴う消防

力の維持が喫緊の課題となっています。消防業

務は、防火査察、消防訓練指導、消防設備検査、

火災原因調査、地水利調査など多岐に渡ります。  

また、火災に関しては住宅の高気密・高断熱

化が進んでおり、建物構造だけでなく発生する

火災も欧米の火災性状に似た様相を呈すよう

になっており、火災戦術についても変化を余儀

なくされています。 

前述の状況を鑑み、私が高度救助隊員として  

出動した火災事例を活用し、経験が少ない若手

職員を対象として、効果的に教育を実施した取

り組みについて紹介します。 

 

２「火災事例共有アンケート」の導入 

  当局では、ウェアラブルカメラを各署に配備し、撮影した災害現場の映像を事例検討会

等の資料として活用しています。事例検討会では、当該事例の資料や映像を視聴しながら

災害概要の説明や活発な意見交換をしていますが、今回は事例検討会をより効果的なもの

とするため「火災事例共有アンケート」（以下「アンケート」という）を導入しました。

このアンケートは、実際の火災事例を基に作成した様々な質問に回答することで、現場に

出動していない隊員に、初動対応、火災戦術等について自ら考える機会を与え、より効果

的に内容を理解させることを目的としています。 

 

【佐賀広域消防局管内図】 
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  今回のアンケートの題材とした火災は、RC 造における「区画火災」であり、現場対応

に苦慮した事例です。この火災において私自身、色々と考えさせられ、また課題も多く残っ

たことから、題材として使用しました。活動概要については以下のとおりです。 

 

この火災事例を基に、アンケートでは、居室内へ進入する前の黒煙発生状況の画像を添

付して「この状況で屋内進入可能と考えますか？」「この状況で屋内進入前に入手すべき

情報は？」といった現場をリアルに想像できる状況を作りだし、問いかけを行いました。 

今回のアンケートでは、その他にも以下の３つの問いかけを行いました。 

・ １回目の屋内進入時に濃煙熱気のため退出した要因について考察する問い。 

・ 高度救助隊が屋内に進入している状況下で、他隊が実施すべき活動として正しいものを

選択する問い。 

・ 多数の要救助者が発生している状況下で、救助の優先順位について考察する問い。 

 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４階建て RC 造（団地）の１階居室で発生した「区画火災」で、要救助者が居室内に

取り残されているとの情報あり。現場到着時、玄関側からは黒煙が、ベランダ側から

は黒煙及び炎が噴出中であった。 

高度救助隊が屋内進入体制を整え居室内に進入するも、濃煙熱気（視界ゼロ）のた

め退出する。その後、火災戦術の変更をしながら、３回目の屋内進入時に要救助者を

救出する。 

この居室内は収容物が散乱し、大量のゴミが堆積していたことで、活動障害を生み、

燃焼を拡大させている要因となった。 

さらに、玄関からの大量の黒煙噴出により、同一棟の団地内の住民が避難できず、

火点である１階居室内の要救助者を含め、計５人の要救助者が発生した事例である。 

【火災事例共有アンケート（一部抜粋）】 
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  今回のアンケートの題材とした火災は、RC 造における「区画火災」であり、現場対応

に苦慮した事例です。この火災において私自身、色々と考えさせられ、また課題も多く残っ

たことから、題材として使用しました。活動概要については以下のとおりです。 
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（玄 関 側） （ベランダ側） 
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さらにアンケートは火災事例の映像を視聴しながら回答することで、より臨場感のある

状況を体感してもらいました。 

 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３「火災事例共有アンケート」の効果の検証 

アンケートを実施することで、どのような効果があるのかを確認するため、次のような

検証を実施しました。 

検証対象者を概ね採用 10 年未満の士長以下の職員とし、公平を期すため、採用年数、

階級等を考慮して、アンケートの実施者と非実施者にグループ分けしました。 

検証対象者には、アンケートの題材である火災事例に関する検討会を実施した後、最後

に検討会の内容に関する理解度チェックテスト（100 点満点）を実施し、理解度に差が出

るかどうかを検証しました。 

なお、理解度テストは、フラッシュオーバーの兆候に関する問いや区画火災の活動で正

しいと考えられるものを選択する問いなど計４問を出題しました。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

事例検討会 理解度テスト 

「火災事例共有アンケート」検証の流れ 

アンケート実施者 

アンケート非実施者 
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【理解度チェックテスト（一部抜粋）】 

事例検討会 



322

４「火災事例共有アンケート」の検証結果 

理解度チェックテストの結果、アンケートの事前実施者のグループの方が非実施者のグ

ループに比べ平均点が 10点以上高い結果となりました。 

上記検証結果のとおり、事例検討会前にアンケートを実施し、事例に対して自ら考え、

自分自身の答えを出した後に事例検討会に出席することで、検討会の内容に対する理解度

が高まる結果となりました。また、アンケートでは質問に対して、何かしらの回答を求め

ているため、いつも以上に考察する上、その後の検討会で上席者や他の隊員の考えを聞く

ことで、より知識が定着しやすくなると考えられます。さらに、アンケートの事前実施者

は、これまでの検討会に比べ、参加時の姿勢が受け身ではなく、積極的な発言が見て取れ

るようになり、知識の共有は共通認識を高めるほか、知識を身に付けることで自信にも  

繋がるため、効率良く隊員を育成する一つの手段としてアンケートの有用性は高いと考え

られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ おわりに 

現場経験が少ない中で「火災事例共有アンケート」を活用することで、特異な事例を共

有し、かつ疑似体験ができる体制を構築することができ、同じ現場に出動していない職員

も自ら考える機会が増え、効率的で効果的なレベルアップが図れるのではないかと考えま

す。 

また、今後の展望として、このアンケートによる事例の共有を火災のみならず、その他

の災害にも適用し、常態化することで消防局全体の災害対応能力の向上に繋げていきたい

と考えています。 

 

現職 

佐賀広域消防局佐賀消防署消防２課救助係 高度救助隊 

 

職歴 

平成 21 年４月 佐賀広域消防局採用 

平成 29 年４月 小城消防署特別救助隊配属 

平成 31 年４月 現職 

理解度チェックテスト（結果） 
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二次災害に対する取組みについて 

 

長崎市消防局      

消防士長 宮﨑 拓郎 

 

１ はじめに 

  長崎市は、九州の北西部に位置する中核市で長崎港を中心とした斜面に建物が立ち並

び、古くから水産業や造船業が盛んな街です。また、今年は 1571 年にポルトガル貿易船

の入港以来 450年という節目を迎え、長崎開港 450 周年を記念する様々な関連行事が開

催されています。さらに、2022 年秋には長崎と佐賀の武雄温泉との間を結ぶ九州新幹線

西九州ルートが開業する予定で、それに併せて、出島メッセ長崎（MICE 施設）の開業、

長崎スタジアムシティプロジェクト（サッカー場・ホテル・商業施設等）などが控えて

おり、長崎市は 100年に１度のまちづくりを進めています。 

  長崎市消防局の管内人口は、約 48 万人で、当市及び隣接する２町を管轄区域とし、１

消防局、３消防署、17 出張所、２派出所を配置し、職員定数 512名、職員数 495 名の体

制で消防行政を担っています。 

  今年４月に総合消防情報システムを更新し、ＮＥＴ119 緊急通報システム及び消防団

への地図機能付メールによる順次指令を新たに導入するなど、災害時において効果的な

情報管理と部隊運用を行っています。 

 

２ 提案の経緯 

  海に囲まれた港町長崎は、古くから水産業や造船業が盛んな街ですが、係留中の漁船

や造船所において船舶火災が度々発生しており、特に 2002年、建造中に発生した大型客

船ダイヤモンドプリンセス（116,000 トン）では歴史に残る大火災を経験しています。 

  先般、造船所で発生した船舶火災において、濃煙熱気の中、船内へ進入した隊員が船

舶特有の狭隘な空間で負傷した場合、脱出不能となる危険性が懸念されたことから、他

隊の応援を待つことなく、脱出不能に陥った隊員の救出をスムーズに行うことができる

緊急救出の技術の向上及び必要性を強く感じました。隊員の二次災害はあってはならな

い事です。 

そのためにも日々訓練を行い、安全管理の向上に努めているところですが、残念なが

ら負傷や殉職のリスクは、無くならないのが現状です。万が一、事故が起きた場合、救

助隊が受けるダメージは大きく、隊員の心情など、その後の救助活動に影響を及ぼすこ

とが予想されます。 

そのため、限られた時間と人員の中で、日頃行う災害救助訓練や火災想定訓練にかか

る時間を割くことなく、普及している緊急救出に係る技術訓練であるＲＩＴ/Ｃ訓練（即

時介入隊訓練）を取り入れていく必要がありますが、次の課題が挙げられます。 

（１） ＲＩＴ/Ｃの部分訓練であれば実施しやすいが、想定訓練となると二次災害を起

こさないよう訓練しているのに、隊員が負傷する前提の訓練はイメージがつきにく

く、混乱が生じやすい。 
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（２） ＲＩＴ/Ｃ訓練に特化した訓練を実施しても、一時的なものになってしまい、持

続性が無く浸透しにくい。 

 

３ 取組み内容 

  上記の課題から、一度に大きく変えるのではなく、変化するための一歩を踏み出すよ

う次の２つに重点を置くこととしました。 

  １つ目は、誰でも訓練の中に取り込めるようにすること。 

２つ目は、通常の訓練の中で棲み分けを行えるようにすることです。 

具体的には、通常の訓練において要救助者救出後、活動不能となった隊員が出現し、

その隊員を救出する「プラス１」訓練を実施するというものです。 

火災想定訓練だけに限らず、様々な訓練時にも行い、これを日々の訓練の中で必須化

（ルーティン化）していくことが今回の取組み内容となります。 

例として、船舶火災が発生し船倉内（低所）から要救助者を救出後、「プラス１」とし

て活動不能に陥った隊員を救出しなければならないとした場合を紹介します。 

船倉内からアリゾナボーテックス及びピタゴール等を使用し、要救助者救出後、活動

中の隊員が何らかの原因により活動不能になったため、緊急救出を行います（写真１及

び２）。空気呼吸器着装のため、縛着器具の使用は困難であることから、個人携行資器材

のオープンスリング（1.5ｍ）及びウェービングテープ（4.5ｍ）を使用した緊急的な身

体縛着を実施後、要救助者を救出した設定をそのまま使用し、救出を行います（写真３

及び４）。 

この想定訓練を通して、隊員から活動時の個人携行資器材や活動不能隊員の救出法に

ついてアイデアが生まれるなど、隊員間での活発な意見交換もできました。 

この他にも、ホース延長直後の緊急救出、建物火災における高所からの応急はしごに

おける緊急救出などにおいても様々な意見が出され、安全管理意識の向上も見られまし

た。 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 要救助者救出     写真２ 活動不能隊員の発生 
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写真１ 要救助者救出     写真２ 活動不能隊員の発生 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ 緊急的な身体縛着         写真４ 隊員の緊急救出 

 

４ 取組みの考察及びメリットについて 

二次災害が発生して隊員を緊急救出する訓練は、安全管理を徹底させていれば、行う

必要は無いかもしれません。訓練の優先順位としても、決して高いほうではないかもし

れませんが、緊急時、確実に遂行できなければ、救出すべき隊員の受傷もさることなが

ら、救出に向かった隊員も受傷するリスクもあります。 

今回の取組みでは、訓練の最後に隊員を救出する「プラス１」を加えるだけで、日頃

の訓練に取込みやすく、継続して訓練を行えます。 

また、要救助者救出後に、活動不能になった隊員が発生し、引き続き救出することで

先に要救助者を救出した設定（システム）をそのまま利用できることから、通常の訓練

との切り替え（シフト型訓練）が容易で混乱が生じず、かつ、隊員が受傷しないために

バックアップ（低所救出における確保ロープ等）を取り、二次的措置を構築した設定を

行うことで、安全管理が徹底されています。 

 

５ 終わりに 

  二次災害は、いつどこで起きるかわからず、となれば誰もがこの緊急救出の技術の必

要性を理解し、身に付けていく必要があると考えます。 

今回の取組み内容は、一見簡単なように見えますし、事実、難しいことではありませ

ん。だからこそ、日々の訓練としてＲＩＴ/Ｃ訓練に偏ることなく、継続することが可能

で、各隊員に浸透していく可能性が高い取組みです。 

 歯車は、動き出すまでに時間がかかります。“１”からは、順次進んでいきますが、“０”

から“１”にすることが難しいものです。 

この取組みは、ＲＩＴ/Ｃ訓練を行ううえでの“１”歩目にすぎません。簡単で小さな

“１”歩ですが継続した訓練を行うことで徐々に浸透していきます。 

小さな取組みかもしれませんが、仲間の受傷事故を防ぐため、日頃の訓練により緊急
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事態を発生させることがないよう、今後とも更なる研鑽に努めたいと思います。 

 

現職 

長崎市消防局 中央消防署 警防２課 高度救助隊 

 

職歴 

平成 20 年４月 採用 

令和 ３年８月 現職 
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事態を発生させることがないよう、今後とも更なる研鑽に努めたいと思います。 

 

現職 

長崎市消防局 中央消防署 警防２課 高度救助隊 

 

職歴 

平成 20 年４月 採用 

令和 ３年８月 現職 

建物火災時の三連はしごを利用した救出方法の考案 

 

佐世保市消防局 

    消防司令補 川島 友巳 

 

１ 考案した救出方法について 

(1) 考案した救助法 

救助法の名称を「２方向緊急はしご救出」とする。 

(2) 考案に至った経緯 

火災救助の現場において、三連はしごの上段の横さんを支点として救出ロープで要

救助者を吊り下げ、はしご下部の隊員の確保にて要救助者を救出する応急はしご救出

を主とした火災救助を実施してきた。しかし、設定は救出ロープと要救助者を縛着する

ための三重もやい結索と設定はシンプルであるが、要救助者を吊り下げた状態ではし

ごを前に張り出すため、はしごが不安定な状態となる。また、１名を救出するごとに、

ロープ端末を引き上げ、救出までの設定を再度行う必要があり、多数の要救助者を救出

する際に時間的ロスが発生してしまう。 

また、はしご下部の確保員は、通常の火災救助事案において、空気呼吸器を装備して

おり、その中で肩部制動による確保を行うとなると、空気呼吸器ハーネスとの干渉が考

察できる他、救出中に三連はしごの動揺が生じた際に、咄嗟に三連はしごの確保へ移行

する動作へ遅れが生じることが懸念される。 

そこで、火災救助における、迅速かつ多数の要救助者救出に特化した救助法の考案を 

目指すこととした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 使用資機材 

  ア 三連はしご 

  イ  12.5 ㎜スタティックロープ（50ｍ） 

  ウ  カラビナ 

  エ  安全帯 

 ※当局では上記の資機材を火災救助セットとしてバッグに収納している。 
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２ ２方向緊急はしご救出の手順（指揮者、１番員、２番員の３名で実施。） 

(1) １、２番員協力して三連はしごを伸梯、架梯する。 

(2) ２番員がはしごを確保し１番員が安全帯を携行してはしごを登梯。１番員が１人目

の要救助者と接触、要救助者に安全帯を縛着。    

 (3) 要救助者の縛着 

火災救助において、迅速に救出を行うことが必要不可欠であるため、今回は安全帯

を使用した縛着を行うものとする。 

ア 歩行可能の要救助者への対応      

    安全帯を脇部分に装着。安全帯のＤ環が胸の真ん中に来るよう装着する。 

イ 歩行不能の要救助者への対応 

歩行可能な要救助者と同様に脇部分に安全帯を装着。安全帯に付いている自己確

保用ロープを両膝の下に回して安全帯のＤ環にカラビナで取り付ける。 

折り返した自己確保ロープ２本の中心付近に救出ロープのカラビナを取り付け

る。（吊り下げたときに頭部側が下がらないよう注意が必要。あくまでも緊急時の縛

着方法であり、事前に簡易縛帯等を準備できればその方が良い。） 

 

 

 

 

 

(4) 指揮者が火災救助セットのロープの折り返し部分付近を携行し登梯。 

 

 

 

 

 

(5) はしごの最上段左右の支管と、その一段下の横さんにカラビナを設定し、そこにロー

プが経由することで摩擦が生じ、下部の確保者が容易に制動をかけることができる。 

  

 

 

 

 

 

 (6) その後指揮者も上階へ進入。要救助者張り出しの補助、要救助者の取り付けられ

た側の反対側でロープを保持し要救助者を確保する。１番員は指揮者が携行してきた

ロープの索環部分のカラビナに要救助者の安全帯のＤ環を接続し要救助者の張り出し

の準備を行う。 
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２ ２方向緊急はしご救出の手順（指揮者、１番員、２番員の３名で実施。） 
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(4) 指揮者が火災救助セットのロープの折り返し部分付近を携行し登梯。 

 

 

 

 

 

(5) はしごの最上段左右の支管と、その一段下の横さんにカラビナを設定し、そこにロー

プが経由することで摩擦が生じ、下部の確保者が容易に制動をかけることができる。 

  

 

 

 

 

 

 (6) その後指揮者も上階へ進入。要救助者張り出しの補助、要救助者の取り付けられ

た側の反対側でロープを保持し要救助者を確保する。１番員は指揮者が携行してきた

ロープの索環部分のカラビナに要救助者の安全帯のＤ環を接続し要救助者の張り出し

の準備を行う。 

 

 

(7) ２番員は指揮者が上階へ進入後、はしご表側に移動し、はしごの転倒防止に注意し

ながら、張り出された要救助者の反対側のロープを引き、確保を行う。 

(8) 指揮者の合図で、２番員の確保により要救助者を救出。 

１人目の要救助者を救出中に上方の２名の隊員の内１名が２人目の要救助者に安全

帯を縛着しておき、ロープのもう一方の索環が上方へ上がってきた時点ですぐにその

索環に２人目の要救助者の安全帯のカラビナを付け、１人目の要救助者と同様に要救

助者を地上へ救出する。２人目を救出した時点で１人目の要救助者に使用した安全帯

が上方に上がるので、次の要救助者に取り付け順次救出することができ、再救出まで

の設定時間の短縮を図ることが出来る。 

３ 負傷した隊員の救出方法 

上階で活動中の隊員が負傷（歩けない、意識がない）した際に、防火衣ズボンに付属

する安全帯のロープを空気呼吸器の肩バンド裏を通し、同安全帯の反対側のＤ環にカラ

ビナをかける。その後、空気呼吸器の肩バンドと隊員背部の間から安全帯ロープの中間

を取り出し、救出ロープに設定し救出する。 

４ 窓からの救出について 

通常、三連はしごの架梯角度は、75 度にて使用することとなっているが、２番員（地

上の隊員）が１名のみの場合でも、三連はしご架梯場所の変更ができるよう、あらかじめ

窓枠上部に架梯するという前提の元、伸梯を行い、引き綱を結着。その後、基底部を下げ、

低角度にて窓枠下部に設定し、そこから隊員が進入する。 

しかし、三連はしごを低角度に設定する際は、石突（ゴム足）反対側のはしご基底部が

地盤面に干渉し、石突（ゴム足）が浮かないよう細心の注意が必要である。 

要救助者の張り出しの際に必要な高さをとるため、三連はしごを窓枠上部に設定を変

更する際は、上階の指揮者が三連はしご先端を保持し、２番員（地上の隊員）が基底部を    

建物側に寄せることで、救出に必要な高さを確保するとともに、２方向緊急はしご救

出に適した架梯角度への設定が可能である。 
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(1) 要救助者がいる階のベランダが無く開口部が窓のみの場合、隊員進入時は三連はし

ごを低角度にして、窓枠下部にはしごの最上段を架梯して進入。 

(2) １番員が最初に進入し、要救助者に安全帯を縛着する。続いて指揮者が登梯し、はし    

ご上部に救出ロープを設定した後に窓から進入。 

 

 

 

 

(3) 指揮者進入後、上階の指揮者と２番員（地上の隊員）で協力して、はしごを壁側に寄

せ、はしごの先端を窓の上部へ移動させる。はしごを壁に寄せる際、上階の指揮者がは

しごを強く引き寄せると掛金が外れる恐れがあるので注意が必要である。 

(4) その後安全帯を縛着した要救助者を窓から張り出し、２番員の確保で要救助者を地

上へ救出する。 

 

 

 

 

５ 救出に要する時間 

  ２方向緊急はしご救出に要する時間と他の救出方法との比較。 

 はしご架梯～１人目救出 はしご架梯～２人目救出 

かかえ救出 ２分 50秒 ５分 10秒 

介添えによる救出 ２分 40秒 ４分 55秒 

応急はしご救出 ２分 25秒 ３分 10秒 

２方向緊急はしご救出 ２分 10秒 ２分 50秒 

  かかえ救出や介添えによる救出は要救助者と一緒にはしごを降りる為、時間がかかる。 

  応急はしご救出における１人目の救出は、２方向緊急はしご救出と時間的にあまり変

わらないが、２人目以降について、救助ロープを再度引き上げて設定行う応急はしご救出

に比べ、２方向緊急はしご救出は、設定を短縮できることからより早く救出できる結果と

なった。また、救出する要救助者及び隊員の数が多くなるほど、その時間差は大きくなる。 

６ 三連はしごの強度について 

２方向緊急はしご救出では三連はしごの最上段の左右の支管と、その一段下の横さん 

に設定したカラビナにロープを経由させることでその摩擦による制動で確保者がほとん

ど力を必要とせず要救助者を降下させることができる。支管及び横さんの強度について

検証を行った。 

当署で使用している三連はしご（チタン製：関東梯子株式会社）の横さんの許容荷重

は、１局所にかかる許容荷重は 1500Ｎとされているが、支管の強度については、強度の

測定は行っていないとのことである。しかし、メーカーに確認したところ、横さん 

と支管の材質は同じものを使用しており、また溶接方法も同じであった。 

支管の性状は、横さんと材質、外形、溶接方法が同じであり、この３点があてはまるこ

上へ救出する。
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  かかえ救出や介添えによる救出は要救助者と一緒にはしごを降りる為、時間がかかる。 

  応急はしご救出における１人目の救出は、２方向緊急はしご救出と時間的にあまり変

わらないが、２人目以降について、救助ロープを再度引き上げて設定行う応急はしご救出

に比べ、２方向緊急はしご救出は、設定を短縮できることからより早く救出できる結果と

なった。また、救出する要救助者及び隊員の数が多くなるほど、その時間差は大きくなる。 

６ 三連はしごの強度について 

２方向緊急はしご救出では三連はしごの最上段の左右の支管と、その一段下の横さん 

に設定したカラビナにロープを経由させることでその摩擦による制動で確保者がほとん

ど力を必要とせず要救助者を降下させることができる。支管及び横さんの強度について

検証を行った。 

当署で使用している三連はしご（チタン製：関東梯子株式会社）の横さんの許容荷重

は、１局所にかかる許容荷重は 1500Ｎとされているが、支管の強度については、強度の

測定は行っていないとのことである。しかし、メーカーに確認したところ、横さん 

と支管の材質は同じものを使用しており、また溶接方法も同じであった。 

支管の性状は、横さんと材質、外形、溶接方法が同じであり、この３点があてはまるこ

とから、三連はしごを形成する梁と溶接部強度の関係性（溶接部分にかかる荷重）は長さ

に反比例するものと仮定できる。よって、横さんの長さを約 40 ㎝、支管の長さを約 20 ㎝

（実測は 39 ㎝と 17㎝）とすると支管の長さは横さんの半分であり、横さんの約２倍近く

の強度を有すると考えられる。 

  横さんの１局所許容最大荷重が 1500Ｎとなると、仮に 100kg の体重の要救助者を吊り下

げた場合、最上段から１段下がった場所の横さんには、理論上 100kg＋100kg＝200kg の荷

重がかかることとなる。本来であればはしご水平救助第２法のように横さんに「補強棒」

を入れるか横さんを２箇所使用して分散支点を取るべきところではあるが、本救出方法は

あくまで火災救助を想定した救助方法であり、一刻も早く上階の要救助者を地上へ救出す

るために、分散支点を取る時間的余裕はないと判断した。 

本救出方法の設定において、ロープの係留点を３つのカラビナにて、３箇所を経由する

設定となっていることから、完全分散とはいかないものの、少なからず分散が発生してい

ると考え、従来の応急はしご救出法に比べ、一局所への負荷は避けることができる。 

また平成４年消防庁の通達「積載はしごの構造及び機能等に係る安全基準」（Ｈ４消防消

第 77号）によると、はしごの強度については、「使用状態において許容最大荷重の 1.5 倍

の荷重を加えた場合、永久ひずみを生せず、許容最大荷重の３倍の荷重を加えた場合、変

形又は破損しないこと」とあることから、横さん及び支管についても本救助方法により要

救助者を吊り下げるだけの強度は十分有すると考えられる。 

ただし、あくまでもこれらについては理論上のことであり、３箇所の支点部分について

もプーリーを介さずカラビナにロープを経由させており、ロープに係る摩擦係数等を考え

るとかなりの負荷が支点にかかっていると考えられる。火災救助なので緊急に要救助者を

救出しなければならないと言いながらも、救出時には急激な張り出しや急制動を出来るだ

け控え、支点に急激な負荷がかからないように張り出すことで負荷を軽減させる必要があ

ることは言うまでもない。 

また、支点となる横さんや支管が万が一破断した場合、左右の支管及び中央の横さんの

３箇所に支点を設置していることから、３箇所の支点のうち仮に１箇所支点が破断しても

残りの２箇所の支点で保持できている為、落下することはないと考える。  

(参考資料） 梁のたわみと応力計算ツール – 機械設計エンジニアの基礎知識  

URL ： https://d-engineer.com/unit_formula/haritawami.html 

７ 確保者に掛かる負荷（重量）について 

（1） 測定について 

ア 確保者側にデジタル張力計を使用する。 

イ 要救助者側に重量物を使用する。 

（2） 設定要領 

   ア 救出ロープの設定は本救出法と同様の位置に設定する。 

   イ 確保者側のロープにプルコードを設定し、プルコード及びデジタル張力計、三

連はしごの下部と連結し測定。 
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（3） 測定結果 

   測定にあっては３回実施し、平均の値とする。 

重量物（kg） 50㎏ 75㎏ 100㎏ 125㎏ 

張力計の数値（kg） 3.1 ㎏ 4.7㎏ 5.2㎏ 9.1㎏ 

３ヶ所のカラビナを経由しているため摩擦により確保者にかかる負荷はかなり少な

く、片手でロープを引くだけで制動をかけることができる。（実際の重量の約５％） 

８ 救出ロープ（スタティックロープ）の耐熱性について 

２方向緊急はしご救出では、救出ロープとして編みスタティックロープを使用してい

る。これはナイロンロープではロープにキンクが生じスムーズに使用できないためであ

るが、火災時の要救助者の救出を想定していることからロープの耐熱性についても検討

したところ、総務省消防庁より平成 19年に発表された「救助技術の高度化等検討会報

告書」で発表された救助用ロープの耐炎、耐熱についての試験結果について以下のとお

りであると発表されている。 

救助用ロープ 耐炎・耐熱特性試験データ 

項 目 ナイロン スタティック （参考）難燃耐熱性スタティック 

呼称太さ 12mm 11mm 11mm 

構造・構成 三つ打ち・撚り ２層・編み ３層・編み 

接炎実験 22秒 24～46秒 55～79秒 

受熱実験 ４秒 ４秒～45秒 77～241秒 

備考  国内品、海外品含む 国内品、海外品含む 

参考資料（平成 19 年「救助技術の高度化等検討会報告書」総務省消防庁） 

   よって、スタティックロープとナイロンロープでは耐炎、耐熱性に、僅かに差はある

がスタティックロープの耐炎、耐熱性が高いことがわかる。 

９ おわりに 

今回考案した２方向緊急はしご救出の目的は、２階建て住宅や共同住宅、飲食店等の 

建物火災において上階の複数名の要救助者を迅速に救出させることを目的としており、 

また、活動中の消防隊員が負傷し、はしごを降りることもできなくなった場合等に脱出 

させることもできる救出方法として考案したものである。実災害では実績はないが、実

災害において住民の命はもちろんのこと、消防隊員も含め１名たりとも火災による犠牲

者を出さないため、今後もさらなる検討及び訓練を重ねていきたい。 

 

現職 

佐世保市東消防署 特別救助隊 

 

職歴 

平成７年４月 佐世保市消防局採用 

令和３年４月 現職 
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（3） 測定結果 

   測定にあっては３回実施し、平均の値とする。 

重量物（kg） 50㎏ 75㎏ 100 ㎏ 125 ㎏ 

張力計の数値（kg） 3.1㎏ 4.7㎏ 5.2 ㎏ 9.1 ㎏ 

３ヶ所のカラビナを経由しているため摩擦により確保者にかかる負荷はかなり少な

く、片手でロープを引くだけで制動をかけることができる。（実際の重量の約５％） 

８ 救出ロープ（スタティックロープ）の耐熱性について 

２方向緊急はしご救出では、救出ロープとして編みスタティックロープを使用してい

る。これはナイロンロープではロープにキンクが生じスムーズに使用できないためであ

るが、火災時の要救助者の救出を想定していることからロープの耐熱性についても検討

したところ、総務省消防庁より平成 19年に発表された「救助技術の高度化等検討会報

告書」で発表された救助用ロープの耐炎、耐熱についての試験結果について以下のとお

りであると発表されている。 

救助用ロープ 耐炎・耐熱特性試験データ 

項 目 ナイロン スタティック （参考）難燃耐熱性スタティック 

呼称太さ 12mm 11mm 11mm 

構造・構成 三つ打ち・撚り ２層・編み ３層・編み 

接炎実験 22秒 24～46秒 55～79 秒 

受熱実験 ４秒 ４秒～45秒 77～241 秒 

備考  国内品、海外品含む 国内品、海外品含む 

参考資料（平成 19 年「救助技術の高度化等検討会報告書」総務省消防庁） 

   よって、スタティックロープとナイロンロープでは耐炎、耐熱性に、僅かに差はある

がスタティックロープの耐炎、耐熱性が高いことがわかる。 

９ おわりに 

今回考案した２方向緊急はしご救出の目的は、２階建て住宅や共同住宅、飲食店等の 

建物火災において上階の複数名の要救助者を迅速に救出させることを目的としており、 

また、活動中の消防隊員が負傷し、はしごを降りることもできなくなった場合等に脱出 

させることもできる救出方法として考案したものである。実災害では実績はないが、実

災害において住民の命はもちろんのこと、消防隊員も含め１名たりとも火災による犠牲

者を出さないため、今後もさらなる検討及び訓練を重ねていきたい。 

 

現職 

佐世保市東消防署 特別救助隊 

 

職歴 

平成７年４月 佐世保市消防局採用 

令和３年４月 現職 

２階建て障がい者グループホーム火災での救助活動 

 

阿蘇広域行政事務組合消防本部 

消防士長 宮﨑 太佑   

 

１ はじめに 

  阿蘇広域行政事務組合消防本部は、九州のほぼ中央で熊本県の北東部に位置していま

す。世界最大級のカルデラを有し、広大な面積の中の 73％が山岳地帯という雄大な阿蘇

五岳（高岳・中岳・杵島岳・烏帽子岳・根子岳）を中心に、南北に阿蘇谷、南郷谷と小

国郷の３地域６市町村で構成する東西約 40 キロメートル、南北約 50キロメートル、面

積約 1,000平方キロメートルの区域を管轄としています。 

 

 今回発表する内容は、管轄区域北東に位置する産 

山村にて発生した火災事案を紹介します。 

 

２ 概要 

  令和３年６月１日に発生した火災は、阿蘇郡産山 

村の障がい者グループホーム（木造一部鉄骨造２階 

建て延約 505 ㎡）の建物火災である。直近の消防 

署は、産山波野分駐所（３名勤務）であり、現場到 

着まで約４分の場所に位置する。また当消防本部の 

救助隊は、阿蘇市の中部消防署にのみ配置しているため、現場到着まで約 18分を要する。 

  

（1）通報内容 

   本件は隣接建物の住人からの入電で覚知。 

  「２階建ての建物が燃えている。」との通報であった。 

 

（2）出動車両 

   産山波野分駐所 消防隊１隊（３名） 

   中部消防署   消防隊１隊（３名）・救助隊（３名） 

   野尻草部分駐所 消防隊１隊（３名） 

   北部分署    救急隊１隊（３名）増隊           合計 15名 

 

※分駐所 →１隊で救急車、ポンプ車を運用 

※署・分署→救急隊は火災時にポンプ車を運用 

 

 

 

なお、当消防本部の建物火災時における出場計画は下記のとおりである。 
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火災種別 一般 中高層 

第一出場 消防ポンプ自動車又は 

水槽付消防ポンプ自動車 3 台 

救助工作車       1 台 

消防ポンプ自動車又は 

水槽付消防ポンプ自動車  3台 

はしご車         1台 

第二出場 第一出場で出場する車両等 

消防ポンプ自動車又は 

水槽付消防ポンプ自動車 2 台 

第一出場で出場する車両等 

救助工作車        1台 

消防ポンプ自動車又は 

水槽付消防ポンプ自動車  1台 

第三出場 第二出場で出場する車両等 

消防ポンプ自動車又は 

水槽付消防ポンプ自動車 2 台 

第二出場で出場する車両等 

消防ポンプ自動車又は 

水槽付消防ポンプ自動車  1台 

第四出場 全車両 全車両 

 

（3）要救助者情報 

   先着消防隊より「施設職員不在であり、入居者に聴取するが入居人数を把握してい

ないため、逃げ遅れ情報等不明。」との無線を傍受。 

 

３ 出場途上 

  先着消防隊より、「熱傷の傷病者を１名確認。」との無線を傍受し、救急隊の増隊を要

請。２階建ての建物火災及び延焼拡大の可能性が高いと判断し消防団を要請。 

 

４ 現場到着時の状況 

  り災建物については、２階の１室が延焼中であり、敷地内駐車場の防火水槽に先着消 

防隊が部署しＧＬから外部放水を実施中であった。先着消防隊長は避難誘導及び情報収 

集を実施中あったが、入居者が障がい者（高次脳機能障害、先天的な障害、発達障害、

身体障害など）であることから、意思疎通をとることが困難であり、逃げ遅れや入居状

況等が掴めず、さらに施設職員不在（常駐していない）であったため、情報取集に苦慮

していた。また、２階部分で消火器を使用し消火活動を試みていた入居者（熱傷の傷病

者）もいたため、引き留めながらの活動となり、屋内の検索等も未実施であった。 

 

５ 活動方針 

（１）２階に進入し内部放水に変更 

（２）全室内の検索活動 

（３）入居状況の情報収集（施設職員との連絡） 

 

６ 救助活動 

（１）１階部分は延焼拡大の危険小と判断し、施設職員を待ち、マスターキーにて開錠、

検索活動を実施する。 

（２）２階部分は延焼拡大の危険大と判断し、火災室隣の１室をバールにて破壊し開錠、
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火災種別 一般 中高層 

第一出場 消防ポンプ自動車又は 

水槽付消防ポンプ自動車 3 台 

救助工作車       1 台 

消防ポンプ自動車又は 

水槽付消防ポンプ自動車  3台 

はしご車         1台 

第二出場 第一出場で出場する車両等 

消防ポンプ自動車又は 

水槽付消防ポンプ自動車 2 台 

第一出場で出場する車両等 

救助工作車        1台 

消防ポンプ自動車又は 

水槽付消防ポンプ自動車  1台 

第三出場 第二出場で出場する車両等 

消防ポンプ自動車又は 

水槽付消防ポンプ自動車 2 台 

第二出場で出場する車両等 

消防ポンプ自動車又は 

水槽付消防ポンプ自動車  1台 

第四出場 全車両 全車両 

 

（3）要救助者情報 

   先着消防隊より「施設職員不在であり、入居者に聴取するが入居人数を把握してい

ないため、逃げ遅れ情報等不明。」との無線を傍受。 

 

３ 出場途上 

  先着消防隊より、「熱傷の傷病者を１名確認。」との無線を傍受し、救急隊の増隊を要

請。２階建ての建物火災及び延焼拡大の可能性が高いと判断し消防団を要請。 

 

４ 現場到着時の状況 

  り災建物については、２階の１室が延焼中であり、敷地内駐車場の防火水槽に先着消 

防隊が部署しＧＬから外部放水を実施中であった。先着消防隊長は避難誘導及び情報収 

集を実施中あったが、入居者が障がい者（高次脳機能障害、先天的な障害、発達障害、

身体障害など）であることから、意思疎通をとることが困難であり、逃げ遅れや入居状

況等が掴めず、さらに施設職員不在（常駐していない）であったため、情報取集に苦慮

していた。また、２階部分で消火器を使用し消火活動を試みていた入居者（熱傷の傷病

者）もいたため、引き留めながらの活動となり、屋内の検索等も未実施であった。 

 

５ 活動方針 

（１）２階に進入し内部放水に変更 

（２）全室内の検索活動 

（３）入居状況の情報収集（施設職員との連絡） 

 

６ 救助活動 

（１）１階部分は延焼拡大の危険小と判断し、施設職員を待ち、マスターキーにて開錠、

検索活動を実施する。 

（２）２階部分は延焼拡大の危険大と判断し、火災室隣の１室をバールにて破壊し開錠、

室内に煙が充満しているのを確認。入居者の正確な情報が得られておらず、一酸化

炭素中毒による要救助者の可能性を考慮し、２階部分全室をバールにて破壊開錠す

る。その後、熱画像直視装置（ＦＬＩＲ Ｋ65）を使用し検索活動を実施。 

 

７ り災建物情報 

（１）構造：木造一部鉄骨造２階建て 

（２）面積：１階 304.96㎡ ２階 200.47 ㎡ 

（３）部屋数：１階 11部屋 ２階 10部屋  

（４）消防設備：消火器、自動火災報知設備、消防機関へ通報する火災報知設備、誘導灯 

 

 平面図及び入居状況図  （ 部分は入居中の部屋） 

 

 

８ 救助活動結果 

（１） 避難者：り災建物 18 名 隣接建物３名 

（２） 負傷者：１名 59 歳男性、気道熱傷及びⅢ度熱傷（火元の部屋居住） 

（３） 要救助者：１名（上記男性） 

 

９ 時系列 

覚知  0：25 指令  0：27 

出場車両 出動 現場到着 活動開始 活動終了 

中部タンク 0：29 0：48 0：51 4：00 

中部救助 0：30 0：50 0：51 4：00 

野草ポンプ 0：36 1：06 1：08 3：43 

   放水開始 放水停止 

産波ポンプ 0：29 0：33 0：37 3：44 

   現場発 病院到着 

北部救急 0：45 1：21 1：33 2：29 

0：33 産波ポンプ：火炎発見、これより水利部署し消火活動にあたる。 

0：40 産波ポンプ：逃げ遅れ情報聴取中。熱傷傷病者１名確認。救急隊増隊願う。 
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10 活動評価 

 （１）入居者が居住人数等を知らず、情報収集に苦慮した。 

 （２）施設職員の連絡先が分からず、招集及び情報収集が遅れた。 

 （３）２階居室、破壊開錠の判断は財産保護の観点からみて正しかったか。 

 （４）熱画像直視装置の使用は検索範囲から考えても効果的であった。 

 

11 高気密高断熱建物の増加による火災検索活動について 

（１）熱画像直視装置（ＦＬＩＲ Ｋ65）を使用した検索活動の有効性 

    今回の検索活動で使用した熱画像直視装置についてＦＬＩＲ社の実施したオンラ

イン講習を受講し熱画像直視装置に関する基礎・活用知識を身に着け、実際に様々

場面での使用を検証した。 

   

① 熱画像直視装置とは 

熱画像直視装置とは赤外線エネルギーを映像化する装置である。赤外線は目には見 

えない光線であり、ほとんどの物体から放射されている。温度との相関関係にある。 

② 熱画像直視装置で何ができるのか。 

・濃煙下の人命検索、構造確認 

・火源の特定と注水支援 

・延焼防止に為の温度把握 

③ 熱画像直視装置はサイズアップツールである。 

    サイズアップ…状況評価・判断・決定・行動 

消防サイズアップ…Fire Behavior Indicators（５つの火災行動指標） 

   「ＢＳＡＨＦ」…Ｂuilding  建物・構造 

           Ｓmoke    煙の色や量 

                     ＡirTrack  空気の流れ 

           Ｈeat    熱・温度 

           Ｆlame    炎：BSAHとの関連 

 

0：37 産波ポンプ：２階部分延焼中、東側から放水開始。 

0：54 指揮本部開設 

0：54 指揮本部：木造２階建て延焼中、延焼の恐れ少ない。要救助者の確認のた

め、屋内検索を実施する。 

1：02 指揮本部：現在２階部分を検索中、現時点では傷病者１名。 

1：21 指揮本部：中間報告、２階部分逃げ遅れ無し。１階部分及び周辺の逃げ遅

れ等、最終確認中。 

1：24 指揮本部：確定情報、入居者 18 名、隣接建物３名の安否確認済み。熱傷

（全身、気道）傷病者１名（救急搬送） 

2：16 鎮圧 

3：01 鎮火 



337

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 活動評価 

 （１）入居者が居住人数等を知らず、情報収集に苦慮した。 

 （２）施設職員の連絡先が分からず、招集及び情報収集が遅れた。 

 （３）２階居室、破壊開錠の判断は財産保護の観点からみて正しかったか。 

 （４）熱画像直視装置の使用は検索範囲から考えても効果的であった。 

 

11 高気密高断熱建物の増加による火災検索活動について 

（１）熱画像直視装置（ＦＬＩＲ Ｋ65）を使用した検索活動の有効性 

    今回の検索活動で使用した熱画像直視装置についてＦＬＩＲ社の実施したオンラ

イン講習を受講し熱画像直視装置に関する基礎・活用知識を身に着け、実際に様々

場面での使用を検証した。 

   

① 熱画像直視装置とは 

熱画像直視装置とは赤外線エネルギーを映像化する装置である。赤外線は目には見 

えない光線であり、ほとんどの物体から放射されている。温度との相関関係にある。 

② 熱画像直視装置で何ができるのか。 

・濃煙下の人命検索、構造確認 

・火源の特定と注水支援 

・延焼防止に為の温度把握 

③ 熱画像直視装置はサイズアップツールである。 

    サイズアップ…状況評価・判断・決定・行動 

消防サイズアップ…Fire Behavior Indicators（５つの火災行動指標） 

   「ＢＳＡＨＦ」…Ｂuilding  建物・構造 

           Ｓmoke    煙の色や量 

                     ＡirTrack  空気の流れ 

           Ｈeat    熱・温度 

           Ｆlame    炎：BSAHとの関連 

 

0：37 産波ポンプ：２階部分延焼中、東側から放水開始。 

0：54 指揮本部開設 

0：54 指揮本部：木造２階建て延焼中、延焼の恐れ少ない。要救助者の確認のた

め、屋内検索を実施する。 

1：02 指揮本部：現在２階部分を検索中、現時点では傷病者１名。 

1：21 指揮本部：中間報告、２階部分逃げ遅れ無し。１階部分及び周辺の逃げ遅

れ等、最終確認中。 

1：24 指揮本部：確定情報、入居者 18 名、隣接建物３名の安否確認済み。熱傷

（全身、気道）傷病者１名（救急搬送） 

2：16 鎮圧 

3：01 鎮火 

④ 様々な状況での熱画像直視装置の見え方 

・濃煙内 
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・鏡やガラスを通して（車内など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 まとめ 

濃煙内、暗所での熱画像直視装置の使用は効果的であると証明できた。しかし、水

中やガラスなどを通しての使用には向かなかった。赤外線は反射する能力が高く、透

過する能力は低いのが理由であり、ティッシュペーパー１枚でも遮蔽物となり映らな

かった。環境測定に効果的であり、目では測れない温度を可視化してくれることも大

きなメリットであると考えるが、遮蔽物があれば視えなくなるため、熱画像直視装置

に頼りすぎるのではなく、あくまで補助としての使用であることを忘れてはいけない。 

 

13 終わりに 

   近年の建築技術の向上、高気密、高断熱建物の増加に伴い、建物火災は変化してき

ています。今までの知識だけでは、要救助者を救えなくなる可能性があります。建物

の変化に合わせ、消防としての活動も変化していくべきであり、全隊員が共通認識、

共通知識を身に着けることで、火災を最小限に抑え、要救助者を救助することが可能

となるのではないでしょうか。 

本事案では、阿蘇消防としても多くの課題を与えられる事案となりました。 

しかし、日頃の訓練や学習の成果もあり、大きな問題の無い活動を実施することが

できました。今後も災害にしっかりと向き合い、様々な角度から検討を重ね、知識を

深め、さらに訓練を積み要救助者のために最善の活動を行うことが我々の使命だと

思っています。 

本事案を通じ経験したことが、全国の救助隊の活動に少しでも参考になれば幸いで

す。 
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現職 

 阿蘇広域行政事務組合消防本部 中部消防署 救助隊長 

 

職歴 

平成 24 年 ４月 阿蘇広域行政事務組合消防本部採用 

平成 27 年 10 月 熊本県消防学校救助課程入校 

平成 28 年 ４月 中部消防署 救助隊隊員拝命 

平成 28 年 10 月 阿蘇消防特別機動救助隊隊員拝命 

令和 ３年 ４月 中部消防署 救助隊長拝命 

令和 ３年 10 月 現職 





開催事務局

消防庁国民保護・防災部参事官 村川 奏支
消防庁国民保護・防災部参事官補佐 田中 亮三
消防庁国民保護・防災部救助係長 宮嶋 大
消防庁国民保護・防災部救助係 竹内 綾子
消防庁国民保護・防災部救助係 岡田 大介
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